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この学修要項（シラバス）には、 年度入学の 年生が相模原キャンパスにおい

て受講する授業科目の履修方法及びその授業内容が掲載されています。全体を熟読し

てください。その上で、疑問や不明なところがある場合は、クラス担任、チューター、

教学センター事務室一般教育課・教務係に出向いて指導を受け、疑問を解明してくだ

さい。

なお、大学における学生に対する公示伝達は、すべて掲示によって行われます。授

業に関すること、試験に関すること、その他重要事項等は、すべて所定の掲示板また

は サイトに掲示されますので、見落としのないようにしてください。必ず掲示板

及び サイトを見る習慣をつけることが肝要です。掲示の見落としを理由に、伝達

された事項に対する責任を免れることはできません。特に注意してください。

 
 

〈学修要項掲載内容〉

○１年次における履修科目と授業内容  

○履修方法と進級規程  

○行事予定  

○その他  

 



目目 次次

 
【 年度入学生】

 年  
新新入入生生のの皆皆ささんんへへ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学学部部・・研研究究科科のの概概要要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

理理念念・・教教育育方方針針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

年年度度「「人人材材のの養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他のの教教育育研研究究上上のの目目的的」」とと「「学学位位授授与与方方針針（（デディィププロロママ・・

ポポリリシシーー））、、「「教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））」」・・・・・・・・・・・・・

ⅠⅠ．． 年年度度 年年次次行行事事予予定定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅡⅡ．． 年年次次科科目目のの履履修修ににつついいてて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．履修と単位制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
２．薬学部１年次授業科目一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
３． 年度薬学部時間割 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．履修登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．講義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
６．試験・成績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７．科目ナンバリング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

８．その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅢⅢ．．各各種種養養成成講講座座ににつついいてて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．漢方医薬学履修プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
２． ・サプリメントアドバイザー養成講座（旧栄養情報担当者（ ）養成講座）

及び健康食品管理士養成講座・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅣⅣ．．単単位位互互換換制制度度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．本学他学部の授業科目履修制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
２．他大学との単位互換制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

ⅤⅤ．．卒卒業業及及びび 年年次次以以降降のの授授業業科科目目

１．カリキュラムツリー（薬学科・生命創薬科学科）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
２． 年度入学生カリキュラム・卒業要件単位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ⅥⅥ．．薬薬学学部部学学年年進進級級規規程程（（ 年年度度入入学学生生））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅦⅦ．．一一般般教教育育部部教教員員一一覧覧・・・・・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅧⅧ．．一一般般教教育育部部教教室室案案内内図図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅨⅨ．．学学部部・・学学科科・・専専攻攻のの略略号号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅩⅩ．．講講義義内内容容（（シシララババスス））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅪⅪ．．読読替替表表（（薬薬学学科科・・生生命命創創薬薬科科学学科科））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅫⅫ．．参参考考

１．薬剤師国家試験出題基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・ 5
　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21
　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22
　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39
　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39

　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40
　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43
　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43
　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50
　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52
　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63
　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 384

　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 388



目目 次次

 
【 年度入学生】

 年  
新新入入生生のの皆皆ささんんへへ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学学部部・・研研究究科科のの概概要要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

理理念念・・教教育育方方針針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

年年度度「「人人材材のの養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他のの教教育育研研究究上上のの目目的的」」とと「「学学位位授授与与方方針針（（デディィププロロママ・・

ポポリリシシーー））、、「「教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））」」・・・・・・・・・・・・・

ⅠⅠ．． 年年度度 年年次次行行事事予予定定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅡⅡ．． 年年次次科科目目のの履履修修ににつついいてて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．履修と単位制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
２．薬学部１年次授業科目一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
３． 年度薬学部時間割 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．履修登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．講義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
６．試験・成績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７．科目ナンバリング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

８．その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅢⅢ．．各各種種養養成成講講座座ににつついいてて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．漢方医薬学履修プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
２． ・サプリメントアドバイザー養成講座（旧栄養情報担当者（ ）養成講座）

及び健康食品管理士養成講座・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅣⅣ．．単単位位互互換換制制度度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．本学他学部の授業科目履修制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
２．他大学との単位互換制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

ⅤⅤ．．卒卒業業及及びび 年年次次以以降降のの授授業業科科目目

１．カリキュラムツリー（薬学科・生命創薬科学科）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
２． 年度入学生カリキュラム・卒業要件単位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ⅥⅥ．．薬薬学学部部学学年年進進級級規規程程（（ 年年度度入入学学生生））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅦⅦ．．一一般般教教育育部部教教員員一一覧覧・・・・・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅧⅧ．．一一般般教教育育部部教教室室案案内内図図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅨⅨ．．学学部部・・学学科科・・専専攻攻のの略略号号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅩⅩ．．講講義義内内容容（（シシララババスス））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅪⅪ．．読読替替表表（（薬薬学学科科・・生生命命創創薬薬科科学学科科））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ⅫⅫ．．参参考考

１．薬剤師国家試験出題基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  
新新入入生生のの皆皆ささんんへへ

 
薬学部長 田辺 光男 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。北里大学薬学部の教職員一同、皆さんのご入学を心

から歓迎いたします。

初年度は、相模原キャンパスで同級の友人とともに、また、課外活動などを通じて他学部の先輩や友

人とともに、楽しく実りある学生生活を送られることを願っています。広々とした相模原キャンパスに

は無限の可能性が満ちていることと思います。

薬学部には、薬学科（ 年制）と生命創薬科学科（ 年制）の 学科が設置されています。各学科には、

それぞれの人材養成の目的がまとめられています。

薬学科は、高度化・細分化された医療の中で、医薬品の適正使用を通して、医療の質を確保するため

の「薬の専門家」として活躍する薬剤師を養成することを、生命創薬科学科は、薬学関連領域における

多様な人材需要に応えるため、薬剤師としてではなく、薬学の基礎的な知識・技能を基盤に、社会の多

様な分野で活躍できる人材の育成を目的としています。それぞれの目的を達成するために、卒業時に皆

さんに身につけてほしい資質と能力を「学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」として、また、そ

の目的達成のために実施するカリキュラム編成の方針を「教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・

ポリシー）」として学修要項（シラバス）に掲載しています。これらは必ずご一読ください。両学科と

も、皆さんには、豊かな人間性と倫理観及び高いコミュニケーション能力を身につけ、意欲的に課題を

見いだして、その問題を解決する能力を培ってほしいと願っています。

薬学部では、低学年から高学年に向けて高度な薬学専門科目を学ぶようにカリキュラムが編成されて

います。したがって、低学年の科目内容が高学年の学習に密接に関わっています。また、薬学専門科目

以外に、人間形成のための教育が全学年を通じて行われています。この他、 年次では、大学への導入

教育、一般教養教育とともに、将来の進路を選択するためのキャリア養成科目も設置されています。科

目の中には、一方的に教員から講義を聞くのではなく、自分の考えを発言したり、予めまとめた内容を

発表したりする双方向の授業もありますので、積極的に参加してほしいと思います。また、薬学部では、

年次ばかりでなく、全学年を通じて実習科目が大きなウエートを占めています。実習は、講義で修得

した知識を実体験しながら理解を深める大切な科目です。また、正確な技術の習得も重要な目的となり

ますので、一人一人が「主体的」に取り組んでほしいと思います。

薬学部では、 年次の皆さんのクラス主任・副主任を薬用植物園および大学病院薬剤部を兼務する教

員が担当しています。また、白金キャンパスでは、薬学部教員がチューターとして相談に応じるシステ

ムもあります。何か悩みや心配事がある場合には、教員や事務の人たちに遠慮なく相談してほしいと思

います。一人で悩むのではなく誰かと話をすることは、冷静な判断のきっかけにもなり、解決のヒント

が得られることが多々あります。

私達は未曾有の新型コロナウイルス感染症パンデミックを経験しましたが、その中でも歩みを止める

ことなく柔軟に授業形態を進化させ対応してきました。私達教職員一同は、皆さんが大学生としての自

覚を持ち新たな気持ちで学生生活をスタートできることを願い、皆さんが大学で学ぶ機会を途切れるこ

となく提供し、安心して学生生活を送られるよう準備しています。北里大学薬学部において、将来の夢

と希望がかなえられるよう応援しています。
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薬薬学学部部・・薬薬学学研研究究科科のの概概要要

 

薬学部は、 （昭和 ）年に「質の高い薬剤師ならびに優秀な研究者・技術者を養成す

ること」を目的として、北里大学の 番目の学部（薬学科 学科）として設立された。翌年

の （昭和 ）年には、製薬学科を増設した。 （平成 ）年には、薬学教育年限の

延長にともない、「高度化した医療現場で活躍できる薬剤師の養成」を目的とした薬学科（

年制）と｢薬学関連分野の研究者や教育者など、薬学周辺領域で活躍できる人材の養成｣を目

的とした薬科学科（ 年制）の 学科を併置した。 （平成 ）年、薬科学科は生命創薬

科学科へと名称変更し現在に至っている。

薬学研究科は、高度な生命科学の精髄を極める専門教育の場として、 （昭和 ）年

に薬学専攻修士課程をもって発足し、 （昭和 ）年には博士後期課程を開設した。開

設当初から、「生命科学に関する最先端の基礎研究を重視」して、 を越える専門分野の教

育・研究を展開しつつ、 （昭和 ）年には、修士課程に日本初の臨床薬学専門分野を開

講し、臨床薬学の実践的教育・研究を大学院の教育課程に取り入れた。 （昭和 ）年に

は臨床薬学研究室を開設、さらに、 （平成 ）年に臨床薬学研究室の機能を充実拡大す

るため、薬学部附属臨床薬学研究センターに組織変更した。 （平成 ）年度から「薬学

履修コース」、「臨床薬学履修コース」及び「臨床統計学履修コース」からなるコース制を敷

くことで教育・研究の特色を一層鮮明にした。臨床統計学履修コースは、わが国での臨床統

計学の確立及び専門家の育成を目指して開設されたコースである。 （平成 ）年度に

は、社会人を対象として、新薬開発分野で国際的に活躍できる高度専門家を育成することを

目的とする「医薬開発学履修コース」を開設した。

薬学 年制教育の進行に伴い、 （平成 ）年には修士課程に薬科学専攻「薬科学履

修コース」を設置し、その後、 （平成 ）年に博士課程薬学専攻「薬学履修コース」

（修業年限 年）及び博士後期課程薬科学専攻「薬科学履修コース」（修業年限 年）を設

置した。大学院の改組に伴い、「臨床統計学履修コース」及び「医薬開発学履修コース」は

薬科学専攻へ組み込まれ，現在に至っている。

（平成 ）年度から （令和 ）年度まで、本学が文部科学省から選定された「が

んプロフェッショナル養成プラン」の一環として、博士後期課程に社会人を対象としたがん

専門薬剤師の養成を目的とする「医療薬学－がん領域－履修コース」を設置した。

本学部及び本研究科では、これまでに 余名の薬学士、 余名の修士、 余名

の博士を輩出し、これら卒業生・修了生は社会の第一線で活躍している。

（平成 ）年度からスタートした 年制薬学教育では、新たに 週にわたる長期実

務実習が加えられた。本学では、関連病院の薬剤部長が薬学部教授あるいは准教授を兼務す

る教育体制が構築されており、臨床薬学研究・教育センターには 名の薬剤師免許を有す

る臨床教員が在席し、そのうち 名が付属病院薬剤部に配置され学部の講義・実習ととも
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薬薬学学部部・・薬薬学学研研究究科科のの概概要要

 

薬学部は、 （昭和 ）年に「質の高い薬剤師ならびに優秀な研究者・技術者を養成す

ること」を目的として、北里大学の 番目の学部（薬学科 学科）として設立された。翌年

の （昭和 ）年には、製薬学科を増設した。 （平成 ）年には、薬学教育年限の

延長にともない、「高度化した医療現場で活躍できる薬剤師の養成」を目的とした薬学科（

年制）と｢薬学関連分野の研究者や教育者など、薬学周辺領域で活躍できる人材の養成｣を目

的とした薬科学科（ 年制）の 学科を併置した。 （平成 ）年、薬科学科は生命創薬

科学科へと名称変更し現在に至っている。

薬学研究科は、高度な生命科学の精髄を極める専門教育の場として、 （昭和 ）年

に薬学専攻修士課程をもって発足し、 （昭和 ）年には博士後期課程を開設した。開

設当初から、「生命科学に関する最先端の基礎研究を重視」して、 を越える専門分野の教

育・研究を展開しつつ、 （昭和 ）年には、修士課程に日本初の臨床薬学専門分野を開

講し、臨床薬学の実践的教育・研究を大学院の教育課程に取り入れた。 （昭和 ）年に

は臨床薬学研究室を開設、さらに、 （平成 ）年に臨床薬学研究室の機能を充実拡大す

るため、薬学部附属臨床薬学研究センターに組織変更した。 （平成 ）年度から「薬学

履修コース」、「臨床薬学履修コース」及び「臨床統計学履修コース」からなるコース制を敷

くことで教育・研究の特色を一層鮮明にした。臨床統計学履修コースは、わが国での臨床統

計学の確立及び専門家の育成を目指して開設されたコースである。 （平成 ）年度に

は、社会人を対象として、新薬開発分野で国際的に活躍できる高度専門家を育成することを

目的とする「医薬開発学履修コース」を開設した。

薬学 年制教育の進行に伴い、 （平成 ）年には修士課程に薬科学専攻「薬科学履

修コース」を設置し、その後、 （平成 ）年に博士課程薬学専攻「薬学履修コース」

（修業年限 年）及び博士後期課程薬科学専攻「薬科学履修コース」（修業年限 年）を設

置した。大学院の改組に伴い、「臨床統計学履修コース」及び「医薬開発学履修コース」は

薬科学専攻へ組み込まれ，現在に至っている。

（平成 ）年度から （令和 ）年度まで、本学が文部科学省から選定された「が

んプロフェッショナル養成プラン」の一環として、博士後期課程に社会人を対象としたがん

専門薬剤師の養成を目的とする「医療薬学－がん領域－履修コース」を設置した。

本学部及び本研究科では、これまでに 余名の薬学士、 余名の修士、 余名

の博士を輩出し、これら卒業生・修了生は社会の第一線で活躍している。

（平成 ）年度からスタートした 年制薬学教育では、新たに 週にわたる長期実

務実習が加えられた。本学では、関連病院の薬剤部長が薬学部教授あるいは准教授を兼務す

る教育体制が構築されており、臨床薬学研究・教育センターには 名の薬剤師免許を有す

る臨床教員が在席し、そのうち 名が付属病院薬剤部に配置され学部の講義・実習ととも

に実務実習を担当する。 年制薬学教育の中でも極めて重要な病院実習を、希望する全ての

学生が附属病院のいずれかで履修できる環境を整え、さらに薬学部教員が責任をもって教

授する教育体制は、他の薬系大学では実施できない本学部の大きな特長である。さらに、臨

床薬学研究・教育センターには 名の医師が専任教員として配置され、学部の講義と事前実

習を担当している。

本学部では、一般教養や薬学的専門知識・技能・態度を修得する教育に加えて、医療人と

しての倫理観を醸成する教育にも力を入れている。一般教育部と連携した「倫理学」のみな

らず、薬学専門科目としての「医療倫理学」、医療現場を体験する「薬と仕事Ⅰ」、薬害や終

末期医療について学び、小グループでの討論を中心に進められる「社会薬学実習」、附属病

院を活用した「病院実習」や「医療ボランティア実習」などを通して、高い倫理観の醸成を

図っている。その中の一つで 年次に開講される「社会薬学実習」では、終末期医療や災害

時医療の現場について患者の家族や医療者の立場からの意見、医薬品副作用の事例講演、小

グループ討議などを通して、学生に「いのち」について考えさせる。この実習内容は文部科

学省「質の高い大学教育推進プログラム」（ （平成 ）年度）に選定され、高い評価を

受けている。

一方、薬学部、医学部、看護学部、医療衛生学部、保健衛生専門学院、看護専門学校の学

生が一堂に会して討議・発表を行う「チーム医療演習」、附属病院における「チーム医療病

院実習」も医療人養成を重視する本学の大きな特長である。その他にも、特色ある教育とし

て、薬学部附属東洋医学総合研究所や北里研究所病院と連携した「漢方医薬学履修プログラ

ム」があり、「生薬学」や「東洋医学概論」等の講義に加えて、「漢方調剤実習」を行ってい

る。また、健康食品に関する教育として「 ・サプリメントアドバイザー」や「健康食品管

理士」の受験資格を取得できるカリキュラムを実施している。

研究面では、 （平成 ）年度から 年間にわたり文部科学省のハイテク・リサーチ・

センターに選定され、 、 （平成 、 ）、 （平成 ）、 （令和 ）年度には

文科省研究設備整備費等補助金を受け、研究機器を整備し、医薬品の研究・開発に関わるプ

ロジェクトを推進している。さらに、本学薬学研究科と東京医科歯科大学、お茶の水女子大

学、学習院大学の 大学大学院が連携して大学院教育を高度化する取り組みは、文部科学省

「戦略的大学連携支援プログラム」（ ～ （平成 ～ ）年度）及び「大学間連携共

同教育推進事業」（ ～ （平成 ～ ）年度）に選定された。その後も継続して各大

学大学院の特色ある科目や研究を共有することで、幅広い視野を持った生命科学・創薬科学

研究者を養成する計画を推進している。

（平成 ）年には、北里大学特別栄誉教授で、元薬学部教授の大村 智 博士が、ノー

ベル生理学・医学賞を受賞した。大村博士の受賞を契機として、創薬・生命科学研究の更な

る発展が期待される。
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薬薬学学部部のの理理念念・・教教育育方方針針

 

【理念】

豊かな教養、深い専門知識、高い倫理観を有する、薬剤師ならびに薬学研究者の養成。

【教育方針】

薬学科 年制 は、医療の高度化・細分化・医薬分業の進展等に伴う医薬品の適正使用

や薬害防止など、薬剤師に対する高度な社会的要請に応えるため、確固たる倫理観と洗練

された技能を持ち、病院、薬局、製薬企業、保健・衛生行政等の幅広い職域で貢献できる

使命感に溢れた薬剤師を養成することを目標としている。薬学科を卒業すると薬剤師国家

試験受験資格が得られるが、薬学科で開講される授業に熱心に取り組むことにより、国家

試験に合格するための充分な実力が涵養される。また、高学年には多彩な専門科目が配置

されており、卒業後の進路に合わせて科目を選択することができるよう配慮されている。

さらに、薬学科卒業後に大学院博士課程（薬学専攻：修業年限 年）へ進学して、薬学研

究者・教育者の進路を選択することも可能である。

生命創薬科学科（ 年制）は、生命科学・創薬科学等の分野における研究者を始めとして、

企業の医薬情報担当者や医薬品販売に携わる人材、行政関連分野に進む人材等、薬剤師と

してではなく、薬学の知識をもって社会の様々な分野で活躍できる人材の育成を目指して

いる。 年次からの豊富な卒業研究を通して、論理的な思考に基づく問題発見・解決能力を

ある程度修得できるが、研究者を目指すには、卒業後に大学院修士課程（薬科学専攻：修

業年限 年）・博士後期課程（薬科学専攻：修業年限 年）に進学して、研究能力の更なる

向上を図る必要がある。生命創薬科学科では、基礎薬学教育に重点が置かれているが、医

療関係者としての倫理観も醸成できるように科目編成されている。
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薬薬学学部部のの理理念念・・教教育育方方針針

 

【理念】

豊かな教養、深い専門知識、高い倫理観を有する、薬剤師ならびに薬学研究者の養成。

【教育方針】

薬学科 年制 は、医療の高度化・細分化・医薬分業の進展等に伴う医薬品の適正使用

や薬害防止など、薬剤師に対する高度な社会的要請に応えるため、確固たる倫理観と洗練

された技能を持ち、病院、薬局、製薬企業、保健・衛生行政等の幅広い職域で貢献できる

使命感に溢れた薬剤師を養成することを目標としている。薬学科を卒業すると薬剤師国家

試験受験資格が得られるが、薬学科で開講される授業に熱心に取り組むことにより、国家

試験に合格するための充分な実力が涵養される。また、高学年には多彩な専門科目が配置

されており、卒業後の進路に合わせて科目を選択することができるよう配慮されている。

さらに、薬学科卒業後に大学院博士課程（薬学専攻：修業年限 年）へ進学して、薬学研

究者・教育者の進路を選択することも可能である。

生命創薬科学科（ 年制）は、生命科学・創薬科学等の分野における研究者を始めとして、

企業の医薬情報担当者や医薬品販売に携わる人材、行政関連分野に進む人材等、薬剤師と

してではなく、薬学の知識をもって社会の様々な分野で活躍できる人材の育成を目指して

いる。 年次からの豊富な卒業研究を通して、論理的な思考に基づく問題発見・解決能力を

ある程度修得できるが、研究者を目指すには、卒業後に大学院修士課程（薬科学専攻：修

業年限 年）・博士後期課程（薬科学専攻：修業年限 年）に進学して、研究能力の更なる

向上を図る必要がある。生命創薬科学科では、基礎薬学教育に重点が置かれているが、医

療関係者としての倫理観も醸成できるように科目編成されている。

年年度度「「人人材材のの養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他のの教教育育研研究究上上のの目目的的」」とと「「学学位位授授与与方方針針（（デデ

ィィププロロママ・・ポポリリシシーー））」」、、「「教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））」」

１１．．薬薬学学部部

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部では、最新の薬学的知識・技能のみならず、豊かな人間性と高い倫理観を備え、社会

における様々な活動に、「薬」の視点を持って積極的に参画できる人材の育成を目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）基礎と臨床を両輪としたバランスのとれた薬学教育の

展開、（ ）豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、（ ）コミュニケーション能力を修

得させる教育の推進、（ ）基礎と臨床が一体となった研究の展開とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部では、基礎と臨床を融合させた教育により、豊かな人間性とコミュニケーション能力

を有し、課題発見・問題解決能力を身につけて、最先端の研究から医療まで幅広い分野で活

躍できる人材を育成することを目的としており、（ ）基礎または臨床薬学における高度な知

識・技能を修得し、さまざまな状況で活用でき、（ ）豊かな人間性、高い倫理観とコミュニ

ケーション能力を身につけ、（ ）課題発見・問題解決能力を有するものに学位を授与します。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

薬学部では、低学年において、大学への導入教育、一般教養教育に加えて早期体験学習など

を履修し、順次性・体系性に基づいた薬学専門科目を配置したカリキュラムが編成されてい

ます。また、薬学科・生命創薬科学科のいずれの学科でも、必要とされる高度な知識と技能・

態度の修得だけでなく、倫理観醸成のための教育、全学年を通して人間形成のための教育を

展開し、コミュニケーション能力の修得や課題発見・問題解決能力の醸成を重視する教育課

程を編成しています。

２２．．薬薬学学科科

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部薬学科では、高度化・細分化された医療の中で、医薬品の適正使用を通して、医療の

質を確保するための「薬の専門家」として活躍する薬剤師を養成することを目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）臨床薬学に関連した高度な専門教育と実務教育の充実、

（ ）豊かな人間性と医療人としての高い倫理観を醸成する教育の推進、（ ）チーム医療に資

するためのコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、（ ）薬学・医療の進歩と改善

に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力を涵養する教育、（ ）生涯にわたる

自己研鑽と次世代育成への意欲と態度を培う教育の推進とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間性や生命の

尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据えて、健康増進や医療の質向上に

様々な分野で貢献できる人材を育成します。

卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資質・能力を身につけ

たものに対して学位を授与します。

プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）

（ ）医療人としての倫理観

・患者・生活者の権利を尊重し、その利益を守るために倫理観をもって行動できる。

・法規・制度を遵守し、高い規範意識をもって、適切な判断と行動ができる。

・プロフェッショナルとして、質の高い医療に貢献する使命感と責任感を備えている。

（ ）信頼関係構築のためのコミュニケーション能力

・患者・生活者の心理、立場、環境、状態に配慮したコミュニケ—ションができる。

・患者・生活者のナラティブや多様性を理解し、個別性を尊重したコミュニケーションに

より、相互の信頼関係を構築できる。
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・他者との協働において、相手の意見を尊重し、自分の状況や考えを論理的に分かりやす

く伝え、建設的なコミュニケーションができる。

（ ）チーム医療に資する能力

・チーム医療を進めるにあたり、薬剤師に求められる役割と責任を理解し、適切に行動でき

る。

・チーム医療を進めるにあたり、他の医療関係職種の職能や果たすべき役割を理解して協働

できる。

・患者・生活者、関係する多職種と情報を共有し、安全で質の高い医療・福祉・公衆衛生を

提供できる。

（ ）医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力

・医療人の基盤となる、一人の人間として共通に持つべき一般教養を身につけ、医療を取り

巻く規制・社会の現状と課題を理解している。

・基礎薬学の知識・技能を修得し、医療現場や地域社会でそれらがどのように活用されるか

を理解している。

・衛生薬学の知識・技能を修得し、医療現場や地域社会で活用することで、人の健康の維持・

増進に貢献する姿勢を備えている。

・医療薬学の知識・技能を修得し、個々の患者への責任ある薬物治療の実践にどのように応

用されるかを理解している。

・適切な薬物治療の計画を立案した上で個別最適な薬物治療を提供し、薬学的管理によるフ

ァーマシューティカルケアを実践できる。

・医薬品等の規制に関する知識を修得し、社会の変化や多様化を踏まえて国民の健康な生活

の確保に貢献する姿勢を備えている。

・情報科学をはじめとする先端的な科学技術に常に関心をもち、薬学的観点から適切に医療

の質向上に活用する姿勢を備えている。

（ ）薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力

・研究倫理や法令等に関する知識を持ち、それらを遵守して研究に取り組むことができる。

・学術論文を正しく理解し、内容を簡潔にまとめることができる。

・自ら研究課題の設定を行い、多様な人と協働しながら、研究を主体的に行う姿勢を備えて

いる。

・自ら身につけた専門知識・技能を活用して、特定の課題を解決するための適切な研究方法

を選択し、研究計画を立案できる。

・研究計画に従って忠実に研究を遂行し、得られた研究結果を正確に解析・考察した上で、

研究の結論を導くことができる。

・自身の考えを論理的に他者に説明、発表し、多様な意見を吟味した上で議論できる。

・薬学・医療の課題について自発的に情報収集し、継続的に探求する姿勢を備えている。

（ ）自律的・協働的な生涯学習の姿勢

・生涯にわたり学び続ける意義や必要性を理解し、自己研鑽を継続する意欲と態度を備えて

いる。

・他者と協働しながら研鑽を続け、利他的に行動できる。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

到達目標に達するための教育課程

〔カリキュラム編成〕

薬学部薬学科は６年制で、おおむね、第１学年の第 期、第２学年から第４学年の第 期、

第５学年から第６学年の第 期と学習内容から大きく３期に分けられます。

この３期６年間を通じて、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた資質・能力を修

得するために、以下の方針に従いカリキュラムを編成しています。

（ ）初年次教育として、大学への導入教育、一般教養教育を展開するとともに、早期体験学

習などによる将来に向けてのキャリア教育を行います。

（ ）ヒューマニティ関連の講義および実習を通して、人間形成および医療人としての倫理観

を醸成します。

（ ）能動的学修を通して、コミュニケーション能力を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に基礎薬学に関連した講義・実習を配置し、医療現場や地域

社会で必要とされる専門知識・技能を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に衛生薬学に関連した講義・実習を配置し、人の健康の維持・

増進に貢献するために必要な専門知識・技能を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に医療薬学および臨床薬学に関連した講義・実習・演習を配
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・他者との協働において、相手の意見を尊重し、自分の状況や考えを論理的に分かりやす

く伝え、建設的なコミュニケーションができる。

（ ）チーム医療に資する能力

・チーム医療を進めるにあたり、薬剤師に求められる役割と責任を理解し、適切に行動でき

る。

・チーム医療を進めるにあたり、他の医療関係職種の職能や果たすべき役割を理解して協働

できる。

・患者・生活者、関係する多職種と情報を共有し、安全で質の高い医療・福祉・公衆衛生を

提供できる。

（ ）医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力

・医療人の基盤となる、一人の人間として共通に持つべき一般教養を身につけ、医療を取り

巻く規制・社会の現状と課題を理解している。

・基礎薬学の知識・技能を修得し、医療現場や地域社会でそれらがどのように活用されるか

を理解している。

・衛生薬学の知識・技能を修得し、医療現場や地域社会で活用することで、人の健康の維持・

増進に貢献する姿勢を備えている。

・医療薬学の知識・技能を修得し、個々の患者への責任ある薬物治療の実践にどのように応

用されるかを理解している。

・適切な薬物治療の計画を立案した上で個別最適な薬物治療を提供し、薬学的管理によるフ

ァーマシューティカルケアを実践できる。

・医薬品等の規制に関する知識を修得し、社会の変化や多様化を踏まえて国民の健康な生活

の確保に貢献する姿勢を備えている。

・情報科学をはじめとする先端的な科学技術に常に関心をもち、薬学的観点から適切に医療

の質向上に活用する姿勢を備えている。

（ ）薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力

・研究倫理や法令等に関する知識を持ち、それらを遵守して研究に取り組むことができる。

・学術論文を正しく理解し、内容を簡潔にまとめることができる。

・自ら研究課題の設定を行い、多様な人と協働しながら、研究を主体的に行う姿勢を備えて

いる。

・自ら身につけた専門知識・技能を活用して、特定の課題を解決するための適切な研究方法

を選択し、研究計画を立案できる。

・研究計画に従って忠実に研究を遂行し、得られた研究結果を正確に解析・考察した上で、

研究の結論を導くことができる。

・自身の考えを論理的に他者に説明、発表し、多様な意見を吟味した上で議論できる。

・薬学・医療の課題について自発的に情報収集し、継続的に探求する姿勢を備えている。

（ ）自律的・協働的な生涯学習の姿勢

・生涯にわたり学び続ける意義や必要性を理解し、自己研鑽を継続する意欲と態度を備えて

いる。

・他者と協働しながら研鑽を続け、利他的に行動できる。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

到達目標に達するための教育課程

〔カリキュラム編成〕

薬学部薬学科は６年制で、おおむね、第１学年の第 期、第２学年から第４学年の第 期、

第５学年から第６学年の第 期と学習内容から大きく３期に分けられます。

この３期６年間を通じて、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた資質・能力を修

得するために、以下の方針に従いカリキュラムを編成しています。

（ ）初年次教育として、大学への導入教育、一般教養教育を展開するとともに、早期体験学

習などによる将来に向けてのキャリア教育を行います。

（ ）ヒューマニティ関連の講義および実習を通して、人間形成および医療人としての倫理観

を醸成します。

（ ）能動的学修を通して、コミュニケーション能力を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に基礎薬学に関連した講義・実習を配置し、医療現場や地域

社会で必要とされる専門知識・技能を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に衛生薬学に関連した講義・実習を配置し、人の健康の維持・

増進に貢献するために必要な専門知識・技能を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に医療薬学および臨床薬学に関連した講義・実習・演習を配

置し、チーム医療に資する能力を修得します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、薬学・医療の進歩と改善に資する研究遂行意欲を

醸成し、課題発見・問題解決能力や研究の実施に必須な研究倫理・法令等の知識を修得し

ます。

（ ）実務実習、卒業研究、生涯学習セミナーなどを通して自己研鑽を継続する意欲を高めま

す。

（ ）実習や卒業研究などでの後輩の指導を通して後進を育成する意欲と態度を培います。

〔学修内容・方法〕

＜第 期＞

第 期では、医療人の基盤となる一般教養を身につけるとともに必要な基礎知識を修得する

ため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎教育やキャリア教育を進めるべく、以下の

科目を学びます。

・外国語や文化、社会、健康の領域（人文科学、社会科学）や自然科学、数理・情報系も含

む教養系科目

・早期体験学習、情報の利活用に関する科目

・基礎薬学に関する科目

・人間形成のためのヒューマニティ関連の科目

＜第 期＞

第 期は、順次性・体系性に基づき薬学専門科目を配置し、以下の科目を学びます。各科目

の学習の到達目標の達成に最適化された多様な講義・実習・演習を実施するとともに、アク

ティブラーニングを通してコミュニケーション能力を身につける教育も展開します。

・薬学専門領域の知識・技能と課題発見・問題解決の基礎を修得するための基礎薬学、医療

薬学、衛生薬学、法規 制度および臨床薬学に関する講義・実習・演習

・医療人としての倫理観を醸成し患者・生活者を理解するためのヒューマニティ関連の講義

および実習

・調剤や薬物療法の実践において、個別最適化するために必要な基本的な能力を身につける

ための病院・薬局実習事前実習

＜第 期＞

第 期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使し、「薬の専門家」としての総合的

な実践力を高めるために以下の科目を学びます。

・薬剤師の使命を果たす自覚と心構えを持ち、個々の患者に適切な薬物治療の計画を立案・

提供し、多職種と連携しながら薬学的管理によるファーマシューティカルケアを実践する

能力や、患者・生活者の立場を尊重して、最善の医療・福祉・公衆衛生を実現する能力を

身につける病院・薬局実習

・研究活動を通じて、課題発見・問題解決に資する一連の能力や研究倫理・法令等の知識を

修得し、後輩の指導等後進を育成する意欲と態度を培い、自己研鑽を継続する意欲を高め

る薬学卒業特別実習

・これまでに身につけた知識を体系的に学び直す中で、総合力・応用力を身につけ、実践的

な薬剤師としての能力を身につける薬学総合演習

・チーム医療を進めるにあたり、薬剤師および他の医療関連職種の役割と責任を理解し、連

携する多職種と円滑で効果的な情報交換を行う実践的な能力を培うチーム医療演習

〔学修成果の評価方法〕

本プログラムの学修成果である基礎学力については、主に第 期第１学年から第 期第４

学年の講義・実習・演習の終了時に、個々の授業の到達目標に適した評価方法（筆記テス

ト、課題レポート、プレゼンテーション、技能や態度の評価等）により、目標達成度を点

数化し、総合的に評価します。医療人としての倫理観やコミュニケーション能力の評価は、

ルーブリックを用いて全学年を通して形成的な評価を行います。第 期第５学年の「病

院・薬局実習」では、ルーブリックを用いた技能・態度の評価と、実務実習記録報告会で

のプレゼンテーションにより総合的に評価します。第 期第５学年から第６学年前期ま

でに開講される講義等については、終了時に個々の授業の到達目標に適した評価方法（課

題レポートおよびプレゼンテーション、態度の評価等）により、目標達成度を点数化し、

総合的に評価します。第 期第５学年から第６学年前期における「薬学卒業特別実習」

では、未知なる課題に対して計画立案から研究の遂行・考察等一連の取り組み方、卒業研
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究発表会でのポスター発表、および成果報告としての卒業論文をルーブリックにて総合的

に評価します。第 期第６学年後期の「薬学総合演習」は、その目標達成度を筆記テス

トによって点数化し評価します。これらの評価結果は、進級および卒業の認定に反映しま

す。

３３．．生生命命創創薬薬科科学学科科

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部生命創薬科学科では、薬学関連領域における多様な人材需要に応えるため、薬学の

基礎的な知識‧技能を基盤に、社会の多様な分野で活躍できる人材の育成を目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）薬学関連領域における基本的な知識‧技能を修得させ

る教育の充実、（ ）豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、（ ）「考える力」（薬学

の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見‧問題解決能力 を涵養する教育の推

進、（ ）科学的なコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、（ ）科学的探究心を

向上させる教育の推進とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術者をはじ

めとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分野で活躍できる人材を

育成します。

卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資質・能力を身につ

けたものに対して学位を授与します。

プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）

（ ）薬学関連領域における幅広い専門的な能力

・一人の人間として共通に持つべき一般教養を身につけ、薬学を取り巻く規制・社会の現

状と課題を理解している。

・生命科学・創薬科学・情報科学等の専門知識と技能を修得し、各専門領域が相互に深い

関わりを持つことを理解している。

・先端的な科学技術に常に関心をもち、薬学関連領域の進歩に活用する姿勢を備えている。

（ ）研究活動における高い倫理観

・研究倫理や法令等に関する知識を持ち、それらを遵守して研究を遂行できる。

・科学は信頼を基盤として成り立っていることを理解し、研究の公正な実施に向けて行動

できる。

（ ）薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力

・薬学関連領域の課題発見・問題解決には、領域横断的な知識や技能の活用が必要で

あることを理解している。

・薬学関連領域の学術論文等を自ら読解して、論理的・批判的に解釈・考察できる。

・自ら研究課題の設定を行い、多様な人と協働しながら、研究を主体的に行う姿勢を備

えている。

・自ら身につけた専門知識・技能を活用して、特定の問題を解決するための戦略（道筋）

を提案し、研究計画を立案できる。

・計画に従って忠実に研究を遂行し、得られた研究結果を正確に解析・考察した上で、

研究の結論を導くことができる。

・薬学関連領域の課題について自発的に情報収集し、継続的に探求する姿勢を備えてい

る。

（ ）課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼンテ

ーション能力

・自身の考えや伝えたい内容を、科学的に正確に表現し、多様な分野の人々に対して分

かりやすく論理的にプレゼンテーションすることができる。

・自身の考えに対する多様な意見を吟味した上で議論できる。

・多様な分野の人々と積極的に意見交換を行い、異なる意見も尊重しながら協働で課題

解決に取り組む態度を備えている。

（ ）自律的・協働的な生涯学習の姿勢

・生涯にわたり学び続ける意義や必要性を理解し、自己研鑽を継続する意欲と態度を備

えている。

・他者と協働しながら研鑽を続け、利他的に行動できる。
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究発表会でのポスター発表、および成果報告としての卒業論文をルーブリックにて総合的

に評価します。第 期第６学年後期の「薬学総合演習」は、その目標達成度を筆記テス

トによって点数化し評価します。これらの評価結果は、進級および卒業の認定に反映しま

す。

３３．．生生命命創創薬薬科科学学科科

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部生命創薬科学科では、薬学関連領域における多様な人材需要に応えるため、薬学の

基礎的な知識‧技能を基盤に、社会の多様な分野で活躍できる人材の育成を目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）薬学関連領域における基本的な知識‧技能を修得させ

る教育の充実、（ ）豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、（ ）「考える力」（薬学

の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見‧問題解決能力 を涵養する教育の推

進、（ ）科学的なコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、（ ）科学的探究心を

向上させる教育の推進とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術者をはじ

めとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分野で活躍できる人材を

育成します。

卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資質・能力を身につ

けたものに対して学位を授与します。

プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）

（ ）薬学関連領域における幅広い専門的な能力

・一人の人間として共通に持つべき一般教養を身につけ、薬学を取り巻く規制・社会の現

状と課題を理解している。

・生命科学・創薬科学・情報科学等の専門知識と技能を修得し、各専門領域が相互に深い

関わりを持つことを理解している。

・先端的な科学技術に常に関心をもち、薬学関連領域の進歩に活用する姿勢を備えている。

（ ）研究活動における高い倫理観

・研究倫理や法令等に関する知識を持ち、それらを遵守して研究を遂行できる。

・科学は信頼を基盤として成り立っていることを理解し、研究の公正な実施に向けて行動

できる。

（ ）薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力

・薬学関連領域の課題発見・問題解決には、領域横断的な知識や技能の活用が必要で

あることを理解している。

・薬学関連領域の学術論文等を自ら読解して、論理的・批判的に解釈・考察できる。

・自ら研究課題の設定を行い、多様な人と協働しながら、研究を主体的に行う姿勢を備

えている。

・自ら身につけた専門知識・技能を活用して、特定の問題を解決するための戦略（道筋）

を提案し、研究計画を立案できる。

・計画に従って忠実に研究を遂行し、得られた研究結果を正確に解析・考察した上で、

研究の結論を導くことができる。

・薬学関連領域の課題について自発的に情報収集し、継続的に探求する姿勢を備えてい

る。

（ ）課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼンテ

ーション能力

・自身の考えや伝えたい内容を、科学的に正確に表現し、多様な分野の人々に対して分

かりやすく論理的にプレゼンテーションすることができる。

・自身の考えに対する多様な意見を吟味した上で議論できる。

・多様な分野の人々と積極的に意見交換を行い、異なる意見も尊重しながら協働で課題

解決に取り組む態度を備えている。

（ ）自律的・協働的な生涯学習の姿勢

・生涯にわたり学び続ける意義や必要性を理解し、自己研鑽を継続する意欲と態度を備

えている。

・他者と協働しながら研鑽を続け、利他的に行動できる。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

到達目標に達するための教育課程

〔カリキュラム編成〕

薬学部生命創薬科学科は４年制で、おおむね、第１学年の第 期、第２学年から第３学

年の第 期、第４学年の第 期と学習内容から大きく３期に分けられます。

この３期４年間を通じて、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた資質・能力

を修得するために、以下の方針に従いカリキュラムを編成しています。

（ ）初年次教育として、大学への導入教育、一般教養教育を展開するとともに、早期体験

学習などによる将来に向けてのキャリア教育を行います。

（ ）研究倫理関連の講義を通して、研究者として遵守すべき研究倫理や法令の知識を身に

つけます。

（ ）低学年から順次的、体系的に基礎薬学および薬学専門科目に関連した講義・実習を配

置し、薬学関連領域における幅広い専門知識・技能をもって様々な分野で社会貢献でき

る人材を育成します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究

遂行意欲を醸成し、課題発見・問題解決能力を修得します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、論理的に伝えるプレゼンテーション能力、建設

的に議論できる能力、協働して課題解決に取り組むためのコミュニケーション能力を身

につけます。

（ ）卒業研究や種々の研究集会への参加などを通して自己研鑽を継続する意欲を高めま

す。

（ ）実習や卒業研究などでの後輩の指導を通して後進を育成する意欲と態度を培う教育を

行います。

〔学修内容・方法〕

＜第 期＞

第 期では、薬学関連領域で活躍できる人材の基盤となる一般教養を身につけるとともに

必要な基礎知識を修得するため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎教育やキャリ

ア教育を実施するとともに、研究意欲を高めるべく、以下の科目を学びます。

・外国語や文化、社会、健康の領域（人文科学、社会科学）や自然科学、数理・情報系も

含む教養系科目

・早期体験学習（産官学の研究所訪問、過去の優れた研究の調査・発表）、情報の利活用に

関する科目

・基礎薬学に関する科目

・人間形成のための教育であるヒューマニティ関連の科目

＜第 期＞

第 期は、薬学専門科目の順次性・体系性に基づき各科目を配置し、以下の科目を学びま

す。各科目の修得目標の達成に最適化された多様な講義・実習を実施します。

・薬学専門領域の知識・技能と課題発見・問題解決の基礎を修得するための薬学専門科目

に関する講義と実習

・本学部および国内外で展開される最先端の研究に触れ、論理的・批判的に解釈・考察す

る能力を養成する講義

＜第 期＞

第 期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使して、研究活動を通じて総合的

な実践力を高める場として、以下の科目を学びます。

・自分の研究結果や考えを体系的および論理的に説明または発表する能力を養い、他者の

主張を理解することに努めるとともに、批判的な吟味も行い、建設的に他者と議論する

能力を培うための生命創薬科学特別演習

・先端的な研究を通じて、課題発見・問題解決に資する一連の能力や研究倫理・法令等の

知識を修得し、後輩の指導等後進を育成する意欲と態度を培い、自己研鑽を継続する意

欲を高める生命創薬科学卒業特別実習
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〔学修成果の評価方法〕

本プログラムの学修成果である基礎学力については、主に第 期第１学年から第 期第３

学年の講義・実習の終了時に、個々の授業の到達目標に適した評価方法（筆記テスト、課

題レポート、プレゼンテーション、技能や態度の評価等）により、目標達成度を点数化し、

総合的に評価します。第 期第４学年に開講される講義・演習については、終了時に個々

の授業の到達目標に適した評価方法（課題レポートおよびプレゼンテーション、態度の評

価等）により、目標達成度を点数化し、総合的に評価します。第 期第４学年の「生命

創薬科学卒業特別実習」では未知なる問題に対して計画立案から研究の遂行・考察等一連

の取り組み方、卒業研究発表会での口頭発表・質疑応答、および成果報告としての卒業論

文をルーブリックにて評価します。
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〔学修成果の評価方法〕

本プログラムの学修成果である基礎学力については、主に第 期第１学年から第 期第３

学年の講義・実習の終了時に、個々の授業の到達目標に適した評価方法（筆記テスト、課

題レポート、プレゼンテーション、技能や態度の評価等）により、目標達成度を点数化し、

総合的に評価します。第 期第４学年に開講される講義・演習については、終了時に個々

の授業の到達目標に適した評価方法（課題レポートおよびプレゼンテーション、態度の評

価等）により、目標達成度を点数化し、総合的に評価します。第 期第４学年の「生命

創薬科学卒業特別実習」では未知なる問題に対して計画立案から研究の遂行・考察等一連

の取り組み方、卒業研究発表会での口頭発表・質疑応答、および成果報告としての卒業論

文をルーブリックにて評価します。

年度一般教育部行事予定

〔〔２２００２２４４年年〕〕 ４４ 月月 １１００月月

日 月 火 水 木 金 土
１日～９日：オリエンテーション

５日：入学式
１０日：前期授業開始日
２０日：開校記念日【授業日】

日 月 火 水 木 金 土
１４日：スポーツの日【授業日】

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５

７ ８ ９ ６ ７ ８ ９

５５ 月月 １１１１月月

日 月 火 水 木 金 土
６日：こどもの日振替【授業日】

日 月 火 水 木 金 土
１日：北里祭準備日【通常授業無】
２日：北里祭

３日：北里祭・文化の日
４日：文化の日振替
５日：北里研究所創立記念日

２３日：勤労感謝の日【授業日】

１ ２ ３ ４ １ ２

５ ６ ７ ８ ９ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

６６ 月月 １１２２月月

日 月 火 水 木 金 土
２日：球技大会
９日：球技大会

日 月 火 水 木 金 土
日～ 日：後期補講日【通常授業無】
日：後期補講日【通常授業無】

１２月２５日～１月５日：冬期休業

１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ８ ９

９

23 30⁄

７７ 月月 〔〔２２００２２５５年年〕〕 月月

日 月 火 水 木 金 土
１５日：海の日【授業日】

２４日：前期補講日【通常授業無】
２５日：前期補講日【通常授業無】

７月２６日～８月２日：前期試験

日 月 火 水 木 金 土
１２月２５日～１月５日：冬期休業

６日～１５日：後期定期試験
１１日：後期授業終了

１月１６日～３月３１日：春期休業

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４

７ ８ ９ ５ ６ ７ ８ ９

８８ 月月 ２２ 月月

日 月 火 水 木 金 土
７月２６日～８月２日：前期試験

１日：前期授業終了
５日：１群科目補充実験予備日

２６日～２９日：前期追再試験

８月６日～９月８日：夏期休業

日 月 火 水 木 金 土
４日～６日、１０日：後期追再試験

１月１６日～３月３１日：春期休業
１ ２ ３ １

４ ５ ６ ７ ８ ９ ２ ３ ④ ⑤ ⑥ ７ ８

９ ⑩

㉖ ㉗ ㉘ ㉙

９９ 月月 ３３ 月月

日 月 火 水 木 金 土
８月６日～９月８日：夏期休業

９日：後期授業開始日

１６日：敬老の日【授業日】

日 月 火 水 木 金 土
１月１６日～３月３１日：春期休業

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １

８ ９ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９

23 30⁄ 24 31⁄

※ の付いている日は休講日および休暇期間とする。ただし、 期間中に補講や○ 追再試験 が実施される場合がある

ため、該当者は注意すること。
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日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土

　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　

　　 　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　 　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　

　後期授業開始

　後期履修変更期間

　後期授業終了

　履修登録期間 　冬期休業

　後期試験

　白金ガイダンス

　前期授業終了

　前期試験

　夏期休業

　前期追再試験手続 　

＜＜休休講講ににつついいてて＞＞ ≪≪白白金金キキャャンンパパスス立立入入禁禁止止日日≫≫

 １０月２５日（金） 　（白金祭準備のため）  １２月　７日（土）・８日（日） 　（ＯＳＣＥ共用試験実施のため）

１１月１日（金）・４日（月） （北里祭準備・片付けのため）  １月３１日（金）～２月１日（土） 　（一般入学試験実施のため）

＜＜祝祝日日・・休休日日ににつついいてて＞＞

　４月２９日（月） 昭和の日 　５月　３日（金） 憲法記念日 　１１月　４日（月） 　２月２４日（月）

　４月３０日（火） 　５月　４日（土） みどりの日 　１月　１日（水） 元日 　３月２０日（木）　 春分の日

　５月　１日（水） 　８月１２日（月） 　１月　１３日（月） 成人の日

　５月　２日（木） 　９月２３日（月） 　２月１１日（火）

＜＜祝祝日日授授業業日日＞＞ ＜＜記記念念日日＞＞

　５月６日（月） 　１０月１４日（月） スポーツの日 　１１月　５日（火）

　７月１５日（月） 　１１月２３日（土）

　９月１６日（月） 敬老の日

休日
（こどもの日振替の振
替）

休日
（秋分の日振替）

 　７月２６日（金）～８月　１日（木）

　白金祭

　早期体験実習
　「創薬科学への招待」（生命創薬科学科）

　履修変更期間 　 ４月２２日（月）・２３日（火）

 　７月２３日（火）

 　４月　６日（土）

海の日 勤労感謝の日

　前期追再試験

   ４月　５日（金）

　早期体験学習
　「薬と仕事Ⅰ」（薬学科）

　前期授業開始

　後期追再試験手続

 　８月　６日（火）～ ２５日（日）

 １２月２４日（火）

   ４月１１日（木）～ １２日（金）

 　１月　６日（月）～ １１日（土）

 １２月２５日（水）～ １月　５日（日）

 　１月下旬（予定）

開校記念日
（5/2に振替）

北里研究所創立記
念日

 １０月２６日（土）・２７日（日）

　球技大会

２２００２２４４年年度度　　薬薬学学部部１１年年生生暦暦

　新入生オリエンテーション／健康診断 　 ４月　１日（月）～　9日（火）  　９月　９日（月）

　入学式 　 ９月　１２日（木）・１３日（金）

   ４月１０日（水）

 　３月　３日（月）　進級判定発表

 ２月４日（火）～　６日（木）、
　　 10日（月）

 　１月１７日（金）～ ２４日（金）

 　１月１７日（金）～ ２３日（木）

　後期追再試験

 　８月２６日（月）～ ２９日（木）

　 ８月中旬（予定）

休日
（天皇誕生日振替）

こどもの日振替

 　６月２日（日）・９日（日）

休日
（海の日振替）

休日（開校記念日振替）

 １１月  ２日（土）・ ３日（日）　北里祭

  ４月２０日（土） 

休日
（山の日振替）

休日
（文化の日振替）

建国記念の日
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日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土

　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　

　　 　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　 　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　

　後期授業開始

　後期履修変更期間

　後期授業終了

　履修登録期間 　冬期休業

　後期試験

　白金ガイダンス

　前期授業終了

　前期試験

　夏期休業

　前期追再試験手続 　

＜＜休休講講ににつついいてて＞＞ ≪≪白白金金キキャャンンパパスス立立入入禁禁止止日日≫≫

 １０月２５日（金） 　（白金祭準備のため）  １２月　７日（土）・８日（日） 　（ＯＳＣＥ共用試験実施のため）

１１月１日（金）・４日（月） （北里祭準備・片付けのため）  １月３１日（金）～２月１日（土） 　（一般入学試験実施のため）

＜＜祝祝日日・・休休日日ににつついいてて＞＞

　４月２９日（月） 昭和の日 　５月　３日（金） 憲法記念日 　１１月　４日（月） 　２月２４日（月）

　４月３０日（火） 　５月　４日（土） みどりの日 　１月　１日（水） 元日 　３月２０日（木）　 春分の日

　５月　１日（水） 　８月１２日（月） 　１月　１３日（月） 成人の日

　５月　２日（木） 　９月２３日（月） 　２月１１日（火）

＜＜祝祝日日授授業業日日＞＞ ＜＜記記念念日日＞＞

　５月６日（月） 　１０月１４日（月） スポーツの日 　１１月　５日（火）

　７月１５日（月） 　１１月２３日（土）

　９月１６日（月） 敬老の日

休日
（こどもの日振替の振
替）

休日
（秋分の日振替）

 　７月２６日（金）～８月　１日（木）

　白金祭

　早期体験実習
　「創薬科学への招待」（生命創薬科学科）

　履修変更期間 　 ４月２２日（月）・２３日（火）

 　７月２３日（火）

 　４月　６日（土）

海の日 勤労感謝の日

　前期追再試験

   ４月　５日（金）

　早期体験学習
　「薬と仕事Ⅰ」（薬学科）

　前期授業開始

　後期追再試験手続

 　８月　６日（火）～ ２５日（日）

 １２月２４日（火）

   ４月１１日（木）～ １２日（金）

 　１月　６日（月）～ １１日（土）

 １２月２５日（水）～ １月　５日（日）

 　１月下旬（予定）

開校記念日
（5/2に振替）

北里研究所創立記
念日

 １０月２６日（土）・２７日（日）

　球技大会

２２００２２４４年年度度　　薬薬学学部部１１年年生生暦暦

　新入生オリエンテーション／健康診断 　 ４月　１日（月）～　9日（火）  　９月　９日（月）

　入学式 　 ９月　１２日（木）・１３日（金）

   ４月１０日（水）

 　３月　３日（月）　進級判定発表

 ２月４日（火）～　６日（木）、
　　 10日（月）

 　１月１７日（金）～ ２４日（金）

 　１月１７日（金）～ ２３日（木）

　後期追再試験

 　８月２６日（月）～ ２９日（木）

　 ８月中旬（予定）

休日
（天皇誕生日振替）

こどもの日振替

 　６月２日（日）・９日（日）

休日
（海の日振替）

休日（開校記念日振替）

 １１月  ２日（土）・ ３日（日）　北里祭

  ４月２０日（土） 

休日
（山の日振替）

休日
（文化の日振替）

建国記念の日

ⅡⅡ．． 年年次次科科目目のの履履修修ににつついいてて

１．履修と単位制

一般教育部における履修科目は、 群科目（幅広い視野と豊かな人間性を形成する科目： 人間形成

の基礎科目、基礎教育科目、教養演習科目）､ 群科目（専門の基礎的知識・技術を形成する科目）､

群科目（高度の専門的知識・技術を形成する科目）と 群科目（総合的な能力を形成する科目：単位

互換科目、共同授業）に分かれており、また、各授業には必修・選択の別がある。各学科によって、

履修すべき授業科目、必修・選択及び単位数に関してそれぞれ差異があるので、各人の所属する学科

に十分留意して、履修科目を確認すること。

２．単位（制）と単位の計算基準

（ ）単位制

単位制とは、授業科目ごとに単位数を定め、その一定数の単位の取得をもって卒業（学士の学位取

得）の要件とする制度である。

（ ）単位

①授業単位は、すべて学修活動 時間をもって１単位とすることを標準とする。

② 年の学修時間を 週とし､学科目は１カ年 週をもって完結するものと、 科目半年 週

をもって完結するものがある。

③科目の授業時間数の 分の 以上出席し、試験、レポート等の成績を総合して合格と認められた

学生に、定められた単位が与えられる。

④学科目の性質により、講義、演習及び実習に大別され、教室における授業時間が同じであっても、

その単位の計算を異にすることがある。

（ ）単位の計算基準

授業科目の単位数は、 単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを

基準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、お

おむね、 時間から 時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって１単位とする。

（ ）履修できる科目数・単位数の上限

年に履修できる ～ 群科目の単位数は 単位未満とする。
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≪≪２２００２２４４年年度度入入学学生生≫≫

科科　　　　目目　　　　名名 単単位位数数 配配当当学学年年 履履修修期期 必必・・選選択択区区分分 履履修修すすべべきき単単位位数数 履履修修上上のの注注意意

    哲哲学学のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    科科学学をを考考ええるるＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    芸芸術術のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    倫倫理理学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　◎◎人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目 　　○○原原則則ととししてて人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目ははＡＡはは前前期期、、ＢＢはは後後期期科科目目

    文文学学のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・文文化化のの領領域域 　　　　　　　　AA、、BBははそそれれぞぞれれ独独立立ししたた科科目目ででああるるののでで、、両両方方履履修修、、ままたたはは

    信信仰仰とと救救いいＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・社社会会のの領領域域 　　　　　　　　どどちちららかか一一方方のの履履修修ででももかかままわわなないい。。

    日日本本国国憲憲法法ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　◎◎総総合合領領域域科科目目 　　○○『『倫倫理理学学AA』』ままたたはは『『倫倫理理学学BB』』ののどどちちららかか一一つつをを必必ずず履履修修ののううええ修修得得しし、、卒卒業業要要件件をを満満たたすすこことと。。

    法法律律のの役役割割ＡＡ・・BB 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・「「仕仕事事とと人人生生」」「「農農医医連連携携論論」」 　　　　※※ななおお、、「「倫倫理理学学AA・・BB」」ははAA区区分分にに含含ままれれるる。。

    経経済済ののししくくみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　上上記記ＡＡ区区分分かからら４４科科目目以以上上８８単単位位以以上上     ○○「「文文化化・・社社会会のの領領域域」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

    個個人人とと社社会会ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　　　

    政政治治ののししくくみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    文文化化人人類類学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    日日本本とと国国際際社社会会ＡＡ・・BB 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    環環境境をを考考ええるるＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    歴歴史史とと人人間間ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    心心理理学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

　　健健康康のの科科学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択     ○○「「健健康康のの科科学学ＣＣ」」、、はは前前期期・・後後期期とともも開開講講すするる。。たただだしし、、前前期期にに単単位位をを修修得得ししたた場場合合、、

　　健健康康のの科科学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　　　後後期期はは履履修修ででききなないい。。（（そそのの他他詳詳細細はは後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））  

　　健健康康のの科科学学ＣＣ ２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択     ○○「「健健康康のの領領域域」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

　　健健康康ととススポポーーツツ演演習習 ２２単単位位 通通年年 選選択択         

　　北北里里のの世世界界 １１単単位位 後後期期 必必修修 　　○○「「北北里里のの世世界界（（必必修修科科目目））」」はは、、 　　○○「「北北里里のの世世界界」」がが不不合合格格のの場場合合はは、、22年年次次にに進進級級ででききなないい。。

　　農農医医連連携携論論 １１単単位位 後後期期 選選択択 　　  後後期期（（薬薬学学部部指指定定枠枠））のの科科目目をを履履修修すするるこことと。。

　　仕仕事事とと人人生生 １１単単位位 前前期期 選選択択 　　  （（前前期期のの「「北北里里のの世世界界」」はは履履修修ははででききなないい。。））

　　英英語語ＡＡⅠⅠ １１単単位位 １１ 前前期期 必必修修

　　英英語語ＡＡⅡⅡ １１単単位位 後後期期 必必修修 　　○○　　英英語語ＡＡ・・ＢＢはは、、ククララスス分分けけテテスストトのの結結果果にに基基づづいいたたククララススのの授授業業をを履履修修すするる。。

　　英英語語ＢＢⅠⅠ １１単単位位 前前期期 必必修修     ◎◎人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目

　　英英語語ＢＢⅡⅡ １１単単位位 後後期期 必必修修 　　　　・・健健康康のの領領域域

　　数数学学 ４４単単位位 通通年年 選選択択

　　発発展展数数学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択 　　◎◎基基礎礎教教育育科科目目

　　発発展展数数学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　　　・・数数理理・・情情報報系系ののううちち情情報報科科学学ＡＡ･･ＢＢ･･ＣＣ

　　情情報報科科学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択 　　○○「「情情報報科科学学ＡＡ、、ＢＢ、、ＣＣ」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。

　　情情報報科科学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　◎◎教教養養演演習習科科目目 　　　　　　((前前期期・・後後期期ととももにに前前期期にに募募集集をを行行うう。。

　　情情報報科科学学ＣＣ ２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・教教養養演演習習系系             詳詳ししいい履履修修方方法法ににつついいててはは後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照））

    物物理理学学 ４４単単位位 通通年年 必必修修

　　物物理理学学実実験験 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○物物理理学学実実験験、、生生物物学学実実験験はは各各日日３３・・４４・・５５時時限限にに加加ええてて４４５５分分間間延延長長ししてて

    生生物物学学 ４４単単位位 通通年年 必必修修 　　　　実実施施すするる。。

　　生生物物学学実実験験 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○各各要要習習のの履履修修はは、、自自然然科科学学系系科科目目（（物物理理学学、、化化学学、、生生物物学学））履履修修者者でで、、

    物物理理学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　　　高高等等学学校校でで「「物物理理基基礎礎」」、、「「化化学学基基礎礎」」、、「「生生物物基基礎礎」」のの科科目目がが未未履履修修ででああるる

    化化学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　　　学学生生をを対対象象ととししてて展展開開すするる。。

　　生生物物学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　○○１１群群自自然然科科学学系系のの自自由由科科目目（（各各１１単単位位））

    教教養養演演習習ＡＡ ２２単単位位 通通年年 選選択択 　　　　　　　　物物理理学学要要習習、、化化学学要要習習、、生生物物学学要要習習　　はは卒卒業業要要件件単単位位にに含含ままなないい。。

    教教養養演演習習ＢＢ １１単単位位 前前期期 選選択択     ○○「「教教養養演演習習系系」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

　　教教養養演演習習ＣＣ １１単単位位 後後期期 選選択択

　　大大学学基基礎礎演演習習 １１単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

　　言言語語とと文文化化ＡＡ ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　言言語語とと文文化化ＢＢ ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　化化学学 １１単単位位 前前期期 必必修修

　　基基礎礎有有機機化化学学 １１単単位位 前前期期 必必修修

　　代代数数学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　統統計計学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　有有機機化化学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　情情報報リリテテララシシーー((演演習習含含)) １１単単位位 後後期期 必必修修

　　薬薬学学概概論論 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○「「薬薬学学概概論論」」「「薬薬とと仕仕事事ⅠⅠ」」「「チチーームム医医療療論論」」ののううちち、、11科科目目ででもも不不合合格格のの

　　薬薬用用植植物物学学 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　　　場場合合はは、、22年年次次にに進進級級ででききなないい。。

　　薬薬とと仕仕事事ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　解解剖剖学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　生生化化学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　生生理理学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　チチーームム医医療療論論 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　臨臨床床心心理理学学入入門門 １１単単位位 後後期期 選選択択

　　基基礎礎有有機機化化学学演演習習 １１単単位位 後後期期 自自由由 　　○○４４群群自自由由科科目目（（単単位位互互換換科科目目４４単単位位））はは卒卒業業要要件件単単位位にに含含ままなないい。。

　　単単位位互互換換科科目目＊＊ 前前期期・・後後期期 自自由由 　　

＊＊11999999年年４４月月かからら発発足足ししたた首首都都圏圏西西部部大大学学互互換換協協定定にに基基づづくく単単位位互互換換協協定定おおよよびび本本学学他他学学部部のの授授業業科科目目履履修修制制度度にに基基づづくく単単位位互互換換科科目目

　　上上記記ＢＢ区区分分（（健健康康のの領領域域、、数数理理・・情情報報系系ののううちち
情情報報科科学学ＡＡ・・ＢＢ・・ＣＣおおよよびび教教養養演演習習科科目目））かからら２２
科科目目以以上上４４単単位位以以上上
※※「「数数学学」」ままたたはは「「発発展展数数学学（（AA++BB））」」はは、、卒卒業業要要
件件のの２２科科目目４４単単位位以以上上ににはは含含ままなないい。。

薬薬学学部部１１年年次次授授業業科科目目一一覧覧　　　　１１群群科科目目及及びび１１年年次次ににおおけけるる２２・・３３・・４４群群科科目目一一覧覧

区区        分分

文文
化化
のの
領領
域域

社社
会会
のの
領領
域域

≪≪薬薬学学科科≫≫

ＡＡ
区区
分分

　　◎◎「「数数学学」」ままたたはは「「発発展展数数学学（（ＡＡ＋＋ＢＢ））」」のの
　　　　いいずずれれかか４４単単位位以以上上選選択択必必修修。。
※※ククララスス分分けけ結結果果にに基基づづきき必必ずず履履修修すするるこことと。。

３３群群科科目目

２２群群科科目目

１１
　　
　　
群群
　　
　　
科科
　　
　　
目目

健健
康康
のの
領領
域域

基基
礎礎
教教
育育
科科
目目

外外
国国
語語
系系

ＢＢ
区区
分分

教教
養養
演演
習習
系系

総総
合合
領領
域域

４４群群科科目目

自自
然然
科科
学学
系系

ＢＢ
区区
分分

人人
間間
形形
成成
のの
基基
礎礎
科科
目目

ＡＡ
区区
分分

教教
養養
演演
習習
科科
目目

数数
理理
・・
情情
報報
系系

総総
合合
領領
域域
科科
目目
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≪≪２２００２２４４年年度度入入学学生生≫≫

科科　　　　目目　　　　名名 単単位位数数 配配当当学学年年 履履修修期期 必必・・選選択択区区分分 履履修修すすべべきき単単位位数数 履履修修上上のの注注意意

    哲哲学学のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    科科学学をを考考ええるるＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    芸芸術術のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    倫倫理理学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　◎◎人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目 　　○○原原則則ととししてて人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目ははＡＡはは前前期期、、ＢＢはは後後期期科科目目

    文文学学のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・文文化化のの領領域域 　　　　　　　　AA、、BBははそそれれぞぞれれ独独立立ししたた科科目目ででああるるののでで、、両両方方履履修修、、ままたたはは

    信信仰仰とと救救いいＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・社社会会のの領領域域 　　　　　　　　どどちちららかか一一方方のの履履修修ででももかかままわわなないい。。

    日日本本国国憲憲法法ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　◎◎総総合合領領域域科科目目 　　○○『『倫倫理理学学AA』』ままたたはは『『倫倫理理学学BB』』ののどどちちららかか一一つつをを必必ずず履履修修ののううええ修修得得しし、、卒卒業業要要件件をを満満たたすすこことと。。

    法法律律のの役役割割ＡＡ・・BB 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・「「仕仕事事とと人人生生」」「「農農医医連連携携論論」」 　　　　※※ななおお、、「「倫倫理理学学AA・・BB」」ははAA区区分分にに含含ままれれるる。。

    経経済済ののししくくみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　上上記記ＡＡ区区分分かからら４４科科目目以以上上８８単単位位以以上上     ○○「「文文化化・・社社会会のの領領域域」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

    個個人人とと社社会会ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　　　

    政政治治ののししくくみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    文文化化人人類類学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    日日本本とと国国際際社社会会ＡＡ・・BB 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    環環境境をを考考ええるるＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    歴歴史史とと人人間間ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    心心理理学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

　　健健康康のの科科学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択     ○○「「健健康康のの科科学学ＣＣ」」、、はは前前期期・・後後期期とともも開開講講すするる。。たただだしし、、前前期期にに単単位位をを修修得得ししたた場場合合、、

　　健健康康のの科科学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　　　後後期期はは履履修修ででききなないい。。（（そそのの他他詳詳細細はは後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））  

　　健健康康のの科科学学ＣＣ ２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択     ○○「「健健康康のの領領域域」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

　　健健康康ととススポポーーツツ演演習習 ２２単単位位 通通年年 選選択択         

　　北北里里のの世世界界 １１単単位位 後後期期 必必修修 　　○○「「北北里里のの世世界界（（必必修修科科目目））」」はは、、 　　○○「「北北里里のの世世界界」」がが不不合合格格のの場場合合はは、、22年年次次にに進進級級ででききなないい。。

　　農農医医連連携携論論 １１単単位位 後後期期 選選択択 　　  後後期期（（薬薬学学部部指指定定枠枠））のの科科目目をを履履修修すするるこことと。。

　　仕仕事事とと人人生生 １１単単位位 前前期期 選選択択 　　  （（前前期期のの「「北北里里のの世世界界」」はは履履修修ははででききなないい。。））

　　英英語語ＡＡⅠⅠ １１単単位位 １１ 前前期期 必必修修

　　英英語語ＡＡⅡⅡ １１単単位位 後後期期 必必修修 　　○○　　英英語語ＡＡ・・ＢＢはは、、ククララスス分分けけテテスストトのの結結果果にに基基づづいいたたククララススのの授授業業をを履履修修すするる。。

　　英英語語ＢＢⅠⅠ １１単単位位 前前期期 必必修修     ◎◎人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目

　　英英語語ＢＢⅡⅡ １１単単位位 後後期期 必必修修 　　　　・・健健康康のの領領域域

　　数数学学 ４４単単位位 通通年年 選選択択

　　発発展展数数学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択 　　◎◎基基礎礎教教育育科科目目

　　発発展展数数学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　　　・・数数理理・・情情報報系系ののううちち情情報報科科学学ＡＡ･･ＢＢ･･ＣＣ

　　情情報報科科学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択 　　○○「「情情報報科科学学ＡＡ、、ＢＢ、、ＣＣ」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。

　　情情報報科科学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　◎◎教教養養演演習習科科目目 　　　　　　((前前期期・・後後期期ととももにに前前期期にに募募集集をを行行うう。。

　　情情報報科科学学ＣＣ ２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・教教養養演演習習系系             詳詳ししいい履履修修方方法法ににつついいててはは後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照））

    物物理理学学 ４４単単位位 通通年年 必必修修

　　物物理理学学実実験験 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○物物理理学学実実験験、、生生物物学学実実験験はは各各日日３３・・４４・・５５時時限限にに加加ええてて４４５５分分間間延延長長ししてて

    生生物物学学 ４４単単位位 通通年年 必必修修 　　　　実実施施すするる。。

　　生生物物学学実実験験 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○各各要要習習のの履履修修はは、、自自然然科科学学系系科科目目（（物物理理学学、、化化学学、、生生物物学学））履履修修者者でで、、

    物物理理学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　　　高高等等学学校校でで「「物物理理基基礎礎」」、、「「化化学学基基礎礎」」、、「「生生物物基基礎礎」」のの科科目目がが未未履履修修ででああるる

    化化学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　　　学学生生をを対対象象ととししてて展展開開すするる。。

　　生生物物学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　○○１１群群自自然然科科学学系系のの自自由由科科目目（（各各１１単単位位））

    教教養養演演習習ＡＡ ２２単単位位 通通年年 選選択択 　　　　　　　　物物理理学学要要習習、、化化学学要要習習、、生生物物学学要要習習　　はは卒卒業業要要件件単単位位にに含含ままなないい。。

    教教養養演演習習ＢＢ １１単単位位 前前期期 選選択択     ○○「「教教養養演演習習系系」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

　　教教養養演演習習ＣＣ １１単単位位 後後期期 選選択択

　　大大学学基基礎礎演演習習 １１単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

　　言言語語とと文文化化ＡＡ ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　言言語語とと文文化化ＢＢ ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　化化学学 １１単単位位 前前期期 必必修修

　　基基礎礎有有機機化化学学 １１単単位位 前前期期 必必修修

　　代代数数学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　統統計計学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　有有機機化化学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　情情報報リリテテララシシーー((演演習習含含)) １１単単位位 後後期期 必必修修

　　薬薬学学概概論論 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○「「薬薬学学概概論論」」「「薬薬とと仕仕事事ⅠⅠ」」「「チチーームム医医療療論論」」ののううちち、、11科科目目ででもも不不合合格格のの

　　薬薬用用植植物物学学 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　　　場場合合はは、、22年年次次にに進進級級ででききなないい。。

　　薬薬とと仕仕事事ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　解解剖剖学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　生生化化学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　生生理理学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　チチーームム医医療療論論 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　臨臨床床心心理理学学入入門門 １１単単位位 後後期期 選選択択

　　基基礎礎有有機機化化学学演演習習 １１単単位位 後後期期 自自由由 　　○○４４群群自自由由科科目目（（単単位位互互換換科科目目４４単単位位））はは卒卒業業要要件件単単位位にに含含ままなないい。。

　　単単位位互互換換科科目目＊＊ 前前期期・・後後期期 自自由由 　　

＊＊11999999年年４４月月かからら発発足足ししたた首首都都圏圏西西部部大大学学互互換換協協定定にに基基づづくく単単位位互互換換協協定定おおよよびび本本学学他他学学部部のの授授業業科科目目履履修修制制度度にに基基づづくく単単位位互互換換科科目目

　　上上記記ＢＢ区区分分（（健健康康のの領領域域、、数数理理・・情情報報系系ののううちち
情情報報科科学学ＡＡ・・ＢＢ・・ＣＣおおよよびび教教養養演演習習科科目目））かからら２２
科科目目以以上上４４単単位位以以上上
※※「「数数学学」」ままたたはは「「発発展展数数学学（（AA++BB））」」はは、、卒卒業業要要
件件のの２２科科目目４４単単位位以以上上ににはは含含ままなないい。。

薬薬学学部部１１年年次次授授業業科科目目一一覧覧　　　　１１群群科科目目及及びび１１年年次次ににおおけけるる２２・・３３・・４４群群科科目目一一覧覧
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域域

社社
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域域

≪≪薬薬学学科科≫≫

ＡＡ
区区
分分

　　◎◎「「数数学学」」ままたたはは「「発発展展数数学学（（ＡＡ＋＋ＢＢ））」」のの
　　　　いいずずれれかか４４単単位位以以上上選選択択必必修修。。
※※ククララスス分分けけ結結果果にに基基づづきき必必ずず履履修修すするるこことと。。
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のの
領領
域域

基基
礎礎
教教
育育
科科
目目

外外
国国
語語
系系

ＢＢ
区区
分分

教教
養養
演演
習習
系系

総総
合合
領領
域域

４４群群科科目目

自自
然然
科科
学学
系系

ＢＢ
区区
分分

人人
間間
形形
成成
のの
基基
礎礎
科科
目目

ＡＡ
区区
分分

教教
養養
演演
習習
科科
目目

数数
理理
・・
情情
報報
系系

総総
合合
領領
域域
科科
目目

≪≪２２００２２４４年年度度入入学学生生≫≫

科科　　　　目目　　　　名名 単単位位数数 配配当当学学年年 履履修修期期 必必・・選選択択区区分分 履履修修すすべべきき単単位位数数 履履修修上上のの注注意意

    哲哲学学のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    科科学学をを考考ええるるＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    芸芸術術のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    倫倫理理学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　◎◎人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目 　　○○原原則則ととししてて人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目ははＡＡはは前前期期、、ＢＢはは後後期期科科目目

    文文学学のの楽楽ししみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・文文化化のの領領域域 　　　　　　　　AA、、BBははそそれれぞぞれれ独独立立ししたた科科目目ででああるるののでで、、両両方方履履修修、、ままたたはは

    信信仰仰とと救救いいＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・社社会会のの領領域域 　　　　　　　　どどちちららかか一一方方のの履履修修ででももかかままわわなないい。。

    日日本本国国憲憲法法ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　◎◎総総合合領領域域科科目目 　　○○『『倫倫理理学学AA』』ままたたはは『『倫倫理理学学BB』』ののどどちちららかか一一つつをを必必ずず履履修修ののううええ修修得得しし、、卒卒業業要要件件をを満満たたすすこことと。。

    法法律律のの役役割割ＡＡ・・BB 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・「「農農医医連連携携論論」」 　　　　※※ななおお、、「「倫倫理理学学AA・・BB」」ははAA区区分分にに含含ままれれるる。。

    経経済済ののししくくみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　上上記記ＡＡ区区分分かからら４４科科目目以以上上８８単単位位以以上上     ○○「「文文化化・・社社会会のの領領域域」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。　　((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

    個個人人とと社社会会ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　

    政政治治ののししくくみみＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    文文化化人人類類学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    日日本本とと国国際際社社会会ＡＡ・・BB 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    環環境境をを考考ええるるＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    歴歴史史とと人人間間ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

    心心理理学学ＡＡ  ・・ＢＢ 各各２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

　　健健康康のの科科学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択     ○○「「健健康康のの科科学学ＣＣ」」、、はは前前期期・・後後期期とともも開開講講すするる。。たただだしし、、前前期期にに単単位位をを修修得得ししたた場場合合、、

　　健健康康のの科科学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　　　後後期期はは履履修修ででききなないい。。（（そそのの他他詳詳細細はは後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））  

　　健健康康のの科科学学ＣＣ ２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択     ○○「「健健康康のの領領域域」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

　　健健康康ととススポポーーツツ演演習習 ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　北北里里のの世世界界 １１単単位位 後後期期 必必修修 　　○○「「北北里里のの世世界界（（必必修修科科目目））」」はは、、 　　○○「「北北里里のの世世界界」」「「仕仕事事とと人人生生」」ののううちち、、11科科目目ででもも不不合合格格のの場場合合はは、、

　　農農医医連連携携論論 １１単単位位 後後期期 選選択択 　　　　後後期期（（薬薬学学部部指指定定枠枠））のの科科目目をを履履修修すするるこことと。。 　　　　　　22年年次次にに進進級級ででききなないい。。

　　仕仕事事とと人人生生 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　　　（（前前期期のの「「北北里里のの世世界界」」はは履履修修ははででききなないい。。））

　　英英語語ＡＡⅠⅠ １１単単位位 １１ 前前期期 必必修修

　　英英語語ＡＡⅡⅡ １１単単位位 後後期期 必必修修 　　○○　　英英語語ＡＡ・・ＢＢはは、、ククララスス分分けけテテスストトのの結結果果にに基基づづいいたたククララススのの授授業業をを履履修修すするる。。

　　英英語語ＢＢⅠⅠ １１単単位位 前前期期 必必修修     ◎◎人人間間形形成成のの基基礎礎科科目目

　　英英語語ＢＢⅡⅡ １１単単位位 後後期期 必必修修 　　　　・・健健康康のの領領域域

　　数数学学 ４４単単位位 通通年年 選選択択

　　発発展展数数学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択 　　◎◎基基礎礎教教育育科科目目

　　発発展展数数学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　　　・・数数理理・・情情報報系系ののううちち情情報報科科学学ＡＡ･･ＢＢ･･ＣＣ

　　情情報報科科学学ＡＡ ２２単単位位 前前期期 選選択択 　　○○「「情情報報科科学学ＡＡ、、ＢＢ、、ＣＣ」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。

　　情情報報科科学学ＢＢ ２２単単位位 後後期期 選選択択 　　◎◎教教養養演演習習科科目目 　　　　　　((前前期期・・後後期期ととももにに前前期期にに募募集集をを行行うう。。

　　情情報報科科学学ＣＣ ２２単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択 　　　　・・教教養養演演習習系系             詳詳ししいい履履修修方方法法ににつついいててはは後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照））

    物物理理学学 ４４単単位位 通通年年 必必修修

　　物物理理学学実実験験 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○物物理理学学実実験験、、生生物物学学実実験験はは各各日日３３・・４４・・５５時時限限にに加加ええてて４４５５分分間間延延長長ししてて

    生生物物学学 ４４単単位位 通通年年 必必修修 　　　　実実施施すするる。。

　　生生物物学学実実験験 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○各各要要習習のの履履修修はは、、自自然然科科学学系系科科目目（（物物理理学学、、化化学学、、生生物物学学））履履修修者者でで、、

    物物理理学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　　　高高等等学学校校でで「「物物理理基基礎礎」」、、「「化化学学基基礎礎」」、、「「生生物物基基礎礎」」のの科科目目がが未未履履修修ででああるる

    化化学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　　　学学生生をを対対象象ととししてて展展開開すするる。。

　　生生物物学学要要習習 １１単単位位 前前期期 自自由由 　　○○１１群群自自然然科科学学系系のの自自由由科科目目（（各各１１単単位位））

    教教養養演演習習ＡＡ ２２単単位位 通通年年 選選択択 　　　　　　　　物物理理学学要要習習、、化化学学要要習習、、生生物物学学要要習習　　はは卒卒業業要要件件単単位位にに含含ままなないい。。

    教教養養演演習習ＢＢ １１単単位位 前前期期 選選択択     ○○「「教教養養演演習習系系」」履履修修希希望望者者はは抽抽選選にに参参加加すするるこことと。。((後後頁頁「「履履修修登登録録」」参参照照ののこことと））

　　教教養養演演習習ＣＣ １１単単位位 後後期期 選選択択

　　大大学学基基礎礎演演習習 １１単単位位 前前期期・・後後期期 選選択択

　　言言語語とと文文化化ＡＡ ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　言言語語とと文文化化ＢＢ ２２単単位位 通通年年 選選択択

　　化化学学 １１単単位位 前前期期 必必修修

　　基基礎礎有有機機化化学学 １１単単位位 前前期期 必必修修

　　代代数数学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　統統計計学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　有有機機化化学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　情情報報リリテテララシシーー（（演演習習含含）） １１単単位位 後後期期 必必修修

　　薬薬学学概概論論 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　○○「「薬薬学学概概論論」」「「創創薬薬科科学学へへのの招招待待」」ののううちち、、11科科目目ででもも不不合合格格のの場場合合はは、、

　　薬薬用用植植物物学学 １１単単位位 前前期期 必必修修 　　　　　　22年年次次にに進進級級ででききなないい。。

　　創創薬薬科科学学へへのの招招待待 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　解解剖剖学学 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　生生化化学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　生生理理学学ⅠⅠ １１単単位位 後後期期 必必修修

　　チチーームム医医療療論論 １１単単位位 後後期期 選選択択

　　生生命命創創薬薬科科学学研研究究概概説説 １１単単位位 後後期期 必必修修

　　基基礎礎有有機機化化学学演演習習 １１単単位位 後後期期 自自由由 　　○○４４群群自自由由科科目目（（単単位位互互換換科科目目４４単単位位））はは卒卒業業要要件件単単位位にに含含ままなないい。。

　　単単位位互互換換科科目目＊＊ 前前期期・・後後期期 自自由由

＊＊11999999年年４４月月かからら発発足足ししたた首首都都圏圏西西部部大大学学互互換換協協定定にに基基づづくく単単位位互互換換協協定定おおよよびび本本学学他他学学部部のの授授業業科科目目履履修修制制度度にに基基づづくく単単位位互互換換科科目目

外外
国国
語語
系系

　　◎◎「「数数学学」」ままたたはは「「発発展展数数学学（（ＡＡ＋＋ＢＢ））」」のの
　　　　  いいずずれれかか４４単単位位以以上上選選択択必必修修。。
※※ククララスス分分けけ結結果果にに基基づづきき必必ずず履履修修すするるこことと。。

ＡＡ
区区
分分

ＢＢ
区区
分分

≪≪生生命命創創薬薬科科学学科科≫≫

上上記記ＢＢ区区分分（（健健康康のの領領域域、、数数理理・・情情報報系系ののううちち情情
報報科科学学ＡＡ・・ＢＢ・・ＣＣおおよよびび教教養養演演習習科科目目））かからら２２科科
目目以以上上４４単単位位以以上上
※※「「数数学学」」ままたたはは「「発発展展数数学学（（AA++BB））」」はは、、卒卒業業要要
件件のの２２科科目目４４単単位位以以上上ににはは含含ままなないい。。
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有
機

化
学

Ⅰ
C･

Dク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

化
学

基
礎

有
機

化
学

チ
ー

ム
医

療
論

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

物
理

学
 o

r 生
物

学
物

理
学

 o
r

生
物

学

物
理

学
 o

r 生
物

学
物

理
学

 o
r

生
物

学

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

数
学

（
①

上
級

 o
r ②

普
通

）
数

学
（

①
上

級
 o

r ②
普

通
）

数
学

（
③

普
通

 o
r ④

基
礎

）
数

学
（

③
普

通
 o

r ④
基

礎
）

生
物

学
実

験
 o

r 物
理

学
実

験
物

理
学

実
験

 o
r 生

物
学

実
験

生
理

学
Ⅰ

生
物

学
実

験
 o

r 物
理

学
実

験
物

理
学

実
験

 o
r 生

物
学

実
験

基
礎

有
機

化
学

演
習

生
物

学
実

験
 o

r 物
理

学
実

験
物

理
学

実
験

 o
r 生

物
学

実
験

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

＊
北

里
の

世
界

A･
B

ク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

＊
　

C･
Dク

ラ
ス

：
英

語
Ｂ

Ⅰ
A･

Bク
ラ

ス
：

代
数

学
　

C･
Dク

ラ
ス

：
英

語
Ｂ

Ⅱ

A･
B

ク
ラ

ス
：

英
語

Ｂ
Ⅰ

　
C･

Dク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

＊
A･

Bク
ラ

ス
：

英
語

Ｂ
Ⅱ

　
C･

Dク
ラ

ス
：

代
数

学

解
剖

学

（
選

択
科

目
）

＊
臨

床
心

理
学

入
門

（
選

択
）

仕
事

と
人

生
（

選
択

）
／

（
選

択
科

目
）

＊
生

化
学

Ⅰ

化
学

基
礎

有
機

化
学

統
計

学

薬
用

植
物

学

（
選

択
科

目
）

＊

※
「

薬
と

仕
事

Ⅰ
」

の
見

学
施

設
・

日
程

等
の

詳
細

は
後

日
掲

示
す

る
。

※
「

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
」

の
実

施
日

程
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。

※
祝

日
授

業
日

：
4/

20
開

校
記

念
日

（
5/

2に
振

替
）

、
5/

6こ
ど

も
の

日
振

替
（

4/
30

に
振

替
）

…
選

択
科

目
7/

15
海

の
日

（
5/

1に
振

替
）

、
9/

16
敬

老
の

日
（

振
替

な
し

）
　

…
ク

ラ
ス

に
よ

り
科

目
が

異
な

る
10

/1
4ス

ポ
ー

ツ
の

日
（

振
替

な
し

）
、

11
/2

3勤
労

感
謝

の
日

（
振

替
な

し
）

＊
…

通
年

科
目

履
修

不
可

白
金

ガ
イ

ダ
ン ス

天 皇 誕 生 日

補 講 日

薬 と 仕 事 Ⅰ

白 金 構 内 立 入 禁 止白 金 構 内 立 入 禁 止

後 期 試 験 後 期 試 験後 期 試 験

試 験 予 備 日

秋 分 の 日

勤 労 感 謝 の 日

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー

予 備 日

オ
リ

エ
ン

追 再 試 験

試 験 予 備 日

山 の 日

追 再 試 験

北 里 祭 準 備

白 金 祭 白 金 祭白 金 祭 準 備

白
金

構
内

立
入

禁
止

白
金

構
内

立
入

禁
止

火
前 期 試 験

補 講 日

休 講

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ ン オ
リ

エ
ン

週 曜 日
時 限

月
前 期 試 験

昭 和 の 日

健
康

診
断

日
北 里 祭

文 化 の 日

木
前 期 試 験

追 再 試 験

金
前 期 試 験

開 校 記 念 日 振 替

土
み ど り の 日

前 期 試 験

北 里 祭

水

こ ど も の 日

補 講 日

球 技 大 会

薬
学

科

入 学 式

休 講

建 国 記 念 の 日

春 分 の 日

追 再 試 験

後 期 試 験

秋 分 の 日 振 替

1年
生

一 群 補 充 実 験

予 備 日

文 化 の 日 振 替 創 立 記 念 日 振 替

山 の 日 振 替

追 再 試 験

試 験 予 備 日

進 級 発 表

天 皇 誕 生 日 振 替

憲 法 記 念 日

前 期 試 験

追 再 試 験

追 再 試 験

補 講 日

補 講 日

薬 と 仕 事 Ⅰ

元 日

薬 と 仕 事 Ⅰ

後 期 試 験

成 人 の 日

薬 と 仕 事 Ⅰ

後 期 試 験

追 再 試 験

薬 と 仕 事 Ⅰ
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
室

に
つ

い
て

は
一

般
教

育
部

時
間

割
等

を
確

認
す

る
こ

と
。

●
講

義
時

間
①

【
相

模
原

キ
ャ

ン
パ

ス
】

１
限

9:
00

～
10

:3
0、

２
限

10
:4

0～
12

:1
0、

３
限

13
:0

0～
14

:3
0、

４
限

14
:4

0～
16

:1
0、

５
限

16
:2

0～
17

:5
0

②
【

白
　

金
キ

ャ
ン

パ
ス

】
１

限
9:

15
～

10
:4

5、
２

限
10

:5
5～

12
:2

5、
３

限
13

:2
5～

14
:5

5、
４

限
15

:0
5～

16
:3

5、
５

限
16

:4
5～

18
:1

5

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

S1
･

S2
ク

ラ
ス

：
（

選
択

科
目

）
　

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

英
語

Ａ
Ⅰ

S1
･S

2
ク

ラ
ス

：
（

選
択

科
目

）
S3

･S
4ク

ラ
ス

：
英

語
Ａ

Ⅱ

S1
･

S2
ク

ラ
ス

：
英

語
Ａ

Ⅰ
　

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

S1
･S

2
ク

ラ
ス

：
英

語
Ａ

Ⅱ
S3

･S
4ク

ラ
ス

：
（

選
択

科
目

）

S1
･S

2
ク

ラ
ス

：
（

選
択

科
目

）
　

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

＊
S1

･S
2

ク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

有
機

化
学

Ⅰ

薬
学

概
論

S1
･S

2
ク

ラ
ス

：
有

機
化

学
Ⅰ

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

化
学

基
礎

有
機

化
学

チ
ー

ム
医

療
論

（
選

択
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

物
理

学
 o

r 生
物

学
物

理
学

 o
r

生
物

学

物
理

学
 o

r 生
物

学
物

理
学

 o
r

生
物

学

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

数
学

（
①

上
級

 o
r ②

普
通

）
数

学
（

①
上

級
 o

r ②
普

通
）

数
学

（
③

普
通

 o
r ④

基
礎

）
数

学
（

③
普

通
 o

r ④
基

礎
）

生
物

学
実

験
 o

r 物
理

学
実

験
物

理
学

実
験

 o
r 生

物
学

実
験

生
理

学
Ⅰ

生
物

学
実

験
 o

r 物
理

学
実

験
物

理
学

実
験

 o
r 生

物
学

実
験

基
礎

有
機

化
学

演
習

生
物

学
実

験
 o

r 物
理

学
実

験
物

理
学

実
験

 o
r 生

物
学

実
験

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

（
選

択
科

目
）

＊
北

里
の

世
界

S1
･S

2
ク

ラ
ス

：
（

選
択

科
目

）
＊

　
S3

･S
4ク

ラ
ス

：
英

語
Ｂ

Ⅰ
S1

･S
2ク

ラ
ス

：
代

数
学

　
S3

･S
4ク

ラ
ス

：
英

語
Ｂ

Ⅱ

S1
･S

2
ク

ラ
ス

：
英

語
Ｂ

Ⅰ
　

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

（
選

択
科

目
）

＊
S1

･S
2ク

ラ
ス

：
英

語
Ｂ

Ⅱ
　

S3
･S

4ク
ラ

ス
：

代
数

学

解
剖

学

（
選

択
科

目
）

＊
生

命
創

薬
科

学
研

究
概

説
予

備
日

仕
事

と
人

生
生

化
学

Ⅰ

化
学

基
礎

有
機

化
学

統
計

学

薬
用

植
物

学

（
選

択
科

目
）

＊

※
「

創
薬

科
学

へ
の

招
待

」
の

見
学

施
設

・
日

程
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
※

「
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

」
の

実
施

日
程

等
の

詳
細

は
後

日
掲

示
す

る
。

※
祝

日
授

業
日

：
4/

20
開

校
記

念
日

（
5/

2に
振

替
）

、
5/

6こ
ど

も
の

日
振

替
（

4/
30

に
振

替
）

…
選

択
科

目
7/

15
海

の
日

（
5/

1に
振

替
）

、
9/

16
敬

老
の

日
（

振
替

な
し

）
　

…
ク

ラ
ス

に
よ

り
科

目
が

異
な

る
10

/1
4ス

ポ
ー

ツ
の

日
（

振
替

な
し

）
、

11
/2

3勤
労

感
謝

の
日

（
振

替
な

し
）

＊
…

通
年

科
目

履
修

不
可

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ ン オ
リ

エ
ン

オ
リ

エ
ン

予 備 日
ラ

シ
ー

週 曜 日
時 限

月 火 水 金

北 里 祭 準 備

木
前 期 試 験

追 再 試 験

入 学 式

憲 法 記 念 日

前 期 試 験

白 金 祭 準 備

開 校 記 念 日 振 替

補 講 日

情
報

リ
テ

創 薬 科 学 へ の 招 待

前 期 試 験

補 講 日

休 講

補 講 日

元 日

後 期 試 験

追 再 試 験

後 期 試 験

土
み ど り の 日

北 里 祭

前 期 試 験

白 金 祭

白
金

構
内

立
入

禁
止

白
金

ガ
イ

ダ
ン ス

日
北 里 祭

文 化 の 日

球 技 大 会

こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

追 再 試 験

健
康

診
断

創
薬

科
学

へ
の

招
待

前 期 試 験

補 講 日

昭 和 の 日

山 の 日 振 替

追 再 試 験

前 期 試 験

一 群 補 充 実 験

予 備 日

秋 分 の 日 振 替

試 験 予 備 日

創 薬 科 学 へ の 招 待

後 期 試 験

試 験 予 備 日

試 験 予 備 日

天 皇 誕 生 日 振 替

休 講

追 再 試 験

創 立 記 念 日 振 替

後 期 試 験

追 再 試 験

建 国 記 念 の 日追 再 試 験

成 人 の 日

創 薬 科 学 へ の 招 待

進 級 発 表

白
金

構
内

立
入

禁
止

天 皇 誕 生 日

1年
生

文 化 の 日 振 替

生
命

創
薬

科
学

科

勤 労 感 謝 の 日

白 金 構 内 立 入 禁 止

春 分 の 日

白 金 構 内 立 入 禁 止

追 再 試 験

創 薬 科 学 へ の 招 待

創 薬 科 学 へ の 招 待

後 期 試 験後 期 試 験

補 講 日

− 17−



４４．．履履修修

４４－－１１））日日程程ににつついいてて

前 期 後 期

① 抽選
４月 ２日（火）〜 ６日（土）

【通年・前期・後期科目対象】
―

② 当選発表 ４月 ８日（月） ―

③ 当選取消 ４月 ９日（火）
９月 ４日（水）

【後期科目のみ対象】

④ 授業開始 ４月１０日（水） ９月 ９日（月）

⑤ 履修登録 ４月１１日（木）〜１２日（金） ―

⑥ 追加抽選
４月１５日（月）〜１６日（火）

【通年・前期・後期科目の残枠ある科目のみ対象】

９月 ６日（金）〜 ７日（土）

【後期科目対象】

⑦ 当選発表 ４月１７日（水） ９月 ９日（月）

⑧ 当選取消 ４月１８日（木） ９月１０日（火）

⑨ 履修変更 ４月２２日（月）〜２３日（火） ９月１２日（木）〜１３日（金）

４４－－２２））抽抽選選応応募募かからら履履修修確確定定ままででのの流流れれ

抽選申込みから履修確定までの概要は以下のとおりである。

抽選

授業の性質や使用する機材の台数、教室の収容人数の関係により、受講者数に定員を設ける科目については授

業開始前に抽選を行う。

≪注意事項≫

・「北里大学 一般教育部授業情報サイト」で詳細を確認し、抽選に応募すること。

・１年次に履修すべき授業科目および単位数などを必ず確認すること。

・期間内であれば、応募内容の確認や修正が可能である。

≪履修にあたっての基本事項≫

・年間の履修登録単位数は、５５００単単位位未未満満とする。

（１群科目中の自由科目 教職課程科目 教授会が特別に認めた科目を除く）

・同一時限に２科目重複して履修することはできない。

・同一名称の科目は、教員が異なっていても履修することはできない。

・履修登録していない授業科目の受講、試験受験は「無効」である。

・履修登録をしても、出席不良や試験を受験しなかった場合は「不合格」となることがある。

≪抽選実施科目≫

・芸術の楽しみ 、

・倫理学 、

・信仰と救い 、

・心理学 、

・健康の科学 、 、

・健康とスポーツ演習（ 対象除く）

・情報科学 、 、

・教養演習 、 、

・大学基礎演習（ 対象除く）

・言語と文化 、 （ 対象除く） 

 

【一般教育部授業情報サイト】

以下にアクセスし、情報を確認したうえで、抽選に申込みし

てください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北里大学

⇒ 学部・大学院・併設校

⇒ 一般教育部 ⇒ 授業情報サイト

⇒ 一般教育部授業情報サイト

⇒ 履修・授業 ⇒ 抽選
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４４．．履履修修

４４－－１１））日日程程ににつついいてて

前 期 後 期

① 抽選
４月 ２日（火）〜 ６日（土）

【通年・前期・後期科目対象】
―

② 当選発表 ４月 ８日（月） ―

③ 当選取消 ４月 ９日（火）
９月 ４日（水）

【後期科目のみ対象】

④ 授業開始 ４月１０日（水） ９月 ９日（月）

⑤ 履修登録 ４月１１日（木）〜１２日（金） ―

⑥ 追加抽選
４月１５日（月）〜１６日（火）

【通年・前期・後期科目の残枠ある科目のみ対象】

９月 ６日（金）〜 ７日（土）

【後期科目対象】

⑦ 当選発表 ４月１７日（水） ９月 ９日（月）

⑧ 当選取消 ４月１８日（木） ９月１０日（火）

⑨ 履修変更 ４月２２日（月）〜２３日（火） ９月１２日（木）〜１３日（金）

４４－－２２））抽抽選選応応募募かからら履履修修確確定定ままででのの流流れれ

抽選申込みから履修確定までの概要は以下のとおりである。

抽選

授業の性質や使用する機材の台数、教室の収容人数の関係により、受講者数に定員を設ける科目については授

業開始前に抽選を行う。

≪注意事項≫

・「北里大学 一般教育部授業情報サイト」で詳細を確認し、抽選に応募すること。

・１年次に履修すべき授業科目および単位数などを必ず確認すること。

・期間内であれば、応募内容の確認や修正が可能である。

≪履修にあたっての基本事項≫

・年間の履修登録単位数は、５５００単単位位未未満満とする。

（１群科目中の自由科目 教職課程科目 教授会が特別に認めた科目を除く）

・同一時限に２科目重複して履修することはできない。

・同一名称の科目は、教員が異なっていても履修することはできない。

・履修登録していない授業科目の受講、試験受験は「無効」である。

・履修登録をしても、出席不良や試験を受験しなかった場合は「不合格」となることがある。

≪抽選実施科目≫

・芸術の楽しみ 、

・倫理学 、

・信仰と救い 、

・心理学 、

・健康の科学 、 、

・健康とスポーツ演習（ 対象除く）

・情報科学 、 、

・教養演習 、 、

・大学基礎演習（ 対象除く）

・言語と文化 、 （ 対象除く） 

 

【一般教育部授業情報サイト】

以下にアクセスし、情報を確認したうえで、抽選に申込みし

てください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北里大学

⇒ 学部・大学院・併設校

⇒ 一般教育部 ⇒ 授業情報サイト

⇒ 一般教育部授業情報サイト

⇒ 履修・授業 ⇒ 抽選

当選発表

抽選システム上で当選者発表を行う。当選した科目は、自動的に履修が確定するため、第 回目から授業に出

席すること。

当選取消

やむを得ない事情等がある場合には、当選した科目を取消すことができる。希望者は当選取消日に抽選システ

ムから、取消を行うこと。

授業開始

必修科目、クラスが指定されている科目、当選した科目については、第１回目の授業から出席すること。

抽選対象でない選択科目は、履修登録前でも出席が可能であるため、履修を検討している授業に出席してみた

うえで、履修科目を決定すること。ただし、回目から出席をとる授業もあるのでシラバスをよく確認すること。

履修登録

履修登録はＷＥＢ上（教学ポータル）で行う。

履修登録が必要な科目を各自確認し、教学ポータルログインにして、履修登録を行うこと。

≪注意事項≫

・教学ポータルの稼働時間内（ ～ ）かつ履修登録期間中であれば何度でも変更可能。

・履修登録期間の終わりにかけては、アクセス集中により繋がりにくい場合があるため、早めに履修登録を行う

こと。

追加抽選

定員に空きがある科目のみ追加抽選を行う。「北里大学 一般教育部授業情報サイト」で詳細を確認し、必要で

あれば申込みすること。

追加抽選の当選発表

抽選システム上で当選者発表を行う。当選した科目は、自動的に履修が確定するため、授業に出席すること。

追加抽選の当選取消 【後期 は、後期開講科目のみ対象】

やむを得ない事情等がある場合には、当選した科目を取消すことができる。希望者は当選取消日に抽選システ

ムから、取消を行うこと。

▼履修登録が必要な科目

・選択科目

・抽選対象でない科目

▼既に履修登録されている科目

・必修科目

・抽選結果発表で当選した科目

【教学ポータル】

以下にアクセスし、期間内に履修登録すること。

北里大学

⇒ 対象者別メニュー

⇒「在学生の方」

ータル）」
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履修変更

履修が確定した科目は履修変更画面上に反映されているため、各自確認すること。必要であれば、「⑤履修登

録」と同様の方法で、履修変更を行うこと。

４４－－３３））聴聴講講制制度度ににつついいてて

「聴講」とは、年間の履修登録単位数を超えている、もしくは規程により履修登録できないが、講義を受講したい場合

に利用できる制度のことである。聴講を希望する場合は、教学センター事務室一般教育課にて手続きを行うこと。

ただし、聴講科目については単位が付与されないため、よく考えた上で手続きを行うこと。また、抽選科目の場合は、

定員に空きがある場合に限る。

▼申請期限 （前期）５月末まで （後期）９月末まで

▼申請場所 教学センター事務室一般教育課 教務係

４４－－４４））既既修修得得単単位位認認定定ににつついいてて

本大学は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学において履修した授業科目の修得単位を、 単位を超え

ない範囲で本大学において修得したものとみなす制度を実施している。この制度を希望する学生は、詳細を確認した上で、

教学センター事務室一般教育課に申し出ること。

≪注意事項≫

①既修得単位認定者は、北里賞の対象外とする。

②既修得単位を認定された者は、認定された科目が配当されている年度の北島賞の選考対象外とする。

４４－－５５））英英語語資資格格試試験験ススココアア保保有有者者にに対対すするる単単位位認認定定ににつついいてて

薬学部では、英語資格試験の一定以上のスコア保有者に対する単位認定制度を実施している。本学が定める一定基準以

上のスコアを保有する学生で、「英語Ｂ 」・「英語ＢⅡ」の単位認定を申請したい場合は、詳細を確認した上で、教学セン

ター事務室一般教育課に申し出ること。

≪注意事項≫

①認定科目は、北里賞の対象外とする。

②認定された者は、認定された科目が配当されている年度の北島賞の選考対象外とする。

４４－－６６））復復学学者者・・留留年年生生ににつついいてて

前年度休学者および留年した学生は、新年度のオリエンテーション初日に実施する「留年生ガイダンス」に出席し、事

務手続きを行うこと。履修登録が正しく行われないと、進級出来なくなるなどの問題が生じる場合もあるため、授業開始

前に履修すべき科目をクラス主任と確認し、履修登録を期限内に行うこと。授業開始後もクラス主任の指導に従うこと。

なお、新入生オリエンテーション（入学式を除く）には必ず出席すること。

４４－－７７））再再評評価価制制度度ににつついいてて

留年した学生が、単位修得済科目の再評価を希望する場合は、当該科目の科目責任者の許可を得なければならない。希

望する学生は、教学センター事務室一般教育課に申し出ること。再評価を許可された場合は、授業に出席し、試験を受験

しなければならない。単位修得済科目の成績は担保され、学生に有利な評価（高得点）を最終評価とする。
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履修変更

履修が確定した科目は履修変更画面上に反映されているため、各自確認すること。必要であれば、「⑤履修登

録」と同様の方法で、履修変更を行うこと。

４４－－３３））聴聴講講制制度度ににつついいてて

「聴講」とは、年間の履修登録単位数を超えている、もしくは規程により履修登録できないが、講義を受講したい場合

に利用できる制度のことである。聴講を希望する場合は、教学センター事務室一般教育課にて手続きを行うこと。

ただし、聴講科目については単位が付与されないため、よく考えた上で手続きを行うこと。また、抽選科目の場合は、

定員に空きがある場合に限る。

▼申請期限 （前期）５月末まで （後期）９月末まで

▼申請場所 教学センター事務室一般教育課 教務係

４４－－４４））既既修修得得単単位位認認定定ににつついいてて

本大学は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学において履修した授業科目の修得単位を、 単位を超え

ない範囲で本大学において修得したものとみなす制度を実施している。この制度を希望する学生は、詳細を確認した上で、

教学センター事務室一般教育課に申し出ること。

≪注意事項≫

①既修得単位認定者は、北里賞の対象外とする。

②既修得単位を認定された者は、認定された科目が配当されている年度の北島賞の選考対象外とする。

４４－－５５））英英語語資資格格試試験験ススココアア保保有有者者にに対対すするる単単位位認認定定ににつついいてて

薬学部では、英語資格試験の一定以上のスコア保有者に対する単位認定制度を実施している。本学が定める一定基準以

上のスコアを保有する学生で、「英語Ｂ 」・「英語ＢⅡ」の単位認定を申請したい場合は、詳細を確認した上で、教学セン

ター事務室一般教育課に申し出ること。

≪注意事項≫

①認定科目は、北里賞の対象外とする。

②認定された者は、認定された科目が配当されている年度の北島賞の選考対象外とする。

４４－－６６））復復学学者者・・留留年年生生ににつついいてて

前年度休学者および留年した学生は、新年度のオリエンテーション初日に実施する「留年生ガイダンス」に出席し、事

務手続きを行うこと。履修登録が正しく行われないと、進級出来なくなるなどの問題が生じる場合もあるため、授業開始

前に履修すべき科目をクラス主任と確認し、履修登録を期限内に行うこと。授業開始後もクラス主任の指導に従うこと。

なお、新入生オリエンテーション（入学式を除く）には必ず出席すること。

４４－－７７））再再評評価価制制度度ににつついいてて

留年した学生が、単位修得済科目の再評価を希望する場合は、当該科目の科目責任者の許可を得なければならない。希

望する学生は、教学センター事務室一般教育課に申し出ること。再評価を許可された場合は、授業に出席し、試験を受験

しなければならない。単位修得済科目の成績は担保され、学生に有利な評価（高得点）を最終評価とする。

５５．．講講 義義

５５－－１１））講講義義時時間間

講義時間は、原則として１日５時限で、次の通りである。
 

第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 
9：00～ 

10：30 
10：40～ 

12：10 
13：00～ 

14：30 
14：40～ 

16：10 
16：20～ 

17：50 
※但し、第６時限目（18：00～19：30）に、補講を行うことがある。 
 
５５－－２２））講講義義形形態態

講義は次の形態で行われる。

通年講義 毎週１回・もしくは２回で１年間行う。

半期講義 毎週１回・もしくは２回で前期または後期で終了する。

集中講義 一定期間にまとめて行う。時間割はその都度指示する。

 
５５－－３３））休休講講・・補補講講

① 大学または各授業科目の担当者において、やむを得ない事情が発生した場合には、授業を休講にすることがある。

② 休講は原則一般教育部授業情報サイト上で通知する。原則として休講日よりも前に掲載するが、急病等により、

事前に通知できない場合は、授業当日の掲載になる場合がある。

③ 休講案内がないにもかかわらず３０分以上経過しても講義が開始されない場合は教学センター事務室一般教育

課の指示に従うこと。

④ 休講となった授業については原則として補講を行う。補講の時間割や授業形態は、一般教育部授業情報サイト上

で通知する。

⑤ 交通機関ストライキによる休講は次の通りとする。

１．ＪＲ、小田急電鉄、神奈川中央交通バスが全面ストライキを決行した場合、一般教育部における授業は休講とす

る。

但し午前７時のニュースでストライキ中止が決定していれば、平常通り授業を行う。

２．上記ストライキと同規模の交通異常の状態が発生した場合においても休講とする。

但し、判断が困難な場合には掲示または大学ホームページにより確認すること。

 
５５－－４４））授授業業欠欠席席ににつついいてて

病気またはその他やむを得ない事由により、授授業業をを１１週週間間以以上上続続けけてて欠欠席席ししたた場場合合、及び３親等内の親族が死亡

した場合は、教学センター事務室一般教育課にて所定用紙を受け取り、手続きを進めること。なお、病気の場合は、

医師の診断書を提出すること。

また、１週間未満の授業欠席については、各自で授業担当者にその旨を申し出ること。

 
５５－－５５））「「授授業業のの振振りり返返りり」」ののたためめののアアンンケケーートト実実施施ににつついいてて

一般教育部では、個々の授業について「授業の振り返り」のためのアンケートを前期・後期末に実施している。ア

ンケートは、「授業と教員について」、「あなた自身について」のいくつかの項目、総合評価の項目、自由記述欄から

構成される。

学生をより成長させることのできる良い授業を行うために、教員は授業やカリキュラムの改善に向けた取り組みを

行っている。本アンケートは、その手がかりを得るために活用する。また、学生も自身の学習を振り返ることで学習

の向上に役立ててほしい。アンケートの集計結果は、一般教育部ホームページに掲載する。

５５－－６６））一一般般教教育育部部授授業業情情報報ササイイトトににつついいてて

教学センター事務室一般教育課からの連絡事項（授業・試験関係等）は、一般教育部ホームページの「授

業情報」ページより確認することができる。随時更新されるため、必ず確認すること。

［一般教育部 授業情報］

スマートフォン用 QR コード 
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６６．．試試験験・・成成績績

履修登録している科目の成績は、学期末、学年末に実施される試験や、各科目のシラバスに記載されている評価方法に

基づいた基準により「合格」と見なされたものについて、単位が付与される。一般教育部が開講する１群科目の試験につ

いては、定期試験、追試験、再試験、再受験がある。試験については、必必ずず、、「「６６－－３３））一一般般教教育育部部試試験験細細則則」」にに目目をを通通

ししてておおくくこことと。。確認を怠ったことによる、手続きの遅れや不備は理由とならないので注意すること。なお、一般教育部開

講科目の試験期間については、 年度一般教育部行事予定を参照すること。

６６－－１１））試試験験ににつついいてて

①① 定定期期試試験験

定期試験の実施方法一覧および時間割は、前期は 月中旬、後期試験は 月中旬に学内掲示および一般教育部授業情

報サイトへの掲載を以って発表する。各自で必ず確認を行うこと。

②② 追追試試験験、、再再試試験験

追試験は、自己の病気等その他やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった者について実施される試験のこ

とであり、事前の手続きが必要になる。

再試験は原則として実施しない。ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、試験成績が合格

点に達しなかった者について、行われることがある。

追試験及び再試験を実施する場合の実施方法一覧、時間割、申込日、手続き方法等については、一般教育部試験細則、

学内掲示および一般教育部授業情報サイトへの掲載を以って知らせる。見落としのないよう注意すること。

③③ 再再受受験験

再受験は原則として実施しない。やむを得ない事由により追再試験を受験できない場合は、当該追再試験当日に所属の

学部事務室へ連絡し、再受験を願い出ること。詳細は一般教育部試験細則を確認すること。

６６－－２２））成成績績ににつついいてて

①① 合合否否結結果果

履修科目の合否結果については、各試験期間終了後から順次、合格者の学籍番号を発表するので各自で確認すること。

合否発表の確認方法については所属の学部事務室の指示に従うこと。なお、合否結果について、電話・メールでは一切回

答しない。

②② １１群群科科目目合合否否確確認認（（不不合合格格理理由由のの確確認認））制制度度ににつついいてて

１群科目の不合格科目について確認したい事柄がある場合、「合否確認申込書」を提出し、教員に不合格の理由を尋ね

ることができる制度がある。不合格科目の成績について、直接担当教員とやりとりをすることは禁止されているので、確

認したい事項がある場合は必ずこの制度を利用すること。ただし、この制度は担当教員に対し、安易に再評価や再検討等

の成績変更を求めるものではなく、また、具体的な根拠がなければ提出できない。

申込方法及び申込期間などの詳細については、学内掲示および一般教育部授業情報サイトへの掲出を以って知らせる。

③③ 成成績績表表ににつついいてて

前期成績は、９月下旬以降、保証人宛に通知する。学生本人へは、９月下旬以降、教学ポータルにて通知する。学年末

成績表は、３月中旬以降に保証人宛に通知する。

なお、保証人への成績通知を希望しない場合は、年度初めにその旨を保証人連署の上、申請すること。
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６６．．試試験験・・成成績績

履修登録している科目の成績は、学期末、学年末に実施される試験や、各科目のシラバスに記載されている評価方法に

基づいた基準により「合格」と見なされたものについて、単位が付与される。一般教育部が開講する１群科目の試験につ

いては、定期試験、追試験、再試験、再受験がある。試験については、必必ずず、、「「６６－－３３））一一般般教教育育部部試試験験細細則則」」にに目目をを通通

ししてておおくくこことと。。確認を怠ったことによる、手続きの遅れや不備は理由とならないので注意すること。なお、一般教育部開

講科目の試験期間については、 年度一般教育部行事予定を参照すること。

６６－－１１））試試験験ににつついいてて

①① 定定期期試試験験

定期試験の実施方法一覧および時間割は、前期は 月中旬、後期試験は 月中旬に学内掲示および一般教育部授業情

報サイトへの掲載を以って発表する。各自で必ず確認を行うこと。

②② 追追試試験験、、再再試試験験

追試験は、自己の病気等その他やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった者について実施される試験のこ

とであり、事前の手続きが必要になる。

再試験は原則として実施しない。ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、試験成績が合格

点に達しなかった者について、行われることがある。

追試験及び再試験を実施する場合の実施方法一覧、時間割、申込日、手続き方法等については、一般教育部試験細則、

学内掲示および一般教育部授業情報サイトへの掲載を以って知らせる。見落としのないよう注意すること。

③③ 再再受受験験

再受験は原則として実施しない。やむを得ない事由により追再試験を受験できない場合は、当該追再試験当日に所属の

学部事務室へ連絡し、再受験を願い出ること。詳細は一般教育部試験細則を確認すること。

６６－－２２））成成績績ににつついいてて

①① 合合否否結結果果

履修科目の合否結果については、各試験期間終了後から順次、合格者の学籍番号を発表するので各自で確認すること。

合否発表の確認方法については所属の学部事務室の指示に従うこと。なお、合否結果について、電話・メールでは一切回

答しない。

②② １１群群科科目目合合否否確確認認（（不不合合格格理理由由のの確確認認））制制度度ににつついいてて

１群科目の不合格科目について確認したい事柄がある場合、「合否確認申込書」を提出し、教員に不合格の理由を尋ね

ることができる制度がある。不合格科目の成績について、直接担当教員とやりとりをすることは禁止されているので、確

認したい事項がある場合は必ずこの制度を利用すること。ただし、この制度は担当教員に対し、安易に再評価や再検討等

の成績変更を求めるものではなく、また、具体的な根拠がなければ提出できない。

申込方法及び申込期間などの詳細については、学内掲示および一般教育部授業情報サイトへの掲出を以って知らせる。

③③ 成成績績表表ににつついいてて

前期成績は、９月下旬以降、保証人宛に通知する。学生本人へは、９月下旬以降、教学ポータルにて通知する。学年末

成績表は、３月中旬以降に保証人宛に通知する。

なお、保証人への成績通知を希望しない場合は、年度初めにその旨を保証人連署の上、申請すること。

６６－－３３））一一般般教教育育部部試試験験細細則則

（（総総 則則））

第１条 一般教育部が開講する科目の定期試験、追試験及び再試験（以下「追再試験」という。）及び再受験については、この細則によ

る。

（（定定期期試試験験））

第２条 試験は原則として前期、後期の終りに「定期試験期間」を設けて行う。なお、定期試験期間に行う試験のほかに前期・後期最終

週等の授業内に一般教育連合教授会の承認を得て行う「期間外試験」も定期試験に含める。また、定期試験をレポート課題により行う

場合は、課題提出締切日の２週間以上前から課題を掲示（通知）することとする。

２ 評価は、優（１００～８０点）、良（７９～７０点）、可（６９～６０点）、不可（５９～０点）の４種をもって表し、優・良・可を

合格、不可を不合格とする。

３ 一般教育連合教授会が特に定める場合を除いては、各科目の年間授業時間数（試験週間等は含めない実授業時間数）の３分の１以

上欠席した者は、当該科目のその年次の試験（成績）を無効とする。

４ すべての試験の場合に次の事項に注意しなければならない。

試験場においては、監督者の指示に従うこと。

試験場においては、所定の席順（原則として学籍番号順）に着席すること。

学生証は机上の監督者の見易いところに明示すること。なお、学生証を忘れた者は所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生

は教学センター事務室一般教育課）で受験許可証の交付を受けてからでないと受験できない。

参考書、ノート等の使用は、監督者の指示に従うこと。計算用紙は、所定のもの以外認めない。

下敷きの使用は原則として認めない。また、ペンケースは「カバン等」の中にしまうこと。

席順票が配布されたら学籍番号、氏名を記入して後席に回すこと。

試験開始後２０分以降の入場及び２５分以内の退場は認めない。

答案を書き終えた者は、答案用紙を提出して退場すること。

答案は必ず提出すること。

スマートフォン・タブレット・携帯電話等は電源を切り、身につけずに「カバン等」の中にしまうこと。

腕時計型の「スマートウォッチ」のような通信機能・ＰＣ機能を備え、身につけることのできる機器の持ち込みを禁止する。

発見した場合は、不正行為と見なす可能性がある。

不正行為並びに同行為の疑いを受けるようなことは一切しないこと。不正行為又は同行為とみなされるような行為は学則に従い

処分する。

５ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（追追試試験験））

第３条 追試験は原則として実施する。

２ 追試験は、病気その他やむを得ない事由により定期試験を受けることができなかった者について、一定の期間内に実施する試験の

ことである。なお、定期試験がレポート課題であった場合は、追試験を行わないこととし、インフルエンザ等の伝染性疾患についても

例外とはしない。

３ 前条の事由により、追試験を願い出る者は、試験期間終了後原則として３日以内に、追試験受験願をクラス主任又はチューターの

承認を得たうえで所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般教育課）に提出しなければならない。この期

間内に願い出ない者の追試験は認めない。

４ 追試験受験願を提出するときは、欠席事由を証明する書類等を添付しなければならない。

５ 追試験受験願の提出があった学部は、追試験受験願及び欠席事由を証明する書類等を取りまとめ、指定期日までに一般教育部長あ

てに提出する。

６ 一般教育部長は定期試験欠席の事由が正当であり、かつ平素の履修状況及び出席状況が良好であると認められた者に限り、追試験

の受験を許可する。なお、定期試験欠席の正当な事由と認められるのは、原則として次の場合である。

自己の病気又は怪我（医師の診断書又は療養中であったことを証明する書類を添付）

電車、バス等、交通機関の事故（事故・遅延証明書添付）

三親等内の親族の死亡の場合（死亡診断書・埋葬許可書等 写 又は死亡が確認できる書類を添付）

注 試験時間の誤認、バスの自然渋滞による遅延、自動車、バイク、自転車等の故障、寝ぼう等は認められないので注意すること。

７ 追試験受験願を提出した者の受験許可、試験実施の期日、試験時間割等については、掲示をもって告示する。
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８ 追試験は原則として、前期においては後期授業開始前までに、また後期においては２月中旬までに実施する。

９ 追試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

追試験の成績は、満点を９０点とし、６０点以上を合格とする。

ただし、医学部は８０点以上をすべて７９点とし、６０点以上を合格とする。

試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（再再試試験験））

第４条 再試験は原則として実施しない。

ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、試験成績が合格点に達しなかった者（定期試験欠席者のうち追

試験受験資格のない者を含む）については、一般教育連合教授会の承認を得て同一年度内に一回再試験を実施することがある。

２ 再試験を願い出る者は、所定の期間内に、再試験申込書を所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般

教育課）に提出しなければならない。この期間中に願い出ない者の再試験は認めない。

３ 再試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

４ 再試験の成績は、満点を７０点とし、６０点以上を合格とする。ただし、医学部は７０点以上をすべて６９点とし、６０点以上を

合格とする。

５ 再試験については、本細則第３条第７項及び第８項を準用する。

６ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（再再受受験験））

第５条 再受験は原則として実施しない。

２ 再受験は、やむを得ない事由により追再試験を受けることができなかった者について、一定の期間内に実施する試験のことである。

なお、追再試験がレポート課題であった場合は、再受験の対象としないこととし、インフルエンザ等の伝染性疾患についても例外と

はしない。

３ 前項の事由により、再受験を願い出る者は、当該追再試験実施当日の午後５時までに所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生

は教学センター事務室一般教育課）へ連絡をしたうえで、試験期間終了後３日以内に再受験受験願をクラス主任又はチューターの承

認を得たうえで所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般教育課）に提出しなければならない。この期

間内に願い出ない者の再受験は認めない。

４ 再受験受験願を提出するときは、欠席事由を証明する書類等を添付しなければならない。

５ 再受験受験願の提出があった学部は、再受験受験願及び欠席事由を証明する書類等を取りまとめ、指定期日までに一般教育部長あ

てに提出する。

６ 一般教育部長は追再試験欠席の事由が正当であり、かつ平素の履修状況及び出席状況が良好であると認められた者に限り、再受験

の受験を許可する。なお、追再試験欠席の正当な事由と認められるのは、原則として次の場合である。

自己の感染性疾患（※疑いを含む）（医師の診断書又は療養中であったことを証明する書類を添付）

≪対象となる感染症≫麻疹（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風疹、インフルエンザ、百日咳、水痘、咽頭結膜炎、結

核、髄膜炎菌性髄膜炎、ノロウイルス腸炎、感染性腸炎、流行性角結膜炎、帯状疱疹、その他、学校保健安全法指定感染症 第一

種～第三種 。

三親等内の親族の死亡の場合（死亡診断書・埋葬許可書等 写 又は死亡が確認できる書類を添付）

７ 再受験受験願を提出した者の受験許可、試験実施の期日、試験時間割等については、掲示をもって告示する。

８ 再受験は原則として、前期においては後期授業開始前までに、また後期においては２月中に実施する。

９ 受験料は徴収しない。

評価については本細則の第 条 項及び第 条 項を適用する。

試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

附則

１ 追試験及び再試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

２ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

３ この細則は、平成 年 月 日から施行する。

附則

１ この細則は、平成 年 月 日から施行する。

以 上

− 24−



８ 追試験は原則として、前期においては後期授業開始前までに、また後期においては２月中旬までに実施する。

９ 追試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

追試験の成績は、満点を９０点とし、６０点以上を合格とする。

ただし、医学部は８０点以上をすべて７９点とし、６０点以上を合格とする。

試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（再再試試験験））

第４条 再試験は原則として実施しない。

ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、試験成績が合格点に達しなかった者（定期試験欠席者のうち追

試験受験資格のない者を含む）については、一般教育連合教授会の承認を得て同一年度内に一回再試験を実施することがある。

２ 再試験を願い出る者は、所定の期間内に、再試験申込書を所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般

教育課）に提出しなければならない。この期間中に願い出ない者の再試験は認めない。

３ 再試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

４ 再試験の成績は、満点を７０点とし、６０点以上を合格とする。ただし、医学部は７０点以上をすべて６９点とし、６０点以上を

合格とする。

５ 再試験については、本細則第３条第７項及び第８項を準用する。

６ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（再再受受験験））

第５条 再受験は原則として実施しない。

２ 再受験は、やむを得ない事由により追再試験を受けることができなかった者について、一定の期間内に実施する試験のことである。

なお、追再試験がレポート課題であった場合は、再受験の対象としないこととし、インフルエンザ等の伝染性疾患についても例外と

はしない。

３ 前項の事由により、再受験を願い出る者は、当該追再試験実施当日の午後５時までに所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生

は教学センター事務室一般教育課）へ連絡をしたうえで、試験期間終了後３日以内に再受験受験願をクラス主任又はチューターの承

認を得たうえで所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般教育課）に提出しなければならない。この期

間内に願い出ない者の再受験は認めない。

４ 再受験受験願を提出するときは、欠席事由を証明する書類等を添付しなければならない。

５ 再受験受験願の提出があった学部は、再受験受験願及び欠席事由を証明する書類等を取りまとめ、指定期日までに一般教育部長あ

てに提出する。

６ 一般教育部長は追再試験欠席の事由が正当であり、かつ平素の履修状況及び出席状況が良好であると認められた者に限り、再受験

の受験を許可する。なお、追再試験欠席の正当な事由と認められるのは、原則として次の場合である。

自己の感染性疾患（※疑いを含む）（医師の診断書又は療養中であったことを証明する書類を添付）

≪対象となる感染症≫麻疹（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風疹、インフルエンザ、百日咳、水痘、咽頭結膜炎、結

核、髄膜炎菌性髄膜炎、ノロウイルス腸炎、感染性腸炎、流行性角結膜炎、帯状疱疹、その他、学校保健安全法指定感染症 第一

種～第三種 。

三親等内の親族の死亡の場合（死亡診断書・埋葬許可書等 写 又は死亡が確認できる書類を添付）

７ 再受験受験願を提出した者の受験許可、試験実施の期日、試験時間割等については、掲示をもって告示する。

８ 再受験は原則として、前期においては後期授業開始前までに、また後期においては２月中に実施する。

９ 受験料は徴収しない。

評価については本細則の第 条 項及び第 条 項を適用する。

試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

附則

１ 追試験及び再試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

２ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

３ この細則は、平成 年 月 日から施行する。

附則

１ この細則は、平成 年 月 日から施行する。

以 上

北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程

 
２０１６年７月７日制定 

 
（総則） 

第１条 この規程は、薬学部に在籍する学生の試験及び成績評価（以下「評価」という。）

に関する取扱いを定める。 
（単位認定） 

第２条 薬学部が開講する授業科目の単位は、単位認定者（科目責任者）が試験及びその

他の適切な方法により学修の成果を総合的に評価して認定する。 
（試験の種類及び方法） 

第３条 単位を認定するための試験の種類は、原則として定期試験、追試験及び再試験と

する。 
２ 前項に規定する各試験は、筆記、レポート及びその他の方法により実施する。 

（成績評価） 
第４条 評価は、優、良、可、不可の４種とし、 点から 点を優、 点から 点を

良、 点から 点を可、 点以下を不可とし、優、良、可を合格、不可を不合格とす

る。

２ 前条第１項に定める各試験に基づく評価は、次のとおりとする。

⑴ 定期試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

⑵ 追試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

⑶ 再試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

（定期試験）

第５条 定期試験は、原則として通年科目にあっては後期末に実施し、半期科目にあって

は開講期に応じ前期末及び後期末の授業内又は試験期間を設けて実施する。

２ 前項に規定する通年科目のうち、一部の科目については、前期及び後期の２回試験を

実施できるものとする。この場合の評価は、前期及び後期の試験結果に基づき、総合的

に行うものとする。

３ 定期試験に係る受験資格、受験者の遵守事項及びその他の事項は、別に定める。

（追試験及び再試験）

第６条 追試験は、定期試験を正当と認められる事由により受験できなかった者に対して

実施する。

２ 再試験は、原則として実施しない。

ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、定期試験の成績
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が合格点に達しなかった者及び定期試験の欠席者のうち、追試験受験資格の無い者に対

し同一年度内に１回再試験を実施することができる。

なお、追試験に基づく評価が不可の者について再試験は、実施しない。

３ 追試験及び再試験は、原則として追試験及び再試験期間を設けてそれぞれ実施する。

４ 追試験及び再試験に係る受験資格及びその他の実施事項は、別に定める。

（合格科目の再試験）

第７条 合格と判定された授業科目についての再試験は、実施しない。

ただし、留年した者が単位修得済科目の再評価を希望し、当該科目責任者が許可した

場合は、この限りではない。

（追試験及び再試験の未受験の取扱い）

第８条 追試験及び再試験を受験できなかった者で、正当な事由があると認められる場合

は、改めて当該試験を実施（以下「再受験」という。）することができる。

ただし、次の各号に揚げる試験の再受験は実施しないこととする。

ア 薬学共用試験（ 、 ）（薬学科４年次）

イ 薬学総合演習試験（薬学科６年次）

２ 再受験の実施に係る事項については、別に定める。

（単位認定に基づく卒業及び及落判定）

第９条 単位認定に基づく卒業及び及落判定は、学部学年進級規程に基づき、薬学部教授

会において行う。

（補足）

第 条 この規程に定めるもののほか、その他の必要な事項については、別に定める細則

による。

２ 一般教育部が開講する１群科目については、原則として一般教育部試験細則を適用す

る。

（この規程の改廃）

第 条 この規程の改廃は、教育委員会及び運営会議の議を経て、薬学部教授会において

決定する。

附 則

１ この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

２ この規程は、２０１７年度に実施する試験から適用する。
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が合格点に達しなかった者及び定期試験の欠席者のうち、追試験受験資格の無い者に対

し同一年度内に１回再試験を実施することができる。

なお、追試験に基づく評価が不可の者について再試験は、実施しない。

３ 追試験及び再試験は、原則として追試験及び再試験期間を設けてそれぞれ実施する。

４ 追試験及び再試験に係る受験資格及びその他の実施事項は、別に定める。

（合格科目の再試験）

第７条 合格と判定された授業科目についての再試験は、実施しない。

ただし、留年した者が単位修得済科目の再評価を希望し、当該科目責任者が許可した

場合は、この限りではない。

（追試験及び再試験の未受験の取扱い）

第８条 追試験及び再試験を受験できなかった者で、正当な事由があると認められる場合

は、改めて当該試験を実施（以下「再受験」という。）することができる。

ただし、次の各号に揚げる試験の再受験は実施しないこととする。

ア 薬学共用試験（ 、 ）（薬学科４年次）

イ 薬学総合演習試験（薬学科６年次）

２ 再受験の実施に係る事項については、別に定める。

（単位認定に基づく卒業及び及落判定）

第９条 単位認定に基づく卒業及び及落判定は、学部学年進級規程に基づき、薬学部教授

会において行う。

（補足）

第 条 この規程に定めるもののほか、その他の必要な事項については、別に定める細則

による。

２ 一般教育部が開講する１群科目については、原則として一般教育部試験細則を適用す

る。

（この規程の改廃）

第 条 この規程の改廃は、教育委員会及び運営会議の議を経て、薬学部教授会において

決定する。

附 則

１ この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

２ この規程は、２０１７年度に実施する試験から適用する。

1 

北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する細則

 
２０１６年 ７月 ７日 制定 
２０１７年 ４月 １日 改正 
２０１７年 ９月 １日 改正 
２０１８年 ９月 ６日 改正 
２０１９年 ２月 ７日 改正 
２０２２年 ６月１８日 改正 
２０２３年 ７月 ６日 改正 

 
（趣旨） 

第１条 この細則は、北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程（以下「規程」という。）第 条

第１項の規定に基づき、試験及び成績評価に関して必要な事項を定める。

（試験の区分及び実施期間） 
第２条 規程第３条に規定する試験は、原則として次の区分により実施する。 

試験区分 実 施 期 間 
前期定期試験 ６月下旬及び７月中旬 左記の最終授業内又は 

薬学部暦に定める試験期間 後期定期試験 １１月下旬及び１月上旬

前期追・再試験 ８月下旬 
薬学部暦に定める試験期間 

後期追・再試験 ２月上旬 
授業期間内評価 随時 授業期間内 
実習試験 随時 実習期間内 

（受験資格） 
第３条 規程第５条及び第６条に規定する定期試験、追試験及び再試験の受験資格は、次のとおりとする。 

⑴ 定期試験を受験できる要件は、次のとおりとする。 
ア 履修登録科目であること。 
イ 原則として実授業時間数の３分の２以上出席していること。 
ウ 受験不許可の通達を受けていないこと。 
⑵ 追試験及び再試験の受験資格は、前号に規定する要件を満たしている者のほか、規程第６条第１項及び第

２項に該当する者とする。

（追試験受験の正当な事由）

第４条 規程第６条第１項に規定する正当と認められる事由とは、原則として次の各号に掲げる事項とする。た

だし、就職試験及び他大学等入学試験の受験については、正当と認められる事由に含まない。

ア 北里大学における出校停止が必要な感染症［必要書類：医師の診断書又は登校許可証］

イ その他自己の病気又は怪我［必要書類：医師の診断書］

ウ 電車、バス等の公共交通機関の事故等による 分を超える遅延［同：遅延証明書］

エ 三親等内の親族の死亡［同：死亡が確認できる書類］

オ その他教授会において正当と認められた事由

２ 前項各号に該当しない者は、追試験の対象者から除外し、再試験受験の対象者とする。

（追試験受験の許可）

第５条 追試験の受験を願い出る者は、定期試験期間終了後３日以内に追試験受験許可願（様式第１。以下同じ）

に前条第１項に規定する必要書類を添えて、白金キャンパス大学事務室教務課に提出しなければならない。
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2 

２ 前項における書類を提出した者の追試験の受験許可は、単位認定者（科目責任者）の承認後、教授会におい

て決定し、掲示をもって告示する。

（申込手続）

第６条 追試験受験許可者及び再試験受験対象者は、指定期間内に所定用紙に記入及び受験料分の証紙を購入の

上、白金キャンパス大学事務室教務課にて当該試験の申込手続をしなければならない。

２ 前項に規定する指定期間は、白金キャンパス大学事務室にて設定し、掲示により事前周知する。

３ 第１項に規定する受験料は、１科目 円とする。なお、受験しなかった科目の受験料は返金しない。

（再受験の実施）

第７条 規程第８条に規定する再受験の実施は、次のとおりとする。

⑴ 再受験を受験できる正当な事由は、次のとおりとする。

ア 北里大学における出校停止が必要な感染症［必要書類：医師の診断書又は登校許可証］

イ 電車、バス等の公共交通機関の事故等による 分を超える遅延［同：遅延証明書］

ウ 三親等内の親族の死亡［同：死亡が確認できる書類］

エ その他教授会において正当と認められた事由

⑵ 再受験を願い出る者は、追・再試験期間終了後３日以内に再受験許可願（様式第２。以下同じ）に前項に

規定する必要書類を添えて、白金キャンパス大学事務室教務課に提出しなければならない。

⑶ 前号における書類を提出した者の再受験の受験許可は、単位認定者（科目責任者）が決定する。

⑷ 申込手続は、本細則第６条の規定を準用する。

⑸ 受験料は、徴収しない。

⑹ 評価は、規程第４条第２項を適用する。

⑺ 再受験の実施日、実施方法等は、単位認定者（科目責任者）の判断によるものとし、追・再試験期間終了

後、前期は９月中旬、後期は２月中に実施しなければならない。

２ 再受験は、前項第６号に規定する期間内にあらかじめ日時を定めて１科目につき１回のみ実施する。ただし、

所定の試験日に受験しなかった場合は、当該科目の評価を不可とする。

（受験者の遵守事項）

第８条 規程第３条に定める試験の受験者は、次の事項を遵守しなければならない。

⑴ 試験開始 分前に定められた試験場に入場すること。

⑵ 所定の席順（原則として学籍番号順）に着席すること。

⑶ 所持品は、監督者が指示する場所に置くこと。

⑷ 学生証は、机上の見やすいところに置くこと。

学生証を忘れた者は、本細則９条に基づき、受験許可証交付の手続を済ませること。

⑸ 答案用紙に学年、学科、クラス、学籍番号、氏名等必要事項を記入すること。

学籍番号及び氏名の記入がない答案は、無効の取扱いとすること。

⑹ 席順表に自己の学籍番号・氏名を記入して、速やかに後席にまわすこと。

⑺ 教科書、参考書、ノートなどの使用は、監督者の指示に従うこと。

関数電卓（計算機）の持込可能科目について、計算機の貸出は行わないこと。

⑻ 答案作成のために特に認められたもの以外の機器及び文具類は机上に置かないこと。

なお、試験の科目に関係するメモやコピー等が発見された場合は、不正行為と見なす。

⑼ 答案作成については、以下を遵守すること。

ア 監督者から配付された答案用紙以外は用いてはならない。

イ 答案用紙は許可なくして室外に持ち出してはならない。

ウ 答案用紙の再交付は認めない。
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２ 前項における書類を提出した者の追試験の受験許可は、単位認定者（科目責任者）の承認後、教授会におい

て決定し、掲示をもって告示する。

（申込手続）

第６条 追試験受験許可者及び再試験受験対象者は、指定期間内に所定用紙に記入及び受験料分の証紙を購入の

上、白金キャンパス大学事務室教務課にて当該試験の申込手続をしなければならない。

２ 前項に規定する指定期間は、白金キャンパス大学事務室にて設定し、掲示により事前周知する。

３ 第１項に規定する受験料は、１科目 円とする。なお、受験しなかった科目の受験料は返金しない。

（再受験の実施）

第７条 規程第８条に規定する再受験の実施は、次のとおりとする。

⑴ 再受験を受験できる正当な事由は、次のとおりとする。

ア 北里大学における出校停止が必要な感染症［必要書類：医師の診断書又は登校許可証］

イ 電車、バス等の公共交通機関の事故等による 分を超える遅延［同：遅延証明書］

ウ 三親等内の親族の死亡［同：死亡が確認できる書類］

エ その他教授会において正当と認められた事由

⑵ 再受験を願い出る者は、追・再試験期間終了後３日以内に再受験許可願（様式第２。以下同じ）に前項に

規定する必要書類を添えて、白金キャンパス大学事務室教務課に提出しなければならない。

⑶ 前号における書類を提出した者の再受験の受験許可は、単位認定者（科目責任者）が決定する。

⑷ 申込手続は、本細則第６条の規定を準用する。

⑸ 受験料は、徴収しない。

⑹ 評価は、規程第４条第２項を適用する。

⑺ 再受験の実施日、実施方法等は、単位認定者（科目責任者）の判断によるものとし、追・再試験期間終了

後、前期は９月中旬、後期は２月中に実施しなければならない。

２ 再受験は、前項第６号に規定する期間内にあらかじめ日時を定めて１科目につき１回のみ実施する。ただし、

所定の試験日に受験しなかった場合は、当該科目の評価を不可とする。

（受験者の遵守事項）

第８条 規程第３条に定める試験の受験者は、次の事項を遵守しなければならない。

⑴ 試験開始 分前に定められた試験場に入場すること。

⑵ 所定の席順（原則として学籍番号順）に着席すること。

⑶ 所持品は、監督者が指示する場所に置くこと。

⑷ 学生証は、机上の見やすいところに置くこと。

学生証を忘れた者は、本細則９条に基づき、受験許可証交付の手続を済ませること。

⑸ 答案用紙に学年、学科、クラス、学籍番号、氏名等必要事項を記入すること。

学籍番号及び氏名の記入がない答案は、無効の取扱いとすること。

⑹ 席順表に自己の学籍番号・氏名を記入して、速やかに後席にまわすこと。

⑺ 教科書、参考書、ノートなどの使用は、監督者の指示に従うこと。

関数電卓（計算機）の持込可能科目について、計算機の貸出は行わないこと。

⑻ 答案作成のために特に認められたもの以外の機器及び文具類は机上に置かないこと。

なお、試験の科目に関係するメモやコピー等が発見された場合は、不正行為と見なす。

⑼ 答案作成については、以下を遵守すること。

ア 監督者から配付された答案用紙以外は用いてはならない。

イ 答案用紙は許可なくして室外に持ち出してはならない。

ウ 答案用紙の再交付は認めない。
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エ 所定の時刻以後は答案を受理しない。

⑽ 携帯電話等は電源を切り、他の携帯品と同じく机の下に置くこと。

⑾ 腕時計型のアップルウォッチなど「スマートウォッチ」（通信機能・ＰＣ機能）の持ち込まないこと、ま

た、腕にしないこと。発見した場合は不正行為とみなす。

⑿ 不正行為及び不正行為の疑いを受けるような行為は一切しないこと。そのような行為とみなされた場合に

は、学則及び諸規定により処分すること。

⒀ 試験終了前に答案を提出した者は、直ちに退場すること。

試験終了後は退出の許可があるまで席を立たないこと。

⒁ 試験開始後 分以降の入室及び 分以内の退出は認めないこと。

６年生「演習試験」においては、試験開始後 分以降の入室及び 分間以内の退出は認めないこと。

⒂ 試験終了５分前からは、退出は認めないこと。

⒃ 試験場内での秩序維持に関することは、全て監督者の指示に従うこと。

⒄ 試験監督者の指示に従わなかった場合は、不正行為とみなし、受験停止とする。

（受験許可証）

第９条 学生証を忘れた者及び紛失による再発行手続中の者の取扱いは、次のとおりとする。

⑴ 学生証を忘れた者には、白金キャンパス大学事務室にて受験許可証（白色）を交付する。

なお、手続に係る発行手数料は 円とし、当該試験日限り有効とする。

⑵ 学生証再発行中の者には、白金キャンパス大学事務室にて受験許可証（桃色）を交付する。

なお、手続に係る発行手数料は無料とし、当該試験期間有効とする。

⑶ 第２項及び第３項に規定する受験許可証には、手続の際に白金キャンパス大学事務室にて作成する学籍登

録票の写しを添付しなければならない。

⑷ 第２項及び第３項に規定する受験許可証及び学籍登録票の写しの交付された者は、当該試験日及び試験期

間終了後に速やかに白金キャンパス大学事務室に返却しなければならない。

（不正行為）

第 条 不正行為をした者は、本細則第２条に規定する当該試験区分の受験を停止するとともに、当該試験区

分における全ての試験の評価を不可とする。

なお、授業期間内評価及び実習試験については、当該科目の評価を不可とする。

２ 不正行為をした者の処分は、当該学生及び試験監督者等者から事情聴取を行った上で、教授会において決定

する。

（試験実施に係る委員会）

第 条 すべての試験実施に係る試験業務については、教育委員会がこれを担当し、教育委員長が統括する。

なお、６年生の「演習試験」については、特別実習小演習委員会がこれを担当し、特別実習演習委員長が統

括する。

２ 前条第２項に規定する事情聴取については、学生指導委員会がこれを担当し、学生指導委員長が統括する。

（合否発表）

第 条 各授業科目の合否の発表については、次のとおりとする。

⑴ 定期試験に基づく合否は、合格者の学籍番号のみを随時掲示及び薬学部ポータルサイトに掲載する。

⑵ 追試験及び再試験受験に基づく合否は、当該試験期間で実施した全ての科目について同一日に掲示及び薬

学部ポータルサイトに掲載する。

⑶ 再受験に基づく合否は、再受験終了後に随時掲示及び薬学部ポータルサイトに掲載する。

（成績通知）

第 条 成績の通知については、次のとおりとする。
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⑴ 前期については、定期試験又は追再試験結果に基づく評価を含む累積の成績通知書を、原則として全学生

の保証人あてに通知する。

⑵ 後期については、追再試験終了をもって最終の評価とし、累積の成績通知書を原則として全学生の保証人

あてに通知する。

２ 本人への成績の配付方法及び時期については、次のとおりとする。

⑴ 前期の成績は、後期開始後掲示により配付時期を明示し、チューターから配付する。

⑵ 後期の成績は、及落判定が決定後掲示により配付時期を明示し、チューターから配付する。

（この細則の改廃）

第 条 この細則の改廃は、教育委員会及び運営会議の議を経て、教授会において決定する。

附 則

１ この細則は、２０１６年７月７日から施行する。

附 則

１ この細則は、２０１７年４月１日から施行する。

２ この細則は、２０１７年度に実施する試験から適用する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行期日）

この規程は、２０１７年９月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この細則は、２０１８年１０月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この細則は、２０１９年４月１日から施行する。

附 則（北学総第 号）

この細則は、２０２２年７月１日から施行する。

附 則（北学総第 号）

この細則は、２０２３年７月６日から施行する。
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⑴ 前期については、定期試験又は追再試験結果に基づく評価を含む累積の成績通知書を、原則として全学生

の保証人あてに通知する。

⑵ 後期については、追再試験終了をもって最終の評価とし、累積の成績通知書を原則として全学生の保証人

あてに通知する。

２ 本人への成績の配付方法及び時期については、次のとおりとする。

⑴ 前期の成績は、後期開始後掲示により配付時期を明示し、チューターから配付する。

⑵ 後期の成績は、及落判定が決定後掲示により配付時期を明示し、チューターから配付する。

（この細則の改廃）

第 条 この細則の改廃は、教育委員会及び運営会議の議を経て、教授会において決定する。

附 則

１ この細則は、２０１６年７月７日から施行する。

附 則

１ この細則は、２０１７年４月１日から施行する。

２ この細則は、２０１７年度に実施する試験から適用する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行期日）

この規程は、２０１７年９月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この細則は、２０１８年１０月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この細則は、２０１９年４月１日から施行する。

附 則（北学総第 号）

この細則は、２０２２年７月１日から施行する。

附 則（北学総第 号）

この細則は、２０２３年７月６日から施行する。

薬学部試験における不正行為者処分内規

１９７９年 ７月１３日制定

２００７年 ４月 １日改正

２０１９年 ２月 ７日改正

１ 薬学部施行の試験において不正行為をした者は、本内規により処分する。

２ 不正行為者の処分は、教授会が行う。

３ 不正行為者の処分は、次のとおりとする。

⑴ 不正行為が発生した科目から処分決定までは、受験停止とする。

⑵ 不正行為をした者は、当該試験期間中の成績を全て無効としたうえ、無期停学処分

とする。なお、実習試験及び定期・追再試験期間外に実施する試験において不正行為

をした者は、当該科目の成績を無効としたうえ、無期停学処分とする。

⑶ 従前の試験において不正行為に係る処分を受けた者が、その後の試験において不正

行為をしたときは、退学処分とする。

⑷ 代人受験をした者及び代人受験させた者は、退学処分とする。

４ 不正行為者の処分決定後は、その結果を掲示板に４８時間以上告示し、保証人（父母）

にその旨通知する。

５ 不正行為者が外部機関の奨学生である時は、その旨各機関に報告する。

６ 不正行為者は、在学中の学内表彰規程の対象者より除外する。

７ 以上の取り扱いは、不正行為に関与した全ての者を対象とする。

附 則

この内規は１９７９年７月１３日から施行する。

附 則

この内規は２００７年４月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この内規は２０１９年４月１日から施行する。

以 上
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薬学部試験情報及び試験問題並びに合否確認に関する取扱い

２０１２年 ６月２１日制定

２０１４年１２月 ４日改正

２０１７年 ９月 １日改正

２０１８年 ９月 ６日改正

薬学部で開講する科目の試験情報及び試験問題並びに合否確認については、本取り扱いの定

めるところによる。

【試験情報に関して】

１．試験に関する内容について学生に周知する場合は、不平等が生じないように掲示による発

表を基本とすること。試験に関する質問への回答は、講義時間内にのみ対応し、不平等がな

いよう、受講する学生全員の前で回答すること。

２．学生からの質問への個別対応は、試験期間中は行わないこととする。

３．過年度未修得科目については、学生への情報提供の手段が限られているので、試験範囲や

（行われる場合は）補講実施等の情報を周知するよう、特に配慮すること。

【試験問題に関して】

４．試験問題の内容に関する問い合わせ（不適切問題等）は、試験時間内に試験監督者へ

申し出るか、あるいは、試験終了後、所定の期間内に試験問題内容確認書（所定様式）

を、白金キャンパス大学事務室に直接提出する。 
なお、メール及びＦＡＸ等の提出は一切受け付けない。 
また、試験問題内容確認書を提出する根拠に乏しい理由による問い合わせは、受け付

けないこととする。 

５．試験問題内容確認書の受付期間は、該当試験科目受験日の翌日（土・日曜日、祝日等の白

金キャンパス大学事務室閉室日の場合は除く。） 時までとする。

６．試験問題内容確認書が提出された場合は、学部長は、速やかに科目責任者に書面による対

応を指示する。

７．科目責任者は、学部長より試験問題内容確認書の照会があった場合は、速やかに試験問題

内容確認通知書に回答を作成し、学部長へ提出する。

８．試験問題内容確認書の回答は、白金キャンパス大学事務室を経て回答書により回答する。
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薬学部試験情報及び試験問題並びに合否確認に関する取扱い

２０１２年 ６月２１日制定

２０１４年１２月 ４日改正

２０１７年 ９月 １日改正

２０１８年 ９月 ６日改正

薬学部で開講する科目の試験情報及び試験問題並びに合否確認については、本取り扱いの定

めるところによる。

【試験情報に関して】

１．試験に関する内容について学生に周知する場合は、不平等が生じないように掲示による発

表を基本とすること。試験に関する質問への回答は、講義時間内にのみ対応し、不平等がな

いよう、受講する学生全員の前で回答すること。

２．学生からの質問への個別対応は、試験期間中は行わないこととする。

３．過年度未修得科目については、学生への情報提供の手段が限られているので、試験範囲や

（行われる場合は）補講実施等の情報を周知するよう、特に配慮すること。

【試験問題に関して】

４．試験問題の内容に関する問い合わせ（不適切問題等）は、試験時間内に試験監督者へ

申し出るか、あるいは、試験終了後、所定の期間内に試験問題内容確認書（所定様式）

を、白金キャンパス大学事務室に直接提出する。 
なお、メール及びＦＡＸ等の提出は一切受け付けない。 
また、試験問題内容確認書を提出する根拠に乏しい理由による問い合わせは、受け付

けないこととする。 

５．試験問題内容確認書の受付期間は、該当試験科目受験日の翌日（土・日曜日、祝日等の白

金キャンパス大学事務室閉室日の場合は除く。） 時までとする。

６．試験問題内容確認書が提出された場合は、学部長は、速やかに科目責任者に書面による対

応を指示する。

７．科目責任者は、学部長より試験問題内容確認書の照会があった場合は、速やかに試験問題

内容確認通知書に回答を作成し、学部長へ提出する。

８．試験問題内容確認書の回答は、白金キャンパス大学事務室を経て回答書により回答する。

【合否確認に関して】

９．科目責任者及び科目分担者は、合否結果を公表前には学生に告知しないこととする。

．科目責任者は、担当科目の合否結果について、誰に対しても通知あるいは協議をしてはな

らない。ただし、科目分担者、教育委員長および学部教務担当者に対してはこの限りではな

い。

．学生の合否結果は、掲示によって発表する。不合格となった学生が、当該科目の合否

に関して問い合わせを行う場合は、学部による合否判定の公式発表後、所定の期間内に

合否確認書（所定様式）により、チューター（１年生はクラス主任）を経て白金キャン

パス大学事務室に直接提出する。なお、メール及びＦＡＸ等の提出は一切受け付けない。 
１）特別の事由なく、単に再評価・再検討を願い出るもの

２）担当教員に情状を求めるもの

３）他の学生との対比上の不満のみを訴えるもの

４）試験結果（点数）の確認に関するもの

５）その他、合否確認書を提出する根拠に乏しいもの

．合否確認書の受付期間は、掲示によって周知する。

．合否確認書が提出された場合は、学部長は、速やかに科目責任者に書面による対応を指示

する。

．科目責任者は、学部長より合否確認書の照会があった場合は、速やかに合否確認通知書に

回答を作成し、学部長へ提出する。

．合否確認書の回答は、チューターを経て合否確認通知書により回答する。

附 則

この取り扱いは、２０１２年６月２１日から施行する。

附 則

この取り扱いは、２０１２年６月２１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行期日）

この取り扱いは、２０１７年９月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この取り扱いは、２０１８年１０月１日から施行する。
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６６－－４４））北北里里大大学学ににおおけけるるＧＧＰＰＡＡ 制制度度ににつついいてて

対象科目の原成績（ 点～ 点）を、以下の計算式による 指数（以降「 」）に変換し、各対象科

目の に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科目の単位数の総和で除した値を として算出します。

の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とします。なお、不可科目も含み、再履修科目は最終評価

を基に計算します。

＜計算式＞

×修得単位数 の総和

総履修登録単位数 「不可」の単位数を含む。

＝（ － ）／ ただし、 ＜ は ＝ とする

※ 指数、 原成績（得点）

ただし、上記の計算式で計算しますが、他の一般的な 制度（秀・優・良・可などの評価（レターグレ

ード）から に換算）の範囲は ～ であるため、通用性に配慮し 「 」以上の値を一律「 」に、

「 以上 以下」の値を一律「 」にした を用いて計算します。

＜＜ 値値にに基基づづくく学学修修指指導導ににつついいてて＞＞

成績不良による留年の場合は、 値に基づき、学修指導が行われる場合があります。

過年度からの度重なる学修指導にも関わらず改善が見られない場合には、退学勧告が行われることがありま

す。

なお、 制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、むやみに退学勧告が行

われることはありません。
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６６－－４４））北北里里大大学学ににおおけけるるＧＧＰＰＡＡ 制制度度ににつついいてて

対象科目の原成績（ 点～ 点）を、以下の計算式による 指数（以降「 」）に変換し、各対象科

目の に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科目の単位数の総和で除した値を として算出します。

の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とします。なお、不可科目も含み、再履修科目は最終評価

を基に計算します。

＜計算式＞

×修得単位数 の総和

総履修登録単位数 「不可」の単位数を含む。

＝（ － ）／ ただし、 ＜ は ＝ とする

※ 指数、 原成績（得点）

ただし、上記の計算式で計算しますが、他の一般的な 制度（秀・優・良・可などの評価（レターグレ

ード）から に換算）の範囲は ～ であるため、通用性に配慮し 「 」以上の値を一律「 」に、

「 以上 以下」の値を一律「 」にした を用いて計算します。

＜＜ 値値にに基基づづくく学学修修指指導導ににつついいてて＞＞

成績不良による留年の場合は、 値に基づき、学修指導が行われる場合があります。

過年度からの度重なる学修指導にも関わらず改善が見られない場合には、退学勧告が行われることがありま

す。

なお、 制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、むやみに退学勧告が行

われることはありません。

６６－－５５））北北里里大大学学薬薬学学部部ににおおけけるる北北里里賞賞・・北北島島賞賞候候補補者者選選考考基基準準

北里大学学生表彰規定に基づき、学業成績及び人物が優秀な者に、北島賞・北里賞を授与する。

Ⅰ．北里賞

故北里柴三郎博士の偉業にちなみ、薬学部の最高学年に在籍する学生の中から、学業成

績及び人物が優秀な者を卒業に際し表彰する。

受 賞 者
薬 学 科：５人

生命創薬科学科：１人

選考基準

次の基準を満たす者から選考する。

薬 学 科：１年次から６年次までの必修科目の累積平均点上位５人

生命創薬科学科：１年次から４年次までの必修科目の累積平均点上位１人

ただし、留年者及び編入学者、学士入学者、及び必修科目の既修得科目認

定を受けた者は、受賞候補者から除外する。

表 彰 学位記授与式当日（３月）に賞状並びに記念品を授与する。

Ⅱ．北島賞

学祖の高弟である北島多一博士の偉業にちなみ、薬学部の最高学年を除く各学年次の

在学生の中から、その年度の学業成績及び人物が優秀な者を表彰する。

受 賞 者
薬 学 科：１年次から５年次の各学年次からそれぞれ５人計 人

生命創薬科学科：１年次から３年次の各学年次からそれぞれ１人計 ３人

選考基準

次の基準を満たす者から選考する。

薬 学 科：当該年度に履修した必修科目の平均点上位それぞれ５人

生命創薬科学科：当該年度に履修した必修科目の平均点上位それぞれ１人

ただし、当該学年の必修科目の既修得科目認定を受けた者は、受賞候補者

から除外する。

表 彰 学部オリエンテーション時（４月）に賞状並びに奨学金を授与する。
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７７．．科科目目ナナンンババリリンンググ

北里大学では、開講されているすべての授業科目に以下のとおり意味づけ番号を付与している。各科目が教育課程の中

でどのように分類されているのか、学習の段階や順序、科目間の関連などを表し、各シラバスの左上に提示している。

７７－－１１））科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系

①①  ②②  ③③  

--  

④④  ⑤⑤  
北里大学共通コード 各学部／一般教育部のコード

学部・学科・専攻の略号

（英 ～ 文字）

水準

（数字 文字）

授業形態

（数字 ～ 文字）

学問分野

（英 文字）

科目分類

（数字 文字）

①① 学学部部・・学学科科・・専専攻攻略略号号ココーードド
授業科目を開講する学部・学科・専攻の略号（英文字） ～ 文字で表している。

学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード

薬学部

薬学科

生命創薬科学科

獣医学部

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

医学部

海洋生命科学部

看護学部

ＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＬＬ

ＶＶ

ＶＶＶＶ

ＶＶＺＺ

ＶＶＥＥ

ＭＭ

ＭＭＢＢ

ＮＮ

理学部

物理学科

化学科

生物科学科

医療衛生学部

保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技師科学専攻

ＳＳ

ＳＳＰＰ

ＳＳＣＣ

ＳＳＢＢ

ＡＡ

ＨＨＳＳ

ＭＭＬＬ

ＥＥＴＴ

ＣＣＥＥ

ＲＲＴＴ

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻

視覚機能療法学専攻

未来工学部

データサイエンス学科

健康科学部

看護学科

医療検査学科

一般教育部

ＲＲＥＥ

ＰＰＴＴ

ＯＯＴＴ

ＳＳＴＴ

ＯＯＶＶ

ＦＦＲＲ

ＦＦＵＵ

ＨＨ

ＷＷＮＮ

ＷＷＬＬ

ＬＬ

②② 水水準準ココーードド
大学学則に定める ～ 群科目の分類などのレベルを数字 文字で表している。

幅広い視野と豊かな人間性を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

専門の基礎的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

高度の専門的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

総合的な能力を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

「高度の専門的知識･技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】」のうち、

４年または６年間の学士課程において学修した成果を把握・測定する科目

③③ 授授業業形形態態ココーードド
開講科目の授業形態を数字 文字で表している。 つの開講科目に講義と実験の形態がある場合は「 」とする。

講義 演習 実験 実習・実技 その他

④④ 学学問問分分野野ココーードド
各学部・学科・専攻において、学問分野等を英字 文字で表している。一般教育部は領域毎に分類している。

ＨＨＣＣ 人間形成の基礎科目 文化の領域

ＨＨＳＳ 人間形成の基礎科目 社会の領域

ＨＨＨＨ 人間形成の基礎科目 健康の領域

ＩＩＳＳ 総合領域科目

ＧＧＦＦ 基礎教育科目 外国語系 
ＧＧＩＩ 基礎教育科目 数理・情報系 
ＧＧＮＮ 基礎教育科目 自然科学系 
ＭＭＥＥ 教養演習系科目

⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド
年間または 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されているのか、その分類を数字 文

字で表している。一般教育部では、開講科目を学則順に並べ、学問分野コード毎に通し番号を付与している。
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７７．．科科目目ナナンンババリリンンググ

北里大学では、開講されているすべての授業科目に以下のとおり意味づけ番号を付与している。各科目が教育課程の中

でどのように分類されているのか、学習の段階や順序、科目間の関連などを表し、各シラバスの左上に提示している。

７７－－１１））科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系

①①  ②②  ③③  

--  

④④  ⑤⑤  
北里大学共通コード 各学部／一般教育部のコード

学部・学科・専攻の略号

（英 ～ 文字）

水準

（数字 文字）

授業形態

（数字 ～ 文字）

学問分野

（英 文字）

科目分類

（数字 文字）

①① 学学部部・・学学科科・・専専攻攻略略号号ココーードド
授業科目を開講する学部・学科・専攻の略号（英文字） ～ 文字で表している。

学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード

薬学部

薬学科

生命創薬科学科

獣医学部

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

医学部

海洋生命科学部

看護学部

ＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＬＬ

ＶＶ

ＶＶＶＶ

ＶＶＺＺ

ＶＶＥＥ

ＭＭ

ＭＭＢＢ

ＮＮ

理学部

物理学科

化学科

生物科学科

医療衛生学部

保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技師科学専攻

ＳＳ

ＳＳＰＰ

ＳＳＣＣ

ＳＳＢＢ

ＡＡ

ＨＨＳＳ

ＭＭＬＬ

ＥＥＴＴ

ＣＣＥＥ

ＲＲＴＴ

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻

視覚機能療法学専攻

未来工学部

データサイエンス学科

健康科学部

看護学科

医療検査学科

一般教育部

ＲＲＥＥ

ＰＰＴＴ

ＯＯＴＴ

ＳＳＴＴ

ＯＯＶＶ

ＦＦＲＲ

ＦＦＵＵ

ＨＨ

ＷＷＮＮ

ＷＷＬＬ

ＬＬ

②② 水水準準ココーードド
大学学則に定める ～ 群科目の分類などのレベルを数字 文字で表している。

幅広い視野と豊かな人間性を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

専門の基礎的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

高度の専門的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

総合的な能力を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

「高度の専門的知識･技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】」のうち、

４年または６年間の学士課程において学修した成果を把握・測定する科目

③③ 授授業業形形態態ココーードド
開講科目の授業形態を数字 文字で表している。 つの開講科目に講義と実験の形態がある場合は「 」とする。

講義 演習 実験 実習・実技 その他

④④ 学学問問分分野野ココーードド
各学部・学科・専攻において、学問分野等を英字 文字で表している。一般教育部は領域毎に分類している。

ＨＨＣＣ 人間形成の基礎科目 文化の領域

ＨＨＳＳ 人間形成の基礎科目 社会の領域

ＨＨＨＨ 人間形成の基礎科目 健康の領域

ＩＩＳＳ 総合領域科目

ＧＧＦＦ 基礎教育科目 外国語系 
ＧＧＩＩ 基礎教育科目 数理・情報系 
ＧＧＮＮ 基礎教育科目 自然科学系 
ＭＭＥＥ 教養演習系科目

⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド
年間または 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されているのか、その分類を数字 文

字で表している。一般教育部では、開講科目を学則順に並べ、学問分野コード毎に通し番号を付与している。

７７－－２２））一一般般教教育育部部科科目目ナナンンババリリンンググ一一覧覧

区区分分 科科目目名名 ナナンンババリリンンググ 区区分分 科科目目名名 ナナンンババリリンンググ

人

間

形

成

の

基

礎

科

目

文

化

の

領

域

哲学の楽しみＡ
総
合
領

域
科
目

北里の世界

哲学の楽しみＢ 仕事と人生

科学を考えるＡ 農医連携論

科学を考えるＢ

基

礎

教

育

科

目

外

国

語

系

英語ＡⅠ

芸術の楽しみＡ 英語ＡⅡ

芸術の楽しみＢ 英語ＢⅠ

倫理学Ａ 英語ＢⅡ

倫理学Ｂ

数

理

・

情

報

系

数学

文学の楽しみＡ 統計学Ａ

文学の楽しみＢ 統計学ＢⅠ

信仰と救いＡ 統計学ＢⅡ

信仰と救いＢ 微分積分学Ａ

社

会

の

領

域

日本国憲法Ａ 微分積分学Ｂ

日本国憲法Ｂ ベクトルと行列

法律の役割Ａ 数学の基礎

法律の役割Ｂ 発展数学Ａ

経済のしくみＡ 発展数学Ｂ

経済のしくみＢ 情報科学Ａ

個人と社会Ａ 情報科学Ｂ

個人と社会 情報科学Ｃ

政治のしくみＡ

自

然

科

学

系

物理学

政治のしくみＢ 物理学実験

文化人類学Ａ 化学

文化人類学Ｂ 化学実験

日本と国際社会Ａ 生物学

日本と国際社会Ｂ 生物学実験

環境を考えるＡ 物理学要習

環境を考えるＢ 化学要習

歴史と人間Ａ 生物学要習

歴史と人間Ｂ 地学

心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論） 地学実験

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学）

教

養

演

習

系

科

目

教養演習Ａ

健

康

の

領

域

健康の科学Ａ 教養演習Ｂ

健康の科学Ｂ 教養演習Ｃ

健康の科学Ｃ 大学基礎演習

健康とスポーツ演習 言語と文化Ａ

 

言語と文化Ｂ
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７７－－３３））薬薬学学部部科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系（（薬薬学学部部 ・・ 群群科科目目））

（（①①～～③③はは一一般般教教育育部部とと同同様様））

④④ 学学問問分分野野ココーードド
薬学部における、学問分野等を英字 文字で表しています。

語学系

総合領域

数理・情報系

物理系

化学系

生物系

生理・薬理系

薬剤系

臨床薬学系

衛生薬学系

法規・制度系

ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑ系

⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド
年間または 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されているのか、そ

の分類を数字 文字で表しています。

１年次開講科目

２年次開講科目

３年次開講科目

４年次開講科目

５年次開講科目

６年次開講科目

開講学年が複数にまたがる場合及び複数の学年で開講する場合は、低学年のコー

ドで示す。

８８．．そそのの他他

８８－－１１））薬薬学学部部情情報報ポポーータタルルササイイトトににつついいてて
白金キャンパス大学事務室からの連絡事項（教務・就職・奨学金・学生生活関係等）を北里大学薬学部情報ポー

タルサイトより確認することができる。毎日必ず確認すること。 
○情報ポータルサイト  

８８－－２２））薬薬学学２２群群・・３３群群科科目目シシララババスス開開講講日日のの表表示示ににつついいてて
薬学２群・３群科目のシラバスについて、開講日には日付と時限を併記しています。（例： ③） 
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７７－－３３））薬薬学学部部科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系（（薬薬学学部部 ・・ 群群科科目目））

（（①①～～③③はは一一般般教教育育部部とと同同様様））

④④ 学学問問分分野野ココーードド
薬学部における、学問分野等を英字 文字で表しています。

語学系

総合領域

数理・情報系

物理系

化学系

生物系

生理・薬理系

薬剤系

臨床薬学系

衛生薬学系

法規・制度系

ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑ系

⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド
年間または 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されているのか、そ

の分類を数字 文字で表しています。

１年次開講科目

２年次開講科目

３年次開講科目

４年次開講科目

５年次開講科目

６年次開講科目

開講学年が複数にまたがる場合及び複数の学年で開講する場合は、低学年のコー

ドで示す。

８８．．そそのの他他

８８－－１１））薬薬学学部部情情報報ポポーータタルルササイイトトににつついいてて
白金キャンパス大学事務室からの連絡事項（教務・就職・奨学金・学生生活関係等）を北里大学薬学部情報ポー

タルサイトより確認することができる。毎日必ず確認すること。 
○情報ポータルサイト  

８８－－２２））薬薬学学２２群群・・３３群群科科目目シシララババスス開開講講日日のの表表示示ににつついいてて
薬学２群・３群科目のシラバスについて、開講日には日付と時限を併記しています。（例： ③） 

１１．．漢漢方方医医薬薬学学履履修修ププロロググララムム

〔〔薬薬学学科科ののみみ〕〕

【【開開講講のの目目的的】】

北里大学は薬学部附属東洋医学総合研究所（生薬学研究室、漢方臨床研究室）、薬学部附属薬用植物

園とあわせ北里研究所病院漢方鍼灸治療センター（以下、漢方鍼灸治療センターと略す・漢方診療科・

漢方薬剤科等）などの漢方・生薬関連の施設が我が国で最も充実している環境にあることから、この北

里大学の特徴を活用し、薬学部の教員と、漢方鍼灸治療センターの医師、薬剤師等による講義及び実習

を組合せた教育プログラムを履修することによって、以下の教育目標を達成する。

現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解し、医療用漢方製剤や 漢方エキス製剤、その他

の植物療法剤に関する適正な使用やエビデンスに基づいた有効性や安全性の説明ができるように、西洋

医学（薬）と漢方医学（薬）の相違、漢方医学の治療方針、診断法、代表的な漢方処方の適用、適応疾

患と適応処方、漢方薬の原料生薬や品質管理、漢方薬の調剤や製剤、服薬指導や使用上の注意、漢方薬

の作用メカニズム、新薬の開発などに関する知識を修得することを目標とする。

漢方医薬学履修プログラム対応科目の一覧及び履修年次を以下に示す。本プログラムは、漢方調剤薬

局実務実習の履修をもって修了とする。なお、各科目の詳細については、シラバスを参照すること。

漢漢方方医医薬薬学学履履修修ププロロググララムム対対応応科科目目一一覧覧及及びび履履修修年年次次

年 年 年 年 年 年

薬用植物学 生薬学Ⅰ 東洋医学概論 健康食品論※ 生薬・東洋医学精説※

生薬学Ⅱ 地域医療薬学Ⅰ

初級太極拳演習※ 、

薬用植物園
観察実習※

生薬学実習

漢方調剤薬局基礎実習※

漢方調剤薬局基礎実習※ 漢方調剤薬局実務演習

※ 、

※ ：網掛けは選択科目あるいは自由科目（他は必修科目）

※ ：薬用植物学講義内で実施

※ ：生薬学Ⅱ内でオンライン見学、東洋医学概論期間中に希望者を対象に少人数制（ 名 回）で実地

見学を実施

※ ：定員 名を予定（希望者が多い場合は抽選を行う）。また、本プログラムの修了要件には含まれ

ない。

※ ： 日間。定員 名（ 名× ）を予定。春期休暇および夏季休暇中に実施。漢方医薬学履修プロ

グラム対応科目（但し、初級太極拳演習を除く）を全て履修・単位取得していること、及び実務実習

（病院・保険薬局）を修了していることを履修条件とする。
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２．NR・サプリメントアドバイザー養成講座及び食の安全管理士・健康食品管理士養成講座  
 
【開講の目的】 

 特定保健用食品や栄養機能食品などの保健機能食品の制度は、食生活において、生活習慣病などの予防に

食品の機能性を積極的に活用したいという社会的ニーズに応えるために創設されたものであり、これらを有効に

活用することで、健康の維持増進だけでなく、疾病リスクの低減効果も期待できるようになってきた。しかし、一般

的には、有効性や安全性が確認されていない健康食品などと混同されている場合も多く、ある種の健康食品を摂

取することによる健康被害や医薬品との相互作用に関する問題も発生しており、保健機能食品や健康食品に関

する正しい知識を取得することは、薬剤師にとっても重要な課題である。これらに関する知識をより積極的に関連

付け、統合し、実用性の高い知識と技術を取得できるようにすることを目的として、保健機能食品等の正しい情報

提供の資格である「アドバイザリースタッフ」としての「NR・サプリメントアドバイザー」及び「健康食品管理士・食の

安全管理士」の資格認定試験の受験資格を取得できる本講座を開講した。 

 

健康の維持・増進を目的として保健機能食品をはじめとする、いわゆる「健康食品」を摂取される方の中で、摂

取との関連が疑われる健康被害が報告されることがある。厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/ 

bunya/0000049348_00004.html）では、アドバイザリースタッフとは、いわゆる「健康食品」の摂取を検討されている

方または既に摂取されている方が、自らの健康づくりを進める上で目的にあった食品や、食生活の状況、健康状

態に応じて、安全かつ適切に選択することができるように、健康食品に含まれる成分の機能や活用方法等につ

いて、正しく情報を提供できる助言者のことである、と定義し、資格認定を行っている主な団体として、公益財団

法人日本健康・栄養食品協会 「食品保健指導士」、一般社団法人日本食品安全協会 「食の安全管理士・健

康食品管理士」 、一般社団法人日本臨床栄養協会 「NR・サプリメントアドバイザー」 の 3 つを挙げている（50

音順）。 

本校においては、NR・サプリメントアドバイザー養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の

一覧表参照のこと）には、一般社団法人日本臨床栄養協会が実施する NR・サプリメントアドバイザー資格認定試

験の受験資格（毎年 12 月）が与えられる。受験についての詳細は、日本サプリメントアドバイザー認定機構（日本

臨床栄養協会）ウェブサイト http://www.jcna.jp/で確認すること。 

また、健康食品管理士養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の一覧表参照のこと）には、

一般社団法人日本食品安全協会が実施する「食の安全管理士・健康食品管理士」資格認定試験（毎年春・秋２

回）の受験資格が与えられる。なお詳細については、同協会のウェブサイト http://www.ffcci.jp/index.html で確認

すること。 

なお、いずれのアドバイザリースタッフの資格も、試験合格後、資格認定・資格更新のために、各協会の会員

（有料）として登録する必要がある。その詳細についても、それぞれのウェブサイトで確認しておくこと。 

 

【各養成講座受講対象学科】 

 ※NR・サプリメントアドバイザー養成講座…薬学科のみ  

 ※食の安全管理士・健康食品管理士養成講座…薬学科・生命創薬科学科  

なお、資格取得試験の受験を希望する学生は、以下の指定科目を必ず履修しておくこと。 
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２．NR・サプリメントアドバイザー養成講座及び食の安全管理士・健康食品管理士養成講座  
 
【開講の目的】 

 特定保健用食品や栄養機能食品などの保健機能食品の制度は、食生活において、生活習慣病などの予防に

食品の機能性を積極的に活用したいという社会的ニーズに応えるために創設されたものであり、これらを有効に

活用することで、健康の維持増進だけでなく、疾病リスクの低減効果も期待できるようになってきた。しかし、一般

的には、有効性や安全性が確認されていない健康食品などと混同されている場合も多く、ある種の健康食品を摂

取することによる健康被害や医薬品との相互作用に関する問題も発生しており、保健機能食品や健康食品に関

する正しい知識を取得することは、薬剤師にとっても重要な課題である。これらに関する知識をより積極的に関連

付け、統合し、実用性の高い知識と技術を取得できるようにすることを目的として、保健機能食品等の正しい情報

提供の資格である「アドバイザリースタッフ」としての「NR・サプリメントアドバイザー」及び「健康食品管理士・食の

安全管理士」の資格認定試験の受験資格を取得できる本講座を開講した。 

 

健康の維持・増進を目的として保健機能食品をはじめとする、いわゆる「健康食品」を摂取される方の中で、摂

取との関連が疑われる健康被害が報告されることがある。厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/ 

bunya/0000049348_00004.html）では、アドバイザリースタッフとは、いわゆる「健康食品」の摂取を検討されている

方または既に摂取されている方が、自らの健康づくりを進める上で目的にあった食品や、食生活の状況、健康状

態に応じて、安全かつ適切に選択することができるように、健康食品に含まれる成分の機能や活用方法等につ

いて、正しく情報を提供できる助言者のことである、と定義し、資格認定を行っている主な団体として、公益財団

法人日本健康・栄養食品協会 「食品保健指導士」、一般社団法人日本食品安全協会 「食の安全管理士・健

康食品管理士」 、一般社団法人日本臨床栄養協会 「NR・サプリメントアドバイザー」 の 3 つを挙げている（50

音順）。 

本校においては、NR・サプリメントアドバイザー養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の

一覧表参照のこと）には、一般社団法人日本臨床栄養協会が実施する NR・サプリメントアドバイザー資格認定試

験の受験資格（毎年 12 月）が与えられる。受験についての詳細は、日本サプリメントアドバイザー認定機構（日本

臨床栄養協会）ウェブサイト http://www.jcna.jp/で確認すること。 

また、健康食品管理士養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の一覧表参照のこと）には、

一般社団法人日本食品安全協会が実施する「食の安全管理士・健康食品管理士」資格認定試験（毎年春・秋２

回）の受験資格が与えられる。なお詳細については、同協会のウェブサイト http://www.ffcci.jp/index.html で確認

すること。 

なお、いずれのアドバイザリースタッフの資格も、試験合格後、資格認定・資格更新のために、各協会の会員

（有料）として登録する必要がある。その詳細についても、それぞれのウェブサイトで確認しておくこと。 

 

【各養成講座受講対象学科】 

 ※NR・サプリメントアドバイザー養成講座…薬学科のみ  

 ※食の安全管理士・健康食品管理士養成講座…薬学科・生命創薬科学科  

なお、資格取得試験の受験を希望する学生は、以下の指定科目を必ず履修しておくこと。 

・サプリメントアトバイザー 養成講座指定科目一覧及び対応科目・履修年次対照表

（ 年度以降入学生）

指定講座
対応科目と履修年次

年前期 年後期 年前期 年後期

栄養食品学特論 衛生化学Ⅰ 衛生化学Ⅱ 健康食品論

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

臨床医学・薬学特

論

臨床生化学 健康食品論 医薬関連制度

生物薬剤学 臨床栄養学

東洋医学概論

健康食品 衛生化学Ⅰ 衛生化学Ⅱ 健康食品論

地域医療薬学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅱ

食品の表示 健康食品論

食品の安全性と

衛生管理

衛生化学Ⅱ

栄養・食生活、「健康

食品」と生活習慣病

公衆衛生学Ⅰ 臨床生理学Ⅰ 臨床生理学Ⅱ

臨床生化学

栄養教育特論 医療心理学 臨床栄養学

科学的根拠に基

づく栄養実践活

動

医薬品安全性学Ⅰ

公衆衛生学Ⅱ

医薬品情報学

倫理 健康食品論 医療倫理学

臨床栄養学

関連法規 衛生化学Ⅱ 薬事関係法規

健康食品論

公衆衛生学Ⅱ

健康科学・栄養学

トピック

公衆衛生学Ⅰ

演習科目 年前期 年後期 年前期 年後期

安心できるアド

バイス

公衆衛生学Ⅰ 病院・薬局実習事前実習

医療心理学

科学的根拠に基

づくアドバイス

公衆衛生学Ⅰ プレゼンテーショ

ン実習

病院・薬局実習事前実習

※ 複数の指定講座に対応している科目は、 科目以降、網掛けして表している。

※ 各対応科目中の 養成指定講座に対応する範囲は、シラバス中の各科目の項に記載する。
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食の安全管理士／健康食品管理士養成講座指定科目一覧及び対応科目・履修年次の対照表

（ 年度以降入学生）

対応科目と履修年次

基礎科目 年次 年次 年次 年次

生化学（栄養化学を含む）
生化学Ⅱ

生化学Ⅲ

解剖学
解剖学

生化学Ⅰ

生理学 生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

その他基礎医学系教科

微生物学Ⅰ・Ⅱ

病理学

病態評価学

ゲノム医学

臨床医学概論Ⅰ・Ⅱ

公衆衛生学Ⅰ

免疫学

臨床生化学

専門科目 年次 年次 年次 年次

健康食品学 地域医療薬学Ⅰ 健康食品論

食品衛生学（講義） 衛生化学Ⅰ・Ⅱ

食品衛生学を含む（実習） 衛生化学実習

臨床検査学又は臨床栄養学 疾病解析学 臨床栄養学

薬理学 薬理学Ⅰ

関係法規 薬事関係法規
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食の安全管理士／健康食品管理士養成講座指定科目一覧及び対応科目・履修年次の対照表

（ 年度以降入学生）

対応科目と履修年次

基礎科目 年次 年次 年次 年次

生化学（栄養化学を含む）
生化学Ⅱ

生化学Ⅲ

解剖学
解剖学

生化学Ⅰ

生理学 生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

その他基礎医学系教科

微生物学Ⅰ・Ⅱ

病理学

病態評価学

ゲノム医学

臨床医学概論Ⅰ・Ⅱ

公衆衛生学Ⅰ

免疫学

臨床生化学

専門科目 年次 年次 年次 年次

健康食品学 地域医療薬学Ⅰ 健康食品論

食品衛生学（講義） 衛生化学Ⅰ・Ⅱ

食品衛生学を含む（実習） 衛生化学実習

臨床検査学又は臨床栄養学 疾病解析学 臨床栄養学

薬理学 薬理学Ⅰ

関係法規 薬事関係法規

Ⅳ．単位互換制度について（薬学部）

１．本学他学部の授業科目履修制度

本学では、他学部他学科他専攻の授業科目を履修できる制度を実施しています。この制度は、学

部間の交流、協力を通じて教育課程の充実を図るとともに、学生の幅広い視野の育成と学習意欲の

向上を図ることを目的とするものです。

〔履修できる学生〕

次の学部の１年生～４年生（６年生）

薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部

１年生は後期科目から出願できます。

〔履修できる科目数・単位数の上限〕

履修できる科目数・単位数の制限はありません。

ただし、看護学部では各単位互換制度（首都圏西部単位互換科目、他学部他学科他専攻の授

業科目）を合わせて、当該学期中に合計４単位までの履修を上限とします。

〔各学部が開講する授業科目数〕

開講キャンパス

開講学部

相模原キャンパス 白金キャンパス 十和田キャンパス

開講授業科目 開講授業科目 開講授業科目

薬学部 ４科目

獣医学部 ８科目 ８０科目

海洋生命科学部 ２科目

看護学部 １７科目

理学部 ５０科目

医療衛生学部 １１科目

※授業科目及び時間割等は大学ホームページ、シラバス等で確認してください。

〔出願期間〕

１．履修を希望する学生は、出願書を次の期日に所属学部事務室に提出してください。

１年生は後期科目から出願できます。

前期・通年科目 ２０２４年４月１日（月）～１０日（水）

後期科目 ２０２４年９月２日（月）～１０日（火）

２．受講の決定は、次の時期を予定しています。

前期・通年科目 ２０２４年４月中旬

後期科目 ２０２４年９月中旬

※出願書は大学ホームページからダウンロードしてください。 

〔授業・試験〕

授業や試験は、開講する学部の教務暦や基準に定めるところにより実施し、評価されます。当該

学部のシラバス等で確認してください。

〔成績評価・履修科目・単位の扱い〕
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・科目を開講する学部の成績が所属学部での成績評価となります。

・履修した科目は、所属学部の４群科目（自由科目）として扱い、修得した単位は卒業要件

単位には含めません。

・看護学部では、学生より申請があった場合、既設科目に読み替え可能な科目は、１０単位

を上限に読み替え、卒業要件単位に含めます。読み替えは年度末に行います。

・単位認定については、学則２３条第３項により、入学前の既修得単位と合わせて６０単位

を超えないものとします。

 
 
２．他大学との単位互換制度

〈首都圏西部大学単位互換協定〉にもとづく単位互換科目・共同授業科目の履修

平成 年 月から発足した「首都圏西部大学単位互換」は、地域の大学・短期大学が相互

に単位互換協定を締結し、これらの大学に所属する学生が、他の大学の授業科目を履修しそこで取

得した単位を、その学生が所属する大学の単位として認定しようとするものです。

参加大学からは単位互換科目として、それぞれ特色ある授業科目や、他の大学にはないユニーク

な授業科目が提供され、学生諸君の関心や興味に応じた授業を行っています。

「自分の大学では学べない分野や内容について学んでみたい」「他大学の授業を受けることで広

い考え方や見方を身につけたい」「ほかの大学の雰囲気に触れて大学とはどういうものか知りた

い」と思っている方はぜひチャレンジしてみてください。

〔参加大学：９大学〕

桜美林大学、鎌倉女子大学、北里大学、国士舘大学、相模女子大学、相模女子大学短期大学部、

松蔭大学、高千穂大学、東京立正短期大学

〔履修できる学生〕

次の学部の１年生～４年生

薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部

※１年生は後期科目から出願できます。

※薬学部生・獣医学部生は 年（後期）のみ。

〔履修できる科目数・単位数の上限〕

獣医学部、海洋生命科学部、理学部では、履修できる科目数・単位数の制限はありません。 
薬学部は２科目４単位、医療衛生学部は３０単位を上限とし、看護学部は各単位互換制度（首

都圏西部単位互換科目、他学部他学科他専攻の授業科目）を合わせて、当該学期中に合計４単

位までの履修を上限とします。 
 

〔開講される授業科目〕

授業科目の内容や時間割等は、本学ホームページで確認してください。

〔授業料〕

授業料及び科目履修手続き費用は無料です。

実験・実習・実技等でかかる教材費等については実費を徴収する場合があります。
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・科目を開講する学部の成績が所属学部での成績評価となります。

・履修した科目は、所属学部の４群科目（自由科目）として扱い、修得した単位は卒業要件

単位には含めません。

・看護学部では、学生より申請があった場合、既設科目に読み替え可能な科目は、１０単位

を上限に読み替え、卒業要件単位に含めます。読み替えは年度末に行います。

・単位認定については、学則２３条第３項により、入学前の既修得単位と合わせて６０単位

を超えないものとします。

 
 
２．他大学との単位互換制度

〈首都圏西部大学単位互換協定〉にもとづく単位互換科目・共同授業科目の履修

平成 年 月から発足した「首都圏西部大学単位互換」は、地域の大学・短期大学が相互

に単位互換協定を締結し、これらの大学に所属する学生が、他の大学の授業科目を履修しそこで取

得した単位を、その学生が所属する大学の単位として認定しようとするものです。

参加大学からは単位互換科目として、それぞれ特色ある授業科目や、他の大学にはないユニーク

な授業科目が提供され、学生諸君の関心や興味に応じた授業を行っています。

「自分の大学では学べない分野や内容について学んでみたい」「他大学の授業を受けることで広

い考え方や見方を身につけたい」「ほかの大学の雰囲気に触れて大学とはどういうものか知りた

い」と思っている方はぜひチャレンジしてみてください。

〔参加大学：９大学〕

桜美林大学、鎌倉女子大学、北里大学、国士舘大学、相模女子大学、相模女子大学短期大学部、

松蔭大学、高千穂大学、東京立正短期大学

〔履修できる学生〕

次の学部の１年生～４年生

薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部

※１年生は後期科目から出願できます。

※薬学部生・獣医学部生は 年（後期）のみ。

〔履修できる科目数・単位数の上限〕

獣医学部、海洋生命科学部、理学部では、履修できる科目数・単位数の制限はありません。 
薬学部は２科目４単位、医療衛生学部は３０単位を上限とし、看護学部は各単位互換制度（首

都圏西部単位互換科目、他学部他学科他専攻の授業科目）を合わせて、当該学期中に合計４単

位までの履修を上限とします。 
 

〔開講される授業科目〕

授業科目の内容や時間割等は、本学ホームページで確認してください。

〔授業料〕

授業料及び科目履修手続き費用は無料です。

実験・実習・実技等でかかる教材費等については実費を徴収する場合があります。

〔出願日程〕

希望者は、科目履修出願書（様式 又は ）を次の期日までに所属学部事務室に提出してくだ

さい。

前期科目：２０２４年４月１日（月）～４月１０日（水）

後期科目：２０２４年６月３日（月）～６月２１日（金）

〔授業・試験〕

授業や試験は、開講する大学が定めるところにより実施し、採点されます。

当該大学のシラバス等で確認してください。

〔成績評価、履修科目・単位の扱い〕

・履修した科目は、所属学部の４群科目（自由科目）として扱い、修得した単位は卒業要件単

位には含めません。

・獣医学部では、学科の授業科目に読み替え可能な科目は当該科目に読み替え、修得した単位

は卒業要件単位に含めます。

・看護学部では、学生より申請があった場合、既設科目に読み替え可能な科目は、１０単位を

上限に読み替え、修得した単位は卒業要件単位に含めます。

・医療衛生学部では、専攻の授業科目に読み替え可能な科目は当該科目に読み替え、修得した

単位は卒業要件単位に含めます。（読み替え可能な科目は予め提示します。）

・単位認定については、学則２３条第３項により、入学前の既修得単位と合わせて６０

単位を超えないものとします。

〔単位互換に関する情報〕

北里大学ホームページ 教育・研究 に単位互換に関する情報が掲出してありますのでご覧下さい。
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4　年　次 6　年　次5　年　次

4 年 次 5 年 次 6 年 次

験

試

用

共

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次

1 年 次 2 年 次 3 年 次

薬学科（6年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

験
試
家
国
師
剤
薬

薬学科の
学びの特徴

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①医療人としての倫理観
②信頼関係構築のためのコミュニケーション能力
③チーム医療に資する能力
④医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力
⑤薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
⑥自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間
性や生命の尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据え
て、健康増進や医療の質向上に様々な分野で貢献できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された
資質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

習
演
合
総
学
薬

業
卒
科
学
薬

表
発
究
研
業
卒

会

①②④⑤⑥
薬学卒業特別実習

（病院実習／
保険薬局実習）

病院・薬局実習 ①②③④⑤
チーム医療演習

①②③④⑤⑥

①④
薬事関係法規　医薬関連制度

①④
薬事行政法規・制度系

数理・情報系
④
　　 ④

薬学統計学　

語 学 系
④
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

④
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

④
公衆衛生学Ⅱ衛 生 薬 学 系 ④　　衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ

④⑤　衛生化学実習　公衆衛生学実習

④
薬物速度論薬　  剤　 系

④　　物理薬剤学Ⅰ　製剤学　生物薬剤学
④⑤　物理薬剤学実習　薬剤学実習

生理・薬理系 ④
解剖学　生理学Ⅰ

④
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ

④　　薬理学Ⅲ
④⑤　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅲ　臨床薬物動態学
医薬品安全性学Ⅰ　医薬品安全性学Ⅱ
薬物治療学Ⅲ　薬物治療学Ⅳ
医療薬学　医薬品情報学
地域医療薬学Ⅱ　地域医療薬学Ⅲ
①②③④⑤
薬物治療学演習Ⅰ　薬物治療学演習Ⅱ
病院・薬局実習事前実習

臨 床 薬 学 系

④
病理学
①②④
薬と仕事Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅰ　臨床医学概論Ⅱ
疾病解析学　臨床検査学Ⅰ
薬物治療学Ⅰ　薬物治療学Ⅱ
東洋医学概論　調剤学
地域医療薬学Ⅰ

④
医薬品化学化 学 系

④
化学　基礎有機化学　薬用植物学
有機化学Ⅰ　化学要習

④　　有機化学Ⅱ　有機化学Ⅲ
　　　生薬学Ⅰ　　生薬学Ⅱ
④⑤　医薬品化学実習　有機分析実習
　　　生薬学実習　定量分析実習
　　　有機合成実習

④
医療品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

生 物 系

④
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ　
④⑤
生物学実験

④
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
④⑤
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系

④
物理学　物理学要習
④⑤
物理学実験

④
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
④⑤
生命物理化学実習

④
放射薬品学　分析科学Ⅲ

①②③④　薬学概論 北里の世界 農医連携論
①②③　　1群選択科目※1総 合 領 域

ヒューマニズム系 ②③
臨床心理学入門

①②③⑥
医療コミュニケーション論

①②③⑥
医療心理学

①⑤⑥
医療倫理学
①②③④⑤
プレゼンテーション実習

①②③④⑤
医療コミュニ
ケーション演習

①②③④⑤
薬と仕事Ⅰ　チーム医療論

①②③④⑤
社会薬学実習※2

医療人に必要な知識と教養を養う一般教育科目（１群科
目）と、薬学の基礎を学ぶ専門科目（２群科目、３群科目）
を学ぶ。また、附属病院と連携して開催される、医療現場
の早期体験学習やチーム医療に関する講義を学ぶ。
※1 “1群選択科目”「文化の領域」「社会の領域」「教養
演習系」に属する科目が該当

「生命物理化学」・「生化学」など薬学の基礎となる科目、「生理
学」、臨床薬学系科目などを学ぶ。また、実習科目を通じて、研
究に役立つ実験の手技や実験結果の解決法を身に付ける。
※2 「社会薬学実習」は臨床薬学系、衛生薬学系、法規・制度
系 及びヒューマニズム系にも関連する。

各分野でより高度な専門科目が開講され、臨
床薬学系科目のウェートが大きくなる。

薬学の専門分野に加え、病院・薬局実習（5年次）を前に、
臨床系の科目および「病院・薬局実習事前実習」を学ぶ。

11週（病院）+11週（保険薬局）の「病院・薬
局実習」を実施する。
また、所属する研究室にて、「薬学卒業特別実

。う行を）究研業卒（」習

「薬学卒業特別実習」を６年前期まで実施し、卒業
論文を仕上げる。後期は、これまで学んできた科
目をまとめ、総合力、問題解決能力を身につける。
また、医療系学部との合同で「チーム医療演習」
に参加し、職種間連携を体験する。

④　　生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
　　　微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ
④⑤　　生化学実習

情報科学A・B・C　代数学　統計学
情報リテラシー（演習含）

数学　発展数学A・B
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4　年　次 6　年　次5　年　次

4 年 次 5 年 次 6 年 次

験

試

用

共

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次

1 年 次 2 年 次 3 年 次

薬学科（6年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

験
試
家
国
師
剤
薬

薬学科の
学びの特徴

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①医療人としての倫理観
②信頼関係構築のためのコミュニケーション能力
③チーム医療に資する能力
④医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力
⑤薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
⑥自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間
性や生命の尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据え
て、健康増進や医療の質向上に様々な分野で貢献できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された
資質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

習
演
合
総
学
薬

業
卒
科
学
薬

表
発
究
研
業
卒

会

①②④⑤⑥
薬学卒業特別実習

（病院実習／
保険薬局実習）

病院・薬局実習 ①②③④⑤
チーム医療演習

①②③④⑤⑥

①④
薬事関係法規　医薬関連制度

①④
薬事行政法規・制度系

数理・情報系
④
　　 ④

薬学統計学　

語 学 系
④
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

④
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

④
公衆衛生学Ⅱ衛 生 薬 学 系 ④　　衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ

④⑤　衛生化学実習　公衆衛生学実習

④
薬物速度論薬　  剤　 系

④　　物理薬剤学Ⅰ　製剤学　生物薬剤学
④⑤　物理薬剤学実習　薬剤学実習

生理・薬理系 ④
解剖学　生理学Ⅰ

④
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ

④　　薬理学Ⅲ
④⑤　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅲ　臨床薬物動態学
医薬品安全性学Ⅰ　医薬品安全性学Ⅱ
薬物治療学Ⅲ　薬物治療学Ⅳ
医療薬学　医薬品情報学
地域医療薬学Ⅱ　地域医療薬学Ⅲ
①②③④⑤
薬物治療学演習Ⅰ　薬物治療学演習Ⅱ
病院・薬局実習事前実習

臨 床 薬 学 系

④
病理学
①②④
薬と仕事Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅰ　臨床医学概論Ⅱ
疾病解析学　臨床検査学Ⅰ
薬物治療学Ⅰ　薬物治療学Ⅱ
東洋医学概論　調剤学
地域医療薬学Ⅰ

④
医薬品化学化 学 系

④
化学　基礎有機化学　薬用植物学
有機化学Ⅰ　化学要習

④　　有機化学Ⅱ　有機化学Ⅲ
　　　生薬学Ⅰ　　生薬学Ⅱ
④⑤　医薬品化学実習　有機分析実習
　　　生薬学実習　定量分析実習
　　　有機合成実習

④
医療品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

生 物 系

④
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ　
④⑤
生物学実験

④
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
④⑤
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系

④
物理学　物理学要習
④⑤
物理学実験

④
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
④⑤
生命物理化学実習

④
放射薬品学　分析科学Ⅲ

①②③④　薬学概論 北里の世界 農医連携論
①②③　　1群選択科目※1総 合 領 域

ヒューマニズム系 ②③
臨床心理学入門

①②③⑥
医療コミュニケーション論

①②③⑥
医療心理学

①⑤⑥
医療倫理学
①②③④⑤
プレゼンテーション実習

①②③④⑤
医療コミュニ
ケーション演習

①②③④⑤
薬と仕事Ⅰ　チーム医療論

①②③④⑤
社会薬学実習※2

医療人に必要な知識と教養を養う一般教育科目（１群科
目）と、薬学の基礎を学ぶ専門科目（２群科目、３群科目）
を学ぶ。また、附属病院と連携して開催される、医療現場
の早期体験学習やチーム医療に関する講義を学ぶ。
※1 “1群選択科目”「文化の領域」「社会の領域」「教養
演習系」に属する科目が該当

「生命物理化学」・「生化学」など薬学の基礎となる科目、「生理
学」、臨床薬学系科目などを学ぶ。また、実習科目を通じて、研
究に役立つ実験の手技や実験結果の解決法を身に付ける。
※2 「社会薬学実習」は臨床薬学系、衛生薬学系、法規・制度
系 及びヒューマニズム系にも関連する。

各分野でより高度な専門科目が開講され、臨
床薬学系科目のウェートが大きくなる。

薬学の専門分野に加え、病院・薬局実習（5年次）を前に、
臨床系の科目および「病院・薬局実習事前実習」を学ぶ。

11週（病院）+11週（保険薬局）の「病院・薬
局実習」を実施する。
また、所属する研究室にて、「薬学卒業特別実

。う行を）究研業卒（」習

「薬学卒業特別実習」を６年前期まで実施し、卒業
論文を仕上げる。後期は、これまで学んできた科
目をまとめ、総合力、問題解決能力を身につける。
また、医療系学部との合同で「チーム医療演習」
に参加し、職種間連携を体験する。

④　　生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
　　　微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ
④⑤　　生化学実習

情報科学A・B・C　代数学　統計学
情報リテラシー（演習含）

数学　発展数学A・B
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語 学 系
①
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

①
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

衛 生 薬 学 系

数理・情報系
①
数学　発展数学A・B　情報科学A・B・C ①

薬学統計学
①②④
創薬情報科学 生命創薬科学特別演習

①②
薬学概論　北里の世界　仕事と人生　農医連携論
創薬科学への招待　生命創薬科学研究概説
①②④　1群選択科目※1

総 合 領 域
①④
生命創薬科学Ⅰ　生命創薬科学Ⅱ

①②③④⑤
文献講読ゼミＡ　文献講読ゼミＢ

化 学 系
①
化学　基礎有機化学　有機化学Ⅰ
薬用植物学

①
医薬品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

①
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
①③
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系
①
物理学　物理学要習

物理学実験

①
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
①③
生命物理化学実習

①
放射薬品学　分析科学Ⅲ　構造生命科学

法 規 系
①②
薬事行政　薬事関係法規
医薬関連制度

生理・薬理 系 ①
解剖学　生理学Ⅰ

①
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ 生命創薬科学卒業特別実習

①　　薬理学Ⅲ
①③　　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

ヒューマニズム系

薬 剤 系 物理薬剤学実習

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次 4　年　次

①
衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ
①③
衛生化学実習　公衆衛生学実習　

生命創薬科学科（4年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

会

表

発

究

研

業

卒

業
卒
科
学
科
薬
創
命
生

課
期
後
士
博
・
程
課
士
修
（
院
学
大

程
）

1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

生命創薬科学科
の学びの特徴

④
医療コミュニケーション論

②④
医療心理学

②
医療倫理学

知識と教養を身に付け、多角的に物事をとらえ
る力を養う一般教育科目（1群科目）と、薬学の
基礎専門科目（2群科目、3群科目）を学ぶ。ま
た、企業の研究所、研究機関とも連携して実施さ
れる「創薬科学への招待」、研究イメージを早期
から意識する「生命創薬科学研究概説」を学ぶ。
※1 “1群選択科目”：「文化の領域」「社会の領

当該が目科るす属に」系習演養教「」域

生命活動や薬の効き目を分子レベルで学ぶた
め、物理化学系、生化学系、薬理学系などの基
礎専門科目を学ぶ。
また、実習科目を通じて、研究に役立つ実験の
手技や実験結果の解決法を身につける。

創薬研究の各段階で必要となる知識や研
究情報の概要を学ぶ「創薬情報科学」「創
薬化学」などより高度な専門科目を学ぶ。

「生命創薬科学卒業特別実習」
を1年間実施し、卒業研究を仕
上げる。

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①薬学関連領域における幅広い専門的な能力
②研究活動における高い倫理観
③薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
④課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼン
テーション能力
⑤自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術
者をはじめとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分
野で活躍できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資
質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

①③

①②③④⑤

①②③④⑤

①③

①
有機化学Ⅱ・有機化学Ⅲ
生薬学Ⅰ　生薬学Ⅱ
①③
医薬品化学実習　有機分析実習　
生薬学実習　定量分析実習　有機合成実習

①
生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ　細胞生物学
①③
生化学実習

①
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ

生物学実験
①③生 物 系

代数学　統計学　情報リテラシー（演習含） 
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語 学 系
①
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

①
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

衛 生 薬 学 系

数理・情報系
①
数学　発展数学A・B　情報科学A・B・C ①

薬学統計学
①②④
創薬情報科学 生命創薬科学特別演習

①②
薬学概論　北里の世界　仕事と人生　農医連携論
創薬科学への招待　生命創薬科学研究概説
①②④　1群選択科目※1

総 合 領 域
①④
生命創薬科学Ⅰ　生命創薬科学Ⅱ

①②③④⑤
文献講読ゼミＡ　文献講読ゼミＢ

化 学 系
①
化学　基礎有機化学　有機化学Ⅰ
薬用植物学

①
医薬品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

①
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
①③
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系
①
物理学　物理学要習

物理学実験

①
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
①③
生命物理化学実習

①
放射薬品学　分析科学Ⅲ　構造生命科学

法 規 系
①②
薬事行政　薬事関係法規
医薬関連制度

生理・薬理 系 ①
解剖学　生理学Ⅰ

①
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ 生命創薬科学卒業特別実習

①　　薬理学Ⅲ
①③　　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

ヒューマニズム系

薬 剤 系 物理薬剤学実習

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次 4　年　次

①
衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ
①③
衛生化学実習　公衆衛生学実習　

生命創薬科学科（4年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

会

表

発

究

研

業

卒

業
卒
科
学
科
薬
創
命
生

課
期
後
士
博
・
程
課
士
修
（
院
学
大

程
）

1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

生命創薬科学科
の学びの特徴

④
医療コミュニケーション論

②④
医療心理学

②
医療倫理学

知識と教養を身に付け、多角的に物事をとらえ
る力を養う一般教育科目（1群科目）と、薬学の
基礎専門科目（2群科目、3群科目）を学ぶ。ま
た、企業の研究所、研究機関とも連携して実施さ
れる「創薬科学への招待」、研究イメージを早期
から意識する「生命創薬科学研究概説」を学ぶ。
※1 “1群選択科目”：「文化の領域」「社会の領

当該が目科るす属に」系習演養教「」域

生命活動や薬の効き目を分子レベルで学ぶた
め、物理化学系、生化学系、薬理学系などの基
礎専門科目を学ぶ。
また、実習科目を通じて、研究に役立つ実験の
手技や実験結果の解決法を身につける。

創薬研究の各段階で必要となる知識や研
究情報の概要を学ぶ「創薬情報科学」「創
薬化学」などより高度な専門科目を学ぶ。

「生命創薬科学卒業特別実習」
を1年間実施し、卒業研究を仕
上げる。

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①薬学関連領域における幅広い専門的な能力
②研究活動における高い倫理観
③薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
④課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼン
テーション能力
⑤自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術
者をはじめとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分
野で活躍できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資
質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

①③

①②③④⑤

①②③④⑤

①③

①
有機化学Ⅱ・有機化学Ⅲ
生薬学Ⅰ　生薬学Ⅱ
①③
医薬品化学実習　有機分析実習　
生薬学実習　定量分析実習　有機合成実習

①
生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ　細胞生物学
①③
生化学実習

①
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ

生物学実験
①③生 物 系

代数学　統計学　情報リテラシー（演習含） 
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2024年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP24000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシー（演習含） ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

３群科目 ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 ◎ 薬剤学実習 ◇ 文献講読ゼミＤ 

４群科目 細胞生物学 薬学英語Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

※ 基礎有機化学演習 健康科学 医薬品構造学Ⅱ

※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生理学Ⅰ

臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

(注) 自由科目は卒業要件単位に含まない。

５年 ６年

(補)

前　　　　　期

後　　　　　期

薬学卒業特別実習　　

１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次

計

1群科目

2群科目

3群科目

小計

3年次 4年次 5年次 6年次 卒業単位
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【生命創薬科学科】PL24700

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目

◎仕事と人生 ◎英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 薬事行政

◎英語ＡⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬事関係法規

◎英語ＢⅠ ◎有機化学Ⅱ ◎ ゲノム医学 医薬品化学

◎物理学実験 ◎分析科学Ⅰ ◎ 分析科学Ⅲ 公衆衛生学Ⅱ

◎生物学実験 ◎生薬学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅰ

２群科目 ◎生命物理化学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ 医薬品情報学

◎化学 ◎生化学Ⅱ ◎ 放射薬品学 薬物速度論

◎基礎有機化学 ◎微生物学Ⅰ ◎ 免疫学 臨床医学概論Ⅲ

３群科目 ◎生理学Ⅱ ◎ 化学療法学Ⅱ 看護学

◎薬学概論 ◎薬理学Ⅰ ◎ 薬理学Ⅲ 物理薬剤学Ⅱ

◎薬用植物学 ◎薬学統計学 ◎ 構造生命科学 健康食品論

◎生命創薬科学Ⅰ ◎ 創薬情報科学 臨床病理学

◎医薬品化学実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床統計学

◎有機分析実習 ◎ 文献講読ゼミＡ ケミカルバイオロジー論

◎定量分析実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ 香粧品学

社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅱ 医薬品マーケティング論

病理学 ◎ 物理薬剤学実習 生薬・東洋医学精説

放射薬品学実習 感染制御学

物理薬剤学Ⅰ 薬物治療学Ⅲ

薬物治療学Ⅰ 地域医療薬学Ⅱ

医療心理学 医療薬学

臨床医学概論Ⅰ 臨床栄養学

薬学英語Ⅰ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目

◎北里の世界 ◎英語ＣⅡ ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度

◎英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 衛生化学Ⅱ 医薬品安全性学Ⅱ

◎英語ＢⅡ ◎有機化学Ⅲ ◎ 衛生化学実習 薬品製造化学

２群科目 ◎分析科学Ⅱ ◎ 公衆衛生学実習 臨床薬物動態学

◎代数学 ◎生薬学Ⅱ ◎ 薬理学実習Ⅰ 臨床試験総論

◎統計学 ◎生命物理化学Ⅱ ◎ 薬理学実習Ⅱ 臨床生理学Ⅱ

◎有機化学Ⅰ ◎生化学Ⅲ ◎ 文献講読ゼミＢ 救急治療・臨床中毒学

◎情報リテラシー(演習含) ◎微生物学Ⅱ 薬剤学実習 リハビリテーション論

３群科目 ◎化学療法学Ⅰ 製剤学 薬物治療学Ⅳ

◎解剖学 ◎薬理学Ⅱ 東洋医学概論 地域医療薬学Ⅲ

◎生化学Ⅰ ◎細胞生物学 生物薬剤学 医療倫理学

◎生理学Ⅰ ◎生命創薬科学Ⅱ 臨床医学概論Ⅱ

◎生命創薬科学研究概説 ◎生命物理化学実習 疾病解析学

◎創薬科学への招待 ◎生薬学実習 薬学英語Ⅱ

チーム医療論 ◎生化学実習 医薬品構造学Ⅱ

４群科目 ◎有機合成実習 臨床生理学Ⅰ

※基礎有機化学演習 健康科学 臨床生化学

医療コミュニケーション論 理論分子設計学

創薬化学

薬物治療学Ⅱ

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目

◎物理学 ◎ 生命創薬科学特別演習

◎生物学 ◎ 生命創薬科学卒業特別実習

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目 　　

１群選択科目は未記載。１群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

１～４年次で計１７単位修得

(注)自由科目は卒業要件単位に含まない。

後　　　　　期

(補)

※1

※2

※3

１年 ２年 ３年 ４年

前　　　　　期

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3

1年次 2年次 3年次 4年次

計

卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

2024年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP24000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシー（演習含） ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

３群科目 ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 ◎ 薬剤学実習 ◇ 文献講読ゼミＤ 

４群科目 細胞生物学 薬学英語Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

※ 基礎有機化学演習 健康科学 医薬品構造学Ⅱ

※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生理学Ⅰ

臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

(注) 自由科目は卒業要件単位に含まない。

５年 ６年

(補)

前　　　　　期

後　　　　　期

薬学卒業特別実習　　

１年 ２年 ３年 ４年

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次

計

1群科目

2群科目

3群科目

小計

3年次 4年次 5年次 6年次 卒業単位
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薬学部学年進級規程（2024 年度入学生）

北里大学薬学部に在籍する学生の進級ならびに留年に関する扱いは、この規程の定めるところによる。

＜総則＞
第１条 進級、留年、卒業の決定については、学則により薬学部教授会で審議し、決定する。

第２条 履修すべき必修科目中、不合格科目の数が４科目以上の者は進級できない。

第３条 実験・実習科目に不合格科目を有する者は進級できない。

第４条 必修科目に不合格科目を有して進級する者は、４年次終了までに再試験を受験し当該不合格科
目の単位を全て修得しなければならない。

第５条 ３群選択必修科目に不合格科目を有して進級した者は、教授会の指示に従い、次年度以降の再試
験に合格するか、もしくは、他の選択科目の単位を修得し、卒業要件の単位を充足しなければなら
ない。

第６条 同一学年における在学年数は２年以内とする。（休学期間を除く）
上記に規定する期間を超えた者は学則により除籍する。

＜薬学科における１年次から２年次への進級に関する規程＞
第７条 薬学科における１年次に履修すべき必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 総合領域科目 １科目（必修科目）

・総合領域 北里の世界
基礎教育科目 ８科目（必修科目）
・外国語系 英語ＡⅠ、英語ＡⅡ、英語ＢⅠ、英語ＢⅡ
・自然科学系 物理学、物理学実験、生物学、生物学実験

〈２群科目〉 ６科目（必修科目）
化学、基礎有機化学、代数学、統計学、有機化学Ⅰ、情報リテラシー（演習含む）

〈３群科目〉 ７科目（必修科目）
薬学概論、薬用植物学、解剖学、薬と仕事Ⅰ、生化学Ⅰ、生理学Ⅰ、チーム医療論

２ 薬学科における卒業要件となる１年次選択必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 人間形成の基礎科目

・文化の領域（Ａ区分）
なお、倫理学は薬学部履修指定科目であるので、「倫理学Ａ」または「倫理学Ｂ」

のいずれか１科目は必ず履修し、単位を修得しなければならない。
・社会の領域（Ａ区分）
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薬学部学年進級規程（2024 年度入学生）

北里大学薬学部に在籍する学生の進級ならびに留年に関する扱いは、この規程の定めるところによる。

＜総則＞
第１条 進級、留年、卒業の決定については、学則により薬学部教授会で審議し、決定する。

第２条 履修すべき必修科目中、不合格科目の数が４科目以上の者は進級できない。

第３条 実験・実習科目に不合格科目を有する者は進級できない。

第４条 必修科目に不合格科目を有して進級する者は、４年次終了までに再試験を受験し当該不合格科
目の単位を全て修得しなければならない。

第５条 ３群選択必修科目に不合格科目を有して進級した者は、教授会の指示に従い、次年度以降の再試
験に合格するか、もしくは、他の選択科目の単位を修得し、卒業要件の単位を充足しなければなら
ない。

第６条 同一学年における在学年数は２年以内とする。（休学期間を除く）
上記に規定する期間を超えた者は学則により除籍する。

＜薬学科における１年次から２年次への進級に関する規程＞
第７条 薬学科における１年次に履修すべき必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 総合領域科目 １科目（必修科目）

・総合領域 北里の世界
基礎教育科目 ８科目（必修科目）
・外国語系 英語ＡⅠ、英語ＡⅡ、英語ＢⅠ、英語ＢⅡ
・自然科学系 物理学、物理学実験、生物学、生物学実験

〈２群科目〉 ６科目（必修科目）
化学、基礎有機化学、代数学、統計学、有機化学Ⅰ、情報リテラシー（演習含む）

〈３群科目〉 ７科目（必修科目）
薬学概論、薬用植物学、解剖学、薬と仕事Ⅰ、生化学Ⅰ、生理学Ⅰ、チーム医療論

２ 薬学科における卒業要件となる１年次選択必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 人間形成の基礎科目

・文化の領域（Ａ区分）
なお、倫理学は薬学部履修指定科目であるので、「倫理学Ａ」または「倫理学Ｂ」

のいずれか１科目は必ず履修し、単位を修得しなければならない。
・社会の領域（Ａ区分）

総合領域科目（Ａ区分）
上記Ａ区分から４科目８単位以上

人間形成の基礎科目
・健康の領域（Ｂ区分）

基礎教育科目（Ｂ区分）
・数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

教養演習科目（Ｂ区分）
・教養演習系

上記Ｂ区分から２科目４単位以上
数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位以上選択必修。

３ 特に指定するものを除き、１群自由科目（生物学要習、物理学要習、化学要習）および４群科目（自
由科目および単位互換科目）は、本規程の適用外とする。

４ 「北里の世界」「薬学概論」「チーム医療論」「薬と仕事Ⅰ」のうち１科目でも不合格を有する者は、
２年次に進級できない。

＜薬学科における２年次から３年次への進級に関する規程＞
第８条 薬学科における２年次から３年次への進級については、総則第１条から第６条を適用する。

＜薬学科における３年次から４年次への進級に関する規程＞
第９条 薬学科における３年次から４年次への進級については、総則第１条から第６条を適用する。

＜薬学科における４年次から５年次への進級に関する規程＞
第 10条 薬学科における４年次から５年次への進級については、総則第１条、第３条、第４条、第５条、

第６条を適用する。

第 11 条 ４年次終了までに必修科目の全てを修得した者が、共用試験（OSCE・CBT）に合格していな
い場合は、４年次から５年次への進級は認めるが、「病院・薬局実習」を履修することはできない。

＜薬学科における５年次から６年次への進級に関する規程＞
第 12条 薬学科における５年次から６年次への進級については、総則第１条、第３条、第５条、第６条

を適用する。
２ 第 11条により「病院・薬局実習」が履修できない者は、留年とする。

第 13条 共用試験（OSCE・CBT）の有効期間の延長が認められる特別な事由により年度途中で「病院・
薬局実習」の履修が継続できなくなった場合に限り、「病院・薬局実習」を６年次で履修すること
を教授会が認めた場合は、進級することができる。

＜薬学科における卒業要件に関する規程＞
第 14条 薬学科における卒業要件は、必修科目１６６単位、１群選択必修科目１６単位以上、３群選択
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必修科目６単位以上、計１８８単位以上を修得しなければならない。

＜生命創薬科学科における１年次から２年次への進級に関する規程＞
第 15条 生命創薬科学科における１年次に履修すべき必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 総合領域科目 ２科目（必修科目）

・総合領域 北里の世界、仕事と人生
基礎教育科目 ８科目（必修科目）
・外国語系 英語ＡⅠ、英語ＡⅡ、英語ＢⅠ、英語ＢⅡ
・自然科学系 物理学、物理学実験、生物学、生物学実験

〈２群科目〉 ６科目（必修科目）
化学、基礎有機化学、代数学、統計学、有機化学Ⅰ、情報リテラシー（演習含む）

〈３群科目〉 ７科目（必修科目）
薬学概論、薬用植物学、解剖学、創薬科学への招待、生化学Ⅰ、生理学Ⅰ、生命創薬
科学研究概説

２ 生命創薬科学科における卒業要件となる１年次選択必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 人間形成の基礎科目

・文化の領域（Ａ区分）
なお、倫理学は薬学部履修指定科目であるので、「倫理学Ａ」または「倫理学Ｂ」

のいずれか１科目は必ず履修し、単位を修得しなければならない。
・社会の領域（Ａ区分）

総合領域科目（Ａ区分）
上記Ａ区分から４科目８単位以上

人間形成の基礎科目
・健康の領域（Ｂ区分）

基礎教育科目（Ｂ区分）
・数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

教養演習科目（Ｂ区分）
・教養演習系

上記Ｂ区分から２科目４単位以上
数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位以上選択必修。

３ 特に指定するものを除き、１群自由科目（生物学要習、物理学要習、化学要習）および４群科目（自
由科目および単位互換科目）は、本規程の適用外とする。

４ 「北里の世界」「薬学概論」「仕事と人生」「創薬科学への招待」のうち１科目でも不合格を有する者
は、２年次に進級できない。

＜生命創薬科学科における２年次から３年次への進級に関する規程＞
第 16条 生命創薬科学科における２年次から３年次への進級については、総則第１条から第６条を適用

する。
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必修科目６単位以上、計１８８単位以上を修得しなければならない。

＜生命創薬科学科における１年次から２年次への進級に関する規程＞
第 15条 生命創薬科学科における１年次に履修すべき必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 総合領域科目 ２科目（必修科目）

・総合領域 北里の世界、仕事と人生
基礎教育科目 ８科目（必修科目）
・外国語系 英語ＡⅠ、英語ＡⅡ、英語ＢⅠ、英語ＢⅡ
・自然科学系 物理学、物理学実験、生物学、生物学実験

〈２群科目〉 ６科目（必修科目）
化学、基礎有機化学、代数学、統計学、有機化学Ⅰ、情報リテラシー（演習含む）

〈３群科目〉 ７科目（必修科目）
薬学概論、薬用植物学、解剖学、創薬科学への招待、生化学Ⅰ、生理学Ⅰ、生命創薬
科学研究概説

２ 生命創薬科学科における卒業要件となる１年次選択必修科目は、以下とする。
〈１群科目〉 人間形成の基礎科目

・文化の領域（Ａ区分）
なお、倫理学は薬学部履修指定科目であるので、「倫理学Ａ」または「倫理学Ｂ」

のいずれか１科目は必ず履修し、単位を修得しなければならない。
・社会の領域（Ａ区分）

総合領域科目（Ａ区分）
上記Ａ区分から４科目８単位以上

人間形成の基礎科目
・健康の領域（Ｂ区分）

基礎教育科目（Ｂ区分）
・数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

教養演習科目（Ｂ区分）
・教養演習系

上記Ｂ区分から２科目４単位以上
数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位以上選択必修。

３ 特に指定するものを除き、１群自由科目（生物学要習、物理学要習、化学要習）および４群科目（自
由科目および単位互換科目）は、本規程の適用外とする。

４ 「北里の世界」「薬学概論」「仕事と人生」「創薬科学への招待」のうち１科目でも不合格を有する者
は、２年次に進級できない。

＜生命創薬科学科における２年次から３年次への進級に関する規程＞
第 16条 生命創薬科学科における２年次から３年次への進級については、総則第１条から第６条を適用

する。

＜生命創薬科学科における３年次から４年次への進級に関する規程＞
第 17条 生命創薬科学科における３年次から４年次への進級については、総則第１条から第６条を適用

する。

＜生命創薬科学科における卒業要件に関する規定＞
第 18条 生命創薬科学科における卒業要件は、必修科目９６単位、１群選択必修科目１６単位以上、３

群選択必修科目１７単位以上、計１２９単位以上を修得しなければならない。

附 則（北学総第 2023‐14613 号）
（施行日、適用）

１ この規程は、2024 年 4月 1日から施行する。
２ 教授会が必要と認めた場合、この規程は特定年度に限ってその実施を変更することができる。
３ 本規程の実施の細目は別に定める。
４ 薬学科３群選択必修科目のうち文献講読ゼミＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄは、４単位のうち１単位までを卒業要件
単位として認める。

５ 第 13条に規定する共用試験の有効期間の延長が認められる特別な事由とは、事故や病気、経済的理
由による一時的な勉学の中断、自然災害等により実習が行えなくなった場合などとする（留年や海外留
学は特別な事由として認めない）。

６ 2024 年度入学生から適用する。
なお、編入学生については、編入学する学年（入学年度）の進級規程を適用する。

2024 年 2月 8日 薬学部教授会承認
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一一般般教教育育部部教教員員一一覧覧

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

文文

化化

のの

領領

域域

教授 大 石 敏 広 哲学の楽しみＡ・Ｂ、科学を考えるＡ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 小 林 亜津子 倫理学Ａ・Ｂ

〃 安 川 智 子 芸術の楽しみＡ、大学基礎演習

非常勤講師 鵜 澤 和 彦 哲学の楽しみＡ・Ｂ、倫理学Ａ・Ｂ

〃 星 聖 子 芸術の楽しみＡ・Ｂ

〃 黒 崎 剛 倫理学Ａ・Ｂ

〃 清 水 明 美 倫理学Ａ・Ｂ

〃 野 村 廣 之 文学の楽しみＡ・Ｂ、言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 下 田 和 宣 信仰と救いＡ・Ｂ

社社

会会

のの

領領

域域

教授 猪 瀬 貴 道 日本国憲法Ａ・Ｂ、法律の役割Ａ・Ｂ

〃 畠 山 禎 歴史と人間Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ、大学基礎演習

准教授 赤 澤 とし子 経済のしくみＡ・Ｂ、教養演習Ｃ、大学基礎演習

〃 前 田 崇 個人と社会Ａ・Ｂ、教養演習Ａ

講師 猪 原 敬 介 心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論）・心理学Ｂ／心理学Ｂ（知覚・認知心理学）、教養演習Ｃ、大学基礎演習

非常勤講師 永 山 茂 樹 日本国憲法Ａ・Ｂ

〃 杉 山 亮 政治のしくみＡ

〃 小 林 悠 太 政治のしくみＢ

〃 宮 下 克 也 文化人類学Ａ・Ｂ

〃 藤 巻 裕 之 日本と国際社会Ａ・Ｂ

〃 鈴 木 孝 弘 環境を考えるＡ・Ｂ

〃 中 山 友 則 心理学A/心理学A（心理学概論）・心理学B

〃 岡 隆 之 介 心理学Ｂ

健健

康康

のの

領領

域域

教授 北 川 淳 健康の科学Ａ・Ｃ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

准教授 安 倍 希 美 健康の科学Ａ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

〃 永 見 智 行 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

講師 池 村 司 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

〃 板橋クリストファーマリオ 健康の科学Ｂ、健康とスポーツ演習

兼担
（海洋生命科学部教授） 吉 永 龍 起 健康の科学Ｃ、農医連携論

兼担
（海洋生命科学部講師）

古 川 史 也 健康の科学Ｃ

〃
（医療衛生学部准教授）

渡 邊 裕 之 健康の科学Ｃ

〃
（健康管理センター准教授）

山 田 裕 子 健康の科学Ｃ、教養演習Ｂ

〃
（健康管理センター講師） 石 塚 昌 保 健康の科学Ｃ、教養演習Ｃ

兼任 今 井 雅 世 健康の科学Ｃ

〃 梶 山 和 美 健康の科学Ｃ

〃 森 岡 優 子 健康の科学Ｃ
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職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

文文

化化

のの

領領

域域

教授 大 石 敏 広 哲学の楽しみＡ・Ｂ、科学を考えるＡ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 小 林 亜津子 倫理学Ａ・Ｂ

〃 安 川 智 子 芸術の楽しみＡ、大学基礎演習

非常勤講師 鵜 澤 和 彦 哲学の楽しみＡ・Ｂ、倫理学Ａ・Ｂ

〃 星 聖 子 芸術の楽しみＡ・Ｂ

〃 黒 崎 剛 倫理学Ａ・Ｂ

〃 清 水 明 美 倫理学Ａ・Ｂ

〃 野 村 廣 之 文学の楽しみＡ・Ｂ、言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 下 田 和 宣 信仰と救いＡ・Ｂ

社社

会会

のの

領領

域域

教授 猪 瀬 貴 道 日本国憲法Ａ・Ｂ、法律の役割Ａ・Ｂ

〃 畠 山 禎 歴史と人間Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ、大学基礎演習

准教授 赤 澤 とし子 経済のしくみＡ・Ｂ、教養演習Ｃ、大学基礎演習

〃 前 田 崇 個人と社会Ａ・Ｂ、教養演習Ａ

講師 猪 原 敬 介 心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論）・心理学Ｂ／心理学Ｂ（知覚・認知心理学）、教養演習Ｃ、大学基礎演習

非常勤講師 永 山 茂 樹 日本国憲法Ａ・Ｂ

〃 杉 山 亮 政治のしくみＡ

〃 小 林 悠 太 政治のしくみＢ

〃 宮 下 克 也 文化人類学Ａ・Ｂ

〃 藤 巻 裕 之 日本と国際社会Ａ・Ｂ

〃 鈴 木 孝 弘 環境を考えるＡ・Ｂ

〃 中 山 友 則 心理学A/心理学A（心理学概論）・心理学B

〃 岡 隆 之 介 心理学Ｂ

健健

康康

のの

領領

域域

教授 北 川 淳 健康の科学Ａ・Ｃ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

准教授 安 倍 希 美 健康の科学Ａ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

〃 永 見 智 行 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

講師 池 村 司 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

〃 板橋クリストファーマリオ 健康の科学Ｂ、健康とスポーツ演習

兼担
（海洋生命科学部教授） 吉 永 龍 起 健康の科学Ｃ、農医連携論

兼担
（海洋生命科学部講師）

古 川 史 也 健康の科学Ｃ

〃
（医療衛生学部准教授）

渡 邊 裕 之 健康の科学Ｃ

〃
（健康管理センター准教授）

山 田 裕 子 健康の科学Ｃ、教養演習Ｂ

〃
（健康管理センター講師） 石 塚 昌 保 健康の科学Ｃ、教養演習Ｃ

兼任 今 井 雅 世 健康の科学Ｃ

〃 梶 山 和 美 健康の科学Ｃ

〃 森 岡 優 子 健康の科学Ｃ

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

健健
康康
のの
領領
域域

非常勤講師 山 北 満 哉 健康の科学Ａ

〃 小 林 樹 果 健康とスポーツ演習

〃 阪 田 俊 輔 健康とスポーツ演習

〃 西 岡 卓 哉 健康とスポーツ演習

〃 朴 ジョンヒョク 健康とスポーツ演習

総総

合合

領領

域域

兼担
（北里大学学長） 島 袋 香 子 北里の世界

〃
（北里大学副学長） 江 川 徹 北里の世界

兼担
（北里大学副学長） 高 橋 明 義 仕事と人生

〃
（薬学部教授）

清 野 正 子 仕事と人生

〃
（理学部准教授）

伊 藤 道 彦 仕事と人生、農医連携論

〃
（医療衛生学部教授）

髙 橋 香代子 仕事と人生

〃
（健康管理センター講師） 中 村 陽 子 仕事と人生、教養演習Ｃ

〃
（獣医学部教授） 向 井 孝 夫 農医連携論

〃
（薬学部教授） 小 林 義 典 農医連携論

〃
（獣医学部准教授）

柿 野 亘 農医連携論

〃
（医学部教授）

堤 明 純 農医連携論

〃
（医学部准教授）

齋 藤 有紀子 農医連携論

〃
（医療衛生学部教授） 清 和 成 農医連携論

非常勤講師 饗 庭 尚 子 農医連携論

外外

国国

語語

系系
（（

英英

語語

））

教授 和治元 義 博 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 平 井 清 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

准教授 Ｊ．Ａ．ガダード 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ、教養演習Ｃ

〃 中 戸 照 恵 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 野 口 敬 未 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

講師 Ｈ．カークウッド 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 森 景 真 紀 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 矢 野 奈 々 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 橋 本 真 吾 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

非常勤講師 淺 間 正 通 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 飯 田 深 雪 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 池 田 治 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 池 谷 咲 良 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 石 井 義 明 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 大 塚 あゆみ 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 塩 谷 雅 之 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 長 浜 麻里子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 原 将 吾 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 真 鍋 聖 代 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 今 井 麻 紀 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ
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職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

外外

国国

語語

系系
（（

英英
語語

））

非常勤講師 亀 山 千 景 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 関 口 章 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 水 沼 佳津子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 宮 瀬 順 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 平 辰 彦 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 谷 村 久美子 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 ．Ｋ．ルスロ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．クィン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．マックウィリング 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．イ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．マクレラン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

数数

理理

・・

情情

報報

系系

教授 伊 藤 真 吾 数学、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、発展数学Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 渡 辺 一 雄 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、教養演習Ｃ

准教授 宮 﨑 直 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 酒 井 祐貴子 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 古 谷 倫 貴 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、統計学ＢＩＩ、教養演習Ｂ

講師 米 山 泰 祐 数学、統計学Ａ、教養演習Ｂ

非常勤講師 岡 田 篤 子 数学

〃 後 藤 香代子 数学

〃 西 井 良 徳 数学

〃 吉 井 健太郎 数学

〃 木 原 裕 充 数学、統計学Ａ

〃 松 元 久 明 数学、統計学Ａ

〃 髙 橋 翔 統計学Ａ

〃 宮 田 洋一郎 統計学ＢＩ

教授 福 田 宏 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習Ｃ

准教授 髙 橋 勇 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

講師 小 川 智 也 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

〃 髙 野 保 真 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

非常勤講師 原 伸太郎 情報科学Ａ

〃 藤 田 智 子 情報科学Ａ・Ｂ

〃 吉 田 勝 彦 情報科学Ａ・Ｂ

自自

然然

科科

学学

系系

教授 山 本 洋 物理学、物理学実験、物理学要習、教養演習Ｃ

准教授 廣 岡 秀 明 物理学、物理学実験

〃 崔 東 学 物理学、物理学実験

講師 古 川 裕 之 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 吉 村 玲 子 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 川 上 言 美 物理学、物理学実験、物理学要習

助教 塩 沢 健 太 物理学実験、物理学要習
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職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

外外

国国

語語

系系
（（

英英
語語

））

非常勤講師 亀 山 千 景 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 関 口 章 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 水 沼 佳津子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 宮 瀬 順 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 平 辰 彦 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 谷 村 久美子 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 ．Ｋ．ルスロ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．クィン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．マックウィリング 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．イ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．マクレラン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

数数

理理

・・

情情

報報

系系

教授 伊 藤 真 吾 数学、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、発展数学Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 渡 辺 一 雄 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、教養演習Ｃ

准教授 宮 﨑 直 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 酒 井 祐貴子 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 古 谷 倫 貴 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、統計学ＢＩＩ、教養演習Ｂ

講師 米 山 泰 祐 数学、統計学Ａ、教養演習Ｂ

非常勤講師 岡 田 篤 子 数学

〃 後 藤 香代子 数学

〃 西 井 良 徳 数学

〃 吉 井 健太郎 数学

〃 木 原 裕 充 数学、統計学Ａ

〃 松 元 久 明 数学、統計学Ａ

〃 髙 橋 翔 統計学Ａ

〃 宮 田 洋一郎 統計学ＢＩ

教授 福 田 宏 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習Ｃ

准教授 髙 橋 勇 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

講師 小 川 智 也 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

〃 髙 野 保 真 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

非常勤講師 原 伸太郎 情報科学Ａ

〃 藤 田 智 子 情報科学Ａ・Ｂ

〃 吉 田 勝 彦 情報科学Ａ・Ｂ

自自

然然

科科

学学

系系

教授 山 本 洋 物理学、物理学実験、物理学要習、教養演習Ｃ

准教授 廣 岡 秀 明 物理学、物理学実験

〃 崔 東 学 物理学、物理学実験

講師 古 川 裕 之 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 吉 村 玲 子 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 川 上 言 美 物理学、物理学実験、物理学要習

助教 塩 沢 健 太 物理学実験、物理学要習

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

自自

然然

科科

学学

系系

非常勤講師 大 西 孝 明 物理学

〃 關 山 信 物理学、物理学要習

教授 須 貝 昭 彦 化学、化学実験、化学要習

〃 野 島 高 彦 化学、化学実験、大学基礎演習

准教授 宇 田 郁 子 化学、化学実験、化学要習

〃 能 登 香 化学、化学実験、化学要習

講師 山 口 佳 美 化学、化学実験、化学要習

〃 大 極 光 太 化学、化学実験、化学要習、大学基礎演習、教養演習Ｃ

非常勤講師 朝 倉 則 行 化学

教授 和 田 浩 則 生物学、生物学実験、生物学要習

〃
（一般教育部長） 浜 﨑 浩 子 生物学、生物学実験、生物学要習

准教授 坂 田 剛 生物学、生物学実験、生物学要習、教養演習Ｃ

講師 加 藤 智 美 生物学、生物学実験、生物学要習

〃 増 本 三 香 生物学、生物学実験、生物学要習

〃 西 村 真由子 生物学、生物学実験、生物学要習

〃 中 森 智 啓 生物学、生物学実験、生物学要習

助教 山 本 貴 之 生物学実験、生物学要習

兼担
（薬学部准教授）

古 平 栄 一 生物学実験

〃
（薬学部助教）

石 川 寛 生物学実験

非常勤講師 小田切 秀 穂 生物学

〃 中 村 和 生 生物学

〃 水 澤 奈々美 生物学

〃 廣 木 眞 達 生物学、生物学実験

〃 岩 崎 美 樹 生物学実験、生物学要習

〃 峰 田 理 恵 生物学実験

〃 森 下 由紀子 生物学実験

教教

養養

演演

習習

系系

准教授 三 田 順 教養演習Ｂ・Ｃ、言語と文化Ａ・Ｂ（ドイツ語・ドイツ語圏文化）、言語と文化Ｂ（オランダ語圏文化）

〃 風 岡 祐 貴 教養演習Ａ、言語と文化Ａ・Ｂ（ドイツ語・ドイツ語圏文化）

兼担
（健康管理センター講師）

大 町 知 久 教養演習Ｃ

非常勤講師 井 口 三奈子 言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 橋 本 由紀子 言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 三 根 靖 久 言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 志 村 佳菜子 言語と文化Ａ（フランス語）

〃 黒 木 朋 興 言語と文化Ａ・Ｂ（フランス語・フランス語圏文化）

〃 真 部 清 孝 言語と文化Ａ・Ｂ（フランス語・フランス語圏文化）

〃 司 馬 虹 言語と文化Ａ・Ｂ（中国語・中国語圏文化）

〃 金 成 恩 言語と文化Ａ（韓国語）

〃 山 下 惠 理 言語と文化Ａ（フィリピノ語）
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学部・学科・専攻の略号

学学部部・・学学科科・・専専攻攻 英英 文文 名名 称称 略略号号

薬薬学学部部 ＰＰ

薬学科 ＰＰ

生命創薬科学科 ＰＬ

獣獣医医学学部部 ＶＶ

獣医学科 Ｖ

動物資源科学科 Ｚ

生物環境科学科 Ｅ

医医学学部部 ＭＭ

海海洋洋生生命命科科学学部部 ＭＭＢＢ

看看護護学学部部 ＮＮ

理理学学部部 ＳＳ

物理学科 ＳＰ

化学科 ＳＣ

生物科学科 ＳＢ

医医療療衛衛生生学学部部 ＡＡ

保健衛生学科 ＨＳ

医療検査学科 ＭＬ

医療工学科 ＥＴ

臨床工学専攻 ＣＥ

診療放射線技術科学専攻 ＲＴ

リハビリテーション学科 ＲＥ

理学療法学専攻 ＰＴ

作業療法学専攻 ＯＴ

言語聴覚療法学専攻 ＳＴ

視覚機能療法学専攻 ＯＶ

未未来来工工学学部部 ＦＦＲＲ

データサイエンス学科 ＦＵ

健健康康科科学学部部 ＨＨ

看護学科 ＷＮ

医療検査学科 ＷＬ

一一般般教教育育部部
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学部・学科・専攻の略号

学学部部・・学学科科・・専専攻攻 英英 文文 名名 称称 略略号号

薬薬学学部部 ＰＰ

薬学科 ＰＰ

生命創薬科学科 ＰＬ

獣獣医医学学部部 ＶＶ

獣医学科 Ｖ

動物資源科学科 Ｚ

生物環境科学科 Ｅ

医医学学部部 ＭＭ

海海洋洋生生命命科科学学部部 ＭＭＢＢ

看看護護学学部部 ＮＮ

理理学学部部 ＳＳ

物理学科 ＳＰ

化学科 ＳＣ

生物科学科 ＳＢ

医医療療衛衛生生学学部部 ＡＡ

保健衛生学科 ＨＳ

医療検査学科 ＭＬ

医療工学科 ＥＴ

臨床工学専攻 ＣＥ

診療放射線技術科学専攻 ＲＴ

リハビリテーション学科 ＲＥ

理学療法学専攻 ＰＴ

作業療法学専攻 ＯＴ

言語聴覚療法学専攻 ＳＴ

視覚機能療法学専攻 ＯＶ

未未来来工工学学部部 ＦＦＲＲ

データサイエンス学科 ＦＵ

健健康康科科学学部部 ＨＨ

看護学科 ＷＮ

医療検査学科 ＷＬ

一一般般教教育育部部

  

Ⅹ



薬学１群科目
［人間形成の基礎科目］

［総合領域科目］
［基礎教育科目］
外 国 語 系

数理・情報系

数学、発展数学等

自 然 科 学 系

自然科学系実験
自然科学系要習

［教養演習科目］
教養演習Ａ・教養演習Ｂ・教養演習Ｃ ･････････････････････････････････････････････････････････････････
大学基礎演習
言語と文化Ａ・Ｂ

薬学２群科目

情報リテラシー(演習含) ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

薬学３群科目
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

薬学概論（生命創薬科学科）････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

臨床心理学入門
創薬科学への招待
生命創薬科学研究概説 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

薬学４群科目
基礎有機化学演習
単位互換協定に基づく単位互換科目 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････

特色ある教育科目 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

○各担当者に付されている※印は、実務経験のある教員を表す。
○教員の当該科目の実務経験の有無については、ホームページに掲出の一覧を参照のこと。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

○授業科目が関連する実務経験がある教員により行われている場合は、「実務経験のある教員による
授業科目」と示す（2・3・4群科目のみ）。

科目掲載ページ一覧

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

代 数 学

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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人間形成の基礎科目

文化の領域

人間形成の基礎科目「文化の領域」は、一般教育部が提供する１群科目において中核を成す科目群の１つ

です。１群科目は、大きく分けると、教養教育科目と基礎教育科目に分けることができます。基礎教育科目

（英語、数理・情報、自然科学系各科目等）は、２年次以降に配当されている２群・３群科目（各専門分野

に関わる科目）を履修する上での基礎的な知識を身につけてもらうための科目群ですが、教養教育科目（人

間形成の基礎科目、総合領域科目、教養演習系科目等）は、一言で言えば社会人としての教養を身につけて

もらうための科目群です。北里大学の学生である皆さんの多くは、４年または６年間の在学期間中にそれぞ

れの分野の専門的な知識と技術を身につけ、卒業後は各分野の専門職に就くことを目指していると思いま

す。しかし、有能な専門職業人であるためには、単に専門的な知識・技術を身につけているだけでは、十分

とは言えません。専門的な知識・技術だけでなく、社会人としての教養を身につけている必要があります。

教養のある専門職業人であればこそ、他者に重んじられ、他者の信頼を得ることができ、専門職業人として

の自らの職務をよりよく果たすことができるでしょう。豊かな教養は各人の人間的な魅力をより高め、社会

生活・職業生活を円滑に送るための手助けをしてくれるのです。さらにまた、豊かな教養はこの先の長い人

生を送っていく上での重要な拠り所の１つともなるでしょう。そのような教養をしっかりと身につけるつも

りで、皆さんには人間形成の基礎科目「文化の領域」を履修してもらいたいと思います。

「文化の領域」に含まれる科目には、哲学の楽しみ・科学を考える・芸術の楽しみ・倫理学・文学の楽し

み・信仰と救いがあります。これらの科目群は、人間の精神生活に関わる学問（哲学・科学哲学・芸術学・

倫理学・文学・宗教学）を基盤としています。こうした科目群を履修することによって、まずは豊かな感受

性を育み、きちんとした倫理意識を養い、自立した大人としての自覚を深めてもらいたいと思います。その

上でさらに、自分自身の頭で物事を考えることを学び、責任をもって判断を下し、自分自身の判断によって

適切な行動が取れるような、他者から信頼される教養のある人間になってもらいたいと思います。



２０２４年度文化の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＡ 大石 敏広 対面 火１／木２

哲学の楽しみＡ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＡ 大石 敏広 対面 火２／木１

芸術の楽しみＡ 安川 智子 オンライン 水１・２／木１・２

芸術の楽しみＡ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ａ 小林 亜津子 オンライン 木１・２／金１・２

倫理学Ａ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ａ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ａ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＡ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＡ 下田 和宣 オンライン 火１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＢ 大石 敏広 対面 火２／木１

哲学の楽しみＢ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＢ 大石 敏広 対面 火１／木２

芸術の楽しみＢ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ｂ 小林 亜津子 オンライン 水５／木１・２

倫理学Ｂ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ｂ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ｂ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＢ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＢ 下田 和宣 オンライン 火１・２
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２０２４年度文化の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＡ 大石 敏広 対面 火１／木２

哲学の楽しみＡ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＡ 大石 敏広 対面 火２／木１

芸術の楽しみＡ 安川 智子 オンライン 水１・２／木１・２

芸術の楽しみＡ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ａ 小林 亜津子 オンライン 木１・２／金１・２

倫理学Ａ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ａ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ａ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＡ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＡ 下田 和宣 オンライン 火１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＢ 大石 敏広 対面 火２／木１

哲学の楽しみＢ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＢ 大石 敏広 対面 火１／木２

芸術の楽しみＢ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ｂ 小林 亜津子 オンライン 水５／木１・２

倫理学Ｂ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ｂ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ｂ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＢ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＢ 下田 和宣 オンライン 火１・２
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人間形成の基礎科目

社会の領域

人間形成の基礎科目「社会の領域」は、一般教育部が提供する１群科目において中核を成す科目群の１つ

です。１群科目は、大きく分けると、教養教育科目と基礎教育科目に分けることができます。基礎教育科目

（英語、数理・情報、自然科学系各科目等）は、２年次以降に配当されている２群・３群科目（各専門分野

に関わる科目）を履修する上での基礎的な知識を身につけてもらうための科目群ですが、教養教育科目（人

間形成の基礎科目、総合領域科目、教養演習系科目等）は、一言で言えば社会人としての教養を身につけて

もらうための科目群です。北里大学の学生である皆さんの多くは、４年または６年間の在学期間中にそれぞ

れの分野の専門的な知識と技術を身につけ、卒業後は各分野の専門職に就くことを目指していると思いま

す。しかし、有能な専門職業人であるためには、単に専門的な知識・技術を身につけているだけでは、十分

とは言えません。専門的な知識・技術だけでなく、社会人としての教養を身につけている必要があります。

教養のある専門職業人であればこそ、他者に重んじられ、他者の信頼を得ることができ、専門職業人として

の自らの職務をよりよく果たすことができるでしょう。豊かな教養は各人の人間的な魅力をより高め、社会

生活・職業生活を円滑に送るための手助けをしてくれるのです。さらにまた、豊かな教養はこの先の長い人

生を送っていく上での重要な拠り所の１つともなるでしょう。そのような教養をしっかりと身につけるつも

りで、皆さんには人間形成の基礎科目「社会の領域」を履修してもらいたいと思います。

「社会の領域」に含まれる科目には、日本国憲法・法律の役割・経済のしくみ・個人と社会・政治のしく

み・文化人類学・日本と国際社会・環境を考える・歴史と人間・心理学があります。これらの科目群は、人

間の社会生活に関わる学問（法学・経済学・社会学・政治学・文化人類学・国際関係論・環境論・歴史学・

心理学）を基盤としています。こうした科目群を履修することによって、まずは人間社会における様々なし

くみやルールを学び、卒業後には社会人としての自覚をしっかり持てるようになってもらいたいと思いま

す。その上でさらに、自分自身の頭で物事を考えることを学び、責任をもって判断を下し、自分自身の判断

によって適切な行動が取れるような、他者から信頼される教養のある人間になってもらいたいと思います。



２０２４年度社会の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ａ 永山 茂樹 対面 金１・２

法律の役割Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＡ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ａ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＡ 杉山 亮 対面 金１・２

文化人類学Ａ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ａ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＡ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ａ 畠山 禎 対面 火４／金３・４

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 中山 友則 対面 火１・２／水１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ｂ 永山 茂樹 対面 木１・２

法律の役割Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＢ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ｂ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＢ 小林 悠太 オンライン 木１・２

文化人類学Ｂ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ｂ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＢ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ｂ 畠山 禎 対面 火４／金１・４

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ｂ 中山 友則 対面 火１・２

心理学Ｂ 岡 隆之介 対面 火４・５

− 104 −



２０２４年度社会の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ａ 永山 茂樹 対面 金１・２

法律の役割Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＡ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ａ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＡ 杉山 亮 対面 金１・２

文化人類学Ａ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ａ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＡ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ａ 畠山 禎 対面 火４／金３・４

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 中山 友則 対面 火１・２／水１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ｂ 永山 茂樹 対面 木１・２

法律の役割Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＢ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ｂ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＢ 小林 悠太 オンライン 木１・２

文化人類学Ｂ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ｂ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＢ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ｂ 畠山 禎 対面 火４／金１・４

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ｂ 中山 友則 対面 火１・２

心理学Ｂ 岡 隆之介 対面 火４・５
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人間形成の基礎科目

健康の領域

人類史上からみて、本来動くことがあたりまえであるはずのヒトが、極めて短期間に極度の運動不足状態

に陥っていることは、明らかに不自然なことと言えよう。今や生活習慣病のほとんどが、運動不足と深く関

わっていることが指摘されている。青少年期は子供から大人への成長期にあたり最も重要な時期である。こ

れからの学生生活を健やかに過ごす為にも、身体運動技能や健康学の知識を修得してもらいたいと願い、

「健康の領域」では下記のように講義、及び演習形態に大別した授業を展開する。

＜健康の科学＞

健康は、総合的観点から追求すべき緊急の課題であることを理解し、生涯にわたって健康の保持増進に関

する実践者、推進者としての意識を高めてほしい。「健康の科学」では、科学的事実に基づいた知見を身近

な話題を例に、わかりやすく伝え、その知識を諸君自身の問題として活かしてもらえるよう授業を行う。各

担当教員の専門性に基づき、スポーツ科学、トレーニング科学、発育・発達などの内容を取り入れている。

これらの知識は諸君が毎日の生活を送る上でも重要であり、その影響は卒業後にまで及ぶと考えられる。

「健康の科学Ａ」 前期 と「健康の科学Ｂ」 後期 は、単独の教員による講義で、それぞれ複数開講され

る。「健康の科学Ｃ」 前期 ・ 後期 は複数の教員によるオムニバス形式の講義で、前後期ともに１コマの

み開講される。２科目を履修することは可能であるが、同一記号の科目重複履修（異なる曜日のＡを２つ、

Ｂを２つ、前期と後期のＣを２つ）はできないことに注意すること。

なお、講義は全てオンライン形式で行い、履修者定員を上限 名とする。

＜健康とスポーツ演習＞

生命科学を目指す本学に入学した学生は、学生生活はもとより、生涯にわたって健康に関わる素養を実践

する技法、手法を習慣づけることが望ましい。

そのことを踏まえ自ら学ぶ「健康とスポーツ演習」の授業を展開する。

健康とスポーツ演習は、同一コマ（時限）の履修希望者数に応じて「対面とオンラインの併用」または

「全て対面」の形式で行われる。「対面授業とオンラインの併用」では、実技に加えてルール解説、ストレ

ッチやトレーニング方法の紹介、健康の維持増進に関する講義、課題の実施等を行う。



健康とスポーツ演習

【授業形態】

● 健康とスポーツ演習は、「対面とオンラインの併用」または「全て対面」の形式で行われる。

科目名 授業期間 授業内容

健康とスポーツ演習 通年
授業は学内の施設を使用し、講義、各種スポーツ（球技・軽スポーツなど）

を展開する。単位は通年（前・後期）履修して２単位とする。

※「健康とスポーツ演習」を履修する場合、医学部以外の学部では指定枠はないので、表１の開講曜日時限の中

から１つ、希望の曜日時限を選択すること。

※医学部（Ｍ）のみ水曜４限の学部指定枠になっている（表１参照）。

【科目と担当者（定員）】

表表１１〈〈健健康康ととススポポーーツツ演演習習〉〉

各定員は 名程度（教職含む）。

※「健康とスポーツ演習」の履修希望者は、オリエンテーション期間中に抽選システムによる抽選への申込みが

必要である。詳細は授業情報サイト掲出の動画による科目説明にて指示がある。

※医学部指定枠では抽選は行わず、授業クラスは人数や男女比等を考慮した上で決定する。

※初回授業は、「一般教育部 お知らせ情報サイト」に掲載される「初回授業実施場所一覧」を確認の上、指定

された講義室に集合すること（更衣不要）。

曜日 ２限 ３限 ４限

月
永見智行
池村 司

永見智行
板橋クリストファーマリオ

安倍希美
板橋クリストファーマリオ

火
安倍希美
池村 司

板橋クリストファーマリオ

安倍希美
池村 司

水
北川 淳
永見智行
池村 司

【【医医学学部部指指定定枠枠】】
北川 淳
永見智行
池村 司

木
北川 淳
安倍希美
西岡卓哉

朴ジョンヒョク
西岡卓哉

朴ジョンヒョク

金
北川 淳

板橋クリストファーマリオ
小林樹果

北川 淳
阪田俊輔

板橋クリストファーマリオ
阪田俊輔
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健康とスポーツ演習

【授業形態】

● 健康とスポーツ演習は、「対面とオンラインの併用」または「全て対面」の形式で行われる。

科目名 授業期間 授業内容

健康とスポーツ演習 通年
授業は学内の施設を使用し、講義、各種スポーツ（球技・軽スポーツなど）

を展開する。単位は通年（前・後期）履修して２単位とする。

※「健康とスポーツ演習」を履修する場合、医学部以外の学部では指定枠はないので、表１の開講曜日時限の中

から１つ、希望の曜日時限を選択すること。

※医学部（Ｍ）のみ水曜４限の学部指定枠になっている（表１参照）。

【科目と担当者（定員）】

表表１１〈〈健健康康ととススポポーーツツ演演習習〉〉

各定員は 名程度（教職含む）。

※「健康とスポーツ演習」の履修希望者は、オリエンテーション期間中に抽選システムによる抽選への申込みが

必要である。詳細は授業情報サイト掲出の動画による科目説明にて指示がある。

※医学部指定枠では抽選は行わず、授業クラスは人数や男女比等を考慮した上で決定する。

※初回授業は、「一般教育部 お知らせ情報サイト」に掲載される「初回授業実施場所一覧」を確認の上、指定

された講義室に集合すること（更衣不要）。

曜日 ２限 ３限 ４限

月
永見智行
池村 司

永見智行
板橋クリストファーマリオ

安倍希美
板橋クリストファーマリオ

火
安倍希美
池村 司

板橋クリストファーマリオ

安倍希美
池村 司

水
北川 淳
永見智行
池村 司

【【医医学学部部指指定定枠枠】】
北川 淳
永見智行
池村 司

木
北川 淳
安倍希美
西岡卓哉

朴ジョンヒョク
西岡卓哉

朴ジョンヒョク

金
北川 淳

板橋クリストファーマリオ
小林樹果

北川 淳
阪田俊輔

板橋クリストファーマリオ
阪田俊輔

【総合的な留意事項】

授業展開について

①天候や地面の状況等により、授業内容が変更になることがある。

②授業で使用する用具（各種ラケット・ソフトボール用具・ゴルフクラブなど全て）は、健康科学単位で準備して

いる。但し、私物を持参して使用することもできる。

③各種目の実施場所は、室内種目（バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球など）は総合体育館。

屋外種目（テニス・ソフトボール・サッカー・ゴルフなど）は第一総合グラウンドで行うが、雨天時は総合体育

館又は講義室等を使用して行うので、その日の連絡事項（掲示）に従うこと。

④必ず健康診断を受診すること。

運動着について

①授業には運動着（個人の常識ある判断を尊重する）で出席すること。

②寒暖等の気象変化による服装は、各担当教員の指示を受けること。

③施設管理上の面から、総合体育館使用の時は室内専用シューズとし、土足厳禁とする。

④屋外種目実施の場合は、テニスが可能な底が平らなシューズを準備すること。

この科目の履修方法について

①４月 日に公開する動画で行われる各学部別の「科目説明」で、健康科学単位に関するガイダンスを受ける。

②この科目を履修したいが支障のある人は事前に健康科学単位に相談すること。

③「健康とスポーツ演習」の履修を希望する場合は、ガイダンスでの指示を念頭に、各自で時間割表と学修要項

（シラバス）を熟読・理解し、履修可能な時限と授業内容を確認すること。そしてオリエンテーション期間中

に抽選システムによる抽選に申し込むこと（第３希望まで入力可能）。希望者が多い場合には抽選で決定す

る。

④抽選を行った場合、履修可否の結果は初回の授業が開始するまでに学部・学科毎に抽選システム上に掲載され

るので、よく確認すること。なお定員に余裕のある時限が生じた際には、第 回抽選が行われる場合があるの

で、希望者は募集状況を確認し迅速に行動すること。

【体育施設・運動用具など使用上の注意】

（ ）全て、使用前よりも良好な状態にしておくように心掛ける。

（コート整備・用具整頓・掃除など）

（ ）床・コート・グラウンド面の保全や安全性のため、運動靴を必ず履く。

また、コート・グラウンドの表面が軟弱な場合は使用しない。

（ ）体育館・コート・グラウンド内では喫煙、飲食を禁止する。

（ ）更衣室・シャワー・トイレ等は、汚さないように留意して使用する。

（ ）盗難防止のために更衣室内には貴重品等は放置せず、授業実施場所へ

（ ）持参するなど、自己管理を原則とする。
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総合領域科目

総合領域には「北里の世界」「仕事と人生」「農医連携論」の３つの科目があります。「北里の世界」は

みなさんに北里大学学生としての自覚と誇りを持っていただくための自校教育、「仕事と人生」は学生のう

ちから仕事に対する意識を高めるためのキャリア教育、「農医連携論」は持続可能な健康社会をつくること

を目指した、食・環境と健康のつながりを理解するための北里大学ならではの教育です。

講義形態はいずれも、毎回異なる講師を学内外から招いてお話しいただきます。とはいえ講師から学生へ

の一方通行にならないよう、みなさんとのコミュニケーションを重視して質疑応答の時間も設けます。

これらは、従来のいわゆる「学問」の範疇には入らない科目です。以前は大学一年次で学ぶ科目は教養教

育か基礎教育のいずれかに分類されました。しかし、みなさんが将来、大学を卒業して社会人になると、自

分の歩んできた道、これから歩む道、そして今の自分という存在を考えるようになります。自分は何だった

のか、自分はどうなるのか、自分は何なのか、と。これらは「学問」を一つ修めたからといって「答」がた

やすく見つかるものではありません。総合領域科目は従来の学問にはない視点から人間を考えることによっ

て、この「答」のヒントを見つけていただくことを目指しています。

北里大学の学生になり、そして卒業生になるからには、北里大学で学んだ意義、そして自分の仕事の価値

を考えてほしいと思います。
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これらは、従来のいわゆる「学問」の範疇には入らない科目です。以前は大学一年次で学ぶ科目は教養教
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て、この「答」のヒントを見つけていただくことを目指しています。

北里大学の学生になり、そして卒業生になるからには、北里大学で学んだ意義、そして自分の仕事の価値

を考えてほしいと思います。
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基礎教育科目

外国語系
〔英語〕

教科の勉学に対する総論

本学に入学した学生の皆さんにとって、各自が今後専攻するいずれの分野においても、国際コミュニケー

ションの手段として、英語の運用能力を養成することが必須でしょう。そのため、本学の英語のカリキュラ

ムは、社会生活および職業生活において実際に使える英語を身につけることを目指して組まれています。具

体的には、四技能において英語を学び、自分の意志や考えを英語で伝達する能力の育成が重要視されていま

す。このような目的を達成するため、一年次のカリキュラムは英語ＡⅠ、ＡⅡ、ＢⅠ、ＢⅡの各科目（それ

ぞれ 分の授業で半期制）をできるだけ少人数で行えるようにクラスを編成してあります。

英語ＡⅠ（前期）、ＡⅡ（後期）は、学部・学科の特色を配慮した総合的英語運用能力の向上を目的とし

ます。ここでは、各自の専攻分野での知識や大学生・社会人としての教養が身につくような教材やトピック

を選んで学びます。ＢⅠ（前期）、ＢⅡ（後期）は、実際に役立つ英語によるコミュニケーション能力の向

上に重点をおいており、プレゼンテーションやアカデミック・ライティングの基礎が学べる授業を一部で導

入します。また、特定の場面で必要とされる会話表現が学べる授業も展開されます。英語Ａ、英語Ｂとも

に、皆さんには予習・復習を十分に行い、積極的な態度で授業に参加していただきたいと思います。

もちろん、コミュニケーションのための英語教育と言っても、“ ”と同時に“

”の裏づけがともなわなければ、グローバル社会で役立つ英語とはいえないでしょう。特に、日進月歩

の自然科学系の学問分野を専攻する皆さんは、やがて最新の論文を英語で読み、かつ、書いたりしなければ

ならず、また、英語を使って国際的活動に参加する機会もますます増えています。従って、幅の広い教養と

共に専門の知識に裏打ちされた英語力が一層必要なことは明らかです。専門分野との関連性を配慮し、総合

的な英語力の養成を目指す英語ＡⅠ、ＡⅡ、海外での研究や活動を見据えた実用英語運用能力の養成を目的

とするＢⅠ、ＢⅡコースは、そうした要請に応えるものです。また、学部によっては、各科目に基礎コース

を設け、英語は不得意だけれど、基礎から習得しようとする学生の皆さんの便宜を図っています。

以上のように創意工夫されたカリキュラムをいかに活用するかは、ひとえに皆さんの旺盛な学習意欲にか

かっています。さらに、コンピュータを利用した外国語学習施設＜ ＞＊が３部屋設置されているの

で、正規の授業と並行してこれらの施設を自学自習用としても十分に活用し、自ら主体的に英語を習得しよ

うとする姿勢も同時に身につけて下さい。

＊キャンパスガイドおよび北里大学一般教育部ホームページ参照。
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２０２４年度薬学部英語履修ガイド

英語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ授業一覧表

薬 学 部 英語ＡⅠ・Ⅱ 薬 学 部 英語ＢⅠ・Ⅱ

コ ー ス 日 時 担 当 者 コ ー ス 日 時 担 当 者

・ （上級１）

月２

水沼佳津子 ・ （上級１）

木４
・ （上級２） 森景真紀 ・ （上級２）

・ （普通１） 淺間正通 ・ （普通１） 矢野奈々

・ （普通２） 宮瀬順子 ・ （普通２） 平辰彦

・ （上級１）

月１

水沼佳津子 ・ （上級１）

木３

（ ）

（ ）

・ （上級２） 森景真紀 ・ （上級２）

・ （普通１） 淺間正通 ・ （普通１） 矢野奈々

・ （普通２） 宮瀬順子 ・ （普通２） 平辰彦

英語ＡⅠ・ＡⅡ､ＢⅠ・ＢⅡの履修ガイドライン

１．英語ＡⅠ・ＡⅡは、日本人教員による文法、講読を中心とした総合英語能力の養成を目標とした授業であ

り、専攻分野での知識や大学生・社会人としての教養が身につくような教材やトピックを選んで学ぶ。英

語ＡⅠ（前期）とＡⅡ（後期）とは、別個に成績評価を出し、合格した学生に１単位ずつ与えるが、同一

教員が同一学生を通年にわたって担当する。

２．英語ＢⅠ・ＢⅡは、実用英語能力の養成を目的としており、プレゼンテーションやアカデミック・ライ

ティングの基礎を学べる授業を一部で導入する。英語ＢⅠ（前期）とＢⅡ（後期）とは、別個に成績評

価を出し、合格した学生に１単位ずつ与えるが、同一教員が同一学生を通年にわたって担当する。ただ

し、 ・ （上級１）のクラスにおいては、 Ⅰは 、 Ⅱは が担当する。

３．英語ＡⅠ・ＡⅡおよび英語ＢＩ・ＢⅡの習熟度別コース分けについて

・ クラスと ・ クラスのブロック別で、上級１、上級２、普通１、普通２の４つのコース

（英語Ａ・英語Ｂ共通）を設けて授業を行う。

コース分けはオリエンテーション期間中にプレイスメントテストを行い、その結果によって決める。コ

ース分けの発表は一般教育部授業情報サイトに掲出する。割り当てられたコース以外に出席しても無効

になるので、よく確認すること。

一一度度確確定定ししたたココーーススはは、、学学年年途途中中でで変変更更すするるここととははででききなないい（（後後期期かかららののココーースス変変更更もも認認めめなないい））の

で、一旦決まったからには必ず最後まで履修すること。

▽コンピュータを利用した外国語学習施設＜ ＞が３部屋設置されているので、正規の授業と並んで

自学自習用としても、最大限に活用して、英語力の向上を図ってもらいたい。

（キャンパスガイドおよび北里大学一般教育部ホームページ参照）
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基礎教育科目

数理・情報系
〔数学、発展数学〕（Ｐ学部）

◆数学の勉学に対する総論

数学の授業には当然のことながら実験がありません。実験を行わずに理論の力によって問題の解答を得よ

うとするところに数学の授業の特徴があります。従って、計算を含めて論理を正確に、しかもスマートに使

えることが大切です。

この社会が数量の概念を欠いては成立し得ないことから、数学は実に多方面に活用されています。物事を

根本から考え、論理的に推論するという数学的な思考法および抽象化された表現法を体得することは専門科

目のいろいろな場面で役に立つと思われます。数学は、サイエンスを学ぶ上での世界共通言語であるとも言

えますので、生命科学を学ぶ当大学においては必須の科目と考えてよいでしょう。数学の勉強を通じて物事

をじっくり考えるという習慣を身につけて下さい。

薬学部では数学の単位は、「数学」または「発展数学Ａ」＋「発展数学Ｂ」から４単位選択必修というこ

とになっています。即ち、「数学」と「発展数学Ａ」＋「発展数学Ｂ」のどちらかをアンケート及びクラス

分け試験の結果に基づき、履修することとなります。各クラスのレベルの目安は以下のようになっていま

す。詳しくはシラバスを参照して下さい。

（（１１））数数学学〔水曜１限、水曜２限開講〕

大学１年生に対する標準的な微積分学を学ぶ科目ですが、高校での履修および習熟度に対応してクラスを

以下の４つに分けて展開します。

▼①（上級）クラス：高校の「数学Ⅲ」までの内容を十分こなしていると思われる学生を対象

▼②（普通）クラス：高校の「数学Ⅲ」までの内容がある程度分かっている学生を対象

▼③（普通）クラス： 〃

▼④（基礎）クラス：主に、高校の「数学Ⅱ」までの内容を履修した学生を対象

（（２２））発発展展数数学学ＡＡ・・ＢＢ〔木曜１限開講〕

高校の数学Ⅲを修得している学生で、通常の「数学」の授業がもの足りないと思う学生のために用意され

た科目です。授業内容は、「数学」よりもやや広く・深くなっていて、応用も重視した授業です。

※アンケート及びクラス分け試験はオリエンテーション期間中に行います。クラス分け試験の方法等につい

ては、試験前に詳しく説明します。なお、結果については、 上に掲出します。



基礎教育科目

数理・情報系
〔数学、発展数学〕（Ｐ学部）

◆数学の勉学に対する総論

数学の授業には当然のことながら実験がありません。実験を行わずに理論の力によって問題の解答を得よ

うとするところに数学の授業の特徴があります。従って、計算を含めて論理を正確に、しかもスマートに使

えることが大切です。

この社会が数量の概念を欠いては成立し得ないことから、数学は実に多方面に活用されています。物事を

根本から考え、論理的に推論するという数学的な思考法および抽象化された表現法を体得することは専門科

目のいろいろな場面で役に立つと思われます。数学は、サイエンスを学ぶ上での世界共通言語であるとも言

えますので、生命科学を学ぶ当大学においては必須の科目と考えてよいでしょう。数学の勉強を通じて物事

をじっくり考えるという習慣を身につけて下さい。

薬学部では数学の単位は、「数学」または「発展数学Ａ」＋「発展数学Ｂ」から４単位選択必修というこ

とになっています。即ち、「数学」と「発展数学Ａ」＋「発展数学Ｂ」のどちらかをアンケート及びクラス

分け試験の結果に基づき、履修することとなります。各クラスのレベルの目安は以下のようになっていま

す。詳しくはシラバスを参照して下さい。

（（１１））数数学学〔水曜１限、水曜２限開講〕

大学１年生に対する標準的な微積分学を学ぶ科目ですが、高校での履修および習熟度に対応してクラスを

以下の４つに分けて展開します。

▼①（上級）クラス：高校の「数学Ⅲ」までの内容を十分こなしていると思われる学生を対象

▼②（普通）クラス：高校の「数学Ⅲ」までの内容がある程度分かっている学生を対象

▼③（普通）クラス： 〃

▼④（基礎）クラス：主に、高校の「数学Ⅱ」までの内容を履修した学生を対象

（（２２））発発展展数数学学ＡＡ・・ＢＢ〔木曜１限開講〕

高校の数学Ⅲを修得している学生で、通常の「数学」の授業がもの足りないと思う学生のために用意され

た科目です。授業内容は、「数学」よりもやや広く・深くなっていて、応用も重視した授業です。

※アンケート及びクラス分け試験はオリエンテーション期間中に行います。クラス分け試験の方法等につい

ては、試験前に詳しく説明します。なお、結果については、 上に掲出します。
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基礎教育科目

数理・情報系
〔情報科学〕

教科の勉学に対する総論

情報科学Ａ、Ｂ

情報機器としてのパソコンの利用は現代では必須事項になっています。この教科では、そうした必要性に

応じて情報科学の基礎となる概念の学習、文書作成、表計算、プレゼンテーション、インターネット、プロ

グラミングなど種々の項目から２、３の項目を選んで、組み合わせの異なるいくつかのクラスを設定してい

ます。どのクラスも出発は初心者でよいという考えで開講するので、当シラバスに書かれた学習項目と開講

時限を考慮して随意に選択をしてください。

なお、医療衛生学部の学生は、学部開講の情報系必修科目との関係から、より幅広く情報科学を学ぶため

に、情報科学Ａではなく情報科学Ｂ（または次のＣ）を選択する事をお勧めします。また、未来工学部の学

生は情報科学Ａが必修科目となっています。

情報科学Ｃ

パソコンにおいても利用権限の制限された一般ユーザと、全ての権限を与えられた管理ユーザが厳密に区

別されるようになりました。情報科学Ａ、Ｂでは一般ユーザとしてのパソコンの利用を学びます。しかし、

パソコンに新しい機能を追加したり、計測器を接続したり、ネットワークサーバとして利用したりするため

には、管理ユーザとしての権限が必要になります。

情報科学Ｃでは、学生に管理ユーザとしての全権限を与えて、コンピュータハードウェア、ソフトウェア

や周辺機器のインストール、ネットワーク管理などの仕組みを学びます。

履修方法について

情報科学では、パソコン台数に限りがあるため、受講者数が定員を超えないよう、初回授業よりも前に抽

選を開始します。履修希望者はこの抽選に参加して履修の許可を得る必要があります。ただし、未来工学部

の情報科学 は必修科目のため、抽選に参加する必要はありません。

具体的な募集については、学期の始めに一般教育部授業情報サイトに掲出されます。履修希望者は見落と

しのないよう注意してください。後期の分も、前期募集期間に募集し、後期になってからの募集は空きのあ

る場合のみとなりますから注意してください。

※詳しくは次頁を参照してください。

※各時限には定員がありますので、注意して下さい。

※優先学科以外の学生も応募出来ます。優先は、抽選の際に優先されるという事です。



情報科学の設定時間詳細

前

期 

科目名 担当者 曜日 時限 定員 優先学科専攻等

情報科学Ａ 髙野 月 ２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙橋 月 ３・４

情報科学Ａ 髙野 火 １・２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙野 火 ５

情報科学Ａ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ａ 小川 水 １・２

情報科学Ａ 福田 水 ２ ５

情報科学Ａ 髙橋 木 １・２

情報科学Ａ 藤田 木 ２・３・４

情報科学Ａ 福田 金 １・２

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ２ ４・５

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ３ ＦＵ必修

情報科学Ａ 原 金 ３・４ ＦＵ必修

情報科学Ｃ 福田 金 ４

後

期 

情報科学Ｂ 髙橋 月 １ Ｚ・Ｅ教職優先

情報科学Ｂ 髙橋 月 ２

情報科学Ｂ 髙野 月 ３・４

情報科学Ｂ 髙野 火 １ Ｚ・Ｅ・Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 髙野 火 ２ ＨＳ優先

情報科学Ｂ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ｂ 小川 水 １ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 小川 水 ２

情報科学Ｂ 福田 水 ５

情報科学Ｂ 髙橋 木 １

情報科学Ｂ 髙橋 木 ２ ОＴ優先

情報科学Ｂ 藤田 木 ２・３

情報科学Ｂ 福田 金 １ ＭＬ優先、Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ２ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ３ ＲＴ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ４ Ｓ教職優先

情報科学Ｃ 福田 金 ４



情報科学の設定時間詳細

前

期 

科目名 担当者 曜日 時限 定員 優先学科専攻等

情報科学Ａ 髙野 月 ２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙橋 月 ３・４

情報科学Ａ 髙野 火 １・２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙野 火 ５

情報科学Ａ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ａ 小川 水 １・２

情報科学Ａ 福田 水 ２ ５

情報科学Ａ 髙橋 木 １・２

情報科学Ａ 藤田 木 ２・３・４

情報科学Ａ 福田 金 １・２

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ２ ４・５

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ３ ＦＵ必修

情報科学Ａ 原 金 ３・４ ＦＵ必修

情報科学Ｃ 福田 金 ４

後

期 

情報科学Ｂ 髙橋 月 １ Ｚ・Ｅ教職優先

情報科学Ｂ 髙橋 月 ２

情報科学Ｂ 髙野 月 ３・４

情報科学Ｂ 髙野 火 １ Ｚ・Ｅ・Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 髙野 火 ２ ＨＳ優先

情報科学Ｂ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ｂ 小川 水 １ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 小川 水 ２

情報科学Ｂ 福田 水 ５

情報科学Ｂ 髙橋 木 １

情報科学Ｂ 髙橋 木 ２ ОＴ優先

情報科学Ｂ 藤田 木 ２・３

情報科学Ｂ 福田 金 １ ＭＬ優先、Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ２ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ３ ＲＴ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ４ Ｓ教職優先

情報科学Ｃ 福田 金 ４
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基礎教育科目

自然科学系
〔物理学〕

教科の勉学に対する総論

物理学単位では、１群基礎教育科目として「物理学」、「物理学要習」、「物理学実験」を開講していま

す。「物理学実験」については、化学、生物学の実験と共に、自然科学系実験の紹介のページにまとめて記

してあります。ここでは、「物理学」と「物理学要習」の講義について説明します。

【物理学を学ぶ目的】

身近な例を考えてみると、物理学の方法によっていかに正確に自然現象を記述できるかが分かります。例

えば、太陽の周りを回る地球の運動は秒の単位で正確に計算されています。日食や月食が正確に予告通りに

起きることは知っての通りです。もちろん、地球ばかりでなく、惑星の運動はすべて「物理学」の一分野で

ある力学を用いて計算できます。この力学は、 つの簡単な法則が基礎となっています。このように、力学に

限らず、数少ない基本的な法則に基づいて様々な自然現象を正確・精密に記述する方法が物理学によって学

べます。

【物理学は様々な分野の発展の基礎になっている】

上述の惑星の運動の本質は、物理学者であったニュートンによって明らかにされましたが、現在では惑星

の運動は地学や天文学の分野で扱われています。別の例として生命科学の分野を挙げると、 の２重らせん

構造は、 線回折という物理学における実験方法を用いて、ワトソンとクリックにより解明され、メンデルに

よって統計的な現象として見いだされていた遺伝の法則に、核酸と呼ばれる分子における塩基の配列という

ミクロな理解が与えられました。このように、物理学は様々な分野の基礎になっています。

【勉強する内容】

ニュートンによって確立された、数少ない基本的な法則に基づいて様々な力学的現象を説明するという手

法は、その後、弾性体や流体のつり合いや運動、物質の温度と熱、振動と波動、音と光、電気と磁気、原子

や分子の構造解明などに適用され、基本法則の確立に成功を収めてきました。「物理学」の講義の内容は、

各学部での必要性にも対応させながら、これらの分野から重要な項目を選択し、各学部向け講義のシラバス

として以下の頁に示してあります。

【高等学校での履修状況に対応した講義】

「物理学」の講義は、高等学校で物理基礎や物理を選択してこなかった受講生にも理解できる内容から始

め、かつ、進級する学部の要請に対応したレベルまで進めるように行います。必要に応じて補講も行います

ので、高校での履修経験にこだわることなく履修して下さい。

【物理学要習】

上記のように、「物理学」の講義は高等学校での多様な履修歴に対応させてすすめますが、「物理学要

習」は、特に高等学校で物理を選択しなかった学生を対象に開講される科目です。高等学校の物理の中から

テーマを限定して選び、簡単な実験を見せ、それが物理学でどのように説明できるかを解説し、それに続い

て演習を行うことによって理解を深めます。これにより、「物理学」の講義がより平易に理解できるように

なります。



基礎教育科目

自然科学系
〔物理学〕

教科の勉学に対する総論

物理学単位では、１群基礎教育科目として「物理学」、「物理学要習」、「物理学実験」を開講していま

す。「物理学実験」については、化学、生物学の実験と共に、自然科学系実験の紹介のページにまとめて記

してあります。ここでは、「物理学」と「物理学要習」の講義について説明します。

【物理学を学ぶ目的】

身近な例を考えてみると、物理学の方法によっていかに正確に自然現象を記述できるかが分かります。例

えば、太陽の周りを回る地球の運動は秒の単位で正確に計算されています。日食や月食が正確に予告通りに

起きることは知っての通りです。もちろん、地球ばかりでなく、惑星の運動はすべて「物理学」の一分野で

ある力学を用いて計算できます。この力学は、 つの簡単な法則が基礎となっています。このように、力学に

限らず、数少ない基本的な法則に基づいて様々な自然現象を正確・精密に記述する方法が物理学によって学

べます。

【物理学は様々な分野の発展の基礎になっている】

上述の惑星の運動の本質は、物理学者であったニュートンによって明らかにされましたが、現在では惑星

の運動は地学や天文学の分野で扱われています。別の例として生命科学の分野を挙げると、 の２重らせん

構造は、 線回折という物理学における実験方法を用いて、ワトソンとクリックにより解明され、メンデルに

よって統計的な現象として見いだされていた遺伝の法則に、核酸と呼ばれる分子における塩基の配列という

ミクロな理解が与えられました。このように、物理学は様々な分野の基礎になっています。

【勉強する内容】

ニュートンによって確立された、数少ない基本的な法則に基づいて様々な力学的現象を説明するという手

法は、その後、弾性体や流体のつり合いや運動、物質の温度と熱、振動と波動、音と光、電気と磁気、原子

や分子の構造解明などに適用され、基本法則の確立に成功を収めてきました。「物理学」の講義の内容は、

各学部での必要性にも対応させながら、これらの分野から重要な項目を選択し、各学部向け講義のシラバス

として以下の頁に示してあります。

【高等学校での履修状況に対応した講義】

「物理学」の講義は、高等学校で物理基礎や物理を選択してこなかった受講生にも理解できる内容から始

め、かつ、進級する学部の要請に対応したレベルまで進めるように行います。必要に応じて補講も行います

ので、高校での履修経験にこだわることなく履修して下さい。

【物理学要習】

上記のように、「物理学」の講義は高等学校での多様な履修歴に対応させてすすめますが、「物理学要

習」は、特に高等学校で物理を選択しなかった学生を対象に開講される科目です。高等学校の物理の中から

テーマを限定して選び、簡単な実験を見せ、それが物理学でどのように説明できるかを解説し、それに続い

て演習を行うことによって理解を深めます。これにより、「物理学」の講義がより平易に理解できるように

なります。
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基礎教育科目

自然科学系
〔生物学〕

教科の勉学に対する総論

１群基礎科目として「生物学」と「生物学実験」、及び高等学校と大学における学習のスムーズな接続を

目的とした準備科目としての「生物学要習」を開講する。

「生物学」は、生物および生命の特性と生命現象についての基本的なことがらを科学的・体系的に理解し、

さらに生物学的なものの考え方を身につけることを第一の目的としている。従って、個々の知識を獲得する

だけでなく、講義全体を通じての内容の繋がりや生物学的意義、さらには、それぞれの知見が得られてきた

過程や背景などを理解するように努めてほしい。講義内容は生物学の基本的事項を中心としており、今後、

生物に関わる諸分野の勉学を行う際の基礎となるものである。所属学部や学科の分野に興味の的を絞らず、

偏りなく内容を理解し、知識を得て、その知識を応用できるように準備することが大切である。高校生物の

履修の有無に関わらず、新たな勉強をするつもりで授業を受けてほしい。

「生物学実験」は、生命現象の観察・実験の基礎的方法を体験し、自らの力で生命現象を把握・解析する姿

勢を作るための第一歩である。従って、実験マニュアルの予習により、実験の目的をよく把握し、その方法

をあらかじめ理解しておくように努力してほしい。実験は、出席し、自ら行い、まとめることが基本であ

り、履修の条件でもあることを常に念頭において受講してもらいたい。

「生物学要習」は、高等学校で「生物基礎」を履修しなかった学生を主な対象に、高等学校段階の生物学の

基本的な基礎知識を身につけてもらい、大学での「生物学」の授業内容の理解に役立てることを目的として

いる。
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基礎教育科目

自然科学系実験

自然科学系の実験について

自然科学は、自然現象の的確な観察（ ）とその正確な記述（ ）にその基礎をおい

ています。この観察と記述についての能力を高めることは、自然科学にかかわるものにとって、必須のこと

です。１年次に開講される、自然科学系の各実験はこの自然科学の基礎を身につける第一歩です。物理学、

化学、生物学の様々な分野の実験に自主的に取り組むことが、将来、みなさんがそれぞれの専門分野で学ぶ

ための自然科学的基礎力を育てます。積極的に履修してください。

実験場所

・物理学 物理学実習室 Ｌ１号館５階

・化学 化学実習室 Ｌ１号館５階

・生物学 生物学実習室 Ｌ１号館４階

※一部オンライン授業

実験の評価

・実験は全回出席しなければなりません。

やむを得ぬ事情で欠席した場合に限り、所定の欠席届を提出し、後日、１～２回の補充実験を

受講することができます。

・レポートは必ず指定された期日までに提出しなければなりません。

注意事項

・実験は午後１時より開始されます。開始時には指定された席ですぐに実験が開始できるよう

準備を整えておいてください。

・各実験の詳細は、Ｌ１号館学生ロッカー前の掲示板および、実習室前の掲示版に掲示されますので注意し

ておいてください。

・実験が選択科目である学部・学科の学生が実験を履修する場合、対応する自然科学系の講義科目（物理学・

化学・生物学）を必ず履修してください。
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２０２４年度 自然科学教育センター実験日程表

学部

（ 学科 ）

学科

専攻

Ⅰ期

（ 前期前半 ）

Ⅱ期

（ 前期後半 ）

Ⅲ期

（ 後期前半 ）

Ⅳ期

（ 後期後半 ）
実験曜日

薬学部

Ｐ

ｸﾗｽ ，

ｸﾗｽ
生物学 物理学 水曜日

ｸﾗｽ ，

ｸﾗｽ
物理学 生物学 水曜日

獣医学部

Ｖ

獣医学科

Ｖ

物理学

選択可
化学 生物学 木曜日

動物資源科学科

Ｚ
化学

物理学

選択可
生物学 金曜日

生物環境科学科

Ｅ
化学 物理学 生物学 木曜日

医学部

Ｍ
生物学 金曜日

海洋生命科学部

ＭＢ

生物学

«MB24001～

MB24160»

物理学«全クラス»

選択可

化学

«a クラス»
金曜日

化学

«d クラス»

生物学

«MB24161～»
金曜日

医療衛生学部

Ａ

保健衛生学科

ＨＳ
化学

生物学

１科目選択

物理学

１科目選択
木曜日

医療衛生学部

Ａ

医療検査学科

ＭＬ
生物学

化学

１科目選択

物理学

１科目選択
木曜日

医療衛生学部

医療工学科

ＥＴ

臨床工学

ＣＥ
生物学 物理学 化学 木曜日

診療放射線技術科学

ＲＴ

生物学

２科目選択

物理学

２科目選択

化学

２科目選択
木曜日

医療衛生学部

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

ＲＥ

理学療法学

ＰＴ

化学 生物学※

１科目選択
物理学 木曜日

作業療法学

ＯＴ

物理学 生物学

（１科目選択）

化学

１科目選択
木曜日

言語聴覚療法学

ＳＴ

化学 生物学※

選択可

物理学

選択可
木曜日

視覚機能療法学

ＯＶ
物理学

化学 生物学※

選択可
木曜日

未来工学部

ＦＲ

データサイエンス学科

ＦＵ
生物学 物理学 金曜日

１） 選択可 は任意選択。ただし、対応する講義科目も必ず履修すること。

２） １科目選択 は１科目を講義と同じ組合せで選択。

３） ２科目選択 は２科目を講義と同じ組合せで選択。

は必修科目

※　履修者数により、化学実験・生物学実験の実施時期は後期 Ⅲ期またはⅣ期 に変更になる場合がある。
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基礎教育科目

自然科学系要習

みなさんの中には、高等学校で「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」のいずれかが未履修で、大学

での「物理学」、「化学」、「生物学」の授業の理解に不安を感じている人もいることと思います。自然科

学教育センターでは、そのような学生がそれぞれの大学教育になるべくスムーズに接続するための準備教育

として、「物理学要習」、「化学要習」、「生物学要習」を開講しています。各要習は、それぞれの科目の

高等学校段階の最小限の基礎知識を身につけてもらい、大学段階の授業の理解に役立てることを目的とした

ものです。したがって、この科目は、それぞれの要習に対応する高等学校での科目が未履修である学生を対

象として展開されます。要習を履修する場合は、対応する自然科学系の講義科目（物理学・化学・生物学）

を必ず履修して下さい。この科目を履修するみなさんは、科目の目的をよく理解して、自然科学系基礎科目

の勉強に励んで下さい。

物理学要習 曜日時限別担当者一覧 ※オンライン授業 単位認定者：山本 洋

時限／曜日 月 火 水 木 金

１
※塩沢
・ 対象

２
※吉村

・ ・ 対象
※川上

・ ・ 対象

３
※關山
・ 対象

４
※關山

・ ・ 対象

５
※關山

・ ・ ・ 対象

化学要習 曜日時限別担当者一覧 単位認定者：須貝 昭彦

時限／曜日 月 火 水 木 金

１ 未定

２ 能登

３

４ 大極

５ 宇田 山口

生物学要習 曜日時限別担当者一覧 単位認定者：和田 浩則

時限／曜日 月 火 水 木 金

１ 中森 和田

２ 岩崎 和田 浜﨑

３

４ 増本 加藤 西村 坂田

５
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として、「物理学要習」、「化学要習」、「生物学要習」を開講しています。各要習は、それぞれの科目の

高等学校段階の最小限の基礎知識を身につけてもらい、大学段階の授業の理解に役立てることを目的とした

ものです。したがって、この科目は、それぞれの要習に対応する高等学校での科目が未履修である学生を対

象として展開されます。要習を履修する場合は、対応する自然科学系の講義科目（物理学・化学・生物学）

を必ず履修して下さい。この科目を履修するみなさんは、科目の目的をよく理解して、自然科学系基礎科目

の勉強に励んで下さい。

物理学要習 曜日時限別担当者一覧 ※オンライン授業 単位認定者：山本 洋

時限／曜日 月 火 水 木 金

１
※塩沢
・ 対象

２
※吉村

・ ・ 対象
※川上

・ ・ 対象

３
※關山
・ 対象

４
※關山

・ ・ 対象

５
※關山

・ ・ ・ 対象

化学要習 曜日時限別担当者一覧 単位認定者：須貝 昭彦

時限／曜日 月 火 水 木 金

１ 未定

２ 能登

３

４ 大極

５ 宇田 山口

生物学要習 曜日時限別担当者一覧 単位認定者：和田 浩則

時限／曜日 月 火 水 木 金

１ 中森 和田

２ 岩崎 和田 浜﨑

３

４ 増本 加藤 西村 坂田

５
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教養演習系科目

教養演習系科目には、教養演習Ａ、Ｂ、Ｃ、大学基礎演習、言語と文化Ａ・Ｂがあります。これらは、み

なさんの課題学習や議論あるいは実習活動等を主体とする、演習科目です。

履修に当たっての留意点

それぞれの科目には担当者によりいろいろな個性があります。また授業形態や授業の人数もいろいろで

す。履修希望者が受入予定人数より多い場合には抽選等によって受講者を決める授業もあります。多くの授

業は少人数でおこなわれますが、中教室での講義形式の授業になる場合もあります。

したがって、履修にあたっては、シラバスをよく読んで授業の内容や形式などを十分に検討するとともに

抽選の有無などについても気をつけてください。また、教養演習系科目においては、授業に出席し、積極的

に参加することがとても重視されていることも忘れないでください。

教養演習Ａ、Ｂ、Ｃ

担当教員がそれぞれの専門分野または関心領域を背景に演習のテーマを設定し、それぞれの方法で授業を

進めていきます。みなさんが自ら課題を見いだし、それに取り組み、解決していく能力を育むことが、この

科目の第一の目的です。さらに、みなさんに、普段なかなかふれる機会のない学問・研究を含む人間の活動

の諸分野にふれる機会をもってもらい、人間としての幅を広げてもらうこともおおきな目的です。

通年２単位の科目には「教養演習Ａ」、前期１単位の科目には「教養演習Ｂ」、後期１単位の科目には

「教養演習Ｃ」と科目名が付けられています。また、担当教員ごとにそれぞれの授業のテーマに沿った副題

が付けられています。

大学基礎演習

高校生から大学生への円滑な移行を目指し、みなさんの大学での学習を応援する内容の演習となっていま

す。この演習は「大学での勉強の仕方がわからない人」「仲間と積極的に交わりながら勉強していきたい

人」が、大学での学習方法を実践的に学び、身につけることを目的としています。この演習で大学での学び

方の基礎を知り、他の授業で応用することで、みなさんの４年間（６年間）の学びがより確かなものになる

でしょう。

この科目は半期１単位です。また、担当教員ごとにそれぞれの授業のテーマに沿った副題が付けられてい

ます。

言語と文化Ａ・Ｂ

世界には多様な言語、文化、習慣、価値観があります。世界の人たちと協力しお互いに高めあっていける人

となるには、英語以外の言語と英語圏以外の文化も学ぶとよいでしょう。この科目では、ドイツ語、フランス

語、オランダ語、フィリピノ語、中国語、韓国語を学びつつ、言語を通じてその国の文化を学びます。内容は

多岐にわたりますので、詳しい解説のページを別に設けました。詳しくはそちらを読んでください。
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「教養演習Ｃ」と科目名が付けられています。また、担当教員ごとにそれぞれの授業のテーマに沿った副題

が付けられています。

大学基礎演習

高校生から大学生への円滑な移行を目指し、みなさんの大学での学習を応援する内容の演習となっていま

す。この演習は「大学での勉強の仕方がわからない人」「仲間と積極的に交わりながら勉強していきたい

人」が、大学での学習方法を実践的に学び、身につけることを目的としています。この演習で大学での学び

方の基礎を知り、他の授業で応用することで、みなさんの４年間（６年間）の学びがより確かなものになる

でしょう。

この科目は半期１単位です。また、担当教員ごとにそれぞれの授業のテーマに沿った副題が付けられてい

ます。

言語と文化Ａ・Ｂ

世界には多様な言語、文化、習慣、価値観があります。世界の人たちと協力しお互いに高めあっていける人

となるには、英語以外の言語と英語圏以外の文化も学ぶとよいでしょう。この科目では、ドイツ語、フランス

語、オランダ語、フィリピノ語、中国語、韓国語を学びつつ、言語を通じてその国の文化を学びます。内容は

多岐にわたりますので、詳しい解説のページを別に設けました。詳しくはそちらを読んでください。

２０２ 年度教養演習・大学基礎演習の履修受入予定一覧

授業の性質上、各授業の受入人数に制限を設ける。履修希望者が多い場合は、抽選を行う

ため、履修を考えている場合は必ず４月第１週目に実施される抽選に参加すること。抽選の

手順については、抽選の手順については、本要項「 履修登録」を参照すること。当当選選ししたた

場場合合、、原原則則履履修修放放棄棄すするるここととははででききなないいたためめ、、よよくく考考ええてて抽抽選選すするるこことと。。

教養演習Ａ（通年）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

風岡 祐貴 火１ 古典ギリシャ語 対面 １０

前田 崇 火５ 想像力を拓く社会学 対面 ２４

教養演習Ｂ（前期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

三田 順 火２ 東欧の文学を読む 対面 １６

伊藤 真吾 火２ ラプラス変換とフーリエ解析 対面 制限なし

古谷 倫貴 火２ グラフ倫理とゲーム 対面 ２０

大石 敏広 水２ 論理的思考のトレーニングⅠ 対面 ２０

山田 裕子 水２ 大学生のストレスマネジメント 対面 ４０

米山 泰祐 木２ 大学数学に触れてみよう 対面 １５

畠山 禎 金２ 食べ物をつうじてみる世界史 対面 １５

教養演習Ｃ（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

安倍 希美 月２ 人とつながりつなぐ命と文化 併用 ３０

髙野 保真 月２ 土５ データサイエンスと オンライン ４０

三田 順 火２ 民族問題を考える 対面 ２０

赤澤とし子 火５ ライフスタイルの選択 対面 ２０

伊藤 真吾 水１ 多角的な視点による持続可能な未来への道標 対面 ２０

大石 敏広 水２ 論理的思考のトレーニングⅡ 対面 ２０

石塚 昌保 水２ 自分を知り人間関係を考える 対面 ２４

猪原 敬介 水２ 自らの読書を問い直す 対面 １５

大町 知久 木２
個人として生きながら

人間関係の中も生きる自分について考える
対面 ２０

畠山 禎 金２ 食べ物をつうじてみる世界史 対面 １５
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教養演習Ｃ（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

福田 宏 金２ 色彩情報処理入門 対面 １６

中村 陽子 金４ 身近な心理学 対面 ４０

 
大学基礎演習（前期）※ 必修クラスを除く

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

安川 智子 火２ 大学生としての学び方 対面 ２０

野島 高彦 火５ 理系スタイルのスタディ・スキル リケスタ 対面 ２４

大極 光太 水１ 大学生としての学び方 対面 ６４

猪原 敬介 水２ 大学生のための文章作成トレーニング 対面 １５

大学基礎演習（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

畠山 禎 火５ 大学生としての学び方 対面 １５
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教養演習Ｃ（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

福田 宏 金２ 色彩情報処理入門 対面 １６

中村 陽子 金４ 身近な心理学 対面 ４０

 
大学基礎演習（前期）※ 必修クラスを除く

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

安川 智子 火２ 大学生としての学び方 対面 ２０

野島 高彦 火５ 理系スタイルのスタディ・スキル リケスタ 対面 ２４

大極 光太 水１ 大学生としての学び方 対面 ６４

猪原 敬介 水２ 大学生のための文章作成トレーニング 対面 １５

大学基礎演習（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

畠山 禎 火５ 大学生としての学び方 対面 １５
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言語と文化Ａ・

教科の勉学に対する総論

「言語と文化Ａ・Ｂ」では、ドイツ語・フランス語・オランダ語・フィリピノ語・中国語・韓国語という六

種類の外国語を学べるようになっています。履修の方法に関しては学部・学科・専攻によって異なるので、下

記の「言語と文化Ａ・Ｂ」履修の手引きをよく読んで履修して下さい。

皆さんの多くは、外国語としてこれまでに英語を勉強してきたと思います。現状では、英語が一番有効な国

際的共通語といえますが、本当に英語だけ知ってさえいれば十分なのでしょうか。国連加盟国は か国に達

しており、それらの国々では合計 〜 種類もの言語が話されていると推定されています。最も国際的

に通用する言語である英語にしても、基本的にはそうした多様な人間の言語のうちの一つであるに過ぎません。

大学生となり、広い視野に立って多様な国際社会へ目を向けてみようと考えている皆さんには、さらに一歩進

んで、ぜひ英語以外の新しい言語にも挑戦して欲しいと思います。新しい言語を学ぶことによって得られる視

野の広がりは、直接的、間接的に人生を豊かなものとしてくれるでしょう。

「言語と文化Ａ・Ｂ」履修の手引き

「言語と文化Ａ・Ｂ」の履修を希望する場合は、以下の手引きおよび各学部・学科・専攻の学修要項をよく

読み、誤りのないように履修届を提出して下さい。

－ 「言語と文化Ａ」と「言語と文化Ｂ」の違い

「言語と文化Ａ・Ｂ」は共に通年科目であり、一年間通して履修し、試験等に合格して単位を認められる

と、二単位が認定されます。「言語と文化Ａ・Ｂ」には六つの言語が用意されていて、それぞれシラバスの

科目名には「言語と文化Ａ」（ドイツ語）・「言語と文化Ｂ」（中国語圏文化）等と記載されています。「Ａ」

も「Ｂ」も、どちらもはじめてその言語を学ぶ人のための初習（初級）外国語科目であることには変わりな

く、「Ａ」だけを履修することも「Ｂ」だけを履修することも、どちらも可能です。また、「Ａ」と「Ｂ」を

一つずつ履修することもできます。「Ａ」と「Ｂ」の内容上の違いは、「Ａ」では各言語の基本文法の学習に

重点が置かれているのに対し、「Ｂ」では各言語の文化的背景の学習やコミュニケーション能力の向上に重

点が置かれているという点にあります。このバランスやコンセプトは担当者によって異なるので、シラバス

をよく読み、内容を確認して下さい。

【注意１】それぞれの言語をしっかりと学びたいと考えている人には、各言語の「Ａ」と「Ｂ」を両方とも履

修することを勧めます。また、そのように考えている人には、後で説明するリンククラスが用意されていま

すので、リンククラスを履修することをさらに勧めます。



【注意２】「Ａ」と「Ｂ」はそれぞれ一科目（一授業）ずつ履修することができます。しかし、たとえば「Ａ」

（ドイツ語）と「Ａ」（フランス語）を一緒に履修することはできません。「Ａ」の中で一科目（一授業）、

「Ｂ」の中で一科目（一授業）履修することができます。したがって、たとえば「Ａ」（ドイツ語）と「Ｂ」

（フランス語圏文化）を一緒に履修することは可能です。

－ ．「言語と文化Ａ・Ｂ」に関する学部・学科別の単位の扱い

「言語と文化Ａ・Ｂ」は各学部・学科の学生が履修することができます。ただし、学部・学科によって選

択必修又は自由選択か違いますので、各学部・学科・専攻の学修要項をよく読んでおいて下さい。

― ．リンククラスについて

リンククラスは、三つの言語（ドイツ語・フランス語・中国語）それぞれの「言語と文化Ａ」と「言語と

文化Ｂ」を二科目セットで履修するクラスです。どちらか一方の科目のみを履修することはできません。各

言語の授業を週二回受けることになりますが、リンククラスの場合は、週二回の各授業を同じ教員が連続し

て教えることになります。したがって、異なる教員が受け持つ「言語と文化Ａ」と「言語と文化Ｂ」をそれ

ぞれ個別に選択して履修する場合よりも、無駄なく、より効率的に各言語を学ぶことができます。各言語を

しっかりと学び、各言語の検定試験の合格を目指したいと考える人には、リンククラスを履修することを強

く勧めます。

－ 「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修上の注意

「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修希望者は、それぞれ希望する授業（クラス）の第一回目授業（リン

ククラスの場合は先にある方の授業の第一回目）に必ず出席して、担当の先生の指示に従って下さい。

リンククラス セットで履修が必要

その他

担当科目 曜日時限 受入人数 担当者 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 木２ ２５ 風岡 言語と文化Ｂ オランダ語圏文化 火５ ３０ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 水 水 ２８ 井口 言語と文化Ａ 中国語 水１ 木２ ４０ 司馬

言語と文化Ａ ドイツ語 金２ ３２ 橋本 言語と文化Ａ 韓国語 木１ 木２ ２５ 金

言語と文化Ａ フランス語 火２ 木２ ３０ 真部 言語と文化Ａ フィリピノ語 火２ ３０ 山下

言語と文化Ａ フランス語 木１ ２５ 黒木

言語と文化Ｂ フランス語圏文化 木２ ２５ 黒木

担当科目 曜日時限 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 火４ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 金２ ２５ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 木１ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 火２ ２５ 風岡

言語と文化Ａ フランス語 リンク 火１ 言語と文化Ｂ フランス語圏文化 リンク ） 木１ ３０ 真部

言語と文化Ａ 中国語 リンク４ 水２ 言語と文化Ｂ 中国語圏文化 リンク４ 木１ ３０ 司馬



【注意２】「Ａ」と「Ｂ」はそれぞれ一科目（一授業）ずつ履修することができます。しかし、たとえば「Ａ」

（ドイツ語）と「Ａ」（フランス語）を一緒に履修することはできません。「Ａ」の中で一科目（一授業）、

「Ｂ」の中で一科目（一授業）履修することができます。したがって、たとえば「Ａ」（ドイツ語）と「Ｂ」

（フランス語圏文化）を一緒に履修することは可能です。

－ ．「言語と文化Ａ・Ｂ」に関する学部・学科別の単位の扱い

「言語と文化Ａ・Ｂ」は各学部・学科の学生が履修することができます。ただし、学部・学科によって選

択必修又は自由選択か違いますので、各学部・学科・専攻の学修要項をよく読んでおいて下さい。

― ．リンククラスについて

リンククラスは、三つの言語（ドイツ語・フランス語・中国語）それぞれの「言語と文化Ａ」と「言語と

文化Ｂ」を二科目セットで履修するクラスです。どちらか一方の科目のみを履修することはできません。各

言語の授業を週二回受けることになりますが、リンククラスの場合は、週二回の各授業を同じ教員が連続し

て教えることになります。したがって、異なる教員が受け持つ「言語と文化Ａ」と「言語と文化Ｂ」をそれ

ぞれ個別に選択して履修する場合よりも、無駄なく、より効率的に各言語を学ぶことができます。各言語を

しっかりと学び、各言語の検定試験の合格を目指したいと考える人には、リンククラスを履修することを強

く勧めます。

－ 「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修上の注意

「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修希望者は、それぞれ希望する授業（クラス）の第一回目授業（リン

ククラスの場合は先にある方の授業の第一回目）に必ず出席して、担当の先生の指示に従って下さい。

リンククラス セットで履修が必要

その他

担当科目 曜日時限 受入人数 担当者 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 木２ ２５ 風岡 言語と文化Ｂ オランダ語圏文化 火５ ３０ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 水 水 ２８ 井口 言語と文化Ａ 中国語 水１ 木２ ４０ 司馬

言語と文化Ａ ドイツ語 金２ ３２ 橋本 言語と文化Ａ 韓国語 木１ 木２ ２５ 金

言語と文化Ａ フランス語 火２ 木２ ３０ 真部 言語と文化Ａ フィリピノ語 火２ ３０ 山下

言語と文化Ａ フランス語 木１ ２５ 黒木

言語と文化Ｂ フランス語圏文化 木２ ２５ 黒木

担当科目 曜日時限 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 火４ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 金２ ２５ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 木１ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 火２ ２５ 風岡

言語と文化Ａ フランス語 リンク 火１ 言語と文化Ｂ フランス語圏文化 リンク ） 木１ ３０ 真部

言語と文化Ａ 中国語 リンク４ 水２ 言語と文化Ｂ 中国語圏文化 リンク４ 木１ ３０ 司馬
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特色ある教育科目

本学では、特色ある教育科目として「北里の世界」「農医連携論」「仕事と人生」「チーム医療論」を展

開しています。

「北里の世界」
細菌学･免疫学の基礎を築き、予防医学の面で多くの人命を救った北里柴三郎の事績を学び、その理念が結

実した本学の現況を理解するとともに、生命科学系総合大学に学ぶ私たちに求められている『生命科学･医学

の進展と制御』、また、その『両者の調和』を図ることを学ぶ。

「農医連携論」
農医連携ってなに？と疑問を持つ一年生の皆さんは多いことでしょう。「農」を食・環境・多様な生命、

「医」を人の健康の維持・増進ととらえれば、農医連携の目指すところは「あらゆる生命との共存を図りな

がら、食・環境と人の健康の維持・増進とのつながりを考えるための連携」と理解できます。今後、豊かで

持続可能な健康な社会を作るために農医連携は大きなヒントを与えてくれるでしょう。ぜひ受講して下さ

い。

「仕事と人生（未来への羅針盤）」
“仕事と人生”の底流は、科学と技術の進化にしたがう社会構造の移り変わり、あるいはジェンダーなど

の理解を含む個と集団のつながりの変化にともない、常に変動する。生命科学を基盤とする様々な分野の話

から、未知の世界を見聞きして視野を広げることにより、“未来への羅針盤”として自身の今後の人生を考

える契機とすることを学ぶ。

「チーム医療論」
生命科学、医学の進展に伴って医療は急速に高度化・細分化しており、多様な医療専門職の知を結集して

行わなければ個々の患者に対して最善の医療を提供することは困難となっている。さらに、医療に対する社

会のニーズも大きく変化しており、単に病気を治すばかりでなく、どのように診断・治療が行われるか、倫

理的、心理的、社会的な側面も含めた対応が求められており、医療の質が大きく問われている。

患者を中心にした最適な医療を実践するために、医療の流れ、医療チーム構成員とその職能、役割、医療

倫理をはじめとしたチーム医療に関する基本的知識を学ぶ。



特色ある教育科目

本学では、特色ある教育科目として「北里の世界」「農医連携論」「仕事と人生」「チーム医療論」を展

開しています。

「北里の世界」
細菌学･免疫学の基礎を築き、予防医学の面で多くの人命を救った北里柴三郎の事績を学び、その理念が結

実した本学の現況を理解するとともに、生命科学系総合大学に学ぶ私たちに求められている『生命科学･医学

の進展と制御』、また、その『両者の調和』を図ることを学ぶ。

「農医連携論」
農医連携ってなに？と疑問を持つ一年生の皆さんは多いことでしょう。「農」を食・環境・多様な生命、

「医」を人の健康の維持・増進ととらえれば、農医連携の目指すところは「あらゆる生命との共存を図りな

がら、食・環境と人の健康の維持・増進とのつながりを考えるための連携」と理解できます。今後、豊かで

持続可能な健康な社会を作るために農医連携は大きなヒントを与えてくれるでしょう。ぜひ受講して下さ

い。

「仕事と人生（未来への羅針盤）」
“仕事と人生”の底流は、科学と技術の進化にしたがう社会構造の移り変わり、あるいはジェンダーなど

の理解を含む個と集団のつながりの変化にともない、常に変動する。生命科学を基盤とする様々な分野の話

から、未知の世界を見聞きして視野を広げることにより、“未来への羅針盤”として自身の今後の人生を考

える契機とすることを学ぶ。

「チーム医療論」
生命科学、医学の進展に伴って医療は急速に高度化・細分化しており、多様な医療専門職の知を結集して

行わなければ個々の患者に対して最善の医療を提供することは困難となっている。さらに、医療に対する社

会のニーズも大きく変化しており、単に病気を治すばかりでなく、どのように診断・治療が行われるか、倫

理的、心理的、社会的な側面も含めた対応が求められており、医療の質が大きく問われている。

患者を中心にした最適な医療を実践するために、医療の流れ、医療チーム構成員とその職能、役割、医療

倫理をはじめとしたチーム医療に関する基本的知識を学ぶ。
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科 目 名 チーム医療論（Interp ro fessio nal  H eal th C are）チーム医療論（Interp ro fessio nal  H eal th C are）

科目概要 １年後期　必修(薬学科)選択(生命創薬科学科)　講義　１単位１年後期　必修(薬学科)選択(生命創薬科学科)　講義　１単位

担 当 者 （◎は責任者）◎尾鳥勝也(薬物治療学Ⅰ・教授※) （◎は責任者）◎尾鳥勝也(薬物治療学Ⅰ・教授※) 島袋香子(看護学部※)島袋香子(看護学部※)
有田悦子(医療心理学部門・教授※)有田悦子(医療心理学部門・教授※)  髙相晶士(医学部※)髙相晶士(医学部※)  内山勝文(医学部※)内山勝文(医学部※)
齋藤有紀子(医学部・准教授)齋藤有紀子(医学部・准教授)  渡邉達也(医学部※)渡邉達也(医学部※)  田ヶ谷浩邦(医療衛生学部※)田ヶ谷浩邦(医療衛生学部※)
五味勉(医療衛生学部※)五味勉(医療衛生学部※)  松永篤彦(医療衛生学部※)松永篤彦(医療衛生学部※)  渡邊昌彦(北里研究所病院※)渡邊昌彦(北里研究所病院※)
別府千恵(北里大学病院※)別府千恵(北里大学病院※)  守屋達美(健康管理センター※)守屋達美(健康管理センター※)
佐藤之俊(北里メディカルセンター※)佐藤之俊(北里メディカルセンター※)  左右田哲(北里大学病院※)左右田哲(北里大学病院※)

開講日等 A, B , C , D, Sクラス：月曜日５時限A, B , C , D, Sクラス：月曜日５時限

そ の 他 実務経験のある教員による授業科目（担当者に付されている※印は実務経験のある教員を表す）実務経験のある教員による授業科目（担当者に付されている※印は実務経験のある教員を表す）
〔科目ナンバリング：PP30 1-C P 0 1, P L30 1-C P 0 1〕〔科目ナンバリング：PP30 1-C P 0 1, P L30 1-C P 0 1〕

授業の目的（科目のねらい）授業の目的（科目のねらい）

近年の生命科学、医学の進展に伴って医療は急速に高度化・細分化している。また、疾病構造や人口構造も大きく変っ
てきており、医療は複数の医療専門職の知を結集して行わなければその実施は困難である。さらに、医療に対する社会
のニーズも大きく変化してきており、単に病気を治すばかりでなく、どのように診断・治療が行われるかというプロセ
ス、倫理的、心理的、社会的な側面も含めた対応が必要になる等、医療の質が大きく問われている。このように、患者
を中心にした最適な医療を実践するためには、多種類の医療専門職の協働（チーム医療）が不可欠であり、そのための
優れた人材の育成が急務である。
北里大学では、医療系学部と専門学校を擁し、15に及ぶ医療専門職を育成する教育を展開している。また、大学附属の
３つの病院と連携した臨床教育も大きな特徴となっている。このような環境のもとに、本講義では、チーム医療の構成
員として自身の専門性を活かし積極的に医療に参画し、より安全で質の高い医療を実践できるように、医療の流れ、医
療チーム構成員とその職能・役割、医療倫理をはじめとしてチーム医療に関する基本的知識を修得する。
科目の位置付け：臨床薬学系専門科目
この科目は学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）の薬学科①②③④⑤、生命創薬科学科①②③④に関連する。

教育内容教育内容

日本の医療システム概要（保健福祉システムとの関連）、専門職種の理解（医療関連職種の職能、役割等）、疾患と医
療チーム（医療現場で形成される医療チームとその構成員の連係プレーの具体例）、クリティカルパス、医療倫理、コ
ミュニケーション論、先進医療におけるチーム医療の例等、チーム医療に関する共通認識を深めるための内容を講義す
る。

学習の到達目標学習の到達目標

患者を指向した質の高い医療の提供を目標に、チーム医療の構成員として自身の専門性を活かし積極的に医療に参画す
る事ができるようになるために、医療の流れ、各医療職の職能、医療倫理、コミュニケーションなどのチーム医療に関
する基礎知識を習得する。
・学生がチーム医療の構成員として自身の専門職の専門性を説明することができる。
・学生がチーム医療の構成員として自身の専門職の専門性を意識した論点を述べることができる。
・学生がチーム医療の構成員としてリーダーシップ、メンバーシップを意識してディスカッションに参画することがで
きる。
・学生が他の学生の意見を真摯に聞くことができる。
・学生が自身の意見と異なる意見を尊重した態度で聞くことができる。

教育方法教育方法

各学部および医療現場からの教員による主にパワーポイント、プリント等を用いた講義（オムニバス方式、一部演習も
含む）映像をオンデマンド形式で配信する。前回の講義内容の復習、とくにキーワードについて整理しておくこと。
教育効果を高めるため、各講師より講義課題が提示され、レポート提出を課す。
【フィードバックの方法】科目責任者より、総評がGoogleClassroomなどにより、フィードバックされる。

講義内容講義内容

No.N o . 講義項目講義項目 担当者担当者 開講日開講日 授業内容・方法授業内容・方法

1

イントロダクション 島袋　香子 9/9⑤ 科目概要の説明、チーム医療の必要性と
その意義、北里大学の医療系学部・専門
学校とチーム医療教育を紹介する。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

2

専門職種の理解-1 松永　篤彦 9/16⑤ 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
視能訓練士 の教育体系、役割、機能、権
限、医療チーム内位置付けを説明する。
　　

3

専門職種の理解-2 別府　千恵 9/30⑤ 病院施設における看護職の役割および他
職種がどのようなチームを構成し、医療
の質や安全を保証しているかを解説す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

4
保健・医療・福祉システム概要 田ヶ谷　浩邦 10/7⑤ 我が国の保健・医療・福祉システムにつ

いて、システム・成員の連携、外国との
比較等を説明する。
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5

専門職種の理解-3 五味　勉 10/14⑤ 保健衛生学科の概要と教育内容、取得可
能資格、医療チーム内での位置付けおよ
び臨床検査技師、臨床工学技士、診療放
射線技師の教育体系、役割、機能、権
限、医療チーム内での位置付けを説明す
る。

6
疾患と医療チーム-1 渡邊　昌彦 10/21⑤ 北里研究所病院の特徴と、特にチーム医

療病院実習を説明する。

7

疾患と医療チーム-2 佐藤　之俊 10/28⑤ 北里大学メディカルセンター（KMC）の特
徴と、地域医療支援病院におけるチーム
医療を説明する。（大学病院との相違
等）

8
疾患と医療チーム-3 髙相　晶士 11/11⑤ 北里大学病院の特徴と、大学病院の特性

から見たチーム医療を説明する。

9
組織移植医療におけるチーム医療 内山　勝文 11/18⑤ 臓器移植、骨移植におけるチーム医療の

大切さとその構成職種を解説する。

10

医療倫理 齋藤　有紀子
渡邉　達也

11/25⑤ 治験におけるチーム医療の特徴について
解説し、患者の人権を尊重する説明文書
のあり方と、患者のインフォームドコン
セントの大切さを説明する。　　　　　
　

11

専門職種の理解-4 左右田　哲 12/2⑤ 医療ソーシャルワーカーの役割、機能お
よび病院内医療チームおよび地域の保健
福祉・医療チームとの連
携の実際を説明する。 　

12

専門職種の理解-5 尾鳥　勝也 12/9⑤ 薬剤師と法、6年制薬学教育の概要、医療
環境の変化と薬剤師、チーム医療におけ
る薬剤師の仕事、薬剤師としての医療へ
の貢献等を説明する。　　

13
医療安全 内山　勝文 12/16⑤ 医療におけるリスクマネジメントを説明

する。

14

チーム医療における
コミュニケーション

有田　悦子 12/23⑤ 専門職間のコミュニケーション、患者と
のコミュニケーション、患者の心理、言
語・非言語コミュニケーション等を説明
する。

15
チーム医療の科学的・客観的検証 守屋　達美 1/6⑤ 糖尿病性腎症におけるチーム医療を例に

挙げて、チーム医療の科学的・客観的検
証の必要性を解説する。

評価方法と基準評価方法と基準

その他その他 毎回の講義レポートを総合的に評価する。（100％）なお、欠席は減点をする。

学生へのメッセージ学生へのメッセージ

チーム医療の必要性や意義を理解し、医療の場におけるチームワークが医療の質と安全性の向上、患者のQOLの向上に
大きく貢献することを認識してほしい。本学のチーム医療教育プログラムは、15にも及ぶ医療専門職の教育を行ってい
る大学ならではの特色ある教育プログラムであり、本講義で学んだ基礎知識とチーム医療に関する認識を、高学年で行
う「オール北里チーム医療演習」、「チーム医療病院実習」「国際チーム医療演習」等で存分に発揮して、社会に出て
からの糧としていただきたい。
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準備学習(予習・復習）・その他準備学習(予習・復習）・その他

【授業時間外に必要な学習時間：15時間】
1． 予習（30分程度）
自分の職種の医療現場における役割、専門性を調べて臨む。
他の医療保健福祉専門職の役割、専門性を調べて臨む。
2． 復習（30分程度）
講義内容・配布資料をもとに、講義終了後、講義で学んだこと、議論したことを見直し、自分の考えを整理し、理解を
深める。
また、ニュース、新聞等から現在の医療現場におけるチーム医療の課題について考え、望ましい将来のチーム医療につ
いて考察し、次の講義に臨む。
【実務経験のある教員による授業科目】（※印の付された担当者）
【渡邊　昌彦】病院での臨床経験を踏まえ、北里研究所病院の特徴と、チーム医療病院実習について説明する。
【佐藤　之俊】病院での臨床経験を踏まえ、地域医療支援病院である北里大学メディカルセンタ—の特徴とチーム医療
について説明する。
【髙相　晶士】病院での臨床経験を踏まえ、北里大学病院の特徴と、大学病院の特性から見たチーム医療について説明
する。
【尾鳥　勝也】病院での臨床経験を踏まえ、チーム医療における薬剤師の役割と業務の実状を説明する。
【内山　勝文】病院での臨床経験を踏まえ、移植医療におけるチーム医療の大切さを説明する。
【松永　篤彦】病院での経験を踏まえ、リハビリテーションを展開する際のチーム医療について説明する。
【齋藤　有紀子】病院・研究機関での倫理審査の経験を踏まえ、臨床・研究におけるICの意義と重要性について説明す
る。
【渡邉　達也】病院での実務経験を踏まえ、治験におけるチーム医療の実際とCRCの役割について説明する。
【有田　悦子】病院での臨床教育経験を踏まえ、チーム医療におけるコミュニケーションの意義と重要性について説明
する。

（書名）（書名） （著者・編者）（著者・編者） （発行所）（発行所）

教科書教科書 （なし）

参考書参考書 『実践 チーム医療論』 インター
プロフェッショナル・ヘルスケア
—実際と教育プログラム

水本清久、他　編著 医歯薬出版

参考書参考書 IPW を学ぶ 埼玉県立大学　編 中央法規
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生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

臨
床

生
化

学
3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ｂ
3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

◎
医

薬
品

化
学

4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

◎
薬

物
速

度
論

4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

◎
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

◎
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

◎
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

◎
薬

事
関

係
法

規
4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

◎
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

◎
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
(
※

1
)

4
年

◎
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

◎
医

療
薬

学
4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

◎
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

看
護

学
4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

物
理

薬
剤

学
Ⅱ

4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

健
康

食
品

論
4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

臨
床

生
理

学
Ⅱ

4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｃ
4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ｃ
4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

◎
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

◎
医

薬
関

連
制

度
4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

◎
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

◎
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

◎
医

療
倫

理
学

4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

◎
病

院
・

薬
局

実
習

事
前

実
習

4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

薬
品

製
造

化
学

4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

臨
床

試
験

総
論

4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

臨
床

栄
養

学
4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

救
急

治
療

・
臨

床
中

毒
学

4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

創
薬

化
学

4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｄ
4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ｄ
4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

◎
病

院
・

薬
局

実
習

5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

◎
薬

事
行

政
5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
→

→
→

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
→

→
→

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

香
粧

品
学

5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

医
療

薬
学

英
語

5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

終
末

期
・

緩
和

医
療

論
5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

感
染

制
御

学
5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

実
践

薬
学

概
論

5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

◎
薬

物
治

療
学

演
習

Ⅰ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

◎
薬

物
治

療
学

演
習

Ⅱ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

◎
チ

ー
ム

医
療

演
習

6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

薬
局

管
理

学
6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

臨
床

検
査

学
Ⅱ

6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

臨
床

病
理

学
6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

◎
薬

学
卒

業
特

別
実

習
5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

◎
薬

学
総

合
演

習
6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

※
漢

方
調

剤
薬

局
実

務
演

習
6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

※
臨

床
生

理
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

※
臨

床
検

査
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

※
臨

床
化

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

※
医

用
工

学
概

論
実

習
6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

※
臨

床
検

査
総

論
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

※
実

践
医

療
薬

学
Ａ

4
年

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ａ
4
年

→
→

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｂ
5
年

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｂ
5
年

→
→

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｃ
6
年

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｃ
6
年

→
→

→

22
00
11
99
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
00
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
11
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
22
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目

22
00
22
44
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
度度

66
年年

生生
  
11
99
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

55
年年

生生
  
22
00
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

44
年年

生生
  
22
11
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

33
年年

生生
  
22
22
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

22
年年

生生
  
22
33
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

11
年年

生生
  
22
44
00
00
00
番番

台台
））

22
00
22
33
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目
科

　
目

科
　

目
科

　
目

科
　

目
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◎
：

必
修

、
※

：
自

由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北

里
の

世
界

1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物

理
学

1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

◎
物

理
学

実
験

1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

◎
生

物
学

1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

◎
生

物
学

実
験

1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

◎
化

学
1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基

礎
有

機
化

学
1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

◎
代

数
学

1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

◎
統

計
学

1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

◎
有

機
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
1
年

◎
薬

学
概

論
1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

◎
薬

用
植

物
学

1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

◎
薬

と
仕

事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と

仕
事

Ⅰ
1
年

→
◎

薬
と

仕
事

Ⅰ
1
年

→
◎

薬
と

仕
事

Ⅰ
1
年

→
◎

薬
と

仕
事

Ⅰ
1
年

→
◎

薬
と

仕
事

Ⅰ
1
年

◎
解

剖
学

1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

◎
生

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

◎
生

理
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
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学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

◎
医

療
心

理
学

3
年

→
◎

医
療

心
理

学
3
年

→
◎

医
療

心
理

学
3
年

→
◎

医
療

心
理

学
3
年

→
◎

医
療

心
理

学
3
年

→
◎

医
療

心
理

学
3
年

◎
臨

床
検

査
学

Ⅰ
3
年

→
◎

臨
床

検
査

学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床

検
査

学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床

検
査

学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床

検
査

学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床

検
査

学
Ⅰ

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅰ
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

◎
物

理
薬

剤
学

実
習

3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

薬
学

英
語

Ⅰ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

細
胞

生
物

学
2
年

→
細

胞
生

物
学

2
年

→
細

胞
生

物
学

2
年

→
細

胞
生

物
学

2
年

→
細

胞
生

物
学

2
年

→
細

胞
生

物
学

2
年

構
造

生
命

科
学

3
年

→
構

造
生

命
科

学
3
年

→
構

造
生

命
科

学
3
年

→
構

造
生

命
科

学
3
年

→
構

造
生

命
科

学
3
年

→
構

造
生

命
科

学
3
年

放
射

薬
品

学
実

習
3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ａ
3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

3
年

◎
製

剤
学

3
年

→
◎

製
剤

学
3
年

→
◎

製
剤

学
3
年

→
◎

製
剤

学
3
年

→
◎

製
剤

学
3
年

→
◎

製
剤

学
3
年

◎
合

成
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

◎
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
◎

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
◎

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
◎

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
◎

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
◎

東
洋

医
学

概
論

3
年

◎
生

物
薬

剤
学

3
年

→
◎

生
物

薬
剤

学
3
年

→
◎

生
物

薬
剤

学
3
年

→
◎

生
物

薬
剤

学
3
年

→
◎

生
物

薬
剤

学
3
年

→
◎

生
物

薬
剤

学
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

◎
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

◎
疾

病
解

析
学

3
年

→
◎

疾
病

解
析

学
3
年

→
◎

疾
病

解
析

学
3
年

→
◎

疾
病

解
析

学
3
年

→
◎

疾
病

解
析

学
3
年

→
◎

疾
病

解
析

学
3
年

◎
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

◎
調

剤
学

3
年

→
◎

調
剤

学
3
年

→
◎

調
剤

学
3
年

→
◎

調
剤

学
3
年

→
◎

調
剤

学
3
年

→
◎

調
剤

学
3
年

◎
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

◎
衛

生
化

学
実

習
3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

実
習

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

◎
薬

剤
学

実
習

3
年

薬
学

英
語

Ⅱ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

臨
床

生
理

学
Ⅰ

3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

臨
床

生
化

学
3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ｂ
3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｂ

3
年

◎
医

薬
品

化
学

4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

→
◎

医
薬

品
化

学
4
年

◎
薬

物
速

度
論

4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

→
◎

薬
物

速
度

論
4
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

◎
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
◎

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

◎
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

◎
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
◎

医
薬

品
情

報
学

4
年

◎
薬

事
関

係
法

規
4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係
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規

4
年

→
◎

薬
事

関
係
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規

4
年

→
◎

薬
事

関
係
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規

4
年

◎
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

◎
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
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※

1
)

4
年

→
◎
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医
療

薬
学

Ⅱ
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※

1
)
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年

→
◎
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医
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薬
学

Ⅱ
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※

1
)
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年

→
◎
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医
療

薬
学

Ⅱ
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1
)

4
年

→
◎
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医
療

薬
学

Ⅱ
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※

1
)

4
年

◎
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域
医

療
薬

学
Ⅲ
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※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

→
◎

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
(
※

1
)

4
年

◎
医

療
薬

学
4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

→
◎

医
療

薬
学

4
年

◎
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

→
◎

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
4
年

看
護

学
4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

物
理

薬
剤

学
Ⅱ

4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

健
康

食
品

論
4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

臨
床

生
理

学
Ⅱ

4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｃ
4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｃ

4
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ｃ
4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

4
年

◎
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

◎
医

薬
関

連
制

度
4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

◎
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
◎

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

◎
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

◎
医

療
倫

理
学

4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

→
◎

医
療

倫
理

学
4
年

◎
病

院
・

薬
局

実
習

事
前

実
習

4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
事

前
実

習
4
年

薬
品

製
造

化
学

4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

臨
床

試
験

総
論

4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

臨
床

栄
養

学
4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

救
急

治
療

・
臨

床
中

毒
学

4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

創
薬

化
学

4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

→
創

薬
化

学
4
年

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｄ
4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

→
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｄ

4
年

医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

Ｄ
4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

→
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｄ

4
年

◎
病

院
・

薬
局

実
習

5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

→
◎

病
院

・
薬

局
実

習
5
年

◎
薬

事
行

政
5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
◎

薬
事

行
政

5
・

6
年

→
→

→
→

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
臨

床
統

計
学

5
・

6
年

→
→

→
→

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

5
・

6
年

香
粧

品
学

5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

→
香

粧
品

学
5
・

6
年

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

5
・

6
年

医
療

薬
学

英
語

5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

→
医

療
薬

学
英

語
5
・

6
年

終
末

期
・

緩
和

医
療

論
5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

→
終

末
期

・
緩

和
医

療
論

5
・

6
年

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

5
・

6
年

感
染

制
御

学
5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

→
感

染
制

御
学

5
・

6
年

実
践

薬
学

概
論

5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

→
実

践
薬

学
概

論
5
・

6
年

◎
薬

物
治

療
学

演
習

Ⅰ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

4
年

◎
薬

物
治

療
学

演
習

Ⅱ
4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅱ

4
年

◎
チ

ー
ム

医
療

演
習

6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

→
◎

チ
ー

ム
医

療
演

習
6
年

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

薬
局

管
理

学
6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

→
薬

局
管

理
学

6
年

臨
床

検
査

学
Ⅱ

6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

→
臨

床
検

査
学

Ⅱ
6
年

臨
床

病
理

学
6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

→
臨

床
病

理
学

6
年

◎
薬

学
卒

業
特

別
実

習
5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

→
◎

薬
学

卒
業

特
別

実
習

5
・

6
年

◎
薬

学
総

合
演

習
6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

→
◎

薬
学

総
合

演
習

6
年

※
漢

方
調

剤
薬

局
実

務
演

習
6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

→
※

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

演
習

6
年

※
臨

床
生

理
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

生
理

学
実

習
6
年

※
臨

床
検

査
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

学
実

習
6
年

※
臨

床
化

学
実

習
6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

→
※

臨
床

化
学

実
習

6
年

※
医

用
工

学
概

論
実

習
6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

→
※

医
用

工
学

概
論

実
習

6
年

※
臨

床
検

査
総

論
実

習
6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

→
※

臨
床

検
査

総
論

実
習

6
年

※
実

践
医

療
薬

学
Ａ

4
年

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ａ
4
年

→
→

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｂ
5
年

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｂ
5
年

→
→

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｃ
6
年

→
※

実
践

医
療

薬
学

Ｃ
6
年

→
→

→

22
00
11
99
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
00
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
11
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
22
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目

22
00
22
44
年年

度度
入入

学学
生生
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22
00
22
44
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年年

生生
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99
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00
00
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台台
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22
00
22
44
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年年

生生
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00
00
00
00
番番
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22
00
22
44
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年年

生生
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00
00
00
番番
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22
00
22
44
度度

33
年年

生生
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00
00
00
番番
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00
22
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22
年年

生生
  
22
33
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

11
年年

生生
  
22
44
00
00
00
番番

台台
））

22
00
22
33
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目
科

　
目

科
　

目
科

　
目

科
　

目
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◎
：

必
修

、
※

：
自

由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北

里
の

世
界

1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

◎
仕

事
と

人
生

1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物

理
学

1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

◎
物

理
学

実
験

1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

◎
生

物
学

1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

◎
生

物
学

実
験

1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

◎
化

学
1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基

礎
有

機
化

学
1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

◎
代

数
学

1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

◎
統

計
学

1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

◎
有

機
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
1
年

◎
薬

学
概

論
1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

◎
薬

用
植

物
学

1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

◎
創

薬
科

学
へ

の
招

待
1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

◎
解

剖
学

1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

◎
生

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

◎
生

理
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

◎
生

命
創

薬
科

学
研

究
概

説
1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

チ
ー

ム
医

療
論

1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

※
基

礎
有

機
化

学
演

習
1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

◎
英

語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

◎
英

語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

◎
有

機
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

◎
生

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

◎
生

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅰ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

学
統

計
学

2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

　
　

病
理

学
2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

健
康

科
学

2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

◎
医

薬
品

化
学

実
習

2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
分

析
実

習
2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

◎
定

量
分

析
実

習
2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

　
　

社
会

薬
学

実
習

2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

◎
有

機
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

◎
生

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅰ
2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

◎
ゲ

ノ
ム

医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

命
物

理
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

◎
生

薬
学

実
習

2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

◎
生

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
合

成
実

習
2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

　
　

病
態

評
価

学
2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

◎
医

薬
品

構
造

学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

◎
分

析
科

学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

◎
合

成
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

◎
放

射
薬

品
学

3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

◎
免

疫
学

3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅱ
3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

◎
薬

理
学

Ⅲ
3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

◎
細

胞
生

物
学

2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

◎
構

造
生

命
科

学
3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

◎
創

薬
情

報
科

学
3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅰ
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

◎
物

理
薬

剤
学

実
習

3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

　
　

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

医
療

心
理

学
3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅰ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

薬
学

英
語

Ⅰ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

放
射

薬
品

学
実

習
3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

◎
合

成
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
実

習
3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

実
習

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

　
　

製
剤

学
3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

　
　

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

　
　

生
物

薬
剤

学
3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

　
　

疾
病

解
析

学
3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

薬
学

英
語

Ⅱ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

臨
床

生
理

学
Ⅰ

3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

臨
床

生
化

学
3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

理
論

分
子

設
計

学
3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

創
薬

化
学

3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

調
剤

学
3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

薬
剤

学
実

習
3
年

◎
薬

事
行

政
4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

◎
薬

事
関

係
法

規
4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

　
　

医
薬

品
化

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

　
　

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

　
　

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

　
　

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

薬
物

速
度

論
4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

看
護

学
4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

物
理

薬
剤

学
Ⅱ

4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

健
康

食
品

論
4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

臨
床

病
理

学
4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

臨
床

統
計

学
4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

論
4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

香
粧

品
学

4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

感
染

制
御

学
4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

医
療

薬
学

4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

臨
床

生
理

学
Ⅱ

4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

◎
医

薬
関

連
制

度
4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

薬
品

製
造

化
学

4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

臨
床

試
験

総
論

4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
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験
総

論
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年

臨
床

栄
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学
4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄
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学

4
年

→
臨

床
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養
学

4
年

救
急

治
療

・
臨

床
中

毒
学

4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒
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4
年

→
救

急
治

療
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臨
床

中
毒
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→
救

急
治

療
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臨
床

中
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学
4
年

リ
ハ
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リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

　
　

医
療

倫
理

学
4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

◎
生

命
創

薬
科

学
特

別
演

習
4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

◎
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習
4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年
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◎
：

必
修

、
※

：
自

由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北

里
の

世
界

1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

◎
仕

事
と

人
生

1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物

理
学

1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

◎
物

理
学

実
験

1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

◎
生

物
学

1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

◎
生

物
学

実
験

1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

◎
化

学
1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基

礎
有

機
化

学
1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

◎
代

数
学

1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

◎
統

計
学

1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

◎
有

機
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
1
年

◎
薬

学
概

論
1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

◎
薬

用
植

物
学

1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

◎
創

薬
科

学
へ

の
招

待
1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
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1
年

◎
解

剖
学

1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

◎
生

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

◎
生

理
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

◎
生

命
創

薬
科

学
研

究
概

説
1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

チ
ー

ム
医

療
論

1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

※
基

礎
有

機
化

学
演

習
1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

◎
英

語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

◎
英

語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

◎
有

機
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

◎
生

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

◎
生

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅰ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

学
統

計
学

2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

　
　

病
理

学
2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

健
康

科
学

2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

◎
医

薬
品

化
学

実
習

2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
分

析
実

習
2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

◎
定

量
分

析
実

習
2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

　
　

社
会

薬
学

実
習

2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

◎
有

機
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

◎
生

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅰ
2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

◎
ゲ

ノ
ム

医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

命
物

理
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

◎
生

薬
学

実
習

2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

◎
生

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
合

成
実

習
2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

　
　

病
態

評
価

学
2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

◎
医

薬
品

構
造

学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

◎
分

析
科

学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

◎
合

成
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

◎
放

射
薬

品
学

3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

◎
免

疫
学

3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅱ
3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

◎
薬

理
学

Ⅲ
3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

◎
細

胞
生

物
学

2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

◎
構

造
生

命
科

学
3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

◎
創

薬
情

報
科

学
3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅰ
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

◎
物

理
薬

剤
学

実
習

3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

　
　

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

医
療

心
理

学
3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅰ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

薬
学

英
語

Ⅰ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

放
射

薬
品

学
実

習
3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

◎
合

成
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
実

習
3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

実
習

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

　
　

製
剤

学
3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

　
　

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

　
　

生
物

薬
剤

学
3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

　
　

疾
病

解
析

学
3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

薬
学

英
語

Ⅱ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

臨
床

生
理

学
Ⅰ

3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

臨
床

生
化

学
3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

理
論

分
子

設
計

学
3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

創
薬

化
学

3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

調
剤

学
3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

薬
剤

学
実

習
3
年

◎
薬

事
行

政
4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

◎
薬

事
関

係
法

規
4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

　
　

医
薬

品
化

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

　
　

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

　
　

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

　
　

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

薬
物

速
度

論
4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

看
護

学
4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

物
理

薬
剤

学
Ⅱ

4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

健
康

食
品

論
4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

臨
床

病
理

学
4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

臨
床

統
計

学
4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

論
4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

香
粧

品
学

4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

感
染

制
御

学
4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

医
療

薬
学

4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

臨
床

生
理

学
Ⅱ

4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

◎
医

薬
関

連
制

度
4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

薬
品

製
造

化
学

4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

臨
床

試
験

総
論

4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

臨
床

栄
養

学
4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

救
急

治
療

・
臨

床
中

毒
学

4
年

→
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薬剤師国家試験出題基準 

 

 

薬剤師国家試験出題基準（以下、「出題基準」という。）は、薬剤師試験委員

が試験問題を作成するうえで「妥当な出題範囲」と「ほぼ一定の問題水準」を

保つために策定される基準であり、その内容については、学術の進歩及び薬剤

師業務の変化に伴い、おおむね４年を目途に見直しを行い、薬剤師国家試験の

改善を図っていくこととされている。 

 平成２２年９月に策定された出題基準は、平成１８年度に薬学教育の修業年

限が６年間となり、平成２３年度に、６年制課程を修了する薬学生が国家試験

を受験することを前提としたものである。平成２５年１２月に薬学教育モデ

ル・コアカリキュラムが６年制課程に特化した内容に改訂され（以下、「改訂

モデル・コアカリキュラム」という。）、平成３２年度には、改訂モデル・コア

カリキュラムの下で６年制課程を修了する薬学生が国家試験を受験すること

から、医道審議会薬剤師分科会薬剤師国家試験出題基準改定部会において出題

基準の改定に向けた検討を行った。 

本出題基準は、医道審議会薬剤師分科会薬剤師国家試験制度改善検討部会に

おいて、平成２８年２月にまとめられた「薬剤師国家試験のあり方に関する基

本方針」に基づき、改訂モデル・コアカリキュラムの内容を基本とし、医学・

薬学の進歩と現状を踏まえて策定したものである。 

 

 

（１） 試験科目 

  試験科目は、薬剤師法施行規則の規定により、「物理・化学・生物」、「衛

生」、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」及び「実務」

とする。 

 

 

（２） 出題項目 

  今回の出題基準見直しの基本的な考え方は、改訂モデル･コアカリキュラ

ムを基本とし、医療や制度の現状を考慮し策定したものである。なお、各科

目の出題項目は、現行の出題基準の体系を参考に、必要に応じて項目間の入

れ替え等を適切に行った上で、「大項目」、「中項目」、「小項目」及び「小項

目の例示」として整理したものであり、必ずしも改訂モデル･コアカリキュ

ラムの記載順等に対応するものではない。また、出題項目は、あくまでも出

題に際し、準拠すべき基準であって、出題がすべてこの範囲に拘束されるも

のではない。 

  各科目の出題項目は、別表Ⅰ～Ⅶに示すとおりである。 

別添
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（３） 出題の考え方 

① 全般的な出題の考え方 

・ 薬剤師として具備しなければならない基本的な知識、技能及び態度を

評価する問題とする。 

・ 高い倫理観、医療人としての教養及び医療現場で通用する実践力を確

認することに配慮する。 

・ ７科目の内容については、相互に関連していることから、具体的な問

題の作成に当たっては、重複のないよう科目間の調整には十分な配慮が

必要である。 

・ 資格試験として過度に難解な問題は避ける。 

・ 問題の文章構成や条件設定に留意し、解答すべき設問肢の数が１つで

はない場合には、正解数を明記することを基本とする。 

・ 分野ごとに問題の難易度が偏らないことを基本とする。 

・ 可能な限り、正しいもの（又は正しいものの組合せ）を問う問題とす

る。 

・ 画像や写真等を利用した問題の出題も検討する。 

・ 各種基準等の数値は、記憶することが必須又は極めて有用な数値であ

る場合を除いて、数値そのものを問う出題はしないこととする。 

・ 各試験法を問う出題については、保健衛生上の意義が大きく、かつ、

当該科目において汎用されているもの、又は原理的に重要なもののみを

出題し、その意義、測定原理等、試験又は測定実施のために必要とされ

る基礎知識を問うこととする。また、専門業務において習得すべき操作

等の詳細は出題しないこととする。 

・ 末梢的な事項や、一部の例外的な事項を取り上げるような問題の出題

はできるだけ避ける。 

 

② 必須問題及び一般問題における出題の考え方 

【必須問題】 

・ 必須問題は、医療の担い手である薬剤師として特に必要不可欠な基本

的な資質を確認するものであることにかんがみ、各科目における基礎的

な内容を問うものとする。 

・ 五肢択一形式で問うことを基本とする。なお、正しい解答肢の組合せ

を問う形式や、解答肢の正誤の組合せを問う形式はとらない。 

 

【一般問題】 

・ 一般問題は、薬剤師が直面する一般的な課題を解釈・解決するための

資質を確認するものであることにかんがみ、一般問題（薬学理論問題）

は各科目における技能・態度を含む薬学の理論に基づいた問題となるよ

う留意する。 
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・ 一般問題（薬学実践問題）は、医療や公衆衛生等の実務において直面

する一般的な課題を解決するための基礎力、実践力及び総合力を確認す

るため、症例、事例を挙げる等、実践に則した問題となるよう留意する。 

 

③ 各科目における出題の考え方 

【物理・化学・生物】 

・ 「物理」は、医薬品を含む化学物質を理解する上で必要な物理化学的・

分析化学的な基礎知識及び考え方が身についているかどうかを問うこと

に重点を置いた問題を中心に出題する。 

・ 「化学」は、「医薬品・生体分子の性質を理解すること」を主題とし、

有機化合物としての医薬品・生体分子の物性、反応性及び分子レベルで

の作用機序等に関する基礎の理解と、基本的な知識を複数組み合わせた

応用力を問う問題を中心に出題する。 

・ 「生物」は、生体の構造、機能及び生体成分の代謝等に関する基礎知

識を問う問題を中心に出題する。また、感染症の病原体、免疫の仕組み

等に関する基礎知識を問う問題を出題する。 

・ 物理、化学及び生物それぞれの問題数が偏らないように留意して出題

する。 

・ 「物理・化学・生物」では、小項目ごとに記載された留意事項を考慮

しながら、薬剤師の臨床現場との関連性が高い問題を出題する。 

 

【衛生】 

・ 「衛生」は、薬剤師による健康増進・疾病予防、環境衛生の管理を理

解する上で必要となる基礎科学である衛生化学・公衆衛生学、栄養化学、

環境科学、毒性学、環境微生物学、疫学及び生態学等の基礎知識につい

て出題する。 

・ 衛生関係法規として、食品衛生法、食品表示法、感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法律、予防接種法、健康増進法、化学

物質の審査及び製造等の規制に関する法律、有害物質を含有する家庭用

品の規制に関する法律、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の改善の促進に関する法律、環境基本法その他環境保全に係る法規、

及び学校保健安全法については、「衛生」において出題する。 

・ 医薬品の体内動態は原則として「薬剤」で出題されるが、薬毒物を含

む代表的な有害化学物質の体内動態は「衛生」において出題する。また、

栄養化学については、構造等の基本的な知識は原則として「物理・化学・

生物」において、その栄養学的内容は「衛生」において出題する。 

・ 「衛生」では、小項目ごとに記載された留意事項を考慮しながら、薬

剤師の臨床現場との関連性が高い問題を出題する。 
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【薬理】 

・ 「薬理」は、薬理作用や作用機序に関する基礎知識（総論）及び代表

的な治療薬の薬理作用や作用機序（各論）を中心に出題する。 

・ 臨床適用時の副作用・相互作用や剤形が問題となる場合を除いて、薬

物名は塩等を付さない薬物本体のみを表記することを基本とする。 

 

【薬剤】 

・ 「薬剤」は、薬物の体内動態及び製剤に関する基礎知識を問う問題と

する。また、これらの問題数が偏らないように留意して出題する。 

 

【病態・薬物治療】 

・ 「病態・薬物治療」は、患者の病態生理を理解し、適正かつ安全な薬

物治療法の遂行等のために必要な知識を問うこととし、代表的な疾患の

病態生理（基本的な臨床検査も含む）、適切な治療薬の選択と使用上の注

意、薬物治療に役立つ情報（医薬品情報、患者情報、個別化医療）及び

臨床研究デザインや生物統計について出題する。 

・ 治療薬の薬理作用や作用機序に関しては「薬理」において出題するこ

とを基本とする。 

 

【法規・制度・倫理】 

・ 「法規・制度・倫理」は、薬剤師としての業務を遂行するために必要

な法的知識及びこれらの関連する各種の制度並びに医療の担い手として

の任務を遂行するために保持すべき倫理規範的知識や態度について問う

問題を出題する。 

・ 法律等に照らして薬剤師の行動等の適正性を問うような問題も出題す

る。 

・ 法規制の原則又は例外に焦点を当てた問題を出題する場合には、場面

設定を行う等、原則を問う問題か、例外を問う問題かが明確になるよう

配慮する。 

・ 法令、制度の新設や改正内容に関する設問は、当該法令等の改正内容

が周知されるまでの間は、原則として出題しないものとする。 

・ 法律のうち、衛生科目で出題される法規は原則として出題しないもの

とする。 

 

【実務】 

・ 「実務」は、医療や公衆衛生等に携わる薬剤師の業務に関する基礎的

及び実践的な知識、技能及び態度を問う問題を出題する。 

・ 「実務」は、薬剤師が、医薬品を一商品としてではなく、生命と関連

性が高いものであることを常に意識し、患者を支援し、副作用の早期発
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5 
 

見・発生防止に努めることを含め、医薬品の安全性と有効性の確保のた

めに薬の専門家として業務に携わるべきことを理解しているかを問うこ

ととする。 

・ 患者の希望に沿った医療に貢献できるよう人間関係の必要性を理解し、

薬物の適正使用のための情報提供ができるか等を問う問題を出題するこ

ととする。 

・ 実践に即した問題抽出・解決能力を確認する観点から、実践の場で取

り得る解答肢の中から最も適切なものを選択する問題も出題する。 

・ 「実務」は、他科目すべてと関連することから、重複のないよう科目

間の調整には十分な配慮が必要となる。 

 

 

（４） 適用時期と次回改定 

  本出題基準については、第１０６回薬剤師国家試験（平成３２年度実施）

から適用する。また、出題基準については、学術の進歩及び薬剤師業務の変

化に伴い、おおむね４年を目途に改定する。 
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（４） 適用時期と次回改定 

  本出題基準については、第１０６回薬剤師国家試験（平成３２年度実施）
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化に伴い、おおむね４年を目途に改定する。 

【別表Ⅰ　物理・化学・生物】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

物質の物理的性質 物質の構造 化学結合 化学結合の様式について説明できる。

分子軌道の基本概念及び軌道の混成について説明できる。

共役や共鳴の概念を説明できる。

分子間相互作用 ファンデルワールス力の概要を説明できる。

静電相互作用について例を挙げて説明できる。

双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。

分散カについて例を挙げて説明できる。

水素結合について例を挙げて説明できる。

電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。

疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。

原子・分子の挙動 電磁波の性質及び物質との相互作用を説明できる。

分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。

電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。

光の屈折、偏光及び旋光性について説明できる。

光の散乱及び干渉について説明できる。

結晶構造と回折現象の概要を説明できる。

放射線と放射能 原子の構造と放射壊変について説明できる。

電離放射線の種類を列挙し、それらの性質及び物質との相互作用について説明できる。

代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。

核反応及び放射平衡について説明できる。

放射線測定の原理と利用について概要を説明できる。

物質のエネルギーと平衡 気体の微視的状態と巨視的状態 ファンデルワールスの状態方程式について概要を説明できる。

気体の分子運動とエネルギーの関係について概要を説明できる。

エネルギーの量子化とボルツマン分布について概要を説明できる。

エネルギー 熱力学における系、外界、境界について説明できる。

熱力学第一法則を説明できる。

状態関数と経路関数の違いを説明できる。

定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。

定容熱容量及び定圧熱容量について説明できる。

エンタルピーについて説明できる。

化学変化に伴うエンタルピ一変化について説明できる。

ヒトの体及び薬物の基本的性質・特
性を理解するために必要な基礎知
識を問う

生命現象や薬物の薬効発現を理解
するために必要な基礎知識を問う

臨床で用いられる分析法を理解す
るために必要な基礎知識を問う

臨床で用いられる放射性物質の基
本的性質を理解し、安全な取扱い
に必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる気体の微視的状態と巨
視的状態の基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる熱力学的な基礎知識を
問う

6

自発的な変化 エントロピーについて説明できる。

熱力学第二法則について説明できる。

熱力学第三法則について説明できる。

ギブズエネルギーについて説明できる。

熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。

化学平衡の原理 ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。

ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。

平衡定数に及ぼす圧力及び温度の影響について説明できる。

共役反応の原理について説明できる。

相平衡 相変化に伴う熱の移動について説明できる。

相平衡と相律について説明できる。

状態図について説明できる。

溶液の性質 希薄溶液の束一的性質について説明できる。

活量と活量係数について説明できる。

電解質溶液の電気伝導率及びモル伝導率の濃度による変化を説明できる。

イオン強度について説明できる。

電気化学 起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。

電極電位（酸化還元電位）について説明できる。

物質の変化 反応速度 反応次数と速度定数について説明できる。

微分型速度式を積分型速度式に変換できる。

代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

代表的な（擬）一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。

代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応等）の特徴について説明できる。

反応速度と温度との関係を説明できる。

代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応等）について説明できる。

化学物質の分析 分析の基礎 分析の基本 分析に用いる器具の正しい使用法を説明できる。

測定値を適切に取り扱うことができる。

分析法のバリデーションについて説明できる。

溶液中の化学平衡 酸・塩基平衡 酸・塩基平衡の概念について説明できる。

pH及び解離定数について説明できる。

溶液のpHの測定法を説明できる。

緩衝作用や緩衝液について説明できる。

医薬品を含む化学物質の分析を正
しく実施・解析するために必要な基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の溶液中で
の酸・塩基平衡を理解するために必
要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる熱力学的な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる熱力学的な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる相平衡に関する基礎知
識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる溶液の性質に関する基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる酸化還元に関する基礎
知識を問う

医薬品を含む化学物質の変換過程
を理解するために必要な基礎知識
を問う
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各種の化学平衡 錯体・キレート生成平衡について説明できる。

沈殿平衡について説明できる。

酸化還元平衡について説明できる。

分配平衡について説明できる。

化学物質の定性分析・定量分析 定性分析 代表的な無機イオンの定性反応の概要を説明できる。

日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容の概要を説明できる。

定量分析（容量分析・重量分析） 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法及び応用例を説明できる。

キレート滴定の原理、操作法及び応用例を説明できる。

沈殿滴定の原理、操作法及び応用例を説明できる。

酸化還元滴定の原理、操作法及び応用例を説明できる。

日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析の内容を説明できる。

日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。

日本薬局方収載の重量分析法の原理及び操作法を説明できる。

機器を用いる分析法 分光分析法 紫外可視吸光度測定法の原理及び応用例を説明できる。

蛍光光度法の原理及び応用例を説明できる。

赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理及び応用例を説明できる。

原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法及びICP質量分析法の原理及び応用例を説明できる。

旋光度測定法（旋光分散）の原理及び応用例を説明できる。

分光分析法を用いた日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析方法を説明できる。

核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理及び応用例について概要を説明できる。

質量分析法 質量分析法の原理及び応用例を説明できる。

X線分析法 Ｘ線結晶解析の原理及び応用例について概要を説明できる。

粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概要を説明できる。

核磁気共鳴（NMR）スペクトル測
定法

医薬品を含む化学物質の核磁気共
鳴（NMR）スペクトル測定を正しく実
施し、得られた結果を正しく判断す
るために必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の質量分析
を正しく実施し、得られた結果を正し
く判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質のX線分析
を正しく実施し、得られた結果を正し
く判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の溶液中で
の酸・塩基平衡以外の化学平衡を
理解するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の定性分析
を正確に実施するために必要な基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の定量分析
を正確に実施するために必要な基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の分光分析
を正しく実施し、得られた結果を正し
く判断するために必要な基礎知識を
問う

8

熱分析 熱重量測定法の原理を説明できる。

示差熱分析法及び示差走査熱量測定法の概要を説明できる。

分離分析法 クロマトグラフィー クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

クロマトグラフィーを用いた試料の定性・定量法を説明できる。

電気泳動法 電気泳動法の原理及び応用例を説明できる。

臨床現場で用いる分析技術 分析の準備 分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。

臨床分析における精度管理及び標準物質の意義を説明できる。

分析技術 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。

免疫化学的測定法の原理を説明できる。

酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。

代表的なドライケミストリーについて概要を説明できる。

代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査等）について概要を説明できる。

化学物質の性質と反応 化学物質の基本的性質 基本事項 代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命名することができる。

薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。

基本的な化合物のルイス構造式について説明できる。

有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。

ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。

基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。

炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明できる。

反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。

基本的な有機反応機構を表記する電子の動きについて説明できる。

有機化合物の立体構造 構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。

キラリティーと光学活性の関係を説明できる。

エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

ラセミ体とメソ体について説明できる。

絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を識別することができる。

医薬品を含む化学物質の電気泳動
による分離を正しく実施し、得られた
結果を正しく判断するために必要な
基礎知識を問う

基礎から応用への橋渡しを考慮し
て、臨床現場で用いられる代表的な
分析技術の正しい実施に必要とな
る適切な準備を選択するための基
礎知識を問う

基礎から応用への橋渡しを考慮し
て、臨床現場で用いられる代表的な
分析技術を正しく実施し、得られた
結果を正しく判断するために必要な
基礎知識を問う

医薬品等の基本的性質を理解する
ために必要な基礎知識を問う

医薬品等の立体構造を理解するた
めに必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の熱分析を
正しく実施し、得られた結果を正しく
判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質のクロマトグ
ラフィーによる分離を正しく実施し、
得られた結果を正しく判断するため
に必要な基礎知識を問う
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熱分析 熱重量測定法の原理を説明できる。

示差熱分析法及び示差走査熱量測定法の概要を説明できる。

分離分析法 クロマトグラフィー クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

クロマトグラフィーを用いた試料の定性・定量法を説明できる。

電気泳動法 電気泳動法の原理及び応用例を説明できる。

臨床現場で用いる分析技術 分析の準備 分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。

臨床分析における精度管理及び標準物質の意義を説明できる。

分析技術 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。

免疫化学的測定法の原理を説明できる。

酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。

代表的なドライケミストリーについて概要を説明できる。

代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査等）について概要を説明できる。

化学物質の性質と反応 化学物質の基本的性質 基本事項 代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命名することができる。

薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。

基本的な化合物のルイス構造式について説明できる。

有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。

ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。

基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。

炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明できる。

反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。

基本的な有機反応機構を表記する電子の動きについて説明できる。

有機化合物の立体構造 構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。

キラリティーと光学活性の関係を説明できる。

エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

ラセミ体とメソ体について説明できる。

絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を識別することができる。

医薬品を含む化学物質の電気泳動
による分離を正しく実施し、得られた
結果を正しく判断するために必要な
基礎知識を問う

基礎から応用への橋渡しを考慮し
て、臨床現場で用いられる代表的な
分析技術の正しい実施に必要とな
る適切な準備を選択するための基
礎知識を問う

基礎から応用への橋渡しを考慮し
て、臨床現場で用いられる代表的な
分析技術を正しく実施し、得られた
結果を正しく判断するために必要な
基礎知識を問う

医薬品等の基本的性質を理解する
ために必要な基礎知識を問う

医薬品等の立体構造を理解するた
めに必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の熱分析を
正しく実施し、得られた結果を正しく
判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質のクロマトグ
ラフィーによる分離を正しく実施し、
得られた結果を正しく判断するため
に必要な基礎知識を問う
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炭素－炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびにE, Z 異性）について説明できる。

フィッシャー投影式とニューマン投影式で表記された有機化合物の構造を理解できる。

エタン、ブタン等の立体配座とその安定性について説明できる。

アルカン アルカンの基本的な性質について説明できる。

シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。

置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。

アルケン・アルキン アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。

アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。

芳香族化合物 代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明できる。

芳香族性の概念を説明できる。

芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。

代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

官能基の性質と反応 概説 代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。

官能基の性質を利用した分離精製法を説明できる。

有機ハロゲン化合物 有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

求核置換反応の特徴について説明できる。

脱離反応の特徴について説明できる。

アルコール・フェノール・エーテル アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

アルデヒド類及びケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

アミン アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

電子効果 官能基が及ぼす電子効果について説明できる。

アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カ
ルボン酸誘導体

カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。
医薬品等に含まれるアルデヒド・ケ
トン・カルボン酸・カルボン酸誘導体
の性質・反応性を理解するために必
要な基礎知識を問う

医薬品等に含まれるアミンの性質を
理解するために必要な基礎知識を
問う

医薬品等に含まれる代表的官能基
の性質・反応性を理解するために必
要な基礎知識を問う

アルカンの構造異性体を列挙できる。

医薬品等の基本骨格であるアルケ
ン、アルキンの反応性を理解するた
めに必要な基礎知識を問う

医薬品等の基本骨格である芳香族
化合物の性質・反応性を理解する
ために必要な基礎知識を問う

医薬品等に含まれる代表的官能基
の性質を理解するために必要な基
礎知識を問う

医薬品等に含まれるハロゲンの性
質・反応性を理解するために必要な
基礎知識を問う

医薬品等に含まれるアルコール・
フェノール・エーテルの性質・反応性
を理解するために必要な基礎知識
を問う

有機化合物の基本骨格の構造と
反応 医薬品等の基本骨格であるアルカ

ンの性質を理解するために必要な
基礎知識を問う
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酸性度・塩基性度 アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸等の酸性度を比較して説明できる。

含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。

化学物質の構造決定 核磁気共鳴（NMR） 1H及び13C NMRスペクトルより得られる情報を説明できる。

有機化合物中の代表的プロトンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。

1H NMRの積分値の意味を説明できる。

1H NMRシグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。

医薬品等の1H NMRを解析できる。

赤外吸収（IR） IRスペクトルより得られる情報を説明できる。

IRスペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。

質量分析 マススペクトルより得られる情報を説明できる。

測定化合物に適したイオン化法を選択できる。

ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明できる。

代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。

無機化合物・錯体の構造と性質 無機化合物・錯体 代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。

代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。

活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。

代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を説明できる。

医薬品として用いられる代表的な無機化合物及び錯体を列挙できる。

代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチド等）の構造に基づく化学的性質を説明できる。

生体内で機能する小分子 細胞膜受容体及び細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について説明できる。

代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割について、有機反応機構の観点から説明できる。

活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。

生体内に存在する代表的な金属イオン及び錯体の機能を化学的に説明できる。

生体反応の化学による理解 リン化合物（リン酸誘導体等）及び硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル等）の構造と化学的性質を説明できる。

酵素阻害薬と作用様式 不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機構に基づいて説明できる。

基質アナログが競合阻害薬となっている代表的な医薬品を列挙できる。

遷移状態アナログが競合阻害薬となっている代表的な医薬品を列挙できる。

酵素阻害薬の構造を化学的に理解
するために必要な基礎知識を問う

医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸等）の立体構造とそれを規定する化学結合、相互作用について説明できる。
医薬品が相互作用する生体高分子
の構造を化学的に理解するために
必要な基礎知識を問う

医薬品の機能と関連する生体内小
分子の構造と性質を理解するため
に必要な基礎知識を問う

生体内で機能するリン、硫黄化
合物

リン化合物（リン酸誘導体等）及び硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル等）の生体内での機能を化学的性質に基づき説
明できる。生体内物質・医薬品の部分構造で

あるリン、硫黄化合物の性質と機能
を理解するために必要な基礎知識
を問う

医薬品等の構造を確認するために
必要な核磁気共鳴に関する基礎知
識を問う

医薬品等の官能基を確認するため
に必要な赤外吸収に関する基礎知
識を問う

医薬品等の構造を確認するために
必要な質量分析に関する基礎知識
を問う

医薬品や生体内物質に含まれる無
機化合物・錯体の性質を理解する
ために必要な基礎知識を問う

生体分子・医薬品の化学による
理解

医薬品の標的となる生体分子の
構造と化学的な性質

医薬品の標的となる生体高分子
の化学構造

医薬品等の性質・反応性を理解す
るために必要な官能基の酸性度・
塩基性度に関する基礎知識を問う
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低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。

生体内で起こる有機反応 代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロール等）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。

異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化等）を有機化学の観点から説明できる。

医薬品の化学構造と性質、作用 医薬品と生体分子の相互作用 医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（電子効果、立体効果等）から説明できる。

医薬品の化学構造に基づく性質 医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性等）を説明できる。

プロドラッグ等の薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。

医薬品のコンポーネント 代表的な医薬品のファーマコフォアについて説明できる。

バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて説明できる。

医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を説明できる。

ヌクレオシド及び核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

β－ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

酵素に作用するその他の代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ベンゾジアゼピン骨格及びバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

受容体に作用するその他の代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を説明できる。

DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴と作用等を説明できる。

DNAを標的とする医薬品の基本構
造と作用等を化学的に理解するた
めに必要な基礎知識を問う

DNAに作用する医薬品の構造と
性質

DNAにインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴と作用等を説明できる。

受容体に作用する医薬品の構造
と性質

医薬品の物性、動態に影響を及ぼ
す化学構造を理解するために必要
な基礎知識を問う

医薬品の薬効に関わる部分構造を
化学的に理解するために必要な基
礎知識を問う

酵素に作用する医薬品の構造と
性質

フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造等をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。
酵素を標的とする医薬品の基本構
造と作用等の化学的な理解に必要
な基礎知識を問う

アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。
受容体を標的とする医薬品の基本
構造と作用等の化学的な理解に必
要な基礎知識を問う

受容体のアゴニスト及びアンタゴ
ニスト

代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）との相違点について、内因性リガンドの構
造と比較して説明できる。

受容体に作用する医薬品の構造を
化学的に理解するために必要な基
礎知識を問う

生体内物質、医薬品等の代謝反応
を理解するために必要な基礎知識
を問う

医薬品と生体高分子の相互作用に
影響を及ぼす因子を理解するため
に必要な基礎知識を問う
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イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジン等）の特徴と作用等を説明できる。

自然が生み出す薬物 薬になる動植鉱物 薬用植物 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効等を挙げることができる。

代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。

植物の主な内部形態について説明できる。

法律によって取扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。

生薬の基原・用途 代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を説明できる。

代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途等を説明できる。

生薬の副作用 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。

生薬の同定と品質評価 生薬の同定と品質評価法について説明できる。

日本薬局方の生薬総則及び生薬試験法について説明できる。

代表的な生薬を鑑別できる。

代表的な生薬の確認試験を説明できる。

代表的な生薬の純度試験を説明できる。

薬の宝庫としての天然物 生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造と生合成経路に基づいて分類できる。

芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

天然生物活性物質の利用 医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を説明できる。

農薬等で使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

生命現象の基礎 細胞の構造と機能 細胞の基本 細胞膜を構成する代表的な生体成分（膜脂質、膜タンパク質等）を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。

細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソーム等）やリボソームの構造と機能を説明できる。

細胞骨格（微小管、中間径フィラメント、マイクロフィラメント）の構造と機能を説明できる。

医薬品として使用されている天然物
又はその誘導体を理解するために
必要な基礎知識を問う

生命体の最小単位である細胞の構
造と機能を理解するための基礎知
識を問う

品質や薬理作用に関連する生薬の
成分について基礎知識を問う

微生物由来の代表的医薬品の化学
構造と薬理作用に関する基礎知識
を問う

微生物由来の生物活性物質の
構造と作用

微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

薬用植物に関して薬剤師に必要な
基礎知識を問う

代表的な生薬に関して必要な基礎
知識を問う

生薬によって引き起こされる副作用
のうち重要なものを問う

代表的な生薬の品質を担保するた
めに薬剤師に必要な基礎知識を問
う

生薬由来の生物活性物質の構
造と作用

脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

イオンチャネルに作用する医薬
品の構造と性質

イオンチャネルを標的とする医薬品
の基本構造と作用等を化学的に理
解するために必要な基礎知識を問
う
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生命現象を担う分子 生体の主要構成分子 代表的な脂質の種類（リン脂質、糖脂質、コレステロール、脂肪酸、中性脂肪等）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。

タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。

ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。

脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、核酸の定性又は定量試験の原理と方法を説明できる。

生体に必須な微量成分 ビタミン（補酵素型を含む）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。

生命活動を担うタンパク質 タンパク質の基本

タンパク質の翻訳後の成熟過程（フォールディング、細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

タンパク質の細胞内での分解（リソソーム、プロテアソーム、オートファジー）について説明できる。

膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。

血漿リポタンパク質（キロミクロン、VLDL、LDL、HDL）の構造、機能を説明できる。

酵素 酵素反応の特性と反応速度論、代表的な可逆的阻害を説明できる。

酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。

代表的な酵素活性調節機構（アロステリック調節、化学修飾、チモーゲン等）を説明できる。

生命情報を担う遺伝子 遺伝情報を担う分子 DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。

染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメア等）を説明できる。

遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサ一、エキソン、イントロン等）を説明できる。

RNAの種類（hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA、miRNA等）と機能について説明できる。

複製 DNA複製の過程について説明できる。

テロメラーゼの機能について説明できる。

DNA変異に対する代表的な修復について説明できる。

転写・翻訳 DNAからRNAへの転写の過程について説明できる。

エピジェネティックな転写制御について説明できる。

転写因子による転写制御について説明できる。

RNAのプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリA鎖等）について説明できる。

RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。

組換えDNA 遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNAクローニング、PCR、組換えタンパク質発現法等）を説明できる。

遺伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について説明できる。遺伝子組換え技術の基本原理を理
解するための基礎知識を問う

生命現象を担う必須微量成分に関
する基礎知識を問う

多彩な機能を持つタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接
着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）のそれぞれの役割を説明できる。種々のタンパク質の機能、成熟・分

解を理解するための基礎知識を問
う

酵素の機能と調節を理解するため
の基礎知識を問う

遺伝情報を担う核酸の機能を理解
するための基礎知識を問う

DNA複製の過程と調節を理解する
ための基礎知識を問う

遺伝子発現の過程と調節を理解す
るための基礎知識を問う

生命現象を担う主要構成分子の種
類、構造、性質、役割を理解するた
めの基礎知識を問う
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ATPの産生と糖質代謝 解糖系及び乳酸の生成について説明できる。

電子伝達系（酸化的リン酸化）とATP合成について説明できる。

グリコーゲンの代謝について説明できる。

糖新生について説明できる。

脂質代謝 脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。

コレステロールの生合成と代謝について説明できる。

飢餓状態と飽食状態 飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用等）について説明できる。

余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。

その他の代謝系 アミノ酸分子中の炭素及び窒素の代謝（尿素回路等）について説明できる。

ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。

ペントースリン酸回路について説明できる。

細胞内情報伝達 細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式（内分泌、パラクリン、オートクリン、接触型）を説明できる。

細胞膜受容体からGタンパク質（Gs、Gi、Gq）を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞膜受容体タンパク質等のリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャー（cAMP、cGMP、DG、IP3、Ca
2+、PIP3）について説明できる。

細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞間コミュニケーション 細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。

主な細胞外マトリックス分子の特徴を説明できる。

細胞の分裂と死 細胞増殖の基本 細胞周期とその制御機構について説明できる。

体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。

幹細胞、胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）について説明できる。

細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。

正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。

がん遺伝子とがん抑制遺伝子について説明できる。

人体の成り立ち 遺伝と発生 遺伝のしくみについて説明できる。

代表的な遺伝疾患を列挙できる。

個体発生について説明できる。

細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について説明できる。

細胞間の接着に関する基本的理解
を問う

細胞の増殖とその調節を理解する
ための基礎知識を問う

人体の成り立ちと生体機能の調
節 遺伝と発生を理解するための基礎

知識を問う
遺伝子多型（一塩基多型を含む）について説明できる。

生体エネルギーと生命活動を支
える代謝系

クエン酸回路（TCAサイクル）について説明できる。

脂質の代謝を理解するための基礎
知識を問う

エネルギー状態による代謝調節を
理解するための基礎知識を問う

主要生体構成成分の代謝を理解す
るための基礎知識を問う

糖からのエネルギー産生機構を理
解するための基礎知識を問う

細胞間コミュニケーションと細胞
内情報伝達 細胞内情報伝達の過程と調節を理

解するための基礎知識を問う
細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。
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低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。

生体内で起こる有機反応 代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロール等）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。

異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化等）を有機化学の観点から説明できる。

医薬品の化学構造と性質、作用 医薬品と生体分子の相互作用 医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（電子効果、立体効果等）から説明できる。

医薬品の化学構造に基づく性質 医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性等）を説明できる。

プロドラッグ等の薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。

医薬品のコンポーネント 代表的な医薬品のファーマコフォアについて説明できる。

バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて説明できる。

医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を説明できる。

ヌクレオシド及び核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

β－ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

酵素に作用するその他の代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ベンゾジアゼピン骨格及びバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

受容体に作用するその他の代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を説明できる。

DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴と作用等を説明できる。

DNAを標的とする医薬品の基本構
造と作用等を化学的に理解するた
めに必要な基礎知識を問う

DNAに作用する医薬品の構造と
性質

DNAにインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴と作用等を説明できる。

受容体に作用する医薬品の構造
と性質

医薬品の物性、動態に影響を及ぼ
す化学構造を理解するために必要
な基礎知識を問う

医薬品の薬効に関わる部分構造を
化学的に理解するために必要な基
礎知識を問う

酵素に作用する医薬品の構造と
性質

フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造等をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。
酵素を標的とする医薬品の基本構
造と作用等の化学的な理解に必要
な基礎知識を問う

アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。
受容体を標的とする医薬品の基本
構造と作用等の化学的な理解に必
要な基礎知識を問う

受容体のアゴニスト及びアンタゴ
ニスト

代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）との相違点について、内因性リガンドの構
造と比較して説明できる。

受容体に作用する医薬品の構造を
化学的に理解するために必要な基
礎知識を問う

生体内物質、医薬品等の代謝反応
を理解するために必要な基礎知識
を問う

医薬品と生体高分子の相互作用に
影響を及ぼす因子を理解するため
に必要な基礎知識を問う
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イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジン等）の特徴と作用等を説明できる。

自然が生み出す薬物 薬になる動植鉱物 薬用植物 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効等を挙げることができる。

代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。

植物の主な内部形態について説明できる。

法律によって取扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。

生薬の基原・用途 代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を説明できる。

代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途等を説明できる。

生薬の副作用 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。

生薬の同定と品質評価 生薬の同定と品質評価法について説明できる。

日本薬局方の生薬総則及び生薬試験法について説明できる。

代表的な生薬を鑑別できる。

代表的な生薬の確認試験を説明できる。

代表的な生薬の純度試験を説明できる。

薬の宝庫としての天然物 生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造と生合成経路に基づいて分類できる。

芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

天然生物活性物質の利用 医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を説明できる。

農薬等で使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

生命現象の基礎 細胞の構造と機能 細胞の基本 細胞膜を構成する代表的な生体成分（膜脂質、膜タンパク質等）を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。

細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソーム等）やリボソームの構造と機能を説明できる。

細胞骨格（微小管、中間径フィラメント、マイクロフィラメント）の構造と機能を説明できる。

医薬品として使用されている天然物
又はその誘導体を理解するために
必要な基礎知識を問う

生命体の最小単位である細胞の構
造と機能を理解するための基礎知
識を問う

品質や薬理作用に関連する生薬の
成分について基礎知識を問う

微生物由来の代表的医薬品の化学
構造と薬理作用に関する基礎知識
を問う

微生物由来の生物活性物質の
構造と作用

微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

薬用植物に関して薬剤師に必要な
基礎知識を問う

代表的な生薬に関して必要な基礎
知識を問う

生薬によって引き起こされる副作用
のうち重要なものを問う

代表的な生薬の品質を担保するた
めに薬剤師に必要な基礎知識を問
う

生薬由来の生物活性物質の構
造と作用

脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

イオンチャネルに作用する医薬
品の構造と性質

イオンチャネルを標的とする医薬品
の基本構造と作用等を化学的に理
解するために必要な基礎知識を問
う
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生命現象を担う分子 生体の主要構成分子 代表的な脂質の種類（リン脂質、糖脂質、コレステロール、脂肪酸、中性脂肪等）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。

タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。

ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。

脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、核酸の定性又は定量試験の原理と方法を説明できる。

生体に必須な微量成分 ビタミン（補酵素型を含む）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。

生命活動を担うタンパク質 タンパク質の基本

タンパク質の翻訳後の成熟過程（フォールディング、細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

タンパク質の細胞内での分解（リソソーム、プロテアソーム、オートファジー）について説明できる。

膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。

血漿リポタンパク質（キロミクロン、VLDL、LDL、HDL）の構造、機能を説明できる。

酵素 酵素反応の特性と反応速度論、代表的な可逆的阻害を説明できる。

酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。

代表的な酵素活性調節機構（アロステリック調節、化学修飾、チモーゲン等）を説明できる。

生命情報を担う遺伝子 遺伝情報を担う分子 DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。

染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメア等）を説明できる。

遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサ一、エキソン、イントロン等）を説明できる。

RNAの種類（hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA、miRNA等）と機能について説明できる。

複製 DNA複製の過程について説明できる。

テロメラーゼの機能について説明できる。

DNA変異に対する代表的な修復について説明できる。

転写・翻訳 DNAからRNAへの転写の過程について説明できる。

エピジェネティックな転写制御について説明できる。

転写因子による転写制御について説明できる。

RNAのプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリA鎖等）について説明できる。

RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。

組換えDNA 遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNAクローニング、PCR、組換えタンパク質発現法等）を説明できる。

遺伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について説明できる。遺伝子組換え技術の基本原理を理
解するための基礎知識を問う

生命現象を担う必須微量成分に関
する基礎知識を問う

多彩な機能を持つタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接
着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）のそれぞれの役割を説明できる。種々のタンパク質の機能、成熟・分

解を理解するための基礎知識を問
う

酵素の機能と調節を理解するため
の基礎知識を問う

遺伝情報を担う核酸の機能を理解
するための基礎知識を問う

DNA複製の過程と調節を理解する
ための基礎知識を問う

遺伝子発現の過程と調節を理解す
るための基礎知識を問う

生命現象を担う主要構成分子の種
類、構造、性質、役割を理解するた
めの基礎知識を問う
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ATPの産生と糖質代謝 解糖系及び乳酸の生成について説明できる。

電子伝達系（酸化的リン酸化）とATP合成について説明できる。

グリコーゲンの代謝について説明できる。

糖新生について説明できる。

脂質代謝 脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。

コレステロールの生合成と代謝について説明できる。

飢餓状態と飽食状態 飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用等）について説明できる。

余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。

その他の代謝系 アミノ酸分子中の炭素及び窒素の代謝（尿素回路等）について説明できる。

ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。

ペントースリン酸回路について説明できる。

細胞内情報伝達 細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式（内分泌、パラクリン、オートクリン、接触型）を説明できる。

細胞膜受容体からGタンパク質（Gs、Gi、Gq）を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞膜受容体タンパク質等のリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャー（cAMP、cGMP、DG、IP3、Ca
2+、PIP3）について説明できる。

細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞間コミュニケーション 細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。

主な細胞外マトリックス分子の特徴を説明できる。

細胞の分裂と死 細胞増殖の基本 細胞周期とその制御機構について説明できる。

体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。

幹細胞、胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）について説明できる。

細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。

正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。

がん遺伝子とがん抑制遺伝子について説明できる。

人体の成り立ち 遺伝と発生 遺伝のしくみについて説明できる。

代表的な遺伝疾患を列挙できる。

個体発生について説明できる。

細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について説明できる。

細胞間の接着に関する基本的理解
を問う

細胞の増殖とその調節を理解する
ための基礎知識を問う

人体の成り立ちと生体機能の調
節 遺伝と発生を理解するための基礎

知識を問う
遺伝子多型（一塩基多型を含む）について説明できる。

生体エネルギーと生命活動を支
える代謝系

クエン酸回路（TCAサイクル）について説明できる。

脂質の代謝を理解するための基礎
知識を問う

エネルギー状態による代謝調節を
理解するための基礎知識を問う

主要生体構成成分の代謝を理解す
るための基礎知識を問う

糖からのエネルギー産生機構を理
解するための基礎知識を問う

細胞間コミュニケーションと細胞
内情報伝達 細胞内情報伝達の過程と調節を理

解するための基礎知識を問う
細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

15− 397 −



器官系概論 人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置及び機能を説明できる。

組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系等）と形態的及び機能的特徴を説明できる。

各器官の構造と機能 中枢神経系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

末梢（体性・自律）神経系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

骨、筋肉（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

代表的な骨格筋及び関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。

筋収縮の調節機構について説明できる。

皮膚（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

心臓（組織の構造と機能）について説明できる。

血管系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

リンパ管系（組織の構造と機能）について説明できる。

肺、気管支（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

胃、小腸、大腸等の消化管（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

肝臓、膵臓、胆嚢（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

泌尿器系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

生殖器系（組織の構造と機能）について説明できる。

内分泌系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

感覚器系（組織の構造と機能）について説明できる。

血液・造血器系（血液細胞の種類と機能）について説明できる。

生体機能の調節 神経による調節機構 神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。

代表的な神経伝達物質（アセチルコリン、カテコールアミン、GABA等）を挙げ、生理活性及び作用機構について説明できる。

神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙できる。

神経による筋収縮の調節機構について説明できる。

生理活性物質による調節機構 代表的なホルモンの産生器官、生理活性及び作用機構について説明できる。

代表的なオータコイドの生理活性及び作用機構について説明できる。

代表的なサイトカイン、増殖因子の生理活性及び作用機構について説明できる。

恒常性の調節機構 血圧の調節機構について説明できる。

血糖の調節機構について説明できる。

体液の調節機構について説明できる。

尿の生成機構、尿量の調節機構について説明できる。

体温の調節機構について説明できる。

血液凝固・線溶系の機構について説明できる。

性周期の調節機構について説明できる。

神経細胞と神経伝達を理解するた
めの基礎知識を問う

生理活性物質とその生理作用を理
解するための基礎知識を問う

各器官に関する基本的理解を問う

恒常性の調節機構を理解するため
の基礎知識を問う

人体組織に関する基本的理解を問
う
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生体防御と微生物 身体をまもる 生体防御反応 異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー及び補体の役割について説明できる。

免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明できる。

自然免疫と獲得免疫及び両者の関係を説明できる。

体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。

免疫を担当する組織・細胞 免疫に関与する組織（脾臓、胸腺、リンパ節、パイエル板）を列挙し、その役割を説明できる。

免疫担当細胞（Th1、Th2、キラーT、B、NK、樹状細胞、マクロファージ等）の種類と役割を説明できる。

免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。

分子レベルで見た免疫のしくみ 自然免疫及び獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。

MHC抗原の構造と機能及び抗原提示での役割について説明できる。

T細胞とB細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

免疫応答の制御と破綻 炎症の一般的症状、担当細胞及び反応機構について説明できる。

自己免疫疾患について説明できる。

臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制薬等）について説明できる。

感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。

腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。

免疫反応の利用 ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン等）について説明できる。

モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の違いと作製方法について説明できる。

血清療法と抗体医薬の基礎について説明できる。

抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA、ウエスタンブロット法等）について説明できる。

微生物の基本 細菌 原核生物、真核生物、ウイルスの特徴を説明できる。

細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌等）を説明できる。

細菌の構造と増殖機構について説明できる。

細菌の異化作用（呼吸と発酵）及び同化作用について説明できる。

細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。

薬剤耐性菌及び薬剤耐性化機構について説明できる。

代表的な細菌毒素について説明できる。

グラム染色について説明できる。

ウイルス ウイルスの構造、分類及び代表的なウイルスの増殖機構について説明できる。

免疫系に関わる主なサイトカイン（TNF-α、IL-1、IL-2、IL-4、IL-5、IL-6、IL-10、IL-12、IFN-α、IFN-β、IFN-γ等）の作用を説明で
きる。

アレルギーを4種類に分類し、担当細胞及び反応機構について説明できる。

抗体の医療への応用を理解するた
めの基礎知識を問う

微生物を理解するための基礎知識
を問う

ウイルスを理解するための基礎知
識を問う

免疫機構を理解するための基礎知
識を問う

免疫系の制御とその破綻・免疫
系の応用 免疫機構に関わる疾患を理解する

ための基礎知識を問う

【注意】特に病態等に関して問題に
含まれる疾患は、薬理、病態・薬物
治療の出題基準を超えないこと

免疫機構を担う細胞の機能を理解
するための基礎知識を問う

免疫機構を担う分子の機能を理解
するための基礎知識を問う
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真菌・原虫・蠕虫 真菌の特徴を説明できる。

原虫及び蠕虫の特徴を説明できる。

消毒と滅菌 滅菌、消毒及び殺菌、静菌の概念を説明できる。

主な滅菌法及び消毒法について説明できる。

病原体としての微生物 感染の成立と共生 感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸等）と共生（腸内細菌等）について説明できる。

感染に関する基本知識を問う 日和見感染と院内感染について説明できる。

代表的な病原体 DNAウイルス（ヒトへルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B型肝炎ウイルス等）の特徴を説明できる。

RNAウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、A型肝炎ウイル
ス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、風疹ウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイル
ス、HIV、HTLV等）の特徴を説明できる。

グラム陰性らせん菌（へリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ/コリ等）及びスピロへータの特徴を説明できる。

抗酸菌（結核菌、らい菌等）の特徴を説明できる。

マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの特徴を説明できる。

真菌（アスペルギルス、カンジダ、ムーコル、白癬菌等）の特徴を説明できる。

原虫（マラリア原虫、膣トリコモナス、クリプトスポリジウム等）、蠕虫（アニサキス、エキノコックス等）の特徴を説明できる。

種々の病原性微生物とそれによる
感染症を理解するための基礎知識
を問う

【注意】特に病態等に関して問題に
含まれる疾患は、薬理、病態・薬物
治療の小項目「細菌感染症の病
態、薬物治療」「ウイルス感染症の
病態、薬物治療」「真菌感染症の病
態、薬物治療」「原虫・寄生虫感染
症の病態、薬物治療」の出題基準を
超えないこと

グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌等）及びグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疸菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疸菌、セレ
ウス菌、ディフィシル菌等）の特徴を説明できる。

グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌等）及びグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエ
ラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レジオネラ、インフルエンザ菌等）の特徴を説明できる。

真菌・原虫・蠕虫に関する基礎知識
を問う

消毒と滅菌に関する基本知識を問
う
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【別表Ⅱ　衛生】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

健康 社会・集団と健康 健康と疾病の概念 健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。

保健統計 集団の健康と疾病の現状及びその影響要因を把握する上での人口統計の意義を説明できる。

人口統計及び傷病統計に関する指標について説明できる。

人口動態（死因別死亡率等）の変遷について説明できる。

疫学 疾病の予防における疫学の役割を説明できる。

疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。

疫学の種類（記述疫学、分析疫学等）とその方法について説明できる。

リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度及び信頼区間について説明できる。

疾病の予防 疾病の予防とは 疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。

健康増進政策（健康日本２１等）について説明できる。

感染症とその予防 現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症等）の特徴について説明できる。

感染症法における感染症とその分類について説明できる。

代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。

予防接種の意義と方法について説明できる。

生活習慣病とその予防 生活習慣病の種類とその動向について説明できる。

生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。

食生活や喫煙等の生活習慣と疾病の関わりについて説明できる。

母子保健 新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。

労働衛生 代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。

労働衛生管理について説明できる。

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
母子保健に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
労働衛生に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
健康と疾病の概念について基礎知
識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
保健統計の理解及び取扱いに関す
る基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
疫学の理解及び取扱いに関する基
礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要な基礎
知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
感染症に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
生活習慣病に関する基礎知識を問
う
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器官系概論 人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置及び機能を説明できる。

組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系等）と形態的及び機能的特徴を説明できる。

各器官の構造と機能 中枢神経系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

末梢（体性・自律）神経系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

骨、筋肉（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

代表的な骨格筋及び関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。

筋収縮の調節機構について説明できる。

皮膚（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

心臓（組織の構造と機能）について説明できる。

血管系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

リンパ管系（組織の構造と機能）について説明できる。

肺、気管支（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

胃、小腸、大腸等の消化管（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

肝臓、膵臓、胆嚢（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

泌尿器系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

生殖器系（組織の構造と機能）について説明できる。

内分泌系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

感覚器系（組織の構造と機能）について説明できる。

血液・造血器系（血液細胞の種類と機能）について説明できる。

生体機能の調節 神経による調節機構 神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。

代表的な神経伝達物質（アセチルコリン、カテコールアミン、GABA等）を挙げ、生理活性及び作用機構について説明できる。

神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙できる。

神経による筋収縮の調節機構について説明できる。

生理活性物質による調節機構 代表的なホルモンの産生器官、生理活性及び作用機構について説明できる。

代表的なオータコイドの生理活性及び作用機構について説明できる。

代表的なサイトカイン、増殖因子の生理活性及び作用機構について説明できる。

恒常性の調節機構 血圧の調節機構について説明できる。

血糖の調節機構について説明できる。

体液の調節機構について説明できる。

尿の生成機構、尿量の調節機構について説明できる。

体温の調節機構について説明できる。

血液凝固・線溶系の機構について説明できる。

性周期の調節機構について説明できる。

神経細胞と神経伝達を理解するた
めの基礎知識を問う

生理活性物質とその生理作用を理
解するための基礎知識を問う

各器官に関する基本的理解を問う

恒常性の調節機構を理解するため
の基礎知識を問う

人体組織に関する基本的理解を問
う
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真菌・原虫・蠕虫 真菌の特徴を説明できる。

原虫及び蠕虫の特徴を説明できる。

消毒と滅菌 滅菌、消毒及び殺菌、静菌の概念を説明できる。

主な滅菌法及び消毒法について説明できる。

病原体としての微生物 感染の成立と共生 感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸等）と共生（腸内細菌等）について説明できる。

感染に関する基本知識を問う 日和見感染と院内感染について説明できる。

代表的な病原体 DNAウイルス（ヒトへルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B型肝炎ウイルス等）の特徴を説明できる。

RNAウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、A型肝炎ウイル
ス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、風疹ウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイル
ス、HIV、HTLV等）の特徴を説明できる。

グラム陰性らせん菌（へリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ/コリ等）及びスピロへータの特徴を説明できる。

抗酸菌（結核菌、らい菌等）の特徴を説明できる。

マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの特徴を説明できる。

真菌（アスペルギルス、カンジダ、ムーコル、白癬菌等）の特徴を説明できる。

原虫（マラリア原虫、膣トリコモナス、クリプトスポリジウム等）、蠕虫（アニサキス、エキノコックス等）の特徴を説明できる。

種々の病原性微生物とそれによる
感染症を理解するための基礎知識
を問う

【注意】特に病態等に関して問題に
含まれる疾患は、薬理、病態・薬物
治療の小項目「細菌感染症の病
態、薬物治療」「ウイルス感染症の
病態、薬物治療」「真菌感染症の病
態、薬物治療」「原虫・寄生虫感染
症の病態、薬物治療」の出題基準を
超えないこと

グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌等）及びグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疸菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疸菌、セレ
ウス菌、ディフィシル菌等）の特徴を説明できる。

グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌等）及びグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエ
ラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レジオネラ、インフルエンザ菌等）の特徴を説明できる。

真菌・原虫・蠕虫に関する基礎知識
を問う

消毒と滅菌に関する基本知識を問
う

18

【別表Ⅱ　衛生】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

健康 社会・集団と健康 健康と疾病の概念 健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。

保健統計 集団の健康と疾病の現状及びその影響要因を把握する上での人口統計の意義を説明できる。

人口統計及び傷病統計に関する指標について説明できる。

人口動態（死因別死亡率等）の変遷について説明できる。

疫学 疾病の予防における疫学の役割を説明できる。

疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。

疫学の種類（記述疫学、分析疫学等）とその方法について説明できる。

リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度及び信頼区間について説明できる。

疾病の予防 疾病の予防とは 疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。

健康増進政策（健康日本２１等）について説明できる。

感染症とその予防 現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症等）の特徴について説明できる。

感染症法における感染症とその分類について説明できる。

代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。

予防接種の意義と方法について説明できる。

生活習慣病とその予防 生活習慣病の種類とその動向について説明できる。

生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。

食生活や喫煙等の生活習慣と疾病の関わりについて説明できる。

母子保健 新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。

労働衛生 代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。

労働衛生管理について説明できる。

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
母子保健に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
労働衛生に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
健康と疾病の概念について基礎知
識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
保健統計の理解及び取扱いに関す
る基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
疫学の理解及び取扱いに関する基
礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要な基礎
知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
感染症に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
生活習慣病に関する基礎知識を問
う
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栄養と健康 栄養 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを説明できる。

食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。

五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質等）の機能について説明できる。

エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。

日本人の食事摂取基準について説明できる。

栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。

疾病治療における栄養の重要性を説明できる。

食品機能と食品衛生 炭水化物、タンパク質が変質する機構について説明できる。

油脂が変敗する機構及び油脂の変質試験について説明できる。

食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。

食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。

代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。

特別用途食品と保健機能食品について説明できる。

食品衛生に関する法的規制について説明できる。

食中毒と食品汚染

食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

化学物質（重金属、残留農薬等）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

環境 化学物質の毒性 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

重金属、PCB、ダイオキシン等の代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明できる。

重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

薬物の乱用による健康への影響について説明できる。

代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、説明できる。

個々の化学物質の使用目的にかんがみ、適正使用とリスクコミュニケーションの重要性について説明できる。

毒性試験の結果を評価するために必要な量一反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）等について説明できる。

化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量等）について説明できる。

有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法等）を説明できる。

化学物質による発がん 発がん性物質等の代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。

遺伝毒性試験（Ames試験等）の原理を説明できる。

発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーション等）について説明できる。

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
化学発がんを理解するための基礎
知識を問う

化学物質・放射線の生体への影
響

肝臓、腎臓、神経等に特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
環境化学物質や乱用薬物の毒性及
び対処法を理解するための基礎知
識を問う

化学物質の安全性評価と適正使
用

化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、説明できる。
薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
化学物質の安全性を理解するため
の基礎知識を問う

代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品及び予防方法について説明でき
る。薬剤師による健康増進、疾病予防

の管理を理解する上で必要となる
食中毒と食品汚染に関する基礎知
識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
栄養に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
食品機能と食品衛生に関する基礎
知識を問う
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放射線の生体への影響 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。

代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。

電離放射線を防御する方法について説明できる。

非電離放射線（紫外線、赤外線等）を列挙し、生体への影響を説明できる。

生活環境と健康 地球環境と生態系 地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。

生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。

化学物質の環境内動態（生物濃縮等）について例を挙げて説明できる。

地球環境の保全に関する国際的な取組について説明できる。

人が生態系の一員であることを踏まえて環境問題を説明できる。

環境保全と法的規制 典型七公害とその現状及び四大公害について説明できる。

環境基本法の理念を説明できる。

環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染等）を防止するための法規制について説明できる。

水環境 原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。

水の浄化法、塩素処理について説明できる。

水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定法について説明できる。

下水処理及び排水処理の主な方法について説明できる。

水質汚濁の主な指標を列挙し、測定法について説明できる。

富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。

大気環境 主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明できる。

主な大気汚染物質の測定法について説明できる。

大気汚染に影響する気象要因（逆転層等）を説明できる。

室内環境 室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定法について説明できる。

室内環境と健康との関係について説明できる。

廃棄物 廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。

廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

マニフェスト制度について説明できる。

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
室内環境の保全及びその評価指標
を理解するための基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
廃棄物及びその取扱い法を理解す
るための基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
水環境や水質汚濁及び水の浄化法
を理解するための基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
大気環境や大気汚染を理解するた
めの基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
公害・環境汚染及びそれらを防止す
る法的規制を理解するための基礎
知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
地球環境・生態系及びそれらの保
全を理解するための基礎知識を問
う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
放射線生体影響を理解するための
基礎知識を問う
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【別表Ⅲ　薬理】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬の作用と体の変化 薬の作用機序 用量と作用 薬の用量と作用の関係を説明できる。

薬物の標的分子 薬物が作用する仕組みについて、代表的な受容体、酵素、イオンチャネル及びトランスポーターを例に挙げて説明できる。

受容体 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

代表的な受容体を列挙し、刺激あるいは遮断された場合の生理反応を説明できる。

受容体と情報伝達系 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された場合の生理反応を説明できる。

薬効に影響を及ぼす要因 薬物の選択（禁忌を含む）、用法、用量の変更が必要となる要因（年齢、疾病、妊娠等）について具体例を挙げて説明できる。

薬物相互作用 薬理作用に由来する代表的な薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。

薬理学実験 薬効や副作用に関する薬理実験の代表的な研究方法とデータの解析について説明できる。

医薬品の安全性 薬物依存性・耐性 薬物依存性、耐性について具体例を挙げて説明できる。

副作用と毒性 薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。

副作用と有害事象 薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

薬の効き方 神経系に作用する薬 自律神経系に作用する薬 交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬等）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

中枢神経系に作用する薬 全身麻酔薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

睡眠障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

統合失調症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

うつ病・双極性障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

神経症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

てんかん治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

パーキンソン病治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

認知症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

脳内出血・脳梗塞等に関連する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

片頭痛治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

中枢興奮薬、その他の中枢神経系に作用する薬物の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗炎症薬 抗炎症薬（ステロイド性及び非ステロイド性）及び解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

関節リウマチ治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

体性神経系に作用する薬・運動
神経系及び骨格筋に作用する薬

運動神経系及び骨格筋に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

免疫・炎症・アレルギー及び骨・
関節に作用する薬

免疫・アレルギーに作用する薬 アレルギー治療薬 (抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬等) の薬理 (薬理作用、機序、主な副作用) を説明できる。
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骨粗しょう症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

循環器系に作用する薬 不整脈治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

虚血性心疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

高血圧症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

低血圧治療薬・末梢血管拡張薬等の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

血液・造血器系に作用する薬 止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗血栓薬、抗凝固薬及び血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

貧血治療薬･白血球減少症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

妊娠・分娩・避妊に関連する薬物の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系に作用する薬 気管支喘息・慢性閉塞性肺疾患の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

消化器系に作用する薬 胃・十二指腸潰瘍治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他の消化性疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

制吐薬・催吐薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

肝疾患・膵臓疾患・胆道疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

代謝系・内分泌系に作用する薬 代謝系に作用する薬 糖尿病治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

脂質異常症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

高尿酸血症・痛風治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

内分泌系に作用する薬 副腎皮質ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

甲状腺ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他のホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

感覚器系・皮膚に作用する薬 感覚器系に作用する薬 緑内障治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他の眼疾患（白内障・加齢性黄斑変性等）の治療薬、散瞳薬・縮瞳薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

めまい（動揺病、メニエール病等）の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

皮膚に作用する薬

抗菌薬 抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用）を説明できる。

抗ウイルス薬

原虫・寄生虫感染症治療薬 原虫感染症・寄生虫感染症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗悪性腫瘍薬 抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

骨・カルシウム代謝に作用する
薬

カルシウム代謝異常に関連する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

循環器系・血液系・造血器系・泌
尿器系・生殖器系に作用する薬

心不全治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

ウイルス感染症（ヘルペスウイルス感染症、サイトメガロウイルス感染症、インフルエンザ、ウイルス性肝炎、HIV）治療薬の薬理（薬
理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

褥瘡・皮膚潰瘍治療薬、その他の皮膚疾患（アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、尋常性痤瘡等）の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
な副作用）を説明できる。

病原微生物（感染症）・悪性新生
物（がん）に作用する薬

抗真菌薬 抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

泌尿器系・生殖器系に作用する
薬

排尿障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系・消化器系に作用する
薬

鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。
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栄養と健康 栄養 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを説明できる。

食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。

五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質等）の機能について説明できる。

エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。

日本人の食事摂取基準について説明できる。

栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。

疾病治療における栄養の重要性を説明できる。

食品機能と食品衛生 炭水化物、タンパク質が変質する機構について説明できる。

油脂が変敗する機構及び油脂の変質試験について説明できる。

食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。

食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。

代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。

特別用途食品と保健機能食品について説明できる。

食品衛生に関する法的規制について説明できる。

食中毒と食品汚染

食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

化学物質（重金属、残留農薬等）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

環境 化学物質の毒性 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

重金属、PCB、ダイオキシン等の代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明できる。

重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

薬物の乱用による健康への影響について説明できる。

代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、説明できる。

個々の化学物質の使用目的にかんがみ、適正使用とリスクコミュニケーションの重要性について説明できる。

毒性試験の結果を評価するために必要な量一反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）等について説明できる。

化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量等）について説明できる。

有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法等）を説明できる。

化学物質による発がん 発がん性物質等の代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。

遺伝毒性試験（Ames試験等）の原理を説明できる。

発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーション等）について説明できる。

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
化学発がんを理解するための基礎
知識を問う

化学物質・放射線の生体への影
響

肝臓、腎臓、神経等に特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
環境化学物質や乱用薬物の毒性及
び対処法を理解するための基礎知
識を問う

化学物質の安全性評価と適正使
用

化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、説明できる。
薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
化学物質の安全性を理解するため
の基礎知識を問う

代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品及び予防方法について説明でき
る。薬剤師による健康増進、疾病予防

の管理を理解する上で必要となる
食中毒と食品汚染に関する基礎知
識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
栄養に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
食品機能と食品衛生に関する基礎
知識を問う
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【別表Ⅲ　薬理】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬の作用と体の変化 薬の作用機序 用量と作用 薬の用量と作用の関係を説明できる。

薬物の標的分子 薬物が作用する仕組みについて、代表的な受容体、酵素、イオンチャネル及びトランスポーターを例に挙げて説明できる。

受容体 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

代表的な受容体を列挙し、刺激あるいは遮断された場合の生理反応を説明できる。

受容体と情報伝達系 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された場合の生理反応を説明できる。

薬効に影響を及ぼす要因 薬物の選択（禁忌を含む）、用法、用量の変更が必要となる要因（年齢、疾病、妊娠等）について具体例を挙げて説明できる。

薬物相互作用 薬理作用に由来する代表的な薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。

薬理学実験 薬効や副作用に関する薬理実験の代表的な研究方法とデータの解析について説明できる。

医薬品の安全性 薬物依存性・耐性 薬物依存性、耐性について具体例を挙げて説明できる。

副作用と毒性 薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。

副作用と有害事象 薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

薬の効き方 神経系に作用する薬 自律神経系に作用する薬 交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬等）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

中枢神経系に作用する薬 全身麻酔薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

睡眠障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

統合失調症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

うつ病・双極性障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

神経症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

てんかん治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

パーキンソン病治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

認知症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

脳内出血・脳梗塞等に関連する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

片頭痛治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

中枢興奮薬、その他の中枢神経系に作用する薬物の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗炎症薬 抗炎症薬（ステロイド性及び非ステロイド性）及び解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

関節リウマチ治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

体性神経系に作用する薬・運動
神経系及び骨格筋に作用する薬

運動神経系及び骨格筋に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

免疫・炎症・アレルギー及び骨・
関節に作用する薬

免疫・アレルギーに作用する薬 アレルギー治療薬 (抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬等) の薬理 (薬理作用、機序、主な副作用) を説明できる。
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骨粗しょう症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

循環器系に作用する薬 不整脈治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

虚血性心疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

高血圧症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

低血圧治療薬・末梢血管拡張薬等の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

血液・造血器系に作用する薬 止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗血栓薬、抗凝固薬及び血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

貧血治療薬･白血球減少症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

妊娠・分娩・避妊に関連する薬物の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系に作用する薬 気管支喘息・慢性閉塞性肺疾患の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

消化器系に作用する薬 胃・十二指腸潰瘍治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他の消化性疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

制吐薬・催吐薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

肝疾患・膵臓疾患・胆道疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

代謝系・内分泌系に作用する薬 代謝系に作用する薬 糖尿病治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

脂質異常症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

高尿酸血症・痛風治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

内分泌系に作用する薬 副腎皮質ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

甲状腺ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他のホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

感覚器系・皮膚に作用する薬 感覚器系に作用する薬 緑内障治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他の眼疾患（白内障・加齢性黄斑変性等）の治療薬、散瞳薬・縮瞳薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

めまい（動揺病、メニエール病等）の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

皮膚に作用する薬

抗菌薬 抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用）を説明できる。

抗ウイルス薬

原虫・寄生虫感染症治療薬 原虫感染症・寄生虫感染症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗悪性腫瘍薬 抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

骨・カルシウム代謝に作用する
薬

カルシウム代謝異常に関連する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

循環器系・血液系・造血器系・泌
尿器系・生殖器系に作用する薬

心不全治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

ウイルス感染症（ヘルペスウイルス感染症、サイトメガロウイルス感染症、インフルエンザ、ウイルス性肝炎、HIV）治療薬の薬理（薬
理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

褥瘡・皮膚潰瘍治療薬、その他の皮膚疾患（アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、尋常性痤瘡等）の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
な副作用）を説明できる。

病原微生物（感染症）・悪性新生
物（がん）に作用する薬

抗真菌薬 抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

泌尿器系・生殖器系に作用する
薬

排尿障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系・消化器系に作用する
薬

鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。
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薬物の基本構造と薬効 化学構造と薬効の関連性 代表的な薬物の基本構造と薬効の関連を説明できる。
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【別表Ⅳ　薬剤】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬の生体内運命 薬物の体内動態 生体膜透過 薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散及び能動輸送の特徴を説明できる。

薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明できる。

吸収 経口投与された薬物の吸収について説明できる。

非経口的に投与される薬物の吸収について説明できる。

薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因等）を列挙し、説明できる。

薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げて説明できる。

初回通過効果について説明できる。

分布 薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合並びに組織結合との関係を定量的に説明できる。

薬物のタンパク結合及び結合阻害の測定・解析方法を説明できる。

血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明できる。

薬物のリンパ及び乳汁中への移行について説明できる。

薬物の分布過程における相互作用について例を挙げて説明できる。

代謝 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起こる組織並びに細胞内小器官、反応様式について説明できる。

薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される薬物を列挙できる。

プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説明できる。

薬物代謝酵素の阻害及び誘導のメカニズムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を挙げて説明できる。

排泄 薬物の尿中排泄機構について説明できる。

腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関係を定量的に説明できる。

代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げて説明できる。

薬物動態の解析 薬物速度論

線形1－コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経口投与 [単回及び反復投与]、定速静注）。

体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。

モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明できる。

組織クリアランス（肝、腎）及び固有クリアランスの意味と、それらの関係について、数式を使って説明できる。

薬物動態学－薬力学解析（PK-PD解析）について説明できる。

治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。

薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計ができる。

線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、消失半減期、生物学的利用能等）を説明
できる。

TDM（Therapeutic Drug
Monitoring）と投与設計

TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明できる。
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吸収改善技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。
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TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明できる。
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ポピュレーションファーマコキネティクスの概念と応用について説明できる。

製剤化のサイエンス 製剤の性質 固形材料 粉体の性質について説明できる。

結晶（安定形及び準安定形）や非晶質、無水物や水和物の性質について説明できる。

固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡等）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明できる。

固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pHや温度等）について説明できる。

固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

半固形・液状材料 流動と変形（レオロジー）について説明できる。

高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度等）について説明できる。

分散系材料 界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着等）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。

代表的な分散系（分子集合体、コロイド、乳剤、懸濁剤等）を列挙し、その性質について説明できる。

分散した粒子の安定性と分離現象（沈降等）について説明できる。

分散安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

薬物及び製剤材料の物性 製剤分野で汎用される高分子の構造を理解し、その物性について説明できる。

薬物の安定性（反応速度、複合反応等）や安定性に影響を及ぼす因子（pH、温度等）について説明できる。

薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

製剤設計 代表的な製剤 製剤化の概要と意義について説明できる。

（日本薬局方準拠） 経口投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤等）の種類とその特性について説明できる。

注射により投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

皮膚に適用する製剤の種類とその特性について説明できる。

その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用いる製剤等）の種類と特性について説明できる。

製剤化と製剤試験法 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質について説明できる。

製剤化の単位操作、汎用される製剤機械及び代表的な製剤の具体的な製造工程について説明できる。

汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。

製剤に関連する試験法（日本薬局方準拠）を列挙し、説明できる。

生物学的同等性 製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性等）を理解した上で、生物学的同等性について説明できる。

DDSの必要性 DDSの概念と有用性について説明できる。

コントロールドリリースの概要と意義について説明できる。

コントロールドリリース技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

ターゲティング（標的指向化） ターゲティングの概要と意義について説明できる。

投与部位ごとに、代表的なターゲティング技術を列挙し、その特性について説明できる。

ターゲティング技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

吸収改善 吸収改善の概要と意義について説明できる。

投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術を列挙し、その特性について説明できる。

DDS（Drug Delivery System：薬
物送達システム）

代表的なDDS技術を列挙し、説明できる。

コントロールドリリース（放出制
御）

投与部位ごとに、代表的なコントロールドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる。
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吸収改善技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。
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【別表Ⅴ　病態・薬物治療】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬の作用と体の変化 身体の病的変化を知る 症候 以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測できる。

ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾
向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、咳・痰、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、悪
心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、タンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経
異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障害、聴力障害

病態・臨床検査 尿検査及び糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

血液検査、血液凝固機能検査及び脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

薬物治療の位置づけ 薬物治療の位置づけ 代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療（外科手術、食事療法等）の位置づけを説明できる。

医薬品の安全性 医薬品の安全性 以下の障害を呈する代表的な副作用について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見及び対処方法の概要を説明できる。

血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼吸器障害、薬物アレルギー（ショックを
含む）、代謝障害、筋障害

病態・薬物治療 神経系の疾患 以下の疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

統合失調症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

神経症、不眠症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

てんかんについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

パーキンソン病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

片頭痛について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

脳炎・髄膜炎、多発性硬化症、筋萎縮性側索硬化症、ナルコレプシー、薬物依存症、アルコール依存症

炎症 炎症の病態（病態生理、症状等）を説明できる。

代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査及び画像検査の検査項目を列挙し、目的と異常所
見を説明できる。

体性神経系・筋の疾患の病態、
薬物治療 進行性筋ジストロフィー、ギラン・バレー症候群、重症筋無力症

脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。

中枢神経系の疾患の病態、薬物
治療

うつ病、躁うつ病（双極性障害）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

認知症（アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき
る。

免疫・炎症・アレルギー及び骨・
関節の疾患

創傷治癒の過程について説明できる。
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アナフィラキシーショックについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　

以下の全身性自己免疫疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

全身性エリテマトーデス、シェーグレン症候群、ベーチェット病

骨・関節疾患の病態、薬物治療 骨粗しょう症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の骨・関節疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

変形性関節症、骨軟化症（くる病を含む）

循環器系疾患の病態、薬物治療 不整脈について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

高血圧症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の循環器系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、感染性心内膜炎

以下の貧血について、病態と治療の概要を説明できる。

播種性血管内凝固症候群（DIC）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の血液系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、特発性血小板減少性紫斑病（ITP）、白血球減少症、血栓塞栓症

急性及び慢性腎不全、慢性腎臓病（CKD）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

過活動膀胱及び低活動膀胱について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の泌尿器系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

糸球体腎炎、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、尿路感染症（腎孟腎炎、膀胱炎、尿道炎）、尿路結石

前立腺肥大症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の生殖器系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

子宮内膜症、子宮筋腫

以下の妊娠・分娩に関連する疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

異常妊娠、異常分娩、不妊症、性機能不全

呼吸器系・消化器系の疾患 呼吸器系疾患の病態、薬物治療 気管支喘息について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

慢性閉塞性肺疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

間質性肺炎（肺線維症を含む）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の呼吸器疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

上気道炎（かぜ症候群を含む）、気管支炎、肺炎、インフルエンザ、肺結核、胸膜炎

循環器系・血液系・造血器系・泌
尿器系・生殖器系の疾患

急性及び慢性心不全について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

血液・造血器系疾患の病態、薬
物治療 鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血（悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AlHA）、腎性貧血

臓器移植（腎臓、肝臓、骨髄、臍帯血、輸血）について、拒絶反応及び移植片対宿主病（GVHD）の病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。

免疫・炎症・アレルギー疾患の病
態、薬物治療

関節リウマチについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

泌尿器系・生殖器系疾患の病
態、薬物治療

ネフローゼ症侯群について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
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消化器系疾患の病態、薬物治療 以下の上部消化器疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎

炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

膵炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含む）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の消化器疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

慢性便秘、感染性腸炎、急性虫垂炎、腹膜炎

代謝系・内分泌系の疾患 代謝系疾患の病態、薬物治療 糖尿病とその合併症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

脂質異常症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

高尿酸血症、痛風について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

低血糖症について、病態と治療の概要を説明できる。

内分泌系疾患の病態、薬物治療 バセドウ病、慢性甲状腺炎（橋本病）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

クッシング症候群について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の内分泌系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

感覚器・皮膚の疾患 眼疾患の病態、薬物治療 緑内障について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

白内障について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

加齢性黄斑変性について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の眼疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

角膜炎、結膜炎、網膜症、網膜色素変性症

耳鼻咽喉疾患の病態、薬物治療 めまい（動揺病、メニエール病等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の耳鼻咽喉疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎、口内炎・咽頭炎・扁桃炎

皮膚疾患の病態、薬物治療 アトピー性皮膚炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

白癬について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の皮膚疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

感染症・悪性新生物（がん） 細菌感染症の病態、薬物治療

扁桃炎、細菌性肺炎、肺結核、百日咳、マイコプラズマ肺炎

以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

急性虫垂炎、胆嚢炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、偽膜性大腸炎、腹膜炎

蕁麻疹、接触性皮膚炎、薬疹（スティーブンス-ジョンソン症候群、中毒性表皮壊死症を含む）、尋常性乾癬、光線過敏症、褥瘡、尋常
性痤瘡

以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明でき
る。

先端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、副甲状腺機能亢進症・低下症、粘液水腫、アジソン病、アルドステロン症、尿
崩症、褐色細胞腫

肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性肝障害）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明
できる。
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以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

腎孟腎炎、膀胱炎、尿道炎

以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

梅毒、淋病、クラミジア症

髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

伝染性膿痂疹、蜂窩織炎

感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

MRSA、緑膿菌等

破傷風、敗血症

サイトメガロウイルス感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

インフルエンザについて、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

伝染性単核球症、ウイルス性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、上気道炎（かぜ症候群を含む）、気管支炎

真菌感染症の病態、薬物治療 以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

白癬、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症

以下の原虫・寄生虫感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

悪性腫瘍 腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。

悪性腫瘍について、以下の項目の概要を説明できる。

悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけについて概要を説明できる。

悪性腫瘍の病態、疾患

代表的ながん化学療法のレジメンについて、構成薬物及びその役割、副作用、対象疾患の概要を説明できる。

以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要
を説明できる。

以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明
できる。

以下のウイルス感染症について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明で
きる。

原虫・寄生虫感染症の病態、薬
物治療 マラリア、トリコモナス症、アニサキス症

組織型分類及び病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含
む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状及びがん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスク及び予防要因

抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、血小板減少等）とその軽減のための
対処法を説明できる。

へルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹、脳炎）について、予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬
品の選択等）の概要を説明できる。

ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞が
ん）、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

後天性免疫不全症候群（AIDS）について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

ウイルス感染症の病態、薬物治
療
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【別表Ⅴ　病態・薬物治療】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬の作用と体の変化 身体の病的変化を知る 症候 以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測できる。

ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾
向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、咳・痰、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、悪
心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、タンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経
異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障害、聴力障害

病態・臨床検査 尿検査及び糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

血液検査、血液凝固機能検査及び脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

薬物治療の位置づけ 薬物治療の位置づけ 代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療（外科手術、食事療法等）の位置づけを説明できる。

医薬品の安全性 医薬品の安全性 以下の障害を呈する代表的な副作用について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見及び対処方法の概要を説明できる。

血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼吸器障害、薬物アレルギー（ショックを
含む）、代謝障害、筋障害

病態・薬物治療 神経系の疾患 以下の疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

統合失調症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

神経症、不眠症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

てんかんについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

パーキンソン病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

片頭痛について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

脳炎・髄膜炎、多発性硬化症、筋萎縮性側索硬化症、ナルコレプシー、薬物依存症、アルコール依存症

炎症 炎症の病態（病態生理、症状等）を説明できる。

代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査及び画像検査の検査項目を列挙し、目的と異常所
見を説明できる。

体性神経系・筋の疾患の病態、
薬物治療 進行性筋ジストロフィー、ギラン・バレー症候群、重症筋無力症

脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。

中枢神経系の疾患の病態、薬物
治療

うつ病、躁うつ病（双極性障害）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

認知症（アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき
る。

免疫・炎症・アレルギー及び骨・
関節の疾患

創傷治癒の過程について説明できる。
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消化器系疾患の病態、薬物治療 以下の上部消化器疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎

炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

膵炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含む）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の消化器疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

慢性便秘、感染性腸炎、急性虫垂炎、腹膜炎

代謝系・内分泌系の疾患 代謝系疾患の病態、薬物治療 糖尿病とその合併症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

脂質異常症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

高尿酸血症、痛風について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

低血糖症について、病態と治療の概要を説明できる。

内分泌系疾患の病態、薬物治療 バセドウ病、慢性甲状腺炎（橋本病）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

クッシング症候群について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の内分泌系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

感覚器・皮膚の疾患 眼疾患の病態、薬物治療 緑内障について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

白内障について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

加齢性黄斑変性について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の眼疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

角膜炎、結膜炎、網膜症、網膜色素変性症

耳鼻咽喉疾患の病態、薬物治療 めまい（動揺病、メニエール病等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の耳鼻咽喉疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎、口内炎・咽頭炎・扁桃炎

皮膚疾患の病態、薬物治療 アトピー性皮膚炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

白癬について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の皮膚疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

感染症・悪性新生物（がん） 細菌感染症の病態、薬物治療

扁桃炎、細菌性肺炎、肺結核、百日咳、マイコプラズマ肺炎

以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

急性虫垂炎、胆嚢炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、偽膜性大腸炎、腹膜炎

蕁麻疹、接触性皮膚炎、薬疹（スティーブンス-ジョンソン症候群、中毒性表皮壊死症を含む）、尋常性乾癬、光線過敏症、褥瘡、尋常
性痤瘡

以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明でき
る。

先端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、副甲状腺機能亢進症・低下症、粘液水腫、アジソン病、アルドステロン症、尿
崩症、褐色細胞腫

肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性肝障害）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明
できる。
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以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

腎孟腎炎、膀胱炎、尿道炎

以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

梅毒、淋病、クラミジア症

髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

伝染性膿痂疹、蜂窩織炎

感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

MRSA、緑膿菌等

破傷風、敗血症

サイトメガロウイルス感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

インフルエンザについて、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

伝染性単核球症、ウイルス性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、上気道炎（かぜ症候群を含む）、気管支炎

真菌感染症の病態、薬物治療 以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

白癬、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症

以下の原虫・寄生虫感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

悪性腫瘍 腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。

悪性腫瘍について、以下の項目の概要を説明できる。

悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけについて概要を説明できる。

悪性腫瘍の病態、疾患

代表的ながん化学療法のレジメンについて、構成薬物及びその役割、副作用、対象疾患の概要を説明できる。

以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要
を説明できる。

以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明
できる。

以下のウイルス感染症について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明で
きる。

原虫・寄生虫感染症の病態、薬
物治療 マラリア、トリコモナス症、アニサキス症

組織型分類及び病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含
む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状及びがん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスク及び予防要因

抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、血小板減少等）とその軽減のための
対処法を説明できる。

へルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹、脳炎）について、予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬
品の選択等）の概要を説明できる。

ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞が
ん）、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

後天性免疫不全症候群（AIDS）について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

ウイルス感染症の病態、薬物治
療

31− 405 −



以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病

悪性リンパ腫及び多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

大腸癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

胃癌、食道癌、肝癌、胆嚢・胆管癌、膵癌

肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の頭頚部の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

脳腫瘍、喉頭・咽頭の悪性腫瘍

乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の泌尿器・生殖器・皮膚の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

腎癌、膀胱癌、前立腺癌、子宮癌、卵巣癌、悪性黒色腫

がん終末期医療と緩和ケア がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。

がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択、WHO三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

医療の中の漢方薬 漢方薬の基礎 配合生薬の組合せによる漢方薬の系統的な分類について概要を説明できる。

漢方薬の応用 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方（陰陽、虚実、証等）、治療法について概要を説明できる。

漢方薬の注意点 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。

バイオ・細胞医薬品とゲノム情報 組換え体医薬品 組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。

代表的な組換え体医薬品を列挙できる。

組換え体医薬品の安全性について説明できる。

遺伝子治療 遺伝子治療の原理、現状及び倫理的問題点を説明できる。

細胞、組織を利用した移植医療 移植医療の現状及びゲノム情報の取扱いに関する倫理的問題点を説明できる。

摘出及び培養組織を用いた移植医療について説明できる。

臍帯血、末梢血及び骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療について説明できる。

胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）を用いた細胞移植医療について説明できる。

薬物治療に役立つ情報 医薬品情報 情報 薬物治療に必須の医薬品情報を列挙できる。

医薬品の市販後に行われる調査・試験の種類、目的と得られる医薬品情報について概要を説明できる。

情報源 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類法の概要と代表的な二次資料、三次資料の特徴を説明できる。

厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業等の発行する資料を列挙し、概要を説明できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけ及び各項目の記載内容・記載方法について説明できる。

医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。

収集・評価・加工・提供・管理 目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒等）に適した主な情報源を列挙できる。

MEDLINE等の医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解し、検索法を説明できる。

各種の医薬品情報（臨床試験等の原著論文を含む）の信頼性、科学的妥当性等を評価する際に必要な基本的項目を説明できる。

医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験）の種類、目的と得られる医薬品情
報について概要を説明できる。
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医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し、管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘義務等）について説明できる。

EBM（Evidence-based Medicine） EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。

メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

生物統計 臨床研究における基本的な統計量（平均値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間等）の意味と違いを説明できる。

帰無仮説の概念及び検定と推定の違いを説明できる。

主なパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰、Cox比例ハザード回帰等）と相関係数の検定について概要を説明できる。

基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線等）について概要を説明できる。

臨床研究デザインと解析 臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴について概要を説明できる。

臨床研究におけるバイアス・交絡とその回避法について概要を説明できる。

副作用の因果関係の評価法（副作用判定アルゴリズム等）について概要を説明できる。

優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。

介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化等）について概要を説明できる。

医薬品の比較・評価 病院や薬局において医薬品を採用選択する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明できる。

患者情報 情報と情報源 薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。

収集・評価・管理 問題志向型システム（POS）を説明できる。

SOAP形式等の患者情報の記録方法について説明できる。

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概要を説明できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。

個別化医療 遺伝的素因 薬物の主作用及び副作用に影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。

薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異等）について、例を挙げて説明できる。

コンパニオン診断に基づく薬物治療について、例を挙げて説明できる。

年齢的要因 低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。

高齢者における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。

臓器機能低下 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク減少、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率等）を説明し、
計算できる。

医薬品情報に基づいて、代表的な医薬品間（同種同効薬、先発医薬品と後発医薬品等）の有効性や安全性について比較・評価する
ための項目を列挙できる。

臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性）と外的妥当性（研究結果の
一般化の可能性）について概要を説明できる。

観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッドケースコントロール研
究等）について概要を説明できる。

介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイント）の違いを例を挙げて説
明できる。

代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコントロール研究等）の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベ
ルについて概要を説明できる。
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心臓疾患を伴った患者における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

その他の要因 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動等）を列挙できる。

妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水等）における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。
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【別表Ⅵ　法規・制度・倫理】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

プロフェッショナリズム 薬剤師の使命 薬剤師の活動分野 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明できる。

患者安全と薬害の防止 医薬品の役割とリスクについて説明できる。

WHOによる患者安全の基本的な考え方について説明できる。

医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。

医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を説明できる。

代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を説明できる。

薬学の歴史と未来 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。

薬物療法の歴史と人類に与えてきた影響について説明できる。

薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。

将来の薬剤師と薬学が果たす役割について概要を説明できる。

薬剤師に求められる倫理観 生命倫理 生命の尊厳について説明できる。

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について概要を説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概要を説明できる。

医療倫理 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について説明できる。

薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

患者の権利 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を説明できる。

患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。

患者の自己決定権とインフォームド・コンセントの意義について説明できる。

知り得た情報の適切な取扱い（守秘義務等）と患者等への情報提供の重要性について説明できる。

薬学研究 薬学における研究の位置づけ 医薬品の創製における基礎から臨床に至る研究の目的と薬剤師の役割について説明できる。

研究における自立性と独創性の重要性について説明できる。

研究に必要な法規範と倫理 自らが実施する研究に係る法令、指針について説明できる。

研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。

臨床研究における倫理規範（へルシンキ宣言等）について説明できる。

人を対象とする研究において遵守すべき倫理指針の概要を説明できる。

研究の実践 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を守ることの重要性を説明できる。

研究を実践するプロセスの概要を説明できる。

代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説
明できる。
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以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病

悪性リンパ腫及び多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

大腸癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

胃癌、食道癌、肝癌、胆嚢・胆管癌、膵癌

肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の頭頚部の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

脳腫瘍、喉頭・咽頭の悪性腫瘍

乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の泌尿器・生殖器・皮膚の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

腎癌、膀胱癌、前立腺癌、子宮癌、卵巣癌、悪性黒色腫

がん終末期医療と緩和ケア がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。

がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択、WHO三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

医療の中の漢方薬 漢方薬の基礎 配合生薬の組合せによる漢方薬の系統的な分類について概要を説明できる。

漢方薬の応用 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方（陰陽、虚実、証等）、治療法について概要を説明できる。

漢方薬の注意点 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。

バイオ・細胞医薬品とゲノム情報 組換え体医薬品 組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。

代表的な組換え体医薬品を列挙できる。

組換え体医薬品の安全性について説明できる。

遺伝子治療 遺伝子治療の原理、現状及び倫理的問題点を説明できる。

細胞、組織を利用した移植医療 移植医療の現状及びゲノム情報の取扱いに関する倫理的問題点を説明できる。

摘出及び培養組織を用いた移植医療について説明できる。

臍帯血、末梢血及び骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療について説明できる。

胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）を用いた細胞移植医療について説明できる。

薬物治療に役立つ情報 医薬品情報 情報 薬物治療に必須の医薬品情報を列挙できる。

医薬品の市販後に行われる調査・試験の種類、目的と得られる医薬品情報について概要を説明できる。

情報源 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類法の概要と代表的な二次資料、三次資料の特徴を説明できる。

厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業等の発行する資料を列挙し、概要を説明できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけ及び各項目の記載内容・記載方法について説明できる。

医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。

収集・評価・加工・提供・管理 目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒等）に適した主な情報源を列挙できる。

MEDLINE等の医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解し、検索法を説明できる。

各種の医薬品情報（臨床試験等の原著論文を含む）の信頼性、科学的妥当性等を評価する際に必要な基本的項目を説明できる。

医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験）の種類、目的と得られる医薬品情
報について概要を説明できる。
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心臓疾患を伴った患者における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

その他の要因 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動等）を列挙できる。

妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水等）における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。
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【別表Ⅵ　法規・制度・倫理】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

プロフェッショナリズム 薬剤師の使命 薬剤師の活動分野 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明できる。

患者安全と薬害の防止 医薬品の役割とリスクについて説明できる。

WHOによる患者安全の基本的な考え方について説明できる。

医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。

医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を説明できる。

代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を説明できる。

薬学の歴史と未来 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。

薬物療法の歴史と人類に与えてきた影響について説明できる。

薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。

将来の薬剤師と薬学が果たす役割について概要を説明できる。

薬剤師に求められる倫理観 生命倫理 生命の尊厳について説明できる。

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について概要を説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概要を説明できる。

医療倫理 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について説明できる。

薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

患者の権利 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を説明できる。

患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。

患者の自己決定権とインフォームド・コンセントの意義について説明できる。

知り得た情報の適切な取扱い（守秘義務等）と患者等への情報提供の重要性について説明できる。

薬学研究 薬学における研究の位置づけ 医薬品の創製における基礎から臨床に至る研究の目的と薬剤師の役割について説明できる。

研究における自立性と独創性の重要性について説明できる。

研究に必要な法規範と倫理 自らが実施する研究に係る法令、指針について説明できる。

研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。

臨床研究における倫理規範（へルシンキ宣言等）について説明できる。

人を対象とする研究において遵守すべき倫理指針の概要を説明できる。

研究の実践 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を守ることの重要性を説明できる。

研究を実践するプロセスの概要を説明できる。

代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説
明できる。
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信頼関係の構築 コミュニケーション 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションのあり方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について説明できる。

相手の心理状態とその変化に配慮した対応の仕方について説明できる。

自分の心理状態を意識して他者と接することの重要性を説明できる。

相手の考えや感情を理解するための適切な聴き方、質問の仕方を説明できる。

自分の考えや感情を相手に伝えるための適切な方法を説明できる。

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決に導くための方法を説明できる。

学習のあり方 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともにわかりやすく表現できる。

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。

薬学教育の概要 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。

生涯学習 生涯にわたって継続的に自ら学習する重要性を認識し、その方法と意義について説明できる。

次世代を担う人材の育成 後輩等への適切な指導方法について概要を説明できる。

薬学と社会 人と社会に関わる薬剤師 人と社会に関わる薬剤師 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について説明できる。

人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について説明できる。

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について説明できる。

倫理規範や法令に則した行動を説明できる。

薬剤師と医薬品等に係る法規範 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。

薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について説明できる。

医療提供施設の種類、定義と要件について説明できる。

医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

医療の提供体制と安全の確保等に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

個人情報の取扱いについて説明できる。

薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について説明できる。

医薬品等の開発から承認までのプロセスと法規範について説明できる。

治験の意義と仕組みについて説明できる。

医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。

自己研鑽と次世代を担う人材の
育成

必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。

薬剤師の社会的位置づけと責任
に係る法規範

薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。

医薬品等の品質、有効性及び安
全性の確保に係る法規範

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医
療機器、再生医療等製品）の定義について説明できる。
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製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。

薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。

医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規定について説明できる。

日本薬局方の意義と構成について説明できる。

生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明できる。

健康被害救済制度について説明できる。

レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。

麻薬、向精神薬、覚せい剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。

毒物劇物の取扱いに係る規定について説明できる。

社会保障制度と医療経済 医療、福祉、介護の制度 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。

医療保険制度（成り立ち、種類、仕組み、現状）について説明できる。

療養担当規則について説明できる。

公費負担医療制度（生活保護等）について説明できる。

介護保険制度の基本的な仕組みについて説明できる。

薬価基準制度の概要を説明できる。

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みの概要を説明できる。

医薬品と医療の経済性 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概要を説明できる。

国民医療費の動向について概要を説明できる。

後発医薬品とその役割について説明できる。

薬物療法の経済評価手法について概要を説明できる。

地域における薬局と薬剤師 地域における薬局の役割 地域における薬局（健康サポート薬局を含む）の機能と役割について説明できる。

医薬分業の意義と動向を説明できる。

かかりつけ薬剤師・薬局による薬学的管理の意義について説明できる。

セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。

災害時の薬局の役割について説明できる。

医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

地域包括ケアの理念、薬局と薬剤師の役割について説明できる。

学校薬剤師の役割について説明できる。

地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について説明できる。

地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について説明できる。

特別な管理を要する薬物等に係
る法規範

覚せい剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について説明できる。

地域における保健、医療、福祉
の連携体制と薬剤師

在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。
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【別表Ⅶ　実務】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬学臨床基本事項 医療人としての基本 医療人として 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮した関わり方について説明できる。

患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を説明できる。

現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を説明できる。

様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について個々の場面に合わせて説明できる。

常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい行動ができる。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める行動ができる。

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすことができる。

チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚した行動ができる。

薬学的管理を実施する際のインフォームド・コンセントについて具体的に説明できる。

患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。

医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動ができる。

一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）について説明できる。

薬剤師業務の基礎 臨床業務の基礎 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

保険調剤における薬剤師業務を具体的に説明できる。

健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。

薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。

病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連づけて説明できる。

病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を具体的に説明できる。

急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について説明できる。

周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。

終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。

外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。

薬学臨床実践 処方箋に基づく調剤 処方箋と疑義照会 処方箋の記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。

注射薬処方箋の記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。

処方箋の監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。

薬歴、診療録、患者の状態等から処方が妥当であるか判断できる。

薬歴、診療録、患者の状態等から判断して適切に疑義照会ができる。

処方箋に基づく医薬品の調製 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。

適切な手順で後発医薬品を選択できる。

処方箋に従って計数・計量調剤ができる。

錠剤の粉砕及びカプセル剤の開封の可否を判断できる。

一回量（一包化）調剤の必要性を判断できる。
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注射薬処方箋に従って注射薬調剤ができる。

皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる。

代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。

無菌操作の原理とその基本的な操作について具体的に説明できる。

注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作について具体的に説明できる。

抗悪性腫瘍薬等の取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を具体的に説明できる。

特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。

調製された薬剤の適切な鑑査について具体的に説明できる。

服薬指導 患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。

代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。

患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法を説明できる。

医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施できる。

妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。

お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。

収集した患者情報を薬歴や診療録等に適切に記録することができる。

医薬品の供給と管理 医薬品管理の流れを説明できる。

医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。

医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。

医薬品の適切な在庫管理を実施できる。

医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。

劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬及び覚せい剤原料の適切な管理と取扱いができる。

特定生物由来製品の適切な管理と取扱いができる。

代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。

院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理等について説明できる。

薬局製剤（漢方製剤を含む）の取扱いについて説明できる。

安全管理 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。

調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。

感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。

施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。

代表的な消毒薬の用途、使用濃度及び調製時の注意点を説明できる。

臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。

施設内での感染対策（予防、蔓延防止等）について具体的に説明できる。

薬物療法の実践 患者情報の把握

インシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を実施することが
できる。

患者・来局者及び種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に必要な情報を収集で
きる。
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信頼関係の構築 コミュニケーション 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションのあり方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について説明できる。

相手の心理状態とその変化に配慮した対応の仕方について説明できる。

自分の心理状態を意識して他者と接することの重要性を説明できる。

相手の考えや感情を理解するための適切な聴き方、質問の仕方を説明できる。

自分の考えや感情を相手に伝えるための適切な方法を説明できる。

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決に導くための方法を説明できる。

学習のあり方 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともにわかりやすく表現できる。

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。

薬学教育の概要 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。

生涯学習 生涯にわたって継続的に自ら学習する重要性を認識し、その方法と意義について説明できる。

次世代を担う人材の育成 後輩等への適切な指導方法について概要を説明できる。

薬学と社会 人と社会に関わる薬剤師 人と社会に関わる薬剤師 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について説明できる。

人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について説明できる。

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について説明できる。

倫理規範や法令に則した行動を説明できる。

薬剤師と医薬品等に係る法規範 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。

薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について説明できる。

医療提供施設の種類、定義と要件について説明できる。

医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

医療の提供体制と安全の確保等に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

個人情報の取扱いについて説明できる。

薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について説明できる。

医薬品等の開発から承認までのプロセスと法規範について説明できる。

治験の意義と仕組みについて説明できる。

医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。

自己研鑽と次世代を担う人材の
育成

必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。

薬剤師の社会的位置づけと責任
に係る法規範

薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。

医薬品等の品質、有効性及び安
全性の確保に係る法規範

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医
療機器、再生医療等製品）の定義について説明できる。
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【別表Ⅶ　実務】

大大項項目目 中中項項目目 小小項項目目 小小項項目目のの例例示示

薬学臨床基本事項 医療人としての基本 医療人として 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮した関わり方について説明できる。

患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を説明できる。

現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を説明できる。

様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について個々の場面に合わせて説明できる。

常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい行動ができる。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める行動ができる。

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすことができる。

チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚した行動ができる。

薬学的管理を実施する際のインフォームド・コンセントについて具体的に説明できる。

患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。

医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動ができる。

一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）について説明できる。

薬剤師業務の基礎 臨床業務の基礎 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

保険調剤における薬剤師業務を具体的に説明できる。

健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。

薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。

病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連づけて説明できる。

病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を具体的に説明できる。

急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について説明できる。

周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。

終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。

外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。

薬学臨床実践 処方箋に基づく調剤 処方箋と疑義照会 処方箋の記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。

注射薬処方箋の記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。

処方箋の監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。

薬歴、診療録、患者の状態等から処方が妥当であるか判断できる。

薬歴、診療録、患者の状態等から判断して適切に疑義照会ができる。

処方箋に基づく医薬品の調製 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。

適切な手順で後発医薬品を選択できる。

処方箋に従って計数・計量調剤ができる。

錠剤の粉砕及びカプセル剤の開封の可否を判断できる。

一回量（一包化）調剤の必要性を判断できる。
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注射薬処方箋に従って注射薬調剤ができる。

皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる。

代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。

無菌操作の原理とその基本的な操作について具体的に説明できる。

注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作について具体的に説明できる。

抗悪性腫瘍薬等の取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を具体的に説明できる。

特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。

調製された薬剤の適切な鑑査について具体的に説明できる。

服薬指導 患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。

代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。

患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法を説明できる。

医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施できる。

妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。

お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。

収集した患者情報を薬歴や診療録等に適切に記録することができる。

医薬品の供給と管理 医薬品管理の流れを説明できる。

医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。

医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。

医薬品の適切な在庫管理を実施できる。

医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。

劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬及び覚せい剤原料の適切な管理と取扱いができる。

特定生物由来製品の適切な管理と取扱いができる。

代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。

院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理等について説明できる。

薬局製剤（漢方製剤を含む）の取扱いについて説明できる。

安全管理 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。

調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。

感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。

施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。

代表的な消毒薬の用途、使用濃度及び調製時の注意点を説明できる。

臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。

施設内での感染対策（予防、蔓延防止等）について具体的に説明できる。

薬物療法の実践 患者情報の把握

インシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を実施することが
できる。

患者・来局者及び種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に必要な情報を収集で
きる。
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基本的な身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用について説明できる。

患者の基本的な身体所見を観察・測定・評価し、薬学的管理に活かすことができる。

医薬品情報の収集と活用 医療スタッフ及び患者のニーズに合った医薬品情報が提供できる。

緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止等の緊急情報を適切に取り扱うことができる。

患者の診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。

処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコルやクリニカルパスを活用できる。

患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明できる。

アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。

患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足等が評価できる。

入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。

処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

医薬品の効果と副作用について、モニタリングすべき症状と検査所見等を説明できる。

薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果、副作用及び相互作用について予測できる。

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。

薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見等から評価できる。

副作用の発現について、患者の症状や検査所見等から評価できる。

患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適切に記録できる。

医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に必要事項を記載し、報告できる。

チーム医療への参画 多職種連携協働とチーム医療 保健、医療における多職種連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明できる。

チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明できる。

医療機関におけるチーム医療

他職種と連携・協力して、患者の最善の治療・ケアが提案できる。

地域におけるチーム医療 地域の保健、医療、介護、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）及びその意義について説明できる。

地域住民への情報提供・健康教育の重要性を説明できる。

地域医療を担う職種間で地域住民に関する情報共有ができる。

処方設計と薬物療法の実践（処
方設計と提案）

患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、妊婦・授乳婦、小児、高齢者等の生理的特性、遺伝子の特性、心理・希
望等）や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。

治療薬物モニ夕リングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができる。

処方設計と薬物療法の実践（薬
物療法における効果と副作用の
評価）

患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順で聞き取るこ
とができる。

他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL
等）について情報共有の重要性を説明できる。

薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更を提
案できる。

医療機関における多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の目的と構成、構成員の役割、その中での薬剤師
の重要性を説明できる。

病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説
明できる。
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かかりつけ薬剤師・薬局の業務を具体的に説明できる。

健康サポート薬局の具体的な業務を説明できる。

在宅（訪問）医療・介護への参画 在宅医療・介護の目的、仕組み、関わる職種、支援の内容を説明できる。

在宅患者の終末期医療について説明できる。

地域保健への参画 学校薬剤師が行う業務内容とその意義を説明できる。

現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を説明できる。

来局者から収集した情報や身体所見等に基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調を推測できる。

疾病予防及び健康管理について適切な生活指導やアドバイスができる。

災害時医療と薬剤師 災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。

災害発生時における病院・薬局の役割と薬剤師の活動について説明できる。

災害時に派遣される医療チームと薬剤師の関わりを説明できる。

地域の保健・医療・福祉への参
画

在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。

在宅医療・介護に関する薬剤師の役割と管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務、医療廃棄物の取扱い等）につ
いて説明できる。

プライマリケア・セルフメディケー
ション

薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品、一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等のリスクに応じた適切な取扱い、管
理ができる。

来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品、一般用医薬品及び検査薬等の推奨、
生活指導等）を選択できる。

選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品、一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等の使用方法や注意点（副作
用・相互作用等含む）等を来局者に適切にわかりやすく説明できる。

在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集の方法、他職種との情報共有について説
明できる。

地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドーピング活動等）について説明でき
る。

地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品を使用する場合の危険行為等に対する対処法）における薬剤師活動を説明でき
る。

41− 410 −



〒���-����　東京都港区白金�-�-�
TEL ��-����-����
https://www.kitasato-u.ac.jp


